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このユーザーズマニュアルは、必要なときすぐに参照できるよう、お手元に置いておく 
ようにしてください。 


安全にかかわる表示 

プリンターを安全にお使いいただくために、このユーザーズマニュアルの指示に従って操作してください。 
このユーザーズマニュアルには製品のどこが危険が、指示を守らないとどのような危険に遭うが、どうす 
れば危険を避けられるかなどについて説明されています。 

また、製品内で危険が想定される箇所またはその付近には警告ラベルが貼り付けられています。 

ユーザーズマニュアルならびに警告ラベルでは、危険の程度を表す言葉として「警告」と「注意」という用語 
を使用しています。それぞれの用語は次のような意味を持つものとして定義されています。 





指示を守らないと、 人が死亡する、または 重傷を負うおそれがあることを示します。 


A 注意 


指示を守らないと、火傷 やけがのおそれ、および 物的損害の発生のおそれがあるこ 
とを示します。 


危険に対する注意•表示の具体的な内容は「注意の喚起丄「行為の禁止丄「行為の強制」の3種類の記号を 
使って表しています。それぞれの記号は次のような意味を持つものとして定義されています。 


注意の喚起 注意の喚起は、「△」の記号を使って表示されています。この記号は指示を守らない 

と、危険が発生するおそれがあることを示します。記号の中の絵表示は危険の内容 
を図案化したものです。 



毒性の物質による被害のおそれがあ 
ることを示します。 

A 

火傷を負うおそれがあることを示し 
ます。 


レーザー光による失明のおそれがあ 

A 

指などがはさまれるおそれがあるこ 

ることを爪します。 

とを示します。 

/^\ 

発煙または発火のおそれがあること 

A 

特定しない一般的な注意 • 警告を示 

を爪します。 

します。 

A 

感電のおそれがあることを示しま 
す。 







































行為の禁止 行為の禁止は r < S )」 の記号を使って表示されています。この記号は行為の禁止を表 

します。記号の中の絵表示はしてはならない行為の内容を図案化したものです。 



プリンターを分解 • 修理 • 改造しな 


指定された場所には触らないでくだ 

いでください。感電や火災のおそれ 

m) 

さい。感電や火傷などの傷害が起こ 

があります。 


るおそれがあります。 


行為の強制 行為の強制は「參」の記号を使って表示されています。この記号は行為の強制を表 

します。記号の中の絵表示はしなければならない行為の内容を図案化したもので 
す。危険を避けるためにはこの行為が必要です。 



プリンターの電源プラグをコンセン 
卜から抜いてください。 感電や火災 
のおそれがあります。 


本文中で使用する記号の意味 

この ユーザー ズマニュアルでは、「安全にががわる表示」のほかに、本文中で次の2種類の記号を使ってい 
ます。それぞれの記号について説明します。 


記号 

内 容 

要 

この注意事項および指示を守らないと、プリンターが故障するおそれがあります。また、システムの運 
用に影響を与えることがあります。 

ェック 

この注意事項および指示を守らないと、プリンターが正しく動作しないことがあります。 
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はじめに 


このたびは NEC のプリンターをお買い求めいただき、まことにありがとうございます。 

MultiWriter 455〇は高性能な CPU を搭載し、スループットの高速化を実現した、レーザープリンターで 
す。さらに、大容量給紙、大容量排紙、用途に合わせた豊富な給紙/排紙を実現しています。 

MultiWriter 4550の特長を以下に示します。 

-最高45ページ/分の印刷速度 ( A 4 サイズ横の場合） 

— 200万枚ページの長寿命ェンジン搭載 

—大容量ホッパーとフェースアップトレー、両面印刷ユニット等のオプション品を用意 
—ネットワ _ クインタ _ フェ _ ス標準装備 
-2段カセット標準 

-最大給紙容量3550枚(オプション装着時） 

—最大排紙容量3000枚(オプション装着時） 

— 最高1500 dpi 相当の解像度 (600 dpi + SET ) 

また、 Windows 環境でより簡単に、より快適に使用していただける印刷統合管理ソフトウェア 
「 PrintAgent 」 に対応しています。 PrintAgent により、プリンターの状態や印刷の進行状況を確認したり、 
より快適な 「 MOPYING *」 を実現しています。 

* 「 MOPYING 」 については、「プリンティングスタイル 「 MOPYING 」 とは」 (8 ぺージ ) をお読みください。 

マニュアルをお読みになり 、 MultiWriter 4550を十分にご活用ください。 



2002年12月初版 
2003年4月第2版 
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マニュアルの種類と使い方 

MultiWriter 4550本体や付属のプリンターソフトウェアの取り扱い方を説明したマニュアルには、「ユー 
ザーズマニュアル(本書)」と「活用マニュアル(添付のプリンターソフトウェア CD - ROM に収録)」がありま 
す。また、各プリンターソフトウェアの詳細については画面上の「ヘルプ」をご覧ください。 



MultiWriter 4550 ユーザーズマニュアル (本書） 

プリンターのセットアップから、プリンターの基本的な操作方法、および困ったときの 
対処方法などを、この1冊で説明しています。本書はいつでもご覧になれるようにお手 
元に置いてください。 




印刷用 


MultiWriter 4550活用マニュアル 
(プリンターソフトウェア CD - ROM に収録） 

ネットワーク環境で印刷する場合の設定方法、プリンターソフトウェアやメニュ _ モー 
ドの詳細、および技術情報などについて説明しています。 

活用マニュアルには、 HTML 形式を採用した汎用のブラウザーで閲覧する「活用マニュ 
アル（閲覧用)」と、 PDF 形式を採用した Adobe 社の Acrobat Reader で参照および印刷 
ができる「活用マニュアル(印刷用)」があります。ご使用の目的に応じて活用してくださ 
い。記載内容については活用マニュアルの内容 ( xiii ページ)をご覧ください。 

また、活用マニュアル(閲覧用)の開き方については x ページ、活用マニュアル(印刷用） 
の開き方、および印刷方法については xi ページをご覧ください。 


ユーザーズマニュアルと活用マニュアルそれぞれを、目的に応じてお使いいただくために、次ページに目 
的別マニュアルガイドを示します。 
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目的別マニュアルガイド 


セットアップするには 


プリンターを安全に使うために . 

プリンターを設置する . 

コンピューターと接続する . 

ネットワークに接続する . 

プリンターソフトウェアをインスIルする 
プリンターソフトウェアについて . 


ユーザーズマニュアル 

安全にお使いいただくために 

ユーザーズマニニ 

L アル 

1 章 


ユーザーズマニ: 

1アル 

2 章 

L _ 


_ J 


セツトアップができたら 


用紙について . 

スイッチ • ランプについて . 

アプリケーションがら印刷する . 

IPP、LPR(TCP/IP) を使って印刷する 

M 〇 PYING したい . 

便利な機能を使って印刷する . 

メニューモードを使って設定する…••… 

制御 コー ドを使う . 


■ ユーザーズマニュアル 

3章 

= ユーザーズマニ ニ 

1 アル 

4章 

= ユーザーズマニ ニ 

1 アル 

5章 

.活用マニュアル 

3章 


活用マニュアル 

4章 


•活用マニュアル 

7章 


■活用マニュアル 

付録 



必要に応じて 


EP 力一トリッジ、を交換する . 

プリンターの清掃について . 

ユーザーサービス について . 

オプションについて . 

ユーティリティーを使って IP アドレスを設定する 

うまく印刷できないときには . 

紙づまりのときは . 

ネットワークで困ったときには . 

このプリンターの1生肯旨は？ . 

印刷範囲が知りたい . 

文字コード表が見たい . 

わがらない用語がある . 


r 



ユーザーズマニ ニ 

L アル 

6 章 


. ユーザーズマニ ニ 

L アル 

8 章 

ユーザーズマニ ニ 

L アル 

9章 

活用マニュアル 

3章 


ユーザーズマニ ニ 

L アル 

7章 

活用マニュアル 

9章 


活用マニュアル 

9章 


ユーザーズマニュアル 

付録】 

'活用マニュアル 

付録 


活用マニュアル 

付録 


ユーザーズマニ ニ 

L アル 


用語解説 
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活用マニュアル(閲覧用)を見るには 

活用マニュアル(閲覧用）は HTML ファイル形式です。添付のプリンターソフトウェア CD-ROM に収録され 
ており、お手持ちのコンピューターの画面上でブラウザーを使って閲覧できます。なお、閲覧するにはブ 
ラウザーは Microsoft Internet Explorer 4.0 以上または Netscape Navigator 4.0 以上が必要です。あ 
らかじめインス!ルして以下の手順を行ってください。 


〇お使いの 0 S (日本語版)を起動する。 

0プリンターソフトウェア CD - ROM をセットす 
る0 

「プリンタソフトウエア CD-ROM メニュー」が起動 
します。 


お使いのコンピュータによっては、自動的にメ 
ニュープ□グラムが立ち上がらない場合がありま 
す。その場合は、 CD - ROM のルートデイレクト 
リーにある 「 MWSETUP . exe 」 を実行してくださ 
い0 

\ _ / 

© [オンラインマニュアル]をクリックする。 

右側のボックスにオンラインマニュアルの名称が 
表示されます。 



〇右側のボックスの [ MultiWriter 4550 活用マ 
ニュアル（閲覧用）]を選び、[オンラインマ 
ニュアルを読む]をクリックする。 



ブラウザーが起動して、活用マニュアルのトップ 
ページが表示されます。 
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活用マニュアル(印刷用)を印刷するには 

活用マニュアル(印刷用）は PDF ファイル形式です。活用マニュアルをお手元で見られるように印刷したい 
場合には、活用マニュアル(印刷用）をお使いください。なお、印刷するには Adobe Acrobat Reader 4.0 
以上(添付のプリンターソフトウェア CD - R 〇 M には 、 Adobe Acrobat Reader 5•◦を収録しています）が 
必要です。あらがじめインス!ルしてください。 


このオンラインマニュアルは A 4 サイズの大きさで作成されています。ここでは Windows XP の環境で 
MultiWriter 4550を使って活用マニュアルを印刷する手順を説明します(あらがじめプリンタードライバー 
をインス!ルする必要があります。本書の2章を参照してインス!ルしてください）。他の 0 S をお使 
いの方は多少画面表示が異なりますが、手順は同じです。 


〇前ページの手順❶〜❺を行い、オンラインマ 
ニュアルー覧を表示する。 


© 右側のボックスの [ MultiWriter 4550 活用マ 
ニュアル（印刷用）]を選び、[オンラインマ 
ニュアルを読む]をクリックする。 



Adobe Acrobat Reader が起動して、活用マニュ 
アル(印刷用）のトップページが表示されます。 


0 印刷したい章を選び、クリックする。 

印刷したい章のイメージアイコンをクリックして 
ください。希望の章が開きます。 

〇 [ファイル]メニューの[印刷]をクリックす 
る。 

[印刷]ダイア□グボックスが表示されます。 


III 聞く (Q)". Ctrl+0 

ウィンドウ® ■ブ砂 

♦ ♦ ，|玉ド阐 

H 閉敁 ◎ Ctrl+W 

褚製を保存⑻… Ctrl+Shift+S 

m テキストに害き出し®… 


H 文害のブ□パティ(必 ► 

? 文書のセキ; L リテイ欲- Ctrl+Alt+S 

>' 4 1 E：¥Top page.pdf 


f 臨 

_ 

11 

1 


& [プロパティ]をクリックする。 

[プリンタのプロパティ]ダイアログボックスが表 
示されます。 



〇 [用紙]タブをクリックする。 

[用紙]シートが表示されます。 
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[用紙サイズ]から [ A 4] を選択し、 [0 K ] をク 
リックする。 

[印刷]ダイアログボックスに戻ります。 



〇印刷部数を指定して [0 K ] をクリックする。 


0 区 I 






































































活用マニュアルの内容 

活用マニュアルに記載されている主な内容は、以下のとおりです。 


1章オプション 

大容量ホッパー、フィニッシャー、両面印刷ユ 
ニット、 LAN ボード、 LAN アダプター、増設メモ 
リーなどの取り付け、取り外し手順および、使用 
できるコンピューターとプリンターケーブルを記 
載しています。（記載内容は本書と同じです。） 

2章プリンターソフトウェアのインス!-ール 

プリンターソフトウェアをインス I ルしてプリ 
ンターを使用できる手順について各 0 S 毎に記載し 
ています。また、プリンター管理者用インス! 

ル手順、 PrintAgent の追加 • 削除についても説明 
しています。 

• プリンターソフトウェア CD-R 〇 M について 

• プリンターソフトウェアの動作環境 

• インストール方法の選択 

• 「インス!-ールプログラム」からのインス 
I -ール 

• 「プラグ•アンド•プレイ」によるインス 
卜ール 

• プリンタードライバーの削除 

• PrintAgent の追加 • 削除 

• プリンター管理者用インストール 

• 日本語 MS-DOS 環境 

3章ネットワークでの設定 

MultiWriter を使ってネットワーク印刷するための 
設定手順について説明しています。 

• LAN ボードおよび無線 LAN プリンターボー 
ドを使用するための IP アドレスなどの設定 
手順 

• DHCP の設定 

• ネットワーク印刷するための各〇 S ネット 
ワークポートの設定(印刷先の変更） 

IPP (Internet Printing Protocol UNIX 用 
印刷 サービス （ LPR)、Standard TCP/IP 
Port ( LPR)、LPR バイトカウント機能、 
NEC Internet Printing System ( IPP ) 、 
Microsoft TCP/IP 印刷 ( LPR )、 夕ーミナル 
サービス 環境 

• ユーティリティ ーによる LAN ボードの設定 
WWW ブラウザー、 Telnet、PrintAgent プ 
リンタ管理ユーティリティ 


• より便利なネットワーク機能 
SNMP 、 アクセス制限 

4 章より進んだ使い方 

プリンターソフトウェアを使った M u I ti Writer の便 
利な機能の紹介および設定方法について説明して 
います。 

• 両面印刷の設定 
• フィニッシャー機能 
• 複数ページ印刷 

• 仕分け印刷の設定(丁合い機能、合紙機能） 
• 拡大 • 縮小印刷 

• MOPYING 設定ウィンドウ 
• 定形外用紙サイズの設定 
• 印刷位置の調整 

• リプリント機能 
• 文書結合 

• 「 PrintAgent 」ツールバー 
• プリンタ ステータス ウィンドウ 
• プリンタ自動切替 
• 保守情報のメール通矢口 
• リモート電源制御 
• 印刷□グの出力 
• プリンタ利用情報通知機能 

• Web PrintAgent 

• プリンタードライバーのバージョンアップ 

5 章用紙のセット 

使用できる用紙の種類や用紙についての注意事 
項、ホッパ_、定形外用紙カセット、トレ_への 
用紙セット方法について説明しています。（記載内 
容は本書と同じです。） 

6章操作パネル 

プリンターの操作パネル上のディスプレイ、ラン 
プ、スイッチについて詳しく説明しています。 
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7 章メニューモード 

ESC/P エミュレーシヨンモードを含めてメニュー 
モードの詳細について説明しています。 

• メニューモードでの設定変更のしかた 

• メニューモード設定項目一覧（メモリース 
イッチの設定変更のしかた、メニューツ 
リー） 

• メニューの詳細 

• メモリースイッチの内容 

• 動作エミュレーシヨンの切り替え （ ESC/P 
エミュレーシヨンモード） 

8章日常の保守 

EP 力ートリッジの交換手順、清掃手順、ステープ 
ル針の補充手順について説明しています。（記載内 
容は本書と同じです。） 

9章故障かな？と思ったら 

故障がな？と思った場合の原因と処置方法を以下 
の症状に分けて説明しています。また、プリン 
ターの運搬、消耗品の廃棄について記載していま 
す 。 

• 修理に出す前に 
• 印刷できないときは 
• アラーム表示が出ているときは 
• 印刷に異常が見られるときは 
• 思うように印刷できないときは 
• フィニッシャー機能がうまくできないとき 
は 

• PrintAgent システムが起動しないときは 

• プリンタ ステータス ウィンドウがおかしい 
ときは 

• リプリント機能が動作しないときは 

• PrintAgent を正しく動作させるために 

• ネットワークで思ラよラに印刷できないと 
きは 

• 紙づまりのときは 
• プリンターを運搬するときは 
• プリンター•消耗品を廃棄するときは 

10章 ユーザー サービス 

お客様登録された方へ用意されているさまざまな 
ユーザー サービス、プリンターの寿命、 ユーザー 
ズマニュアルの再購入について説明しています。 


付録技術情報 

本書に記載しているプリンターの仕様、用紙の規 
格の他に文字コード表、印刷範囲などの詳細な技 
術情報について記載しています。 

♦仕様 
• 用紙の規格 
• 文字の種類 
• 文字コード表 
• 印刷範囲 
• NPDL の初期状態 
• 制御コード 
• 機能拡張制御コード 
• ディスプレイ表示一覧 
• テスト印刷のプリント結果 
• 増設メモリー対応表 
• 電子ソート機能有効時の印刷保証枚数表 
• インターフェース 
• 用語解説 
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安全にお使いいただ < ために 


警告ラベルについて 

MultiWriter 455◦プリンター内の危険性を秘める部品やその周辺には警告ラベルが貼り付けられていま 
す。これはプリンターを操作する際、考えられる危険性を常にお客様に意識していただくためのものです。 

警告ラベルは下図に示す場所に貼られています。もしこのラベルが貼り付けられていない、はがれかがっ 
ている、汚れているなどして読めない場合は、16売店または、 NEC サービス窓□にご連絡ください。 







































安全上のご注意 

ここで示す注意事項はプリンターを安全にお使いになる上で特に重要なものです。この注意事項の内容を 
よく読んで、ご理解いただき、プリンターをより安全にご活用ください。記号の説明については表紙の裏 
の「安全にががわる表示」を参照してください。 
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△注意 


こわれた液晶ディスプレイ 
には触らない 



M 


こわれた液晶ディスプレイには触らないでくだ 
さい。操作パネルの液晶ディスプレイ内には人 
体に有害な液体があります。万一、壊れた液晶 
ディスプレイがら流れ出た液体が、□に入った 
場合は、すぐにラがいをして、医師に相談して 
ください。また、皮膚に付着したり目に入った 
りした場合は、すぐに流水で15分以上洗浄し 
て、医師に相談してください。 


電源コードに薬品類 
をかけない 


A® 


x 




電源コードに殺虫剤などの薬品類をかけないで 
ください。コードの被覆が劣化し、感電や火災 
の原因となることがあります。 


電源コードを抜くときは 

コ-ドを引っ張らない/7\^^ 


X 



電源プラグを抜くときはプラグ部分を持って 
行ってください。コード部分を引っ張るとコー 
ドが破損し、火災や感電の原因となるおそれが 
あります。 


雷が鳴りだしたら 
プリンターに触らない 


A ⑧ 


x 



火災 • 感電の原因となります。雷が発生しそう 
なときは電源プラグをコンセントから抜いてく 
ださい。また雷が鳴りだしたらケーブル類も含 
めて装置には触らないでください。 


プリンター内に 
異物を入れない 


A ⑩ 


X 



プリンター内に水などの液体、ピンやクリップ 
などの異物を入れないでください。火災や感 
電、故障の原因となります。もし入ってしまっ 
たときは、すぐ電源を〇 FF にして、電源プラグ 
をコンセントから抜いて、販売店に連絡してく 
ださい。 


損傷した電源コード 
は使わない 


A® 


x 



電源コードが破損した場合は、ビニールテープ 
などで補修して使用しないでください。補修し 
た部分が過熱し、火災や感電の原因となるおそ 
れがあります。損傷したときは、すぐに同じ電 
源コードに取り替えてください。 
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直射日光が当たる 
ところには置かない 




x 


rn 



プリンターを窓ぎわなどの直射日光が当たる場 
所には置かないでください。そのままにすると 
内部の温度が上がり、プリンターが異常動作し 
たり、火災を引き起こしたりするおそれがあり 
ます。 


不安定な場所に 
置かない 




X 




プリンターを不安定な場所には置かないでくだ 
さい。プリンターが破損するおそれがあるばか 
りではなく、思わぬけがや周囲の破損の原因と 
なることがあります。 


電源コードを 
たこ足配線にしない 




X 



コンセントに定格以上の電流が流れると、コン 
セントが過熱して火災の原因となるおそれがあ 
ります。 


電源コードは曲げたり 
ねじったりしない 


水⑭ 


X 



電源コードを無理に曲げたり、ねじったり、束 
ねたり、ものを載せたり、はさみ込んだりしな 
いでください。またステープルなどで固定する 
ことも避けてください。コードが破損し、火災 
や感電の原因となるおそれがあります。 


プリンターを1人で 
持ち上げない 




x 


プリンターの質量は約 44.5 kg です。 （ EP 力一卜 
リッジ含まず)。 

装置側面の取っ手を持って、3人以上で運んでく 
ださい。2人以下で運ぶと腰を痛めるおそれがあ 
ります。 


専用電源コード 
以外は使わない 




X 




プリンターに添付されている電源コード以外の 
コードを使わないでください。電源コードに定 
格以上の電流が流れると火災になるおそれがあ 
ります。 




ノ 

電源プラグを中途半端 A 


に差し込まない / p \ 


X 

^ 0 ) 

良 



電源プラグはしっかりと差し込んでください。 
中途半端に差し込んだまま、ほこりがたまると 
接触不良の発熱による火災の原因となるおそれ 
があります。また、プラグ部分は時々抜いて、 
乾いた布でほこりやゴミをよくふき取ってくだ 
さい。ほこりがたまったままで、水滴などが付 
くと発熱し、火災となることがあります。 
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無線 LAN ポードに関する安全上のご注意 


オプションの無線 LAN ボードを取り付けた場合の注意事項について説明します。 



心臓ぺ_スメ_力_に 
近づけない 


A 



X 


食 塞 


埋め込み型心臓ペースメーカーを装着されている 
方は、無線 LAN ボードをぺースメーカー装着部か 
ら 22 cm 以上離して使用してください。心臓 ペー 
スメーカーの近くで使用するとべースメ ーカー が 
正しく動作しないおそれがあります。 


飛行機内では 
使用しない 


A 



X 




飛行機内では無線 LAN ボードを装着したプリン 
ターの電源は切ってください。電子機器に影響を 
与え、事故の原因となるおそれがあります。現 
在、各航空会社では航空機の飛行状態などに応じ 
て、機内での無線機器 • 電子機器などの使用を禁 
止しており、無線 LAN ボードもその該当機器と 
なります。詳しい内容については、各航空会社に 
お問い合わせください。 


使用禁止区域では 
使用しない 


A 



hSi 

心臓べースメー カーや補聴 I 


洛| 


む補聴器などの医療機器を使 
用している方が近接する可能性がある場所では使 
用しないでください。特に医療機関側が無線 
LAN ボードの使用を禁止した区域では、無線 
LAN ボードを使用しないでください。また、医 
療機関側が無線 LAN ボードの使用を認めた区域 
でも、近くで医療用電気機器が使用されている場 
合には、プリンターの電源は切ってください。 

無線 LAN ボードの電波出力は、例えば携帯電話 
などに比べてはるかに低く抑えられており、医療 
電気機器に与える影響は極めて少ないものです 
が、医療機器が正しく動作しないおそれがありま 
す。使用に際しては各医療機関の指示に従ってく 
ださい。詳しい内容については、各医療機関にお 
問い合わせください。 


ぬれた手で触らない 


A 



X 



無線 LAN ボードがプリンターに取り付けられて 
いるときに、ぬれた手で無線 LAN ボードやプリ 
ンターに触らないでください。ぬれた手で触る 
と感電するおそれがあります。 
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△注意 
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MOP 

f 〜 ilti\A/ritpr 方 


Ylt^G 


とは 


MultiWriter を使って手間もコストも大幅削潢 

MOPYING(Multiple Original coPY and printING ) とは、オリジナルのドキュメントをコピー機で複数 
コピーするのではなく、 MultiWriter で必要部数を直接印刷する新しいドキュメント処理スタイルのことで 
す 。 MultiWriter 4550に搭載されている PrintAgent の機能を使うと、 MultiWriter をコピー機のよ，尊使 
い方ができるばかりでなく、手間のがかる原稿の準備作業がパソコン上でできます。 


コピー機を使ってドキュメントを複数コピーする作業と比較すると、導入コストやランニ 
く抑えることがで含ます。しかも、オリジナル出力なので仕上がりがきれい"" 


h 卜を低 



ペーシ順、郜車位で出力で含る簡易ソーター 


オフセット排紙機能と丁合い機能を組み合わせると、簡易ソーターとしてご利用になれます。複数の部数 
を印刷するときなど印刷後の用紙を部ごとに水平にずらして仕分けし、排紙トレー上に排出します。さら 
に、指定されたホッパーにセットした色の違う用紙(合紙)を挿入して印刷ジョブごとに仕分けて排紙トレ_ 
上に排出することもできます。 


0フ乜ット排紐_能) ( 台紐機能 ） 



MultiWriter 4550では、フィニッシャーを装着することにより、最大50枚(坪量 64.0 g / m 2 ) までステープ 
ルどめや穴あけすることができます。面倒な簡易製本処理まで素早く自動で行え、大容量排紙もサポート 
しています。会議などで使う複数枚の書類を何部が印刷したい場合は、フィニッシャーの機能を使うと印 
刷後すぐに配付でき、非常に便利です。 
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MultiWriter 4550の場合、6〇 0 dpi (23.6 ドット/ mm ) の解像度に対応し 
ています。オリジナル出力なので写真やグラフの網かけ、グラデーシヨ 
ンがきれいに出ます。コピー機のように、いちいち原稿に合わせて濃度 
調整をする必要はありません。 


C 0 原稿の作成 • 順番を 
揃える 



@必要部数を両面印刷 
(オプション）& 

丁合い&オフセツト排紙 



MultiWriter 4550はオフセツト排紙 • 合紙機能による簡単仕分け印刷を標準でサボートしています。例え 
ば、会議の資料は原稿をコピー機で複数コピーするのではなく、 MultiWriter で必要な分だけ直接印刷すれ 
ば、オリジナルの品質で資料が作成できます。 


(二匕一機を使つ汔複写出力） 

0原稿を作成 ® 原稿を出力 (D 原稿の順番を@必要部数を 

揃える 両面コピー 



( MOPYING による 7 T リシナ/し出力） 



¥' : D 匕一機よストか S い 

MultiWriter を使った場合、コピー機のような契約によるコピーチャージを必要としません 。 MultiWriter 
は感光体とトナーを一体型にした EP 力ートリッジを採用することで、トナー交換の作業を容易にし、メン 
テナンスを不要にしています。 

さらに、約30,000ページ* 1 印刷可能な EP カートリッジ(型番： PR - L 4550-12、 EF -3464) は、1枚あたり 
約 2.2 円* 2 と低コスト。 

MultiWriter の導入は同等機能のコピー機を導入する場合と比較した場合、ランニングコストが半分以下で 
済みます。 


^ : D 匕一機を使わずに必吾部敢をぞのまま印刷 


資料がすべてオリジナル 
だからきれいな仕上がり 



網かけ、 

グラデ—シ ヨン 
が黒くつぶれた 
仕上がり 




〜 A4 サイズ 1 枚あたりの画像面積比 （ 1 ページ中の黒い部分の面積比と印刷範囲との比率）が約 596 の片面連続印刷時 

* 2 平成 14 年 12 月現在 
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高速印刷 • 電子ソートですばやい仕上が U 


MultiWriter 455◦は、毎分45ぺージの高速印刷を実現。しかも電子ソート機能* 1 を使えばプリンターの 
メモリーに印刷データを蓄えて必要部数を印刷するので、パソコンがらプリンターへ部数分のデータ転送 
が不要です* 2 。これによって、Iタル印刷処理時間が短縮されます。 

51:1 電子ソート機能を有効にする場合、 64 MB 以上のメモリー増設(オプション)が必要です。また、ハードディスク（オプション）を追 
加することにより、多量のページを蓄えることができます。 

* 2 増設メモリー容量、ページ数により必要枚数分データ転送を行う場合があります。 


(従来の: J 台い機能を使つ汔出力) 

部数分のデータ転送が必要 5部丁合い出力 



プリン ターの メモリーや ハー ドデイ 
スクに蓄えられたデータを使って 
電子 ソート 
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用紐がな<なると自動的に切り替え（ク7しーフホツバー) 


給紙元として使っているいくつがのホッパーを組み合わせて一つのグループにします* 1 。印刷中、そのグ 
ループ化したホッパーの中で用紙が足りなくなると* 2 、次のホッパーに自動的に切り替わる* 3 ので、連続 
印刷 • 多量印刷ができてとても便利です。オプションの大容量ホッパー (2.500 枚積載可）* 4 があると便利 
です。 


^ グループ A 、 グループ B の2つのグループを設定可能。プリンタードライバーからは、ホッパーの組み合わせを気にせず、直接グ 
ループホッパーを指定することができます。 

* 2 オペレーターパネルの LCD にて、用紙がなくなったホッパーを確認することができます。 

* 3 用紙が足りなくなったホッパーには、印刷中でも用紙をつぎ足すことができます。このことによりノンストップ印刷が可能となり 
ます。 

* 4 大容量ホッパー4および5で積載可能。大容量ホッパー3の積載枚数は500枚です。 


















































二度印刷し汔文書なら、すくリフ =ント（再印刷） 

PrintAgent の「リプリント機能」を使うと、一度印刷したデータを設定範囲内でパソコンのスプールフォル 
ダーに残しておき、再印刷することができます。これを使えば、いちいちアプリケーションを立ち上げず 
にコピー感覚ですぐ再印刷が可能。 

しかも蓄えた印刷データを自由に組み合わせて再印刷することも可能です。 

コピー作業のように原稿を持って席とコピー機を往復することはありません。自席で PrintAgent を使って 
作業は終了です。 


①一度印刷したデータなら •• • ② PrintAgent が覚えているのでアプリ 

ケーシヨンを立ち上げなくてもすぐ印刷 



しか宅、黉えてい S トキコメントで自由な 
組み台わせが司能（ショブ結台） 




さらに、再 ED 刷する文書で乇3台い&オフセット排紙 
で仕分けされ E 出力が可能です J 
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リプリント機能は MultiWriter に添付されている印刷統合ソフトウエア 「 PrintAgent 」 の PrintAgent リプリ 
ント2が提供します。 


再 ED 刷時乇 PrintAgent リフリント2を使つて簡単に MOPYING •し f 


印刷文書 スプールフォルダー 通常の印刷結果 



リブリント出力 



PrintA 如 nt リフリント2を使つ汔再 ED 刷 



さらに、フイニツシや一（オプション）があればステーフ儿&バンチ宅可能 
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\1ぐ 

MOPYING 設定ウインドウで闇里設定 


MultiWriter 4550では、印刷開始前にプリンタードライバーのプロパティで設定を忘れても大丈夫。アブ 
リケーシヨンの印刷を選択した後に 「 M 〇 PYING 設定ウィンドウ」が表示される*ので、複数べージ印刷の設 
定が印刷開始後でも簡単に行えます。これによって、より快適に MOPYING を実現できます。 



標準設定では MOPYING 設定ウィンドウは表示され 
ません。 MOPYING 設定ウィンドウを表示させるに 
は、プリンターソフトウェアのインストール時、ま 
たはプ□パティダイアログボックスで有効にする必 
要があります。手順については 「 M 〇 PYING 設定 
ウィンドウを使って印刷する」 （130 ページ)をご覧 
ください。 


き, jAim 1 響， 

偏集 (£) 


表示以）挿入 ( P 者式ぬ）ヘルプ出） 


新規 ㈣ … 

閉⑽ ... 

上害き保存这） 

名前を付けて保存(丑)... 


Ctrl+N 

Ctrl+0 

Ctrl+S 


-(V) 
ページ設定⑩.. 


% 




ブリ■加 M : it . 


状態：準備完了 


ベ'-ジ範囫 
® t ^ T < L ) 

〇遥択した部分 CD 


□ファイルへ出力® [ 


〇 ページ指定©): [1-65535 


またはぺづ範囲のみを入力し 


[カン_索 (SL I 

部購 [i ~~ 1 

□ S 陣位で.印刷® 

¢1¢!¢! 
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1 早 _ 

プリンタ■の ■ 



この章では、お買い上げになったプリンターの箱を開けてから、中身を確認し、テスト印刷、ネットワー 
クでプリンターが使えるようになるまでを以下の手順で説明します。 



プリンタ—の設置 
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MultiWriter 4550はパラレルインターフエース接続およびネットワーク接続ができます。お使いの環境や 
目的に合わせて接続してください(接続方法については「8コンピューターに接続する」または「9ネット 
ワークに接続する」をご覧ください）。 
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設置に必要なスペースを用意する 


MultiWriter 4550を安全、快適にご使用いただくためには19ページの「設置してはいけない場所」をよく 
お読みになり、下図に示すスペースを確保してください。 


1 193mm 


1245mm 


364mm 


200mm 






= 


— 





_ 





___ , 




' 11 口亞亞|回1 


200 

mm 


1209 mm 


本体のみ 


2980mm 



本体 + オプション装着時 

(大容量ホッパー+両面印刷ユニット+フエースアップトレー+フイニッシヤー ） 


設置に必要なスペース(上から見たところ） 


プリンタ—の設置 
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1146mm 


本体 + オプション装着時 

(大容量ホッノ（一 +両面印刷ユニット+フェースアップトレー+フイニッシヤー) 



1258mm 


1658mm 


本体+オプション装着時 

(大容量ホッパー+両面印刷ユニット+フエースアップトレー 
+封筒フィーダー+フイニッシャー） 


設置に必要なスペース(正面および横から見たところ) 
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設置してはいけない場所 

次のような場所には設置しないでください。 



直射日光の当たる場所、湿気の多い場所、温度変化の激しい 
場所(暖房器、エアコン、冷蔵庫などの近く）には設置しない 
でください。温度変化により結露現象が起こり故障の原因と 
なることがあります。 


X 


㊀⑽0 


♦ ^ じゅうたんを敷いた場所では使用しないでください。静電気 

による障害で装置が正しく動作しないことがあります。 



X 



強い振動の発生する場所に設置しないでください。装置が正 
しく動作しないことがあります。 



腐食性ガスの発生する場所、薬品類ががかるおそれのある場 
所には設置しないでください。部品が変形したり傷んだりし 
て装置が正しく動作しなくなることがあります。 



上から物が落ちてきそうな場所には設置しないでください。 
衝撃などにより装置が正しく動作しなくなることがありま 
す0 



ラジオやテレビなどの近くには設置しないでください。プリ 
ンターのそばで使用すると、ラジオやテレビの受信機などに 
受信障害を与えることがあります。 


X 



添付の電源コードだけで、コンセントに届かない場所に設置 
しないでください。延長コードの過容量、延長コードへのコ 
ンセントの差し込みにより発熱するおそれがあります。 


プリンタ—の設置 
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2 箱の中身を確認する 

まず、下の注意をよくお読みになり、箱を開けて、次のページに示すものがすべてそろっていることを確 
認してください。それからそれぞれの点検を行ってください。万一足りないものや損傷しているものがあ 
る場合には、販売店に連絡してください。 


△注意 


取り扱い上のご注意 

• プリンターは約 44.5 kg の重さがあります。 
プリンターを持ち上げるときは、図中の矢印 
で示している4か所の取っ手に手を掛けて、 

3人以上で持ち上げてください。その際、腰 
を痛めないように十分に膝を曲げ、プリン 
ターの左右にあるくぼみを両手でしっかりと 
持ってください。 



• プリンターを大容量ホッパー（オプ 
シヨン）などの設置場所に置くとき、 
図中の4か所の取っ手から指がプリン 
ター側に出ていると、指を挟むおそれ 
があります。 



• 大容量ホッパー(オプション)を取り付けたプリンターを移動する場合は、プリンターを10 
度以上に傾けないでください。転倒などによるケガの原因となることがあります。 

また、スロープなどの傾斜を移動する場合は、装置右側（レべラーの付いていない側面)を 
前向きにして移動させてください。レべラーのある面を前向きにすると、傾斜に引つかか 
り、レべラー破損や装置転倒の原因となることがあります。 
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プリンターの箱を開けたら次のことを忘れずに行ってください。 



プリンター上部に添付されている手順書に従って、定着器の固定金具を取り外してください。 


- K チェック- 

• お客様登録申込書に所定事項を記入して登録してください。 （ FAX でも受け付けております。詳しくはお 
客様登録申込書をお読みください。） 

• 保証書、 NEC サービス網一覧表をなくさないよう大切に保管してください。 


プリンタ—の設置 
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3 各部の名称を確認する 

プリンターを使用する前に各部の名称と位置を確認してください。 
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EP 力ートリッジ 



プリンター内部 

. チェック- 

EP 力一トリツジ交換や紙づまり処理の際、転写□ーラーには手を触れないでください。印刷不良の原因と 
なります。 


プリンタ—の設置 
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4 EP 力一トリッジを取り付ける 

EP 力一トリッジは印刷を行うためのトナーや OPC ドラム、現像ユニットなどが一体化されたものです。 
消耗品のため、トナー残少や〇 PC ドラム寿命でアラームが発生したら交換します(交換手順については、 

6章の 「 EP 力ートリッジの交換」をご覧ください）。 

ここではまず、添付の EP カートリッジを取り付ける手順を説明します。取り付けの際は、強い光が当たる 
場所を避け、できるだけ5分以内で作業を終了してください。 


△注意 


床などにこぼしたトナーは、ほうきで掃き取るか、または石けん水を湿らせた布等でふき取つ 
てください。掃除機でトナーを吸い取ると、吸い取ったトナーが掃除機内部で粉じん発火•爆 
発するおそれがあります。 


〇リリースレバーを引きながら、ゆっくりとサ 
イドカバー A を開く。 


Q EP カートリッジを袋から取り出し、ドラム 
シャッターの間に入っている紙を取り除く。 


r チェック- 


プリンター内部の部品には手を触れないで 
ください。印刷不良の原因となります。 



サイドカバ ー A リリースレバー 


. チェック- 

• ドラムシャッターは、中の感光体（ドラ 
ム）に光が当たらないように保護してい 
ます。ドラムシャッターをむやみに開 
けないでください。印刷不良の原因と 
なります。 


• ドラム表面には手を触れないでくださ 
し、ドラムを汚したり、傷つけること 
があります。 
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O EP カートリッジを水平に持って図のように 
5、6回振り、中のトナーを分散させる。 

一 t チェック- 

中のトナーが均一でないと、印刷品質が低 
下することがあります。 


〇フロントカバーを開く。 



〇 EP カートリッジの上部の取っ手とレバーを持 
ち、プリンター内部の形状に合わせながら奧 
までセツトする。 


-チェック- 

「カチッ」と音がして、 EP 力一トリッジのレ 
バーが元の位置に戻り、 EP カートリッジが 
確実にセットされたことを確認してくださ 
い。正しくセツトされていないと、印刷不 
良の原因となります。 



〇トナーシールを引き抜く。 

トナーシールは正常に引き抜いた場合、全部で約 
6〇 cm ほどの長さです。 

一 k チェック- 

トナ_シ_ルは、力一トリッジと平行に 
まっすぐ引き抜いてください。斜めに引く 
と、途中でトナ_シ_ルが切れてしまうこ 
とがあります。 



〇サイドカバー A とフロントカバーを閉じる。 



■ _チェック- 

• EP 力一トリッジが正しくセットされて 
いないと、サイドカバー A が正しく閉じ 
ません。この場合は、再度 EP 力_卜 
リッジを正しくセットし直してくださ 
い。 

• 各カバーが確実に閉じていることを確認 
してください。完全に閉じていないと、 
印刷不良が発生することがあります。 

• EP 力一トリッジをセットした後、1、2 
枚目までの出力の際に音がすることがあ 
りますが、動作不良および画質に影響は 
ありません。 

• 新しし) EP 力一トリッジを使い始めてし 
ばらくの間は、網点画像や1ドットライ 
ンの印刷濃度が薄くなっている場合があ 
ります。 



プリンタ—の設置 
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5 用紙をセットする 

テスト印刷するために A 4 サイズの用紙をホッパーにセットする手順を説明します。その他の用紙のセット 
方法、使用できる用紙については「3章用紙のセット」 (79 ページ)をご覧ください。 


要^ - 

プリンターにセツトする用紙は、両面とも印刷されていない用紙をセツトしてください。すでに一度印刷 
された用紙をプリンターにセツトしないでください。 

一度印刷された用紙をセツトして印刷すると、給紙できない、紙づまりになるなどプリンターの故障の原 
因となる場合があります。 


〇用紙カセットを手前に引き出す。 




用紙カセツトを取り外す必要がある場合(定 
形外用紙カセツトと交換する場合)、取り外 
した用紙カセツトは平たんで固い表面の場 
所に置いてください。用紙カセツトをじゅ 
うたんなどの上に置くと、用紙カセツト下 
側のばねやワイヤーが引つかかり、破損す 
るおそれがあります。 


Q エンドガイドを軽く持ち上げて、セツトする 
用紙サイズより外側にずらす。 


用紙サイズの位置は、用紙カセットの底面に表示さ 
れています。 



〇サイドガイドのつまみを下げながら、サイド 
ガイドをセツトする用紙サイズより外側にず 
らす。 
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〇用紙の端をそろえ、印刷したい面を上にして 
用紙カセットの左手前に合わせてセットす 
る。 

一 t チェック- 

• 包みから出した新しい用紙はさばかな 
いでください。用紙をさばくと静電気 
が起きて紙づまりの原因になることが 
あります。 

• 用紙カセットに収容できる枚数は約 
500枚(坪量64.0 g / m 2 ) です。用紙上 
限線を越えないように用紙を入れてく 
ださい。 

• 一つの用紙カセット内にサイズや質の 
異なる用紙をセットしないでくださ 
し、紙づまりの原因になります。 



〇手で用紙の端をそろえる。 



〇セットした用紙のサイズに合うように、エン 
ドガイドとサイドガイドを内側にずらす。 

用紙カセットの底面に表示されている用紙サイズ 
を参考にしてガイドをセットしてください。この 
とき、それぞれのガイドが正しくセットされてい 
れぱガイドは動きません。もしガイドが動くよう 
でしたらもう一度セットし直してください。 

一 M チェック- 

用紙およびエンドガイド、サイドガイドが 
正しくセットされていないと用紙サイズが 
検知されず、紙づまりが起こることがあり 
ます。 



〇付属の用紙サイズラベルをセットしたサイズ 
を表面にして用紙カセットに差し込む。 

ーレチェック- 

付属の用紙サイズラベルはホッパー1〜3 
に、用紙サイズシールはホッパー4、5で使 
用してください。 




深 
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〇用紙カセットを奥に突き当たるところまで 
ゆっくりと押し込む。 


A 4、 B 5、 A 5、 レターサイズサイズの場合、そのま 
まお使いください。 



〇用紙ストッパーを準備する。 

A 3、 B 4 サイズの場合、用紙ストッパーを立てま 
す。 


用紙ストッパー 




残った用紙の保管方法 

残った用紙は変質を防ぐため、次のことに注意して 
正しく保管してください。 

• 用紙は包装してあった紙で包み直してくださ 
い0 

• キャビネットの中など直射日光の当たらな 
し\湿気の少ない場所に保管してください。 

• 用紙はしわ、折れ、カールなど癖がつかない 
ように、平らな場所に水平にして保管してく 
ださい。 
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6 電源コードを接続する 


△注意 


電源コードは、添付されているものを使用してください。定格に満たない電源コードを使うと 
火災や感電、故障のおそれがあります。 


〇プリンターの電源スイッチが OFF になってい 
ることを確認する。 



〇電源コードを電源コネクターに差し込む。 

電源コネクターは、プリンター背面から見て左側 
にあります。 



© もう一方の電源プラグを3極電源コンセント 
(電流容量1 5 A 以上）に差し込む。 


電源プラグは電流容量15 A 以上の壁付 
き3極コンセントに差し込んでくださ 
い0 

プリンターの電源コードは、コンピュー 
ター本体の補助コンセントには接続しな 
いでください。 



△注意 


アースを付けないで使用しない 

2極/3極変換プラグを使用するときは、以下のことについてご注意ください。 

• 2極/3極変換プラグを使用するときはアース線を次のどれかに取り付けてください。 

—電源コンセントのアース端子 
一銅片などを 650 mm 以上地中に埋めたもの 
一接地工事(第3種)を行っている接地端子 



• 次のようなところにはアース線を接続しないでください。 

ー ガス管(引火や爆発のおそれがあります。） 

-電話専用アース線および避雷針(落雷時に大量の電流が流れるおそれがあります。） 

-水道管や蛇口(配管の途中がプラスチックになっている場合はアースの役目を果たしま 
せん〇 ) 
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7 テスト印刷をする 

コンピューターに接続する前に、プリンターが正常に動くことを確かめるためにプリンターの操作パネル 
のスイッチを使って、テスト印刷をします（操作パネルについては4章をご覧ください）。また、あらがじ 
め「5用紙をセットする」 （26 ページ)で A 4 サイズの用紙をカセットにセットしてがら行ってください。 

このテスト印刷は「7章故障がな？と思ったら」の処置が終わった後にも実行することをお勧めします。 

- み要- —— 

印刷中は電源スイッチを OFF にしないでくださしヽ。印刷中に OFF にすると紙づまりおよび故障の原因にな 
ります。 


r チェック- 


用紙カセツトに A 4 サイズの用紙がセツトされていることを確認してください。 


〇電源スイッチを ON にする。 

ディスプレイに次のメツセージが順に表示されま 
す。 

“イニシャライズチュウ” 

“ウォームアップチュウ” 


〇トレーに用紙をセットした場合は、ここで 
[トレー]スイッチを押し、印刷する用紙のサ 
イズを選択する。 

トレーが選択され、デイスレプレイには“トレー” 
と表示されます。 



0印刷可ランプが点灯することを確認する。 


:印刷可 


ホッハ°1 A 4ヨコホ°一 卜 
フツウシ NPDL 


0操作パネルの[印刷可]スイッチを押す。 


トレ_ 



トレー A 4ヨコ ホ°一 卜 


. チェック- 

• トレーの場合は、自動的に用紙サイズ 
を検出しないので、[トレー]スイッチ 
で用紙サイズを選択してください。 

• トレーにセットする用紙が OHP フィル 
ムや厚紙、ラベル紙の場合は、メ 
ニューモード設定項目一覧 （109 ペー 
ジ）を参照して、メニューモードの「卜 
レーヨウシシュベツ」項目で用紙種別の 
設定を行ってください。この場合、印 
刷は片面で行われます。 


印刷可ランプが消灯します。 


EP 刷可 ホツハ1 A 4 d コ小一卜 



• スイッチで選択した用紙サイズよりも 
小さい用紙に印刷したり、用紙のセッ 
卜方向をまちがえて印刷すると、用紙 
をはみだして印刷してしまい、プリン 
ター内部の□ーラーを汚す原因となり 
ます。□ーラーが汚れてしまったとき 
はテスト印刷を数枚行い、汚れを取り 
除いてください。 
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o [>] スイッチを押す。 

データランプが点灯し、プリンターはテスト印刷 
を実行します。ディスプレイには“テストインサツ 
チュウ”と表示されテスト印刷を開始します。 


テストインサツチュウ 


© [メニュー]スイッチを押す。 


ディスプレイには“テストメニューと表示さ 
れます。 


メニユ¬ 


アス トメニュ - 


七 


〇 [>] スイッチを押す。 


ディスプレイ下段には“—ステータスインサツジッ 
コウ—”と表示されます。 


n 

テストメニュー 


ぐステータス インサッシ、' ッコウ+ 


1プリンタ—の設置 
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〇印刷結果を確認する。 


* * プリンタ環境設定 

H / W 情報 

コ ント ローラ 

エンジン 

m ^ m ： - _' :ホッパ1 

ホッパ2 
ホッパ3 
ホッパ4 
ホッパ5 
ドレー 

メ ニュー情報 

印刷設定メニュー コピー枚数 

トナー節約 
ホッパ初期設定 

用紙メニュー 用紙種別設定 

ホッパ1 
ホッパ2 
ホッパ3 
ホツパ4 
ホッパ5 
手差し 

合紙 モー ド設定 
リ レー 給紙設定 
ホッパ1 
ホッパ2 
ホッパ3 
ホツパ4 
ホッパ5 
トレー 

グループ設定 
ホッパ1 
ホッパ2 
ホッパ3 
ホツパ4 
ホッパ5 
トレー 

印字位 g ® 定 1 ホッパ1微調整 

TM Omm 
ホッパ2微調整 
TM 0mm 
ホッパ3微調整 
TM 0mm 
ホッパ4微調整 
TM 0mm 
ホッパ5微調整 
TM 0mm 
トレー微調整 
TM 0mm 
表面微調整 
TM 0mm 
裏面微調整 
TM 0mm 


00000000 

メモリ容量 32 MB 

トナ-残量 邏100% 


オプション 両面印刷 ユニット 

フイニッシャ 
フェースアップトレー 



ハードディスク 

なし 


封筒フィーダ 

なし 

オプション設定 ; 

両面印刷設定 



初期設定 

OFF 


綴じ代 

ロング1 


余白 

Omm 


クリップ 

ON 


フェースアップトレー 

使用 


排出先設定 

フエー スダウン 

運用 メニュー 

節電機能 

有効 


節電時間設定 

10分 


自動排出 

無効 


メモリ設定 

標準 

フォントメニュー 

_1バイト系ゼロ 

0 


2バイト系ゼロ 

0 


ANK 

標準 


漢字 

明朝 


文字セット 

JIS 1978 


国別 

日本 

動作メニュ - 

力作エミュレーシヨン 



インタフェース1 

NPDL 


インタフェース2 
動作自動切り替え 

NPDL 


インタフェース1 

OFF 


インタフェース2 

OFF 


タイムアウト 

30秒 

NPDL 設定 

_ A 4 ポート桁数 

78桁 


エミュレーシヨン 

201 PL 


136桁モード 

無効 

I/F 設定 

H インタフェース1 



双方向設定 
インタフェース2 

ニブル 


IP アドレス 

11.22.33.44 


サブネットマスク 

255.0.0.0 


ケ、-トウェイアドレス 

0.0.0.0 


DHCP 

OFF 


アクセス制限 

OFF 

メモリスイッチ 

■ 

12345678 


MSW 1 

00000000 


MSW 2 

00000000 


MSW 3 

00000000 


MSW 4 

00000000 


MSW 5 

00000000 


MSW 6 

00000000 


MSW 7 

00000000 


MSW 8 

00000000 


MSW 9 

00000000 


MSW 10 

00000000 


ステータス印刷結果例 

これでテスト印刷は終了です。 

次に、プリンターをコンピューターまたはネットワークへ接続します。 

プリンターをコンピューターと接続するには「8コンピューターに接続する」(次ページ)、プリンターをネッ 
トワークに接続するには 「9ネッ トワークに接続する」 (34 ページ）に進んでください。 


〇〇横縦縦-横縦 

〇 〇 _ 

容 ■■ 4 4 3 夕 5 5 

sooooabcba 

氺 


5 OFF 


o\ rx rx rx rx rx rx 0\ 

/ 羝親渐羝親親/ 

ッ通通通通通通ッ 

ホ普普普普普普ホ 


FFFFFF FFFFFF 
FFFFFF FFFFFF 
000000 000000 


mmmmmmmm 

00000000 

MMMMMMMM 

ししし ししし しし 
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〇コンピュ _ 夕 _ に接続する 


ここでは、プリンターとコンピューターをプリンターケーブルで接続する方法を説明します。プリンターを 
ネットワークへ接続してお使いになる場合は、「9ネットワークに接続する」 (34 ページ)に進んでください。 

本プリンターにはプリンターケーブルは添付しておりません。お使いになる環境に合わせて別途お買い求 
めになる必要があります。プリンターケーブルの種類については、「使用できるプリンターケーブル」 (234 
ページ)をご覧になり、ご使用のコンピューターに合ったプリンターケーブルを確認してください。 


パソコン本体とプリンターとの接続は、当社指定のケーブルをご使用ください。指定以外のケーブルを使 
用したり、市販のプリンターバッファー、プリンター切り替え器、プリンター共有器、コピープ□テクター 
などを使用すると、機能の一部または全部が正常に動作しない場合があります。 


- k チェック- 

• MultiWriter 455◦をコンピューターの USB コネクターに接続する場合は、オプションの 「 USB プリ 
ンターケーブル」が必要です。 

• ネットワークに接続する場合は、オプションの「マルチプ□トコル LAN ボード」と専用のネットワーク 
ケーブル、ドライバーソフトウェアが必要です。 


〇プリンターおよびコンピューターの電源を 
OFF にする。 



〇プリンターケーブルのコネクターをプリン 
ター背面のインタフエースコネクターに差し 
込み、コネクター両端のロックスプリングで 
固定する。 



プリンターケーブルのもう一方のコネクター 
をコンピューターに接続する。 

コンピューターのインター フェース 用コネクター 
の位置については、コンピューターのマニュアル 
を参照してください。 



次に、「2章プリンターソフトウェアのインス 
I ''ール」 (51 ページ）に進み、ソフトウェアをインス 
卜ールしてください。 


プリンタ—の設置 
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9 ネットワークに接続する 

MultiWriter 4550は! _AN ボードを標準で装備していますので、そのままネットワークに接続して、ネッ 
トワークプリンターとしてお使いいただけます。また、オプションの LAN ボード、または LAN アダプター 
を取り付けてネットワークに接続すれば、ネットワークプリンターとしてお使いになれます。さらに、才 
プションの無線 LAN プリンターボード（型番 PR-WL-11) を取り付ければケーブルレスでネットワークに 
接続できます。 

ここでは、ネットワークに接続するために必要な手順を以下のステップで手順を説明します。 

Step 1 ネットワークケーブルを接続する 
Step 2 IP アドレスとサブネットマスクを設定する 

• LAN ボードの場合 

• LAN アダプターの場合 
• 無線 LAN ボードの場合 

Step 3 コンフィグレーションページを印刷する 



ネットワークオプション取り付け例 
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ットワークケーブルを接続する 


LAN ボード/ LAN アダプターは、ネットワークに接続するインター フエー スとして 10 BASE - T および 
1〇〇 BASE - TX の2種類に対応しています。ネットワークケーブルは添付されていないため、次の表に從っ 
て適切なケーブルを別途お求めの上、 LAN ボード/ LAN アダプターに接続してください。接続手順は以下 
をご覧ください。 


ケーブルタイプ 

コネクターの 形状 

型番 

Ethernet (10BASE-T) 

Fast Ethernet (100BASE-TX) 


PK-CA117 

PK-CA118 


ノ重要= 


ケーブルを接続する前に、他のネットワーク利用者が印刷やファイルの転送を行っていないことを確認 
してください。 

プリンター、 LAN アダプターの電源を必ず OFF にしてからケーブルの接続を行ってください。 ON のま 
ま接続するとプリンターの誤動作の原因となります。 


ケーブルのコネクターを接続する。 

ネットワークケーブル接続後の確認については、 
LAN ボード/ LAN アダプターの取扱説明書をご覧 
ください。 

< LAN ボードをご使用の場合> 

プリンターの電源を〇 FF にし、ケーブルのコネク 
ターを LAN ボードのコネクターに差し込みます。 



LAN ボード、 


< LAN アダプターをご使用の場合> 

LAN アダプターの電源コードを壁付き AC コンセン 
卜がら抜き、ネットワークケープルのコネクターを 
LAN アダプターの Ethernet; 用コネクターに差し込み 
ます。 



Ethernet 用コネクタ- 



プリンタ—の設置 
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© 電源を入れる。 

< LAN ボードをご使用の場合> 

プリンターの電源を〇 N にします。 

< LAN アダブターをご使用の場合> 

LAN アダプターの電源コードのプラグを壁付き AC 
コンセントに差し込み、プリンターの電源を〇 N に 
します。 


ネットワークケーブルの接続ができたら、次べ一 
ジの 「 Step 2 IP アドレスとサブネットマスクを設 
定する」に進んでください。 
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Step 2 IP アドレスとサブネットマスクを設定する 


MultiWriter 4550をネットワーク環境で利用するために、プリンターに IP アドレスとサブネットマスクを 
設定する必要があります。設定方法には主に以下の4通りがあります。 

• プリンターの操作パネルを使って設定する（操作パネルについては4章参照） 

• EASY 設定ユーティリティ（プリンターに添付の CD - ROM に収録)を使って設定する 

• PrintAgent プリンタ管理ユーティリティ（プリンターに添付の CD - ROM に収録)を使って設定する 
• 無線 LAN プリンタ導入ウィザード（プリンターに添付の CD - R 〇 M に収録)を使って設定する 

(無線 LAN ボードのみ対応） 

接続されている LAN オプションごとに適切な設定方法で説明します。以下のページを参照してください。 

• LAN ボード(標準） . 37ページ 

• LAN アダプター . 41ぺーシ 

• 無線 LAN ボード . 44ページ 


LAN ポード(標準)の場合 

ここでは、プリンターの操作パネルを使った設定方法を説明します。その他の設定方法は添付のプリンター 
ソフトウェア CD - R 〇 M に収録されている活用マニュアルの「3章ネットワークでの設定」をご覧ください。 
設定する IP アドレス、サブネットマスクなどの値は、ご使用になるネットワークの管理者におたずねくだ 
さい0 


- K チェック- 

DHCP サーバーをお使いの場合は、 「 DHCP を有効にする」 （40 ページ)をご覧になり、手順に従ってくだ 
さい0 


IP アドレスとサブネットマスクの設定を変更する 


〇操作パネルの[印刷可]スイッチを押す。 

印刷可ランプが消灯します。 


印刷可 


〇 データランプが点灯していないことを確認す 
る。 

点灯している場合は[シフト]スイッチを押しなが 
ら[排出]スイッチを押して、プリンター内部に 
残っている印刷データを印刷してください。 


:-夕 


〇 [メニュー]スイッチを押す。 


プリンターはメニューモードに入り、デイスプレ 
イに“テストメニュー と表示されます。 


メニユ¬ 


アス トメニュ - 




〇ディスプレイに“丨 / F セッテイメニュー”と 
表示されるまで[ V ]スイッチを数回押す。 

メニューの内容については「メニューツリー （1 13〜 
115ページ)を参照してください。 


V 


I / F セッティ メニュ_ 


今 
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0 [>] スイッチを 1 回押す。 


J 

I / F セツテイメニュー 

> ^ 

— インタフエ _ ス1セツテイ+ 


© サブネットマスクを設定する。 

[設定変更]スイッチで設定を変更します。1回押す 
ごとに以下のよラに数字が変わります。 


0^1 


Q [v] スイッチを1回押す。 

ディスプレイ下段に“—インタ フエー ス 2 セツテ 
イと表示されます。 


力ーソルを移動させるには、 [>] スイッチを押し 
ます。力ーソルは右方向しか動きません。入力し 
間違えたら、 [<] スイッチを押し、手順❼に戻つ 
て入力し直してください。 



I/F セツ丁イメニュー 
ぐインタフェース2セツテイ+ 


〇 [>] スイッチを1回押す。 

ディスプレイに“！ P アドレス”と表示されます。 


ゲートウェイアドレスの設定を行う場合は、上記の 
「 IP アドレスとサブネットマスクを設定する」と同様 
の手順で操作パネルからゲートウェイアドレスを設 
定することができます。「メニューツリー」 （1 13 
ページ)を参照して設定してください。 


0 [メニュー終了]スイッチを押して、メニュー 
モードを終了させる。 



I P アトレス 

011. 0 2 2. 0 3 3. 044氺 


O ip アドレスを設定する。 

[設定変更]スイッチで設定を変更します。1回押す 
ごとに以下のよラに数字が変わります。 


これで設定完了です。プリンターはセレクト状態に 
なり、印刷可ランプが点灯し、ディスプレイは通常 
表示になります。 


メニュー終了 



〇414243444546474849 


力ーソルを移動させるには、 [>] スイッチを押し 
ます。力ーソルは右方向しか動きません。入力し 
間違えたら、 [<] スイッチで手順❼に戻って入力 
し直してください。 


〇 [ V ] スイッチを押す。 

ディスプレイに“サブネットマスク”と表示されま 
す。 


® コンフィグレーションページを印刷する。 

手順については 「Step 3コンフイグレーション 
ページを印刷する」 （49 ページ）を参照してくださ 
い0 

® コンフィグレーションページの印刷例（次 
ページ）を参照して、正しく設定されている 
か設定内容を確認する。 

これでネッ ト ワークへの接続は完了です。 



サフ'、ネットマスク 

25 5. 00 0. 00 0. 000* 


次に、「2章プリンターソフトウェアのインス 
トール」 (51 ページ)に進み、プリンターソフトウェ 
アをインストールしてください。 
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工場出荷時の印刷例 


氺2 
*2 


IP アドレス、サブネットマスク設定変更後の印刷例 


+ 1 ID Number および 、 MAC Address は LAN 
ボード個々の情報を示します。 

* 2 IP アドレス、サブネットマスクの工場出荷値 
です。 

* 3 IP アドレス、サブネットマスクの変更された 
例です。 


NtC Network Interlace Connguration Page 

く Network Information〉 

F/W Version 

02. 04 00001.0000000000 

ID Number 

NFE- 290000 

Printer Name 

NFE- 290000 

MAC Address 

00:00:4C:29:00:00 

H/W Description 

NEC NetworkPrinter 700084 

lOBase/100Base 

’’ Auto (lOBase) 

Half/Full Duplex 

’’ Auto (Half Duplex) 

Printing Log 

” Off” 

<SelI-Diagnosis> 

Link Test 

” OK，， 

Network Status 

” OK” 

<TCP/IP> 

IP Address 

123.123.123.123 

Subnet Mask 

255.255.255. 0 

Gateway Address 

0 . 0 . 0 . 0 

Auto IP Address 

” On” 

Max. Number of Session 

64 

Session Timeout [sec] 

120 

Keep Alive 

’’ On” 

FTP Timeout [min] 

10 

DHCP 

” Off” 

e-Mail Service 

” Off” 

Current Active Session 

0 


NEC Network Interface Configuration Page 

く Network Information〉 

F/W Version 

02. 04 00001.0000000000 

ID Number 

NFE- 290000 

Printer Name 

NFE- 290000 

MAC Address 

00:00:4C:29:00:00 

H/W Description 

NEC NetworkPrinter 700084 

lOBase/100Base 

” Auto ( ?) ，， 

Half/Full Duplex 

” Auto (?)" 

Printing Log 

” Off” 

<SelI-Diagnosis> 

Link Test 

: No connection” 

Network Status 

: OK，， 

<TCP/IP> 

IP Address 

11. 22. 33. 44 

Subnet Mask 

255. 0. 0. 0 

Gateway Address 

0 . 0 . 0 . 0 

Auto IP Address 

’’ On” 

Max. Number of Session 

64 

Session Timeout [sec] 

120 

Keep Alive 

’’ On” 

FTP Timeout [min] 

10 

DHCP 

” Off” 

e-Mail Service 

” Off” 

Current Active Session 

0 
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DHCP を有効にする 


DHCP サーバーをお使いの場合は、以下の手順で DHCP を有効にしてください。設定はプリンターの操作 
パネルでメニューモードに入って行います。メニューモードについては4章の「メニューモード」 （1 08ベー 
ジ) を参照して ください。 


〇 [印刷可]スイッチを押す。 

印刷可ランプが消灯します。 

印刷可 



Q データランプが点灯していないことを確認す 
る0 

点灯している場合は[シフト]スイッチを押しながら 
[排出]スイッチを押して、プリンター内部に残って 
いる印刷データを印刷してください。 


〇 [ V ] スイッチを 1 回押す。 

ディスプレイ下段に“—インタフェース2 セツテ 
イと表示されます。 


I / F セッティメニュ - 
ぐインタフエ _ ス2セツテイ+ 

〇 [>] スイッチを 1 回、 [ V ] スイッチを数回押 
す。 

ディスプレイ上段に“ DHCP” と表示されます。 


I__I 丁ータ 

0 [メニュー]スイッチを押す。 

プリンターはメニューモードに入り、ディスプレイ 
に“テストメニューと表示されます。 


〇 



[設定変更]スイッチを押す。 


“ON” に設定されます。 



丁ストメニュー — 


〇ディスプレイに“ I / F セツテイメニュー”と表 
示されるまで [ V ] スイッチを数回押す。 



メニューの内容については「メニューツリー」 （1 13 
ページ〜115ページ)を参照してください。 


これで設定完了です。プリンターはセレクト状態に 
なり、印刷可ランプが点灯し、ディスプレイは通常 
表示になります。 



I/F セツ丁イメニュー + 


0 [>] スイッチを1回押す。 



: J 

I / F セッティメニュ- 

> ^ 

ぐインタフェース1セツテイ+ 


DHCP が有効になりました。 


チェック- 

IP アドレス、サブネットマスク、ゲート 
ウェイアドレスは DHCP サーバーから取得 
した値が表示されます。また、表示される 
までは多少時間がかかる場合があります。 
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LAN アダプターの場合 

LAN アダプターでネットワークに接続するために、プリンターに IP アドレスとサブネットマスクを設定し 
ます。お使いになる LAN アダプターの種類によって設定方法が異なります。 

く LAN アダプタ（型番 PR - NP -02 T 2、 型番 PR - NP -03 TR 2) をお使いの場合〉 

• プリンターの操作パネルで設定できます。 

• PrintAgent プリンタ管理ユーティリティで設定できます。（活用マニュアル参照） 

くマルチプロトコル LAN アダプタ（型番 PR - NPX -05) をお使いの場合〉 

LAN アダプターに添付のマニュアルを参照してください。 

ここでは、プリンターの操作パネルでの設定方法を説明します。その他の設定方法については、添付のプ 
リンターソフトウェア CD - ROM に収録されている活用マニュアル「3章ネットワークでの設定」をご覧く 
ださい。 

プリンターの操作パネルによる設定では、あらがじめ、メニューモードで I / F 設定の「双方向設定」を 「 ECP 」 
に設定しておく必要があります。 

設定する IP アドレス、サブネットマスクの値は、ご使用になるネットワークの管理者におたずねください。 


I/F 設定を ECP に変更する 

〇操作パネルの[印刷可]スイッチを押す。 

印刷可ランプが消灯します。 


印刷可 


0 データランプが点灯していないことを確認す 
る0 

点灯している場合は[シフト]スイッチを押しなが 
ら[排出]スイッチを押して、プリンター内部に 
残っている印刷データを印刷してください。 

[zi デー タ 


© [メニュー]スイッチを押す。 

プリンターはメニューモードに入り、ディスプレ 
イに“テストメニューと表示されます。 

メニュ^ テストメこ: L — - 

〇ディスプレイに“ I / F セッテイメニュー”と表 
示されるまで[ V ]スイッチを数回押す。 

メニューの内容については「メニューツリー」 （1 13 
ページ〜115ページ)を参照してください。 




I / F セツテイメニュー 今 

v h 
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0 [>] スイッチを 2 回押して、ディスプレイ下 
段に“—ニブル*”を表示させる。 



ソウホウコウセッティ 
ぐ ニフ ''ル* 


〇 [設定変更]スイッチを1回押して、ディスプレ 
イ下段に“— ECP*” を表示させる。 


〇プリンターの電源を OFR こする。 

[ソウホウコウセッテイ]の設定の変更を有効に 
するために、プリンターの電源をいったん〇 FF に 
する必要があります。 

〇プリンターの電源を ON にする。 

プリンターの電源を再投入することによって、設 
定が有効になります。 

次に、 rip アドレスとサブネットマスクの設定を変 
更する」に進んでください。 


設定変更 



ソウホウコウセッティ 
そ ECP * 


〇 [メニュー終了]スイッチを押す。 

メニューモードを終了します。 


メニュー終了 



IP アドレスとサブネットマスクの設定を変更する 


〇 [印刷可]スイッチを押す。 

印刷可ランプが消灯します。 


印刷可 



Q データランプが点灯していないことを確認す 
る0 

点灯している場合は[シフト]スイッチを押しなが 
ら[排出]スイッチを押して、プリンター内部に 
残っている印刷データを印刷してください。 

[ zi データ 


© [メニュー]スイッチを押す。 

プリンターはメニューモードに入り、デイスプレ 
イに“テストメニューと表示されます。 

1 I-1 

〇ディスプレイに“丨 /F セツテイメニュー”と 
表示されるまで[V]スイッチを数回押す。 


I/F セッティメニュー や 
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0 [>] スイッチを 2 回押し、ディスプレイ下段 
に“— ECP *” を表示させる。 




ソウホウコウセッティ 

> ^ 

ぐ ECP * 


〇 [ V ]スイッチを1回押し、ディスプレイに“ 
P アドレス”を表示させる。 


I 

丨 P 7 7 トレス 

r\J 

01 1. 0 2 2. 0 3 3. 044氺 

V 


O ip アドレスを設定する。 


[設定変更]スイッチで設定を変更します。1回押す 
ごとに以下のよラに数字が変わります。 

，〇 — 1 —2—3—4—5—6—7—8— 9 、 


力ーソルを移動させるには、 [>] スイッチを押しま 
す。力ーソルは右方向しか動きません。入力し間違 
えたら、 [<] スイッチで手順❻に戻って入力し直し 
てください。 


〇 [ V ]スイッチを押す。 


ディスプレイに“サブネットマスク”と表示されま 
す。 


V 


サフ' ネットマスク 

01 1. 0 2 2. 0 3 3. 044氺 


〇サブネットマスクを設定する。 


[設定変更]スイッチで設定を変更します。1回押す 
ごとに以下のよラに数字が変わります。 

^ 0 ^ 1 ^ 


カーソルを移動させるには、 [>] スイッチを押しま 
す。カーソルは右方向しか動きません。入力し間違 
えたら、 [<] スイッチを押し、手順❻に戻って入力 
し直してください。 

C 0 [メニュー終了]スイッチを押して、メニュー 
モードを終了させる。 

これで設定完了です。プリンターはセレクト状態に 
なり、印刷可ランプが点灯し、ディスプレイは通常 
表示になります。 

メニュー終了 



( D コンフィグレーションページを印刷する。 

LAN アダプターに添付の取扱説明書をご覧になり、 
コンフィグレーションページ印刷をしてください。 


© コンフィグレーションページの印刷例 （39 
ページ)を参照して、正しく設定されているか 
設定内容を確認する。 

これでネットワークへの接続は完了です。 

次に、「2章プリンターソフトウェアのインス 
トール」 (51 ページ)に進み、プリンターソフトウェ 
アをインス!^ールしてください。 
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無線 LAN ポードの場合 

無線 LAN プリンターボード(型番 PR - WL -11) でネットワークに接続するために、プリンターに IP アドレ 
スとサブネットマスクなどを設定します。設定方法には、以下の2通りがあります。 

• 無線 LAN プリンタ導入ウィザード（プリンターに添付の CD - R 〇 M に収録)を使って設定する 
(無線 LAN ボードのみ対応） 

• EASY 設定ユーティリティ（プリンターに添付の CD - R 〇 M に収録)を使って設定する 

一 k ナエック- 

• EASY 設定ユーティリティや無線 LAN プリンタ導入ウィザードをお使いになれない擐境の場合は、プ 
リンターの操作パネルを使って設定します。設定手順は LAN アダプターの場合と同じです。本章の 
「LAN アダプターの場合」 （41 ページ)をご覧ください。 

• 無線 LAN ボードの詳細については無線 LAN ボードに添付の取扱説明書をご覧ください。 

• 設定する IP アドレス、サブネットマスクなどの値は、ご使用になるネットワークの管理者におたずねく 
ださい。 


無線 LAN プリンタ導入ウィザードを使って設定する 

本プリンターに添付のプリンターソフトウェア CD - ROM に収録されているユーティリティー「無線 LAN プ 
リンタ導入ウィザード」を使って、無線 LAN ボードを装着したプリンターと無線 LAN 力ード、アクセスポ 
イントの設定を画面の指示に従って設定していきます。 

このユーティリティーは 、 Windows XP /2000/ NT 4.0/ Me /98/95/ で使用できます。詳細については、 
添付のプリンターソフトウェア CD - R 〇 M の [ WIRELESS ] フォルダー内に収録されている [ README . TXT ] 
をご覧ください。以下に、起動方法までを説明します。 



• Windows XP でご使用になる場合は、アカウントの種類を[コンピュータの管理者]で□グオンしてく 
ださい。 


• Windows 2000または Windows NT 4.0でご使用になる場合は、 Administrators の権限を持った 
ユーザーで 0S に□グオンしてください。権限を持たないユーザーで□グオンした場合には設定できま 
せん。 

• プリンターに IP アドレスを設定する場合は、プリンターに IP アドレスを設定するために使うコンピューター 
とプリンターが IP ルータなどを介さない(同ーネットワーク内)で接続された環境で行ってください。 

• 無線 LAN プリンタ導入ウィザードの場合、コンピューターのディスプレイは800 X600 ピクセル以上 
の解像度、 High Colo「（16 ビット色)以上の設定を推奨します。 

• 暗号キーに変更する場合は無線 LAN ボードを先に変更し、その後にアクセスポイントやコンピューター 
の設定を変更してください。 

• 「ネットワークタイプ」、「ネットワーク名」、「暗号キー」を間違って設定した場合は、いったん工場出 
荷状態に戻し再度設定を行ってください。工場出荷状態へ戻す手順は、添付のプリンターソフトウエ 
ア CD-ROM に収録されている活用マニュアルの「3章ネットワークでの設定」をご覧ください。 


r チェック ■ 


ご使用の前に、起動しているすべてのアプリケーシヨンを終了してください。 


A 注意 


無線 LAN ボードは初期設定が Peer to Peer のネットワーク名“ NECPRWRGRP ” になってし、 
るので、無線 LAN が入った PC で無線 LAN の設定と Peer to Peer ネットワーク名を 
“ NECPRWRGRP ” にしておかないと無 igLAN ボードの設定 ( IP アドレス以外)は変更できませ 
ん〇 
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〇お使いの os (日本語版)を起動する。 

❷プリンターソフトウェア CD - ROM をセット 
し、メニュープログラムを立ち上げる。 


お使いのコンピューターによっては、自動的にメ 
ニュープ□グラムが立ち上がらない場合がありま 
す。その場合は CD - ROM のルートディレクトリー 
にある 「 MWSETUP . exe 」 を実行してください。 


〇画面左側の[ユーティリティ]をクリックす 
る0 


NEC 


レーザーブリンター Mu I t i Wr 

ブリンターソフトウェアインス!ルブログラム 


はじ it > にお■みください 


才乃インマ^!アル 




ジ3ンァ， 


ブリンタイマルチライタ」シリ-ズをお買い上げいただき 、 tl 
ROM には、マ吐チライタシリーズ©ブリンダノフトウIアやオンライン 


本 CD-ROM には、マルチライタシリーズ © ブリンタソフトウIアやオンラインマニユ 
ア.ル、便利なユブゴリティリフトウIァを取錄しております。また、ブリン外•ライ 

ご利用の前に 「CD-ROM をご利用の前に」をお読みいただき、正しくお使いくだ 
€ d °-ROM(D こ利用の前に」ポタン初リ的してく g さ U 


CD-HOM0 ご利用の南に 



〇 [無線 LAN プリンタ導入ウィザード]を選択 
し、[フォルダを開く]をクリックする。 

プリンターソフトウェア CD - ROM 内の 
[ WIRELESS ] フオルタ'—が開きます。 



〇 [ SetupWiz . EXE ] アイコンをダブルクリック 
する。 

[無線 LAN プリンタ導入ウィザード]ウィンドウが表 
示されます。 

〇 [次へ]をクリックする。 

[設定方法の選択]が表示されます。 


無辑 LAN ブリンタ導入ウイザード 



設定方法の選択 

• 初期設定 

プリンターが出荷時の状態、または無線 LAN 
ボードの設定を初期化してから再度設定したい 
場合には、こちらを選択してください。 

• 設定変更 

パソコン • プリンター間の通信が可能な状態か 
ら、無線 LAN ボードの設定を変更したい場合 
には、こちらを選択してください。 

• 通信確認 

設定後の通信確認のために、現在のコンピュー 
ターの設定で通信可能なプリンターを表示確認 
する場合には、こちらを選択してください。 


以降の設定に関しては、無線 LAN プリンタ導入 
ウィザードの説明欄に詳細な説明を記載していま 
す。説明文をよくお読みになって設定を行ってく 
ださい。 
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EASY 設定ユーティリティを使って設定する 

ここでは、添付のプリンターソフトウェア CD - R 〇 M に収録されているユーティリティー 「 EASY 設定ユー 
ティリティ」を使った設定方法を説明します。その他の設定方法は添付のプリンターソフトウェア CD - 
R 〇 M に収録されている活用マニュアルの「3章ネットワークでの設定」をご覧ください。 

詳細については、添付のプリンターソフトウェア CD - ROM の [ EASY ] フォルダー内に収録されている 
「 README . TXT 」 をご覧ください。 



• Windows XP / 2000または Windows NT 4.0でご使用になる場合は、[コンビュータの管理者]ま 
たは、 Administrators の権限を持ったユーザーで 0 S に□グオンしてください。権限を持たないユー 
ザーで□グオンした場合には設定できません。 


• プリンターに IP アドレスを設定する場合は、プリンターに IP アドレスを設定するために使うコンピュー 
ターとプリンターが IP ルーターなどを介さない(同じサブネットマスク内)で接続された環境で行ってく 
ださい。 


〇お使いの os (日本語版)を起動する。 

0プリンターソフトウェア CD-ROM をセツトす 
る0 


[プリンタソフトウェア CD - R 〇 M メニュー]ダイア 
ログボックスが表示されます。 


お使いのコンピューターによっては、自動的にメ 
ニュープ□グラムが立ち上がらない場合がありま 
す。その場合は、 CD - ROM のルートデイレクト 
リーにある 「 MWSETUP . exe 」 を実行してくださ 
い 0 


0 [ユーティリティ]をクリックする。 



〇 [EASY 設定ユーティリティ]を選択し、[フォ 
ルダを開く]をクリックする。 

プリンターソフトウェア CD - R 〇 M 内の [ EASY ] フォ 
ルタ''一が開きます。 



〇 [NICSET.EXE] アイコンをダブルクリックす 
る0 
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〇一覧からプリンターの MAC アドレスを選択 
し、[プロパティ]ボタンをクリックする。 



一覧にプリンターが表 TJX されない場合は、[リフレツ 
シュ]ボタンをクリックし、再検索を行ってくださ 
い 0 


〇プリントサーバー名を確認する。 

ネットワーク上から見たプリンターの名前が[プリ 
ントサーバ名]ボックスに表示されます。プリント 
サーバー名の変更もできます。 



〇 [設定モード]で [ ip アドレスを指定]を選択す 
る。 

〇 ip アドレス、サブネットマスクを入力する。 

© ゲートウェイアドレスを設定する。 

ゲートウェイ(ルーター)を使用しないネットワーク 
環境では、設定の必要はありません。 


0 [Wireless] タブをクリックする。 



® [ネットワークタイプ]で接続する無線 LAN 環 
境を選択する。 

© ネットワーク名を入力する。 

接続したいアクセスポイントやネットワークに付け 
られているネットワーク名と同じ名前を設定しま 
す。 

© 必要に応じて、[データ保護]をチェックす 
る。 

チェックを付けると、 WEP(Wired Equivalent 
Privacy ) データ暗号化方式により、無線 LAN で転送 
されるデータを暗号化します。 

® 必要に応じて、[暗号キー]を入力する。 

暗号キーは、アクセスポイントやコンピューター 
が、無線 LAN プリンターにデータを送信する時に使 
用する暗号キーと同じものを設定します。暗号キー 
は5文字 （ 16進数で1 0 ffi または13文字 （ 16進数で 
26桁)のどちらかの文字数のみで設定することがで 
きます。 

また、暗号キーは次のように使用します。 

• 無線 LAN プリンターが受信する無線メッセージ 
を復号します。 

• 無線 LAN プリンターが送信する無線メッセージ 
を暗号化します。 



• 暗号キーを変更する場合は無線 LAN 
ボードを先に変更し、その後にアクセス 
ポイントやコンピューターの設定を変更 
してください。 

• 「ネットワークタイプ」、「ネットワーク 
名」、「暗号キー」を間違って設定した場 
合は、し)ったん工場出荷状態に戻してか 
ら再度設定を行ってください。 


プリンタ—の設置 


47 





























































使用できる文字について 

• [英数字を使用する]を選択したときは、半角英 
数字と文字記号（「*」アスタリスクを除く）が 
使えます。 

•[16 進数を使用する]を選択したときは、”0〜 
9”、” A 〜 F” が使えます。 


® [OK] をクリックして、 EASY 設定ユーティリ 
ティを終了する。 

以上で設定は完了です。 

次に、「2章プリンターソフトウェアのインス 
卜ール」 (51 ページ)に進み、プリンターソフトウェ 
アをインストールしてください。 
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コンフィグレーションページとは、 LAN ボード/ LAN アダプターの IP アドレスやサブネットマスク 、 MAC 
アドレス等のネットワークの設定情報が一覧できる LAN ステータス印刷のことです。ネットワークケーブ 
ルを接続したとき、またはネットワークに関する変更を行った前後などにコンフィグレーションページを 
印刷して設定内容の確認を行つてください。 

オプションの LAN ボード/無線 LAN ボードおよび LAN アダプターに添付のマニュアルをご覧になりコン 
フイグレーシヨンページを印刷してください。 


〇プリンターの電源スイッチを ON にする。 

電源〇 N 後、プリンターが印刷可能な状態(印刷可 
ランプ点灯）になつたことを確認します。 


- K チェック- 

コンフィグレーションページを印刷する前 
に用紙がプリンターにセツトされているこ 
とを確認してください。用紙がセットされ 
ていない場合は「3章用紙のセツト」 （79 
ページ)を参照してセツトしてください。 


〇 プリンターの操作パネルの[印刷可]スイッチ 
を押す。 

印刷可ランプが消灯します。 


印刷可 


〇 [メニュー]スイッチを押す。 

ディスプレイには“テストメニュー 
れます。 


レ’と表示さ 



丁ストメニュ - 


〇 [>] スイッチを1回、[八]スイッチを2回押 
す。 

ディスプレイ下段には“— LAN ステータスジッコ 
ウと表示されます。 


A 


テストメニュー 

今 

+ LAN ステータス 

V ッコウ今 


〇 [>] スイッチを押す。 


データランプが点灯し、 LAN ボードの設定情報の 
印刷を開始します。 



インサツチュウ 


〇コンフィグレーションページを参照して LAN 
ボードの設定内容を確認する。 

39ぺ_ジのコンフィグレーションぺ_ジの印刷例 
を参考にしてください。 

印刷例は工場出荷時における LAN ボードの設定情 
報と、 IP アドレスとサブネットマスクの設定変更後 
の印刷例です。 


ネットワークへのセツトアップ後やプリンターの設 
定を変更した後は必ずコンフィグレーションページ 
を印刷して大切に保管しておいてください。 


以上で設定は完了です。 


ージを印刷する 


コンフイクレーシ 


プリンタ—の設置 
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この章では 、 Windows XP ”/2000 /NT 4.0/ Me /98* 2 /95 日本語版環境にプリンターソフトウェア* 3 を 
インス!ルし、プリンターを指定するまでの手順について説明します。また、その他の環境で使用する 
際の設定も説明します。 

* 1 以下、本書で Windows XP と表記している場合は 、 Windows XP Home Edition と Professional を含みます。 

* 2 以下、本書で Windows 98と表記している場合は 、 Windows 98 Second Edition を含みます。 

* 3 プリンターソフトウェアは、次の2つのソフトウェアから構成されます。 

① プリンタードライバー： Windows 環境でプリンターへの印刷制御を行うソフトウェア 

② PrintAgent :印刷統合管理ソフト 「 PrintAgent (プリントェージェント）」は、ネットワークプリンターで印刷する方のために豊 
富なサービスを提供するソフトウェアです。 


ノ劃 


• MultiWriter のプリンターソフトウェアを正しくインス!ルするためには、インス!ルする前に 
「PrintAgent を正しく動作させるために」 （ 162ページ)をお読みください。 

• インス!-ールプ□グラムを実行する前に、起動中のアプリケーションをすべて終了させてください。 


フロッピーディスクでインス I -ールする場合 

本書では CD-ROM を使った手順で説明しています。プリンターソフトウェア CD-ROM から作成したプリン 
夕ーソフトウェアディスクを使用してインス!ルをする場合、インス!ルの途中でフロッピーディスク 
の交換を求める画面が表示されることがあります。その場合は画面の指示に従ってフロッピーディスクの入 
れ替えを行ってください。 


2 プリンタ—ソフトウェアのインスト—ル 
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プリンタ—ソフトウェア CD - ROM について 


MultiWriter 4550に添付のプリンターソフトウェア CD-ROM は 、 Windows XP /2000 /NT 4.0/ Me /98/ 
95のコンピューター環境に対応した、ソフトウェアを提供しています。 

この CD - R 〇 M は、 IS 〇9660フォーマットに従って作成されています。 Macintosh でこの CD - R 〇 M を見る 
ためには、 ISO 9660 機能拡張ファイルが必要です。詳しくは Macintosh 本体または OS のマニュアルをご 
覧ください。 

CD - ROM の構成は以下のとおりです。 

□ メニュープログラム 
• はじめに 

プリンターソフトウェア CD - R 〇 M について注意事項などが書かれています。ご使用になる前にお 
読みください。 

• インス!ル 

Windows XP / 2000 /NT 4.0/ Me /98/95 に対応したプリンターソフトウェアをインス!-ールできます。 

• オンラインマニュアル 

「MultiWriter 4550活用マニュアル」の閲覧用 （ HTML 形式）と、印刷用 （ PDF 形式)の2つが収録さ 
れています。オンラインマニュアルを閲覧するためにはブラウザー、印刷するためには 「Adobe Ac ¬ 
robat Reader 」 が必要です。詳細については「マニュアルの種類と使い方」 ( viii ページ）またはメ 
ニュープログラム内のユーティリティーをご覧ください。 

• ュー ティ リティー 

— iPrinting . DeliveryService * 

-ドキュメント•ハンドリング•ソフトウェア 「 DocuWorksVer .4.1 (体験版)」 

— NEC Internet Printing System(Windows NT 4.0 対応版および Windows 98/95 対応版） 

— NEC TrueType バーコードフォントキット 

NEC TmeType バーコー ドフォントと NEC TrueType バーコー ドフォントユーティリティ です。 
— NEC FontAvenue TrueType フォント 3書体 
-帳票ェディタ「帳楽」お試し版 
— EASY 設定ユーティリティ 
-無線 LAN プリンタ導入ウィザード 
—印刷ログユーティリティ 
- MultiWriter ドライバ配信 
— Adobe Acrobat Reader 

• バージョンアップ 

CD - R 〇 M に収録されている最新のプリンタードライバーにアップデートできます。詳細や手順に 
ついてはご利用になる前に、「ご利用の前に」 ( Update . txt ) または活用マニュアルの4章「より進んだ 
使い方」をご覧ください。 

その他に 、 Windows XP /2000 /NT 4.0/ Me /98/95 に対応した MultiWriter シリーズのプリンターソフト 
ウェアを収録しています。詳しくは、それぞれのソフトウェアに関連するフォルダー内にある、「はじめに 
お読みください」 （ Readme . txt ) をご覧ください。 

* 詳しくは、 CD - R 〇 M の [¥ PRINTDS ¥ MANUAL ] フォルダーのオンラインマニュアル （ HTML 形式）を参照してください。 
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プリンターソフトウェアの動作環境 


MultiWriter 4550に添付のプリンターソフトウェアの動作環境は以下のとおりです。 


接続方法 

動作コンピューター* 1 

対応 OS 

メモリー 

ネッ ト ワーク インターフェース 
パラレル インターフェース 

PC 98- NX シリーズを含む IBM 
PC / AT 互換機 （ D 0 S / V 対応機） 

Windows XP * 2 (日本語版) 

Windows 2000 (日本語版） 

Windows NT 4.0 (日本語版） 

Windows Me (日本語版） 

Windows 98 (日本語版） 

Windows 98 Second Edition (日本語版） 
Windows 95 (日本語版） 

〇 S の動作条 
件に準じま 
す。 

PC - 9800シリーズ 


^ 〇 S によって動作するコンピューター条件が異なります。詳しい動作条件は各〇 S のマニュアルを参照してください。 

* 2 Windows XP 64 -Bit Edition には対応していません。 

ーレチェック- 

メモリーについては、 PrintAgent をクライアントーサーバーシステムでご使用の場合、プリントサーパー 
には 64M バイ 卜以上 (Windows XP/ 2000の場合は 256M バイト以上)のメモリーを搭載し運用される 
ことを推奨します。 


PrintAgent が利用できるネットワーク環境について 

PrintAgent はネットワーク環境で、プリンターを次の形態でご使用の場合にご利用できます。 

• 標準装備の LAN ボード、およびオプションの LAN ボードまたは LAN アダプターでプリンターがネッ 
トワークに接続されている。（対応している型番については9章の「オプション」をご覧ください。） 
• 無線! _AN 環境ではオプションの無線 LAN プリンターボード(型番 PR - WL -11) で接続されている。 

• 共有プリンターの場合(クライアント•サ_バー接続）、プリントサーバーコンピューターの〇 S が 
Windows XP /2000 /NT 4.0/ Me /98/95/ で、プリントサーパーコンピューターに本プリンター 
ソフトウェアがインス I ルされている。 

• お使いのコンピューターに、ネットワークに接続するためのネットワークボード/力ード/アダプ 
ターなどを接続し、ネットワークの設定に TCP/IP プロトコルがインス!ルされている。詳しく 
は〇 S のマニュアルをご覧ください。 



ネットワーク環境でネットワーク共有プリンターをお使いになるためには、あらかじめ 0S の共有設定を有 
効にしておく必要があります。詳しくは 0S のマニュアルをご覧ください。 


プリンターソフトウェアの容量 

プリンターソフトウェアをインス!ルするのに必要なハードディスク容量は次のとおりです。インス! 
ルする前に以下の表で確認してください。 


インスト _ ル方法 

Windows XP / 2000 
日本語版 

Windows NT 4.0 
日本語版 

Windows Me /98/95 
日本語版 

PrintAgent を含む標準設定 

約 9.8 MB 

約10 _6 MB 

約 9.5 MB 

PrintAgent を含む一般ューザー向け（最大） 

最大約 12.8 MB 

最大約 13.6 MB 

最大約 12.5 MB 

PrintAgent を含む管理者向け 

最大約 14.8 MB 

最大約 15.6 MB 

最大約 14.5 MB 

プリンタードライバーのみ 

約 3.3 MB 

約41 MB 

約 3.0 MB 


2 プリンタ—ソフトウェアのインスト—ル 
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インストール方法の選択 


プリンターソフトウェアをコンピューターにインストールする前に、お使いになるコンピューターの条件 
に従ってインストール方法を選択します。以下のフローチャートの矢印に進み、それぞれのページへ進ん 
でください。 

なお、プリンターを管理したり、 LAN ボードまたは LAN アダプターの設定を行う場合は、「管理者インス 
I ル」をする必要があります。インス!ル手順については、添付のプリンターソフトウェア CD-ROM 
に収録されている活用マニュアル2章の「プリンター管理者用インス!ル」をご覧ください。 


お使いの os はなんですか？ 


I 

Windows XP 日本語版 
Windows 2000日本語版 
Windows Me 日本語版 
Windows 98日本語版 
Windows 95日本語版 


Windows NT 4.0 日本語版 


ターミナルサービス環境 
日本語 MS - DOS 環境 



いいえ 


パラレルインターフェース接続 

Windows XP / 2000 / Me /98/95 


/ 「プラグ•アンド•プレイ*」で\ 
^インストールしますか？ r 


いいえ 


はい 


以下の各ページの手順を行ってください。 

「インス I ルプ□グラムからのインス 
I ル」 —55 〜60ページ 


インス I ルプ□グラムはプリン 
夕ードライバーと PrintAgent を選 
択してインストールすることができ 
ます。 


以下の各手順の設定を行ってください。 

Windows XP 日本語版—61、62ぺージ 
Windows 2000日本語版—63、64ぺージ 
Windows Me 日本語版 —65 ページ 
Windows 98日本語版—66、67ぺージ 
Windows 95日本語版—67、68ぺージ 


V 


以下を参照して設定を行ってください。 

活用マニュアルの3章の「接続先の設定と 
プリンタ—ドライバーのインス|ル」 


yr 


以下の各ページの手順を行ってください。 


日本語 MS - DOS 環境 —75 〜77ページ 
活用マニュアルの3章「ターミナルサービス用プリンター 
ドライバーのインス I ル」 


* 「プラグ■アンド_プレイ」機能とは 、 Windows XP / 2000 / Me /98/95 がインス I ルされているコンピューターで新しい周辺機 
器などを接続すると、コンピューターの起動時や接続時にその周辺機器を検出し、自動的にインストールが実行される機能です。 
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「インストールプ□グラム」か5の 
インストール 

Windows XP /2000 /NT 4.0/ Me /98/95 で動作しているコンピューターで MultiWriter をご利用になる場 
合、プリンターソフトウェア CD-ROM のインス I ルプログラムを使ってプリンターソフトウェア（プリ 
ンタードライバーおよび PrintAgent ) をインス! -- ルします 0 

プリンターソフトウェア CD-ROM はドライブに挿入するだけで自動的にメニュープログラムが起動しま 
す0 


LAN ボードまたは LAN アダプターで接続されたプリンタ- 
IA 手順❼で 、 [NEC TCP/IP Port ] を選択します。 


•に印刷を行う場合は、以下の手順でインス I ルを行 


ここでは Windows XP 日本語版を例にとり、プリンターソフトウェア（プリンタードライバーおよび 
PrintAgent ) のインス I -- ル手順を説明します。 


- k チェック- 

Windows XP にインス I ルするユーザーは、アカウントの種類が[コンピュータの管理者]である必要が 
あります。また 、 Windows 2000または Wi ndows NT 4.0にインス!ルするには、 
[ Administrators ] または [Domain Admins ] グループのメンバーである必要があります。 


〇 Windows XP 日本語版を起動する。 

〇プリンターソフトウェア CD-ROM をセットする。 

[プリンタソフトウェア CD - R 〇 M メニュー]が起動 
します。 


お使いのコンピューターによっては、自動的にメ 
ニュープ□グラムが立ち上がらない場合がありま 
す。その場合は CD - ROM のルートディレクトリー 
にある 「 MWSETUP . exe 」 を実行してください。 


[インストール]をクリックする。 



〇右側のボックスから [MultiWriter 455 0] を選 
んで[インストール開始]をクリックする。 



2 プリンタ—ソフトウェアのインスト—ル 
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0 [次へ]をクリックする。 



はじめに、プリンタードライバーをインストール 
する設定を行います。 


Q [プリンタドライバをインストールする]を選 
び、[次へ]をクリックする。 

[プリンタドライバをインストールしない]を選んだ 
場合は、手順❾へ進んでください。 



MOPYING 設定ウインドウを表示させるには、こ 
こで[印刷開始時に M 0 PYING 設定ウインドウを表 
示する]をチェックしてください。 

MOPYING 設定ウインドウの詳細については添付 
のプリンターソフトウェア CD - ROM の 
「¥ MW 4550¥0匕1<1¥〇1^6「3办1:」を参照してく 
ださい。 


〇プリンターの接続先を選ぶ。 

ネットワーク接続されていない場合はこのダイア 
ログボックスは表示されません。次の「[□一カル 
ポート]を選んだ場合」へ進んでください。 



• [□一カルポート]は、コンピューターがプリン 
ターとプリンタ_ケ_ブルで接続されていると 
きに選びます。 

• [ネットワーク共有プリンタ]は 、 Multiwriter 
がプリントサーバー上に共有されているときに 
選びます。 

• [NEC TCP/IP Port ] は、プリンターが LAN 
ボード(標準装備含む)または LAN アダプター 
を装備しており、ネットワーク上に接続されて 
いるときに選びます。 


<[□ ーカルポート]を選んだ場合> 

希望するポートを選び[次へ]をクリックする。 
手順〇へ進んでください。 
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< [ネツトワーク共有プリンタ]を選んだ場合> 

プリンターの接続先を指定し、[次へ]をク 
リツクする。 

プリンターの接続先を[ネツトワークパス名]に直 
接入力するか、[参照]をクリックして表示される 
一覧から指定します。 

手順〇へ進んでください。 



く [NEC TCP/IP Port] を選んだ場合〉 

LAN ボード、 または LAN アダプターの IP アド 
レス、またはホスト名を設定し、[次へ]をク 
リックする。 


イ-サネットイン幻;[-スや LAN ポ-ド、 LAN アタブ知)インタ“ネットアドレ 
ス CP アドレス、あるいはホスト名)を入力してくださ U 

® IP アドレス ( P : 

IP アドレスは[枝索]ボタンにより検索す 5 か、直接 I —- 1 

入力す5ことで指定で.きます。 L ~ 1 



[ 1231 . [ 1231 . I 123] . I 123] 
P 〇 ホスト名砂： 

I 


1 


-1. sample . nec . co . jp * など•、ネトワークに登錄されて 


へ戻 :-. t へ■:扭^ 


キゃンセル | 


IP アドレスを設定する場合 

[検索]をクリックします。検索結果ダイアログボッ 
クスで使用するプリンターを選択し、 [0 K ] をク 
リックすると簡単に IP アドレスが設定できます。 


使用す S ブリン饨通 
桉索結果 ( B >: 


ブリンタ名 
NFE - 290000 


123.123.123.123 


' ブリン5の再検索 

タイア的表 S 直後は、同じネットワーク上に接続されたブリン 
夕の検索結果が表示されま寸。他のネットワ-饨検索寸る埸 
合には、 up アドレスで検索]ボタンを、同 b 私トワ-クを検索 
ts 場合には R 枝索]ポタンを押下してください。 


IP アドレスで.検索 < p ... ] I 


匚 


I [ キャン t ル 


〇 [次へ]をクリックする。 

ネットワークに接続され 、 Windows XP /2 ◦〇〇ま 
たは Windows NT 4.◦をご利用の場合は、次のダ 
イアログボックスが表示されます。 

このダイアログボックスが表示されない場合は、 
次の手順〇へ進んでください。 



- K チェック- 

すでに代替ドライバーがインス I -ールされ 
ている場合はリストに表示されません。 


続いて、 PrintAgent のインス!ルを行います。 

0 [PrintAgent をインストールする]を選び、 
[次へ]をクリックする。 

[ PrintAgent をインストールしない]を選んだとき 
は、手順©へ進んでください。 



PrintiW をインストルしま，か？ 

©PrintAgent をインストールする 0 ® 

〇 Print Agent をインストールしない。© 

Print Agent は、双方向通信(こよってブリン惜報を取得し、セツトされて 

離織織■しと?織てブ雜=5撰鱗 

ることがで.きる、印刷統合管理'ソフトです。 
g 有ブリン$に接続できるクライアントは、30ュ十まで•を目安としてく 


匚 く戻る© ] | ••次へ® •>▲ 


[ キゃンセル 


2 プリンタ—ソフトウェアのインスト—ル 
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© 使用目的に応じて[標準インストール]または 
[一般ユーザ向けカスタムインストール]のイ 
ンストール方法を選び、[次へ]をクリックす 


0 PrintAgent のインス!-ール先とスプールファ 
イルの作成先を指定する。フォルダーを確認 
して[次へ]をクリックする。 


る0 


Print Agent のインストール方法を逞択してく?;さ0。 

® 標準インス！-ル (JJ) 

標準的な PrintAgent の機能をインスト-ルします。 

(ブリ>5ステ-タスウインドウ,ヘルブファイル，お、読みください. TXT, ツ 
ールパー， PrintAgent リブリント 2) 

〇一股ユ-ザ向け力; W ムインスト-ルね） 

一股：!ーザ tf 利用可能な機能を S 択してインストルします。 

〇 管理者向けカス$ムインストール船 

ブリンタの管理を容易に行うことができ S 音理者向けの棵能を遥択して 
インストールしま寸。ブリン5管理:^ティリティ等奄逞折す S ことがで•きま 


I < mm \ n 天べ wy.q 


キャンセル ] 



[一般 ユーザ 向けカスタムインス I - ー ル]を選ぶと、 
標準的なソフトウェアの項目が表示されます。イン 
ス I -ールする項目にチェックを付けて[次へ]をク 
リックしてください。[全追加]をクリックするとす 
ベてチェックが付きます。[全削除]をクリックする 
とすべてチェックが外れます。 



すでに他の機種の PrintAgent がインストールされ 
ているときはこのダイアログボックスは表示され 
ません。手順©へ進んでください。 



次のメッセージが出たときはインス I ル先のデイ 
スク空き容量が少なくなっています。フォルダーを 
変更する、または不要なファイルを削除してくださ 
い 0 



© 設定した内容を確認し、[完了]をクリックす 
る0 



❿ [0 K ] をクリックする。 


セ？トア？ブ围始 


セットアツ艿閉眙します。よろし〇で t か？ 


r ok 


命 


] [ キやンセル 丨 
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□ スタートメニューの[すべてのプログラム]に 
[MultiWriter 4550] というフォルタ'-が追加さ 
れ、その下に PrintAgent 関連のアイコンが登録さ 
れている。 


- K チェック- 

Windows XP 以外の場合は、スタートメ 
ニューの[プ□グラム]から確認することが 
できます。 


□ スタートメニューの[すべてのプログラム]に 
[ PrintAgent 管理ツール]というフォルダーが追加 
され、[プリンター覧]が登録されている。 
(カスタムインストールでプリンター覧を選択した 
場合） 


□ スタートメニューの[すべてのプログラム]の下に 
[ PrintAgent リプリント 2] が登録されている。 



□ タスクバーのトレイに、 [ PrintAgent システム]ア 
イコンが登録されている。 



( V インストールが終了したら [ OK ] をクリックす 
る0 



再起動を促すダイアログボックスが表示さ 
れた場合は、画面の指示に従ってコン 
ピューターを再起動してください。 


® プリンターソフトウェアが正常にインストー 
ルされていることを確認する。 


□ [プリンタと FAX ] フォルダー内*に 、 [NEC 

MultiWriter 455 0] アイコンが登録されている。 

* WindoswXP 以外は、[プリンタ]フォルダーになりま 
す。 


>ブリン处 FAX 

B 回® 

ファイルの 編集 (£〉表示⑻お気に入り⑻ツール①ヘルブ⑻ 

〇戻る、© 多 ン 検索 政 itm fTTTl- 


アドレス® |ね ブリン 5 と FAX 

vj Q 移肋 




設定を有効にし、ブリン神正常に射)作させる為には再起動)を行う必要があります。 
今言く“再起助しますか？ 

再起_寺はフロッピィディスクを抜いてく技い。 




いいえ砂 I 


カスタムインス I -ールでインス I -ールを行った場 
合、選択されたオプションによっては登録されてい 
るアイコンが異なります。 


2 プリンタ—ソフトウェアのインスト—ル 
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Windows XP をご使用の場合、プリンタソフトウェアをインス!ル後にプリンターを接続すると「新し 
い八ードウエアの検出ウイザード」が表示されることがあります。この場合は、以下の手順でウイザードを 
終了してください。 


1. [次へ]をクリックする。 



2. [ハードウェアのインストール]で、[インストールの停止]をクリックする。 


-ド〇ェア ( D インストール 


へ こ ( D ハ-ドゥ I ァ: 

ブリン5 


111 ..... 

い Ti 干つ上が: 


[鱗 ㈣ し□よ撒^^^ 

ストが垂垔である珅由 ） 


Windows XP との 


インストールを接行した場合、システム©劫作が指なわれた0、システム 
が不安定になるなど、重大な陵筈を引き起こす要因とな S 可定性があり 
ます。今すぐインストールを中断し、 Windows □ゴテス KZ 含格したリフ 
トウIアが入手4隹かどうか、八ードウ：Iアベン9一に確認されることを、 
Microsoft は兹く feSUt) します》 


\ mm 1 [JCT : 涵爾 


3. [完了]をクリックする。 
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「プラグ . アンド . プレイ J によるインストール 

ここでは、 Windows 日本語版において、「プラグ•アンド•プレイ」機能を使ってプリンターソフトウエ 
アをインス I ルする手順について説明します。 


Windows XP 日本語版 

ここでは 、 Windows XP 日本語版にプリンターソフトウェアをインス!ルする手順を説明します。 


0プリンターケーブルを接続する。 

〇 MultiWriter 4550の電源を ON にする。 

0 コンピューターの電源を ON にする。 

Windows XP 日本語版を起動します。 

新しいハードウエアの検出画面が表示されます。 

0 [一覧または特定の場所からインストールする 
(詳細）]を選び、[次へ]をクリックする。 

このダイアログボックスが表示されなかつた場合、 
55ページの『「インストールプログラム」からのイン 
ストール』を行ってください。 



新しぃ八ードウ: t アの検索ウイザードの開始 


こ®ウィザー rai、 論トドウ； t アに必要なリフト01ア4インストルし*す 
NEC MultiWiter 4550 


な奴腿付 tt 属總说 〇 編，トディ 


インストール方法を退んで•ください。 

〇リフ K ? I アを自勒的にインスト'-ルする（推奨〉® 
® F 置ま_额塌所が职 F : 丽 

続行言るには、 D 欠へ]的リックしてくださ0。 


[ く戻る® |[ 




キャンセル | 


- K チェック- 

接続先のポート名はプリンターケーブルを 
接続したポート名となり、通常は 「 LPT 1」 
になります。 


〇 [検索しないでインストールするドライバを 
選択する]を選び、[次へ]をクリックする。 


〇 [プリンタ]を選び、[次へ]をクリックする。 


八ードウIアの種類を逞折して D 欠へ]をクリックしてくた•さい。 
共通ハードウIアの種類 (jd>: 


@ ネットワークサービス 

^1 

■¥- ネットワークブロトコル 


想 パッテリ 

— ヒューマンインターフェイスデバイス 


\>ブラヴァンドブレィで.はないドラィバ 


翁ブロセッサ 


a フ□ッビ-ディスクコントロ-ラ 

d\ 


請 〉: j yj C 


キゃンセル | 


〇 [ディスク使用]をクリックする。 


ブリンタの追加ウィザード 


ぬ■觀娜3嫩赠雪總獻傲 


製适元 

ブリンタ 

Alps 

Apollo 

Apple 

APS-PS 

S^AGFA-AccuSet v52.3 

S^AGFA-AccuSetSF v52.3 
^AGFA-AccuSet 800 
^AGFA-AccuSet 800SF v52.3 


贷 このドライパはデジダ)レ署名されています。 
ドライ)彳①罢 名が 幸垔な珣由 


匚 < 戻5(® |l )WN)> ][ 


の使用| 
キやンセル y 


後索とインストール®オプションを透んでくださ〇〇 


〇 次の場所で最適のドライノ彳を検索す 

下のチ： E ックポククスを使って、リムーパブルメディアや口'-カルパスから検索で•きます0検索された最適のドラ 

0 リムーパブルメディア(フロツビ'-、 CD - ROM など〉を検索 ( M > 


©推索しないで、インストル相ドライバ4選折相®、 

碰す碰、このォブシ ョンを撕 ます。 綱れ た_は、トドウ 1 ァに最適 咖 


[ キゃンセル ] 


エアの検出ウイザード 


エアの技出ウイザード 


新しい八一 


ードウIアの枝出ウイザード 


しい八 ー ドアの技出ウィザ ー 


2 プリンタ—ソフトウェアのインスト—ル 
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〇プリンターソフトウェア CD - ROM をセツトす 
る。 

〇ファイルのコピー元を指定し、 [0 K ] をクリツ 
クする。 

ファイルの指定は、 CD - ROM ドライブ名、コロン 
( : ) 、円記号 （¥) に続けて 「 MW 4550¥ DISK 4 J と 
入力します。 



© 使用するプリンター名を選び、[次へ]をク 
リックする。 

インストールを開始します。 


- k チェック- 

以下の[八ードウェアのインス I ル]ダイ 
ア□グボックスが表示される場合がありま 
す。添付のプリンターソフトウェア CD - 
ROM に収録されているソフトウェアは、弊 
社により動作を確認しております。 

[続行]をクリックし、インス!ルを続行 
してください。 

なお、[インス!ルの停止]をクリックし 
た場合はインス I ルが中止されます。 


ふ 


このハードウエア： 
ブリンタ 


< r . の亍ストが垂里で•ある珅由） 

インストールを袋行した場合、システムの劫作が指なわれたり、システム 
が不安定になるなど、重大な陵言を引き起こす里因とな s 可定性があり 
ます。今すぐインストールを中断し、 Wmd OW s □ゴテストに合格したVフ 
トウ：Iアが入手可锘かどうか、八ードウ： E アペンターに確認されることを、 
Microsoft 兹く右_めします。 


] R ワズ F こ厕寧正® •• 1 


新しい八ードウ: E アの枝出ウィザ'- 


プリンタの追加ウィザード 



^获■願!總 S 瑚獅溫忍離雪總識驟 


0 S 臓$觀£歷嫌 



A このドライパ tt デジタル署名されていません。 r ディスク使用 ( il) I 

ドライ；彳の罢名が黃垔む珅由 



0 [完了]をクリックする。 



これでプリンタードライバーのインス!ルは完了 
です。 


次に PrintAgent をインストールするには、『「イン 
スIルプログラム」からのインスIル』の手順❻ 
(56 ページ)で[プリンタドライバをインスIルし 
ない。 ] を選んだ場合の手順に従ってインス!ル 
してください。 
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Windows 2000 日本語版 

ここでは 、 Windows 2000日本語版にプリンターソフトウェアをインス!ルする手順を説明します。 


^9 プリンターケーブルを接続する。 

& MultiWriter 4550の電源を ON にする。 

〇コンピューターの電源を ON にする。 

Windows 2000日本語版を起動します。 

〇 [次へ]をクリックする。 

このダイアログボックスが表示されなかった場 
合、55ページの『「インストールプログラム」からの 
インストール』を行ってください。 

一 t チェック- 

接続先のポート名はプリンターケーブルを 
接続したポート名となり、通常は 「 LPT 1」 
になります。 



3' fr ..... 泥:呵+>こ j ] キゃンセル| 


〇 [デバイスに最適なドライバを検索する]を選 
び、[次へ]をクリックする。 



〇 [場所を指定]を選び、[次へ]をクリックす 
る0 



次®ハードウ；!アデバイス®ド W パファイルの検索: 


NEC MultiW-iter 4550 

こ®コンビ: L-iLt<D ドライパデ- $ ペース te よ U 指定®検索塌所から適切なドライパを検索します。 

= 燃:《議齡歡一 

「フ□ツビ-ディスクドライブ® 

厂 gtRWFff ヲ〇 

[7 場所を指定@ 

「 Microsoft Windows Update(M) 

< 戻る© [ ;欠へ (M) >w| キャンセル J 

〇プリンターソフトウェア CD-ROM をセツトす 
る0 

〇ファイルのコピー元を指定し、 [0 K ] をクリツ 
クする。 

ファイルの指定は、 CD - ROM ドライブ名、コロン 
( : >、円記号 （¥) に続けて 「 MW 4550 ¥ DISK 4 J と 
入力します。 



〇内容を確認し、[次へ]をクリックする。 

インストールを開始します。 



2 プリンタ—ソフトウェアのインスト—ル 
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® [完了]をクリックする。 


これでプリンタードライバーのインス I ルは完 
了です。 



このウイザードを閉じるには mi ] 初リックしてくださ u 


新しい八ードウエアの検索ウイザードの完了 


このデノミイスに対するリフトウ: E アのインスト-ルが終了しました。 


次に PrintAgent をインストールするには、『「イン 
ス I ルプ□グラムがら」のインス I ル』の手順 
❻ (56 ページ）で[プリンタドライバをインス! 
ルしない。 ] を選んだ場合の手順に従ってインス 
I ルしてください。 



- K チェック- 

[デジタル署名が見つかりませんでした]とい 
うメッセージダイアログボックスが表示され 
る場合があります。プリンターソフトウェア 
CD - ROM に収録されているプリンターソフ 
トウェアは、弊社により動作を確認しており 
ます。 

[はし VI をクリックし、インス!ルを続行し 
てください。 

なお、[いいえ]をクリックした場合はインス 
I -ールが中止されます。 



さ M r 溫觀齡淡齡 r 祕上で.テスト 

インストルしようとしているリフトウIアには Microsoft デジタル署名 
がありません0そ©ために、このリフトウIアが Windows で•正しく觔作 
狗ことは保屋正されません0 
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Windows Me 日本語版 

ここでは 、 Windows Me 日本語版にプリンターソフトウェアをインス!ルする手順を説明します。 

〇プリンターケーブルを接続する。 


〇 MultiWriter 4550の電源を ON にする。 

〇コンピューターの電源を ON にする。 

Windows Me 日本語版を起動します。 

〇プリンターソフトウェア CD-ROM をセットす 
る0 

〇 [適切なドライバを自動的に検索する]を選 
び、[次へ]をクリックする。 

このダイアログボックスが表示されなかつた場合、 
55ページの『「インストールプログラム」がらのイン 
ストール』の手順を行ってください。 


- K チェック- 

接続先のポート名はプリンターケーブルを接 
続したポート名となり、通常は 「 LPT 1」 にな 
ります。 


次の新しい A - ドウ: t ァが見つ胸ました： 
NEC MultiWI-iter 4550 



ドウ1アをサボートし!:い SV フトウ I ア奄自肋的に検索して、インス 

驟ィ W 奴?'?威徵溫3惑ごァヵ如 c 

ォブジョンを 5 M 折して微、。 
a 通幼 fe ドライパ I 自動的に検索 f 5 mmm 
r ドライパの埸所を指定する群しい知識のあ！)方向け〉© 


[ 〉欠へ> j 


〇選択項目の中の[場所]が CD - ROM のルートを 
示しているドライバーを選択して、 [ OK ] をク 
リツクする。 



〇プリンターの名前を確認して、[完了]をク 
リツクする。 


fciUBgi 腸 



S 纖歡赖辦鵠願 

卜-ルして、プリンタフォルダに追加します0 


paa — nlMfl 师灿 


完了 | 


ーキャンセル」 


〇 [完了]をクリックする。 


先に [ PrintAgent セットアップ]ダイアログボックス 
が表示されますが、ここでの手順を終了した後、次 
の手順へ進んでください。 


新しい八'-ドウ I アの追加ウィザ'-ド 



NEC MultiWriter 4550 


新 U Vh ド Oi アデ/ W スに必里な逛択したリフトウ I アがインスト 


<mm J ] 


〇 PrintAgent をインストールする場合は [ OK ] 
をクリックする。 




XJ 

PrintAgentte よ UNEC TCP/IP Printing System を 
インストルします。 

PrintAgentfe^UNEC TCP/IP Printing System を 
インスト-ルしな〇塌合は[キャンセル]を逞択し 
' :クトア9ブブ□クラムを終了してくださ U 


NEC TCP/IP Printing _ 


[System はイーサネット 
-ド、 LAN アダプタを使用し 
•ク印刷時に必要です。 

"OKI：' .…]1 キャンセル」 


このあとは56ページの手順©からと同じです。 
PrintAgent をインストールしない場合は、[キャン 
セル]をクリックし、インストールを終了します。 


2 プリンタ—ソフトウェアのインスト—ル 
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Windows 98 日本語版 

ここでは 、 Windows 98日本語版にプリンターソフトウェアをインス!ルする手順を説明します。 


〇プリンターケーブルを接続する。 

0 MultiWriter 4550の電源を ON にする。 

0 コンピューターの電源を ON にする。 

Windows 98日本語版を起動します。 

〇 [次へ]をクリックする。 

このダイアログボックスが表示されなかった場 
合、55ページの『「インストールプログラム」からの 
インストール』の手順を行ってください。 

一チェック- 

接続先のポート名はプリンターケーブルを 
接続したポート名となり、通常は 「 LPT 1」 
になります。 



) 欠の新しいドライパを検索しています： 

NEC MultiWHter 4550 

デパイスドライパは、ハードウ: E アデパイスが勒作するために必要なリ 
フトウエアで.す0 


❺ 


<戻 | 




[使用中のデバイスに最適なドライバを検索す 
る]を選び、[次へ]をクリックする。 



0 プリンターソフトウェア CD - ROM をセツトす 
る0 


〇選択項目の中から [ CD - ROM ドライブ]を 
チェックして[次へ]をクリックする。 



〇 [次へ]をクリックする。 



〇プリンターの名前を確認して、[完了]をク 
リツクする。 
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© [完了]をクリックする。 


先に [ PrintAgent セットアップ]ダイアログボック 
スが表示されますが、ここでの手順を終了した 
後、次の手順へ進んでください。 





NEC MultiVWiter 4550 


斬 UV 卜 fi W スに必要なリフトウ：!アがインストルされまし 


芫丁 j 


キャンせル 


0 PrintAgent をインストールする場合は [ OK ] 
をクリックする。 

PrintAgentteiUNEG TCP/IP Printing System を 

PrintAgentfe よ UNEC TCP/IP Printing System を 
インストルしない埸合は[キャンセル]を逞択し 
セットァッブブロクラム奄終了してく さい0 

NEC TCP/IP Printing System はイーサネット 
イン$フ1ースや LAN ボード、 LAN アタ•プタを使用し 
たビアツービアネットワーク印刷畤に必要で.寸。 


このあとは56ページの手順❺からと同じです。 
PrintAgent をインス!''―ルしない場合は、[キャン 
セル]をクリックし、インストールを終了します。 


Windows 95 日本語版 

ここでは 、 Windows 95日本語版にプリンターソフトウェアをインス!ルする手順を説明します。 


プリンターケーブルを接続する。 

0 MultiWriter 4550の電源を ON にする。 

〇コンピューターの電源を ON にする。 

Windows 95日本語版を起動すると[デバイスドラ 
イバウイザード]か[新しいハードウエア]ダイアロ 
グボックスが表示されます。 


これらのダイアログボックスが表示されなかつた場 
合、55ページの『「インストールプログラム」からの 
インストール』を行ってください。 


-”エック- 

接続先のポート名はプリンターケーブルを 
接続したポート名となり、通常は 「 LPT 1」 
になります。 


<[デバイスドライバウィザード]ダイアログ 
ボックスが表示された場合> 

プリンターソフトウェア CD - ROM をセット 
し、[次へ]をクリックする。 

手順 ❹に 進んでください。 



このウィサしドで、次のインストールができます。 
NEC MultiWriter 4550 


…」 i 次へ > k 


キャンセル」 


<[ 新しいハードウ I ア]ダイアログボックス 
が表示された場合> 

[ハードウェアの製造元が提供するドライバ] 
を選び、 [ OK ] をクリックする。 


手順❾に進んでください。 


EH 


■ ?|X| 


NEC MultiWriter 4550 

新 u 、ノトト，エア用にィンストルするドラィハ'そ逞択してください。 

r Windows 標準のドライパ ％/) 

<? デめ製造元が椹供するドラ心、''#: 

r 一覧か6逞ぶ@ 
r ドライハ''?インストルしない© 




キャンセル J ヘルフ.砂 J 


2 プリンタ—ソフトウェアのインスト—ル 
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〇 [完了]をクリックする。 



0 プリンターの名前を確認して、[完了]をク 
リックする。 


このあとは56ページの手順 ❺か らと同じです。 
PrintAgent をインス!''―ルしない場合は、[キャン 
セル]をクリックし、インストール手順を終了しま 
す。 

〇プリンターソフトウェア CD - ROM をセットす 
る0 

❿[ファイルのコピー元]を指定して、 [0 K ] をク 
リックする。 

ファイルの指定は、 CD-R 〇 M ドライブ名、コロン 
( : ) 、円記号 （¥) に続けて 「MW 4550 ¥DISK2J と 
入力します。 



てください。名前を決めたら、°[完了]を押してください。 
フ1ン9をインスト'-ルして、フ 1 ルタフォルダに追力！!します。 


フ 1 ルタ名 (E): 



Windows アフリケーンヨンで、このフリンタを通常のフ 1 ル9として使い 
ますか？ 

r はい⑦ 

いいえ (N) 


❻ 


<戻る ( s ) J 


[ OK ] をクリックする。 




〇 [ファイルのコピー元]を指定して、 [ OK ] をク 
リツクする。 


ファイルの指定は、 CD-R 〇 M ドライブ名、コロン 
( :)、円記号 （¥) に続けて 「MW 4550 ¥DISK2J と 
入力します。 

プリンタードライバーがインストールされます。 



〇 PrintAgent をインストールする場合は [ OK ] 
をクリックする。 



0プリンターの名前を確認し、[完了]をクリツ 
クする。 



プリンタードライバーがインストールされます。 

0 PrintAgent をインストールする場合は [ OK ] 
をクリックする。 




〇] 


PrintAgent および NEC TCP/IP Printing System を 
PrintAgent および NEC TCP/IP Printing System を 

雄;;鱗觀歡愈 

NEC TCP/IP Printing System はイーサネット 
インタフェースや LAN ボード、 LAN アダプタを使用し 
たビアツービアネットワーク印刷呤Iこ必要です。 



このあとは56ページの手順❻からと同じです。 
PrintAgent をインス!''―ルしない場合は、[キャン 
セル]をクリックし、インストールを終了します。 
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プリンタードライバーの削除 

ここではプリンタードライバーの削除手順を説明します。必要なファイルが削除されてしまったなどでプ 
リンターが正常に動がなくなったときはプリンタードライバーを再インス!ルする必要があります。プ 
リンタードライバーを再インス I ルするには、一度既存のプリンタードライバーを削除(アンインス I 
ル）してから行います。 


プリンタードライバーの削除を実行する前に起動中のアプリケーションをすべて終了させてください。 

プリンターが印刷中の場合は、プリンタードライバーの削除はできません。印刷が終了してから削除し 
てください。 


Windows XP 日本 



〇 [プリンタと FAX ] フォルダーを開く。 

インスI-ールされているプリンターアイコンが表 
示されます。 

Q [NECMultiWriter 455 0] アイコンをクリッ 
クする。 

〇 [ファイル]メニューの[削除]をクリックす 
る0 



〇 [はい]をクリックする。 


MultiWriter 455◦のプリンタードライバーが削除さ 
れます。 


7 ) ブリン 5 'NEC MultiWHter 4550' を刖除しますか？ 
いいえ (£1) | 




© [ファイル]メニューの[サーバーのプロパ 
ティ]をクリックする。 

[プリントサーバーのプロパティ]が開きます。 



2 プリンタ—ソフトウェアのインスト—ル 
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〇 [ドライバ]タブをクリックする。 

〇 [インストールされたプリンタドライバ]から 
[NEC MultiWriter 455 0] をクリックする。 

〇 [削除]をクリックする。 




〇 [はい]をクリックする。 


- k チェック- 

次のダイアログボックスが表示された場合 
は、 Windows XP の再起動後、手順❺から 
やり直してプリンタードライバーを削除し 
てください。 


399 

NEC Multi^iter 4550、 Intel, Windows 2000または XP のドライ/法削除で•きません。指定されたブリンタドライノ似現 

I - ^ -1 

© [インストールされたプリンタドライバ]から 
[NEC MultiWriter 455 0] が削除されたこと 
を確認し、[閉じる]をクリックする。 

[プリントサーパーのプ□パティ]を閉じます。 
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Windows 2000日本 



〇 [プリンタ]フォルダーを開く。 

インストールされているプリンターアイコンが表示 
されます。 

© [NEC MultiWriter 455 0] アイコンをクリッ 
クする。 

〇 [ファイル]メニューの[削除]をクリックす 
る0 


ファイル®編集©表示秘お気に入り ( A ) ツール①ヘルブ肚 


* 通芾使うブリン扣設定© 
印刷設定①… 


フォルダ JJ1 歴I睢 R X じ 


-畤停止 ㈤ 

寸ぺてのドキュメントの取り消し# 


共有 ( U )... 

ブリン嫩フラインで.使用する ( U ) 


サーバーのブ□パティ幼 


ノ d r/jyrvj_ 

名前の変更 ( m ) fx 

ブ□パティ® _ 

囲 I ••スめ） ^ _ 


❸ 


1 —© 

ンタの追加 mmm 

丽阶刪 


^JnJxJ 

K 1 

|_，I 

I ^移助] 


Windows 2000 


^遥択されたオブジI外を則除します。 

〇 [はい]をクリックする。 

MultiWriter 455◦のプリンタードライバーが削除さ 
れます。 

ぐ 、 ブリンタ 'NEC MultiVWiter 4550' を則除してもよ?)しいで•すか？ 

If .... .(_ 旧_ぃぃぇ ( N ) 」 


〇 [ファイル]メニューの[サーバーのプ□パ 
ティ]をクリツクする。 

[プリントサーバーのプロパティ]が開きます。 


Jl ファ心 KE) «KD Hfrtt) 摘^ (fl) ッ NKD ヘルプ ( 


索 B フォルダ0履歴 


ショートカットの作成© 
L 刖除(〇) 

名前の変更 ( M ) 

ブ□パティ ( B ) 


▼] 飾觔） 


»■ 

X »1 

J ] リンクイ 


■ 


このフォルダには、現在インストルされて 
いるブリンタおよ u 新しいブリン⑽インス 
卜ールをお手伝いするウイザ'-ドが含まれ 


新しいブリン拇インストールするには、[ブ 
リンタ®追加]をクリックしま君。 

コンを逛折狗と、その説明が表示さ 


g このサーバーのブロパティを表示します。 


〇 [ドライバ]タブをクリックする。 

〇 [インストールされたプリンタドライバ]から 
[NEC MultiWriter 4550] をクリックする。 

〇 [削除]をクリックする。 



〇 [はい]をクリックする。 


令 


こ®:? 1 J ン$ドライパを肖聯す5と、システムから則 P 余されます。 NEC MultiWiter 4550を削除しますか？ 
いぃぇ⑽」 


|[：：：：： M：：：^I (: 


- K チェック- 

次のダイアログボックスが表示された場合 
は、 Windows 2000の再起動後、手順❺ 
からやり直してプリンタードライバーを削 
除してください。 

x| 

^ NEC^MultiWHter 4550、 Intel、Windows 2000 (D ドライノ传削除で•きません。指定されたブリンタドライ/似現在、使用 


I :二讲二」 


© [インストールされたプリンタドライバ]から 
[NEC MultiWriter 4550] が削除されたこと 
を確認し、[閉じる]をクリックする。 

[プリントサーバーのプロパティ]と[プリンタ]フォ 
ルタ'一を閉じます。 


2 プリンタ—ソフトウェアのインスト—ル 
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Windows NT 4.0 日本 



〇 [プリンタ]フォルダーを開く。 

G [NECMultiWriter 455 0] アイコンをクリツ 
クする。 

〇 [ファイル]メニューの[削除]をクリックす 
る0 



〇 [はい]をクリックする。 

MultiWriter 455◦のプリンタードライバーが削除さ 
れます。 


令 


フ”ンタ 'NEC MultiVWiter 4550' を則除してもよろし L 、ですか？ 


匚|す X ： J いいぇ扭)| 




Windows Me/98/95 日本 



〇 [プリンタ]フォルダーを開く。 

インストール済みのプリンターアイコンが表示され 
ます。 

0 [NEC MultiWriter 455 0] アイコンをクリツ 
クする。 

〇 [ファイル]メニューの[削除]をクリックす 
る0 



〇 [はい]をクリックする。 

MultiWriter 455◦のプリンタードライバーが削除 
されます。 



r チェック ■ 


次のダイアログボックスが表示された場合 
は、[はし)]をクリックしてください。 
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PrintAgent の追加 • 削除 

MultiWriter 4550のプリンターソフトウェアのインス!ラーでは、プリンターソフトウェアの機能ごと 
に、追加と削除をすることができます。 

ここでは PrintAgent の追加と削除方法を説明します。 

々重要 

追加 • 削除の手順を始める前に 「PrintAgent をインスI -- ル/アンインスI -- ルする時の注意事項」 （1 62 
ページ)をお読みください。 


[コント□ールパネル]フォルダーを開く。 

G [プロクラムの追加と削除]アイコンをダブル 
クリックする。 

Windows XP 以外の場合は[アプリケーションの追 
加と削除]をクリックします。 

0 [ PrintAgent オプション選択]ダイアログボッ 
クスを開く。 

く Windows XP / 2000の場合〉 

① 左側の[機能選択]バーがら[プログラムの変更 
と削除]をクリックする。 

② [NEC PrintAgent] を選んで、[変更/削除]をク 
リックする。 



② 


[ 聞13るぬ〉] 


く Windows NT 4.0/ Me /98/95 の場合〉 

① [インストールと削除]シートを開く。 

② 自動的に削除できるソフトウェアの一覧から 
[NEC PrintAgent] を選んで、[追加と削除]を 
クリックする。 



Windows NT 4.0 



2 プリンタ—ソフトウェアのインスト—ル 


Windows Me/98/95 


73 











































〇対象機種を選択してからチ i ックを変更し、 
[次へ]をクリックする。 


チェックを付けると追加、チェックを外すと削除 
になります。 

また、複数機種のチェックを付ける（外す）と複数 
機種のオプシヨンを同時に追加（削除)することが 
できます。 



管理者向けカスタムインストールを行った場 
合は選択できるオプションが異なります。 


■ ”ェック- 

• Multiwriter 2050など他の Multi - 
Write 「シリーズのプリンターソフトウ 
ェアがインス I -ールされているとそれ 
それのプリンターソフトウェアのオプ 
シヨンが表示される場合があります。 


0 [完了]をクリックする。 


パスワードが設定されている場合に管理者向けの才 
プシヨンを削除するには、あらかじめ設定したパス 
ワードの入力が必要です。 



〇 [0 K ] をクリックする。 



〇追加•削除が終了したら [0 K ] をクリックす 
る0 


• オプションを追加する場合、セット 
アップに必要な媒体を要求する画面が 
表示されますが、プリンターソフトウ 
エア CD - ROM が CD - ROM ドライブに 
セットされている場合、セットアップ 
に必要なファイルを自動的に参照し、 
インス!-ールされます。 


再起動を促すダイアログボックスが表示された場 
合は、画面の指示に従ってコンピューターを再起 
動してください。 

〇すべてのオプションを削除した場合はソフト 
ウェアの一覧から [NEC PrintAgent ] が削除 
されたことを確認し、 [0 K ] をクリックする。 


r チェック- 


他機種の PrintAgent がインストールされ 
ている場合は、ソフトウェアの一覧から 
PrintAgent は削除されません。 
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日本語 MS - DOS 環境 

ここでは、日本語 MS - DOS 環境から印刷をするために必要なプリンターの設定内容を説明します。 

プ U ンターを選択する 

使用しているアプリケーション上で印刷するときにプリンターの名称を指定します。指定できない場合は、 
次の表に示す優先順位で指定してください。（ただしアプリケーションによっては Multiwriter 4550の機 
能の一部が使用できないことがあります。） 


優先順位 

プリンター名称 

動作モード* 3 

1 

MultiWriter 3650N 

ページプリンター 
(またはレーザー 
プリンター） 

2 

MultiWriter 2850N, 2850 

3 

MultiWriter 2350N, 2350、2150 

4 

MultiWriter 2800 N、2800, 230 ON 

5 

MultiWriter 23 ◦〇、2100、 21OS 

6 

MultiWriter 2650 M、2250H 

7 

MultiWriter 2650, 2650 E、2250 

8 

MultiWriter 4050 M、4050 

9 

MultiWriter 2050 

10 

MultiWriter 2200X2, 2200XE, 2000X2 

11 

MultiWriter 220 OX 

12 

MultiWriter 200 OX 

13 

MultiWriter 2000FW 

14 

MultiWriter 2200NW2, PC-PR2000/6W 

15 

MultiWriter 2200NW, MultiWriter 200 0E 

16 

PC-PR2000/4R, PC-PR2000/4W 

17 

PC-PR 4000 E/4、PC-PR4000/4 

18 

MultiWriter 1250, 1400X, 1000 EW、PC-PR1000E/4W 、 PC-PR10 〇〇 E/4、 
PC-PR1000/4R、PC-PR 1000/4、 PC-PR 2000 /2' PC-PR 2000 /4 
あるいは NPDL Level 2 

19 

PC-PR 1000、 PC-PR 1000/2 

20 

PC-PR 2000あるいは NPDL 

21 

PC-PR602R* 1 ，* 2 、PC-PR602* 1 ，* 2 、PC-PR601 れ * 2 

201 PL エミュレー 
シヨン 

22 

PC-PR 201 /47、PC-PR201/45U PC-PR 201/6〇、 PC-PR 201 /80A、 
PC-PR201/65A, PC-PR201/60A, PC-PR 1 〇 1/60 あるいは201 PL 

23 

PC-PR 201X、 PC-PR 201 J、PC-PR201GS, PC-PR201/45、PC-PR 101GS 

24 

PC-PR 201 G、PC-PR 201V、 PC-PR201V2, PC-PR201H3, PC-PR1 〇 1G、 

PC-PR 101G2 

25 

上記以外の PC-PR201 系、 PC-PR 101系プリンター （PC-PR 201、 PC-PR 20 1F2、 
PC-PR201H2, PC-PR 101、 PC-PR 101F2, PC-PR 10HE. PC-PR 101E2 など） 


^ A 4 ポートレート桁数が80桁のとき、用紙の左側の余白量が異なるときは、アプリケーション上で余白量を変更してください。 

* 2 文字を縮小したときの印刷結果が異なるときは、プリンター設定を優先順位の下位機種に変更してください。 

* 3 ほとんどのアプリケーションでは、プリンターの動作モードを自動的に切り替えています。したがって、本プリンターの動作モー 
ドは 201 PL エミュレーションモード（お買い上げ時の設定)のままご使用になれます。 


2 プリンタ—ソフトウェアのインスト—ル 
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プリンターを設定する 

MS - D 〇 S 環境でコンピューターをお使いの場合、プリンターの設定はメニューモードを使って行います。 
メニューモードの操作方法、メニューツリーについては本書の113〜115ページ、各設定項目については 
添付のプリンターソフトウエア CD - R 〇 M に収録されている活用マニュアルの7章「メニューモード」を参照 
してください。 


PC-PR 201系、101系プリンターを選択した場合 

プリンターの指定で PC - PR 201 系、あるいは101系プリンターを選択した場合は、アプリケーションと本 
プリンターを次のような設定が標準です。 

ソフトウェア： シートフィーダー付き、単票（カット紙）、連続送り 

プリンター： 201 PL ェミュレーシヨンモード、136桁モード有効、用紙位置中央 


MS - DOS 環境での両面印刷設定 

MS - DOS 環境で両面印刷する際に必要な情報について説明します。 MS - DOS 環境で印刷する場合はメ 
ニューモード、および操作パネルの[両面]スイッチでより設定します。 


両面印刷の設定 

MS - DOS アプリケーションを使って両面印刷する場合、次の設定変更が必要です。 
両面印刷をする場合、 64 MB 以上のメモリーの増設をお勧めいたします。 


両面印刷のために必要な設定項目 


メニューモード設定項目 

備考 

印字位置設定メニュー 
一表面微調整 
一裏面微調整 

表面、裏面ともに 

TM : 十 3.9 〜 一3.9 ミリ 

LM : 十 3.9 〜 —3.9ミリ 

両面印刷メニュ ー 
一初期設定〇 N 
一初期設定 OFF 

— 

両面印刷メニュー 
-とじしろ□ンク '1 
-とじしろシヨート1 
-とじしろロング2 
-とじしろシヨート2 

添付のプリンターソフトウェア CD-R 〇 M に収録され 
ている活用マニュアル7章の「両面印刷メニュー」 

を参照してください。 

両面印刷メニュー：余白 

◦〜2〇ミリ 

両面印刷メニュー 
—クリップ〇 N 
—クリップ〇 FF 

余白を多く取り過ぎた場合、印刷がらはみ出たデー 
夕を次ページに印刷する（〇 N) が、消去する 
(OFF) がを設定します。 
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クリッピング機能について 

余白（とじしろ)を多く取り過ぎると、印刷データが用紙の印刷範囲を超えてしまう場合があります。クリッ 
ビング機能とは、このような場合に印刷範囲からはみ出したデータを次の行に印刷するが、はみ出した分 
を消去してそのまま印刷するかを選択します。ただし、両面印刷時にのみ有効で、メニューモードで設定 
します（メニューモードについては108ページを参照してください）。 

• 「クリップ」を〇 FF にすると、はみ出した印刷データを次の行に引き続いて印刷します。それ以 
降の印刷データは1行ずつずれることになります。（アプリケーションによっては、はみ出したデー 
夕を消去するものもあります）。 


印刷範囲 



クリツプ OFF (チエックしていない)の場合 


• 「クリップ」を〇 N にすると、はみ出した印刷データを消去して印刷を続けます。 

印刷範囲 



クリップ ON (チエックしている）の場合 


2 プリンタ—ソフトウェアのインスト—ル 
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メ モ 
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用紙のセツト方法 

—91 ぺージ 


セツトできる用紙 

—80 ぺ—ジ 



にセツトする 


封筒のセツト方法 

—93 ぺージ 



セツトできる用紙 

■ 

1 


セツトできる用紙 

—80 ぺージ 

1 

1 

1 


—80 ぺージ 

用紙のセツト方法 

1 

1 


用紙のセツト方法 

—89 ぺージ 

1 

1 


—87 ぺージ 



セツトできる用紙 

—80 ぺージ 

用紙のセツト方法 

—84 ぺージ 


^坪量64.0〜105 g / m 2 の用紙です。 * 4 厚紙、ラベル紙はホッパー3、4にセット可能。 * 7 洋形4号のみセット可能。 

* 2 厚紙は坪量106〜200 g / m 2 の用紙です。 * 5 〇 HP はホッパー3にセット可能。 

* 3 厚紙、ラベル紙はホッパー2にセット可能。* 6 ユーザー定義サイズとしてセット可能。 


用紙のセツト 



この章では 、 MultiWriter 4550で使用できる用紙、用紙のセット方法について説明します。 

MultiWriter 4550は豊富な給紙機構(ホッパーおよびトレー)をもつプリンターです。用途に合わせて使い 
分けてください。 




3用紙のセツト 
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用紙について 

ここでは MultiWriter 4550で使用できる用紙、用紙のセット方向について説明します。用紙をセットする 
前に必ずお読みになり、使用できる用紙を確認してがら印刷してください。 


使用できる用紙 

使用できる用紙の種類、サイズ、および枚数は以下の表のとおりです。用紙の規格、印刷範囲については 
付録「用紙の規格」 (237 ページ)を参照してください。 


給紙 口 

セツトできる用紙 

両面印刷 

種類 

サイズ 

枚数 & 

ホッパー1 
(標準ホッパー 1) 

普通紙* 1 (乾式 PPC 用紙） 

A 3、 B 4、 A 4、 B 5、 A 5、 レター 

500 

〇 

0 HP フイルム 

A 4 

— 

X 

穴あき紙 

A 3、 B 4、 A 4、 B 5、 A 5、 レター 

— 

〇 

ホッパー2 
(標準ホッパー 2) 

ホッパー3 

W ： 容量ホッパー 3) 

普通紙* 1 (乾式 PPC 用紙） 

A 3、 B 4、 A 4、 B 5、 レター 

500 

〇 

厚紙(〜 180 g / m 2 ) 

A 3、 B 4、 A 4、 B 5、 レター 

— 

〇 *3 

〇 HP フイルム 

A 4 

— 

X 

ラベル紙 

A 4、 B 4 

— 

X 

穴あき紙 

A 3、 B 4、 A 4、 B 5、 レター 

— 

〇 

ホッパー4 
(大容量ホッパー 4) 

普通紙* 1 (乾式 PPC 用紙） 

A 4、 B 5、 レター 

1000 

〇 

厚紙（〜 180 g / m 2 ) 

A 4、 B 5、 レター 

— 

〇 * 3 

ラベル紙 

A 4 

— 

X 

穴あき紙 

A 4、 B 5、 レター 

— 

〇 

ホッパー5 

W ： 容量ホッパー 5) 

普通紙* 1 (乾式 PPC 用紙） 

A 4、 B 5、 レター 

1000 

〇 

穴あき紙 

A 4、 B 5、 レター 

— 

〇 

ホッパー1 
(定形外用紙 
カセット） 

普通紙* 1 

- A 3、 B 4、 A 4、 B 5、 A 5、 レター 
一 定形外用紙 （182 〜297 XI 39.7 〜431.8 mm ) 

500 

X 

0 HP フイルム 

A 4 

— 

X 

穴あき紙 

普通紙と同じ 

— 

〇 

ホッパー2 
淀形外用紙 
カセット） 

ホッパー3 
淀形外用紙 
カセット） 

普通紙* 1 (乾式 PPC 用紙） 

- A 3、 B 4、 A 4、 B 5、 レター 
-定形外用紙 （182 〜297 XI 82〜431.8 mm ) 

500 

X 

厚紙(〜 18 Qg 蘭 

— 

X 

0 HP フイルム 

A 4 

— 

X 

ラベル紙 

A 4、 B 4 

— 

X 

穴あき紙 

普通紙と同じ 

— 

X 

ト レー 

普通紙* 1 (乾式 PPC 用紙） 

- A 3、 B 4、 A 4、 B 5、 A 5、 レター 
-定形外用紙（100〜297 XI 05〜431.8 mm ) 

50 

〇 

厚紙（〜 200 g / m 2 ) 

— 

*3,*5 

〇 HP フイルム 

A 4 

— 

X 

ラベル紙 

A 4、 B 4 

— 

X 

はがき 

官製はがき、官製往復はがき 

— 

X 

穴あき紙 

A 3、 B 4、 A 4、 B 5、 A 5、 レター 

— 

〇 

封筒* 4 

1〇〇〜297 X 105 〜431 .8 mmU 内の封筒 

— 

X 

封筒フィーダー 

封筒 

洋形4号 

100 

X 
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坪量 64.0 g/m 2 〜 105.0 g/m 2 (連量 55 〜 90kg) の用紙です。用紙種類の選択については、下表を参照してください。 

坪量 64.0 g/m 2 (連量 55kg) の用紙を使用した場合です。普通紙以外は用紙厚によりセツト枚数が異なります。 

坪量 120.0 g/m 2 (連量 1 03kg) 以上の用紙は両面印刷できません。 

定形外用紙、厚紙として使用可能です。プリンタードライバーでユーザー定義サイズ、厚紙を選択してご使用ください。 
定形外用紙は両面印刷できません。 


- K チェック- 

普通紙(乾式 PPC 用紙、定形用紙)以外の用紙は両面印刷できません。 


使用できる用紙坪量とプリンタードライバーの用紙種類の選択の関係は、以下の表のとおりです C 


本 マニュアル 
での用紙分類 

用紙坪量目安 

プリンター 
ドライバーでの 
用紙種類 

両面印刷 

普通紙 

64 〜 70g/m 2 

普通紙 

〇 

7 〇〜 105g/m 2 

厚紙1 

〇 

厚紙 

105 〜 120 g/m 2 

厚紙 2 

〇 

120 〜 140 g/m 2 

厚紙 3 

X 

14 〇〜 160 g/m 2 

厚紙 4 

X 




本 マニュアル 
での用紙分類 

用紙坪量目安 

プリンター 
ドライバーでの 
用紙種類 

両面印刷 

G 紙 

16〇〜180 g/m 2 

厚紙 5 

X 

18〇〜2〇〇 g/m 2 

厚紙 6 

X 

ラベル紙 


ラベル紙 

X 

〇 HP 


〇 HP 

X 

穴あき紙 

— 

穴あき紙 

〇 


チェック- 

厚紙2〜6と用紙の坪量の関係は、目安です。用紙の種類等により定着性は変化します。テスト印刷を実施 
し、確認を行ってください。 


定形外用紙のご使用について 

MultilWriter 455◦では、次の方法により定形外サイズの用紙に印刷ができます。 

• トレー(標準） 

幅：100〜 297 mm x 長さ：105〜431 .8 mm 

• ホッパ1(定形外用紙カセット装着時） 

幅：182〜 297 mm x 長さ：139.7〜431 .8 mm 

• ホッパ2およびホッパ3(定形外用紙カセット装着時） 

幅：182〜 297 mm x 長さ：182〜431 .8 mm 

— レチェック- 

• 定形外用紙をご使用になる際は、必ず事前確認を行ってからご使用ください。 

• 用紙の縦横比が極端なサイズの用紙では、紙づまりや斜行の原因となる場合があります。 
(例）幅：1 82mm x 長さ： 431 .8mm、 幅： 297mm x 長さ：1 39.7mm など 
目安として、縦横比1: 2程度までの用紙をご使用ください。 


3用紙のセツト 
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用紙についての注意事項 

用紙をセットする前に以下の注意事項をお読みください。また、はがき、往復はがき、 OHP フィルム、ラ 
ベル紙、穴あき紙、プレ印刷用紙、封筒、定形外用紙をセットする際の注意事項については94ページ〜97 
ページに記載していますので、併せてお読みください。 

• 次のような用紙への印刷は避けてください。ご使用になると印刷不良、紙づまり、プリンターの故 
障の原因となるおそれがあります。 

—無塵紙 

一裏移り防止用の白粉（ミク□パウダー)が塗布された用紙 
-熱で変質するインクを使った用紙、変質しやすい用紙 
ーカーボン紙、ノンカーボン紙、感圧紙、感熱紙、酸性紙 
-ざら紙や繊維質の用紙など、表面が滑らがでない用紙 
ーミシン目のある用紙 

一紙の表面に特殊コーティングした用紙、表面加工したカラー用紙 

ーシワがある、折れている、破れている、湿っている、ぬれている、長期間放置した、力ールし 
ている、静電気で密着している、貼り合わせてある、のりが付いているなどの用紙 
—ステープル針、クリップ、リボン、テープなどが付いている用紙 
-のりが付いている封筒 

—熱転写プリンタ—、インクジェットプリンターで印刷した後の用紙 
一次のような状態の用紙 

合紙全体がラベルで覆われていないもの、部分的に使用したもの、ラベルがはがれがかってい 
るもの、力ールしているもの、表面に糊がしみ出ているもの 
-すでに一度印刷した用紙 

• 再生紙、ラベル紙の使用については制限があります。「付録技術情報」を参照してください。 

• はがき、往復はがき、封筒、 OHP フィルム、およびラベル紙の印刷品質は、規格を満たす普通紙の 
印刷品質より劣る場合があります。 

• 〇 HP フィルム、ラベル紙、穴あき紙をプリンターにセットセットするときは十分にさばいてがら 
行ってください。 

• ラベル紙への印刷は、ラベルの切れ目部分に文字やイラストがががらないようにしてください。 

• 吸湿した用紙への印刷は避けてください。ご使用になるとしわの原因となるおそれがあります。し 
わが発生した場合は、新しい用紙と交換してください。 

• 高温•高湿や低温•低湿などの環境条件でプリンターを使用する場合は、常温に比べて用紙が環境 
の影響を受けやすいため、用紙の保管方法に注意する必要があります。ご使用にならない用紙は、 
プリンター内に放置せずに梱包時の包装紙やダンボール箱に入れて保管してください。 

• 用紙の保管について 

用紙の保管について次の点に注意してください。印刷不良、紙づまり、故障の原因となります。 

—湿気を避ける。 

-使用直前まで開封しない。 

一用紙が変形しないような状態で保管する。 

-保管場所と使用場所との間に環境の差がある場合は、使用場所の環境になじませるような保管 
をする。 
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用紙のセット方向 

横置きにセットできる用紙サイズは、 A 4、 A 5、 B 5、 レター、官製はがき、封筒の6種類です。 

縦置きにセットできる用紙サイズは、 A 3、 A 4、 A 5、 B 4、 B 5、 レター、官製往復はがきの7種類です。 
また、はがき、往復はがきをトレーにセットする場合は、あらがじめ「用紙をセットする時の注意」の「はが 
き、往復はがき」 (94 ページ)をお読みください。 


給紙先/用紙サイズ 

A 3 

A 4 

A 5 

B 4 

B 5 

レター 

はがき 

往復 

はがき 

封筒 

タテ 

3=1 

タテ 

3 コ 

タテ 

タテ 

3 コ 

タテ 

3 コ 

タテ 

3 コ 

タテ 

3 コ 

標準ホッパー 

1 

〇 

〇 

X 

〇 

X 

〇 

〇 

X 

〇 

X 

X 

X 

X 

2 

〇 

〇 

X 

X 

X 

〇 

〇 

X 

〇 

X 

X 

X 

X 

大容量ホッパー 

3 

〇 

〇 

X 

X 

X 

〇 

〇 

X 

〇 

X 

X 

X 

X 

4 

X 

〇 

X 

X 

X 

X 

〇 

X 

〇 

X 

X 

X 

X 

5 

X 

〇 

X 

X 

X 

X 

〇 

X 

〇 

X 

X 

X 

X 

トレー 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇* 1 

封筒フイーダー 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

〇 *2 


〜定形外用紙として使用する。 
* 2 洋形4号のみ。 




横置き ( A 4) の場合の用紙セツト方向 縦置き ( A 3) の場合の用紙セツト方向 


3用紙のセツト 
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用紙カセツトに用紙をセツトする 


ホッパーがら印刷するには、標準用紙カセットに用紙をセットします。用紙はホッパー1〜3には坪量 
64.0 g / m 2 (連量 55 kg ) の普通紙なら各500枚まで、ホッパー4、ホッパー5には坪量 64.0 g / m 2 (連量 55 kg ) 
の普通紙なら各1000枚までセットできます。各ホッパーで使用できる用紙については、「用紙について」 
(80 ページ)をご覧ください。 



用紙カセツトにセツトする用紙は、両面とも印刷されていない用紙をセツトしてください。すでに一度印 
刷された用紙を用紙カセツトにセツトしないでください。一度印刷された用紙をセツトして、その用紙の 
裏に印刷すると、印刷不良や給紙できなかったり、紙づまりを起こすばかりでなく、プリンターの故障の 
原因となる場合があります。また異なる用紙サイズの用紙を同じ用紙カセツトにセツトしないでください。 
紙づまりの原因となります。 


ここでは例としてホッパー1に用紙をセットするときの手順を示しますが、ホッパー2に用紙をセットする 
場合も同じです。 

〇用紙カセツトを手前に引き出す。 Q エンドガイドを軽く持ち上げて、セットする 


用紙サイズより外側にずらす。 


= 要 


用紙サイズの位置は、用紙カセットの底面に表示さ 
れています。 


用紙カセツトを取り外す必要がある場合(定 
形外用紙カセツトと交換する場合)、取り外 
した用紙カセツトは平たんで固い表面の場 
所に置いてください。用紙カセツトをじゅ 
うたんなどの上に置くと、用紙カセツトの 
下側のばねやワイヤーが引つかかり、破損 
するおそれがあります。 



エンドガイド 




用紙サイズの位置は、用紙カセットの底面に表示さ 
れています。 


ガイドをセツトする用紙サイズより外側にず 
らす。 


サイドガイド 
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〇用紙の端をそろえ、印刷したい面を上にして 
用紙カセットの左手前に合わせてセットす 
る。 

一 t チェック- 

• 包みから出した新しい用紙はさばかな 
いでください。用紙をさばくと静電気 
が起きて紙づまりの原因になることが 
あります。 

• 用紙カセットに収容できる枚数は約 
500枚(坪量 64g/m 2 ) です。用紙上限 
線を越えないように用紙を入れてくだ 
さい。紙づまりの原因となります。 

• 1つの用紙カセット内にサイズや質の異 
なる用紙をセツトしないでください。 

紙づまりの原因になります。 



〇手で用紙の端をそろえる。 



〇セツトした用紙のサイズに合うように、エン 
ドガイドとサイドガイドを内側にずらす。 

用紙カセツトの底面に表示されている用紙サイズ 
を参考にしてガイドをセツトしてください。 

このとき、それぞれのガイドが正しくセツトされ 
ていればガイドは動きません。もしガイドが動く 
ようでしたらもう一度正しくセツトし直してくだ 
さい。 

ーレチェック- 

用紙およびエンドガイド、サイドガイドが 
正しくセツトされていないと用紙サイズが 
検知されず、紙づまりが起こることがあり 
ます。 



〇付属の用紙サイズラベルをセツトしたサイ 
ズを表面にして用紙カセツトに差し込む。 


一チェック- 

付属の用紙サイズラベルはホッパー1〜3 
に、用紙サイズシールはホッパー4、5で 
お使いください。 



3用紙のセツト 
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〇用紙カセットを奥に突き当たるところまで 
ゆっくりと押し込む。 

一エック- 

用紙をセツトし終えた用紙カセットは重く 
なっています。取り付ける際は用紙カセツ 
卜を両手で持ってプリンターに差し込んで 
ください。 



〇用紙ストッパーを準備する。 

A3、 B4 サイズの場合、用紙ストッパーを立てま 
す。 


用紙 ストッパー 



A3、B4 サイズ以外の場合は、そのままお使いくだ 
さい。 



-”ェック- 

普通紙以外を使用する際は、メニューモー 
ドの「ヨウシメニュー」一「ヨウシシュべツ」 
でセツトした用紙の種別を設定する必要が 
あります。詳細は113〜115ページのメ 
ニューツリーを参照してください。 


残った用紙の保管方法 

残った用紙は変質を防ぐため、次のことに注意し 
て正しく保管してください。 

• 用紙は包装してあった紙で包み直してくださ 
い0 

• キャビネットの中など直射日光の当たらない、 
湿気の少ない場所に保管してください。 

• 用紙はしわ、折れ、カールなど癖がつかないよ 
うに、平らな場所に水平にして保管してくださ 
し、 
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トレーに用紙をセットする 

トレーには普通紙やラベル紙をはじめ、厚紙、はがき、往復はがき、封筒、〇 HP フィルム、定形外用紙、 
穴あき紙をセットすることができます。 

トレーの容量は坪量 64.0g/m 2 (連量 55kg) の普通紙、穴あき紙で約50枚です。ラベル紙、はがき、往復は 
がき、封筒、 OHP フィルムは約20枚までセットすることができます。 

一_チェック- 

普通紙以外を使用する際は、メニューモードの「ヨウシメニュー」一「ヨウシシュべツ」一「トレーヨウシ 
シュべツ」でそれぞれ「アツガミ」、 「OHP」、 「ラベルシ」、「アナアキシ」に設定する必要があります。詳細 
は113〜115ページのメニューツリーを参照してください。 



• トレーに用紙以外の物や手を載せないでください。トレーが破損するおそれがあります。 


• トレーから印刷しないときは、必ずエンドガイドを閉じてご使用ください。ほこりや異物が入りやすく 
なり、プリンターの破損や故障のおそれがあります。 

• トレーにセットする用紙は両面とも印刷されていない用紙をセットしてください。すでに一度印刷され 
た用紙をトレーにセットしないでください。一度印刷された用紙をセットして、その用紙の裏に印刷す 
ると、印刷不良や給紙できなかったり、紙づまりを起こすばかりでなく、プリンターの故障の原因とな 
る場合があります。 

• トレーに用紙をセットした時は、用紙サイズを操作パネルで設定する必要があります。詳細は「4章 
操作パネルについて」 （99 ページ)を参照して、[トレー]スイッチで設定してください。また、異なる用 
紙サイズをセットした時にも、そのつど操作パネルで設定を行ってください。 

• トレーに封筒をセットした時は、プリンタードライバーで以下の設定をして印刷を行ってください。 
一用紙サイズで[ユーザー定義サイズ]を選択し、用紙サイズを入力してください。 

一用紙種類で[厚紙]を選択し、任意の厚紙レベルを選択してください。 


〇トレーを横に倒し、必要に応じてエンドガイ G サイドガイドを奧側にずらす。 



3用紙のセツト 
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0 用紙の端をそろえ、印刷したい面を下にし 
て、トレーの手前に合わせ、差し込み□に軽 
く突き当たるまで入れる。 

一 k チェック- 

• トレーから給紙する場合は、用紙の間に 
空気が入るように、紙をさばいてくださ 
し、。これにより複数枚の紙送り（重送)や 
紙づまりなどの発生を防ぎます。 

•トレーに表示されている用紙上限線を越 
えて用紙を入れないでください。紙づま 
りの原因となります。 

• トレーに用紙をセツトする際には、印刷 
する面を下にしてください。 



〇サイドガイドを、これから使用する用紙サイ 
ズの目盛りに合わせる。 



&操作パネルでセットした用紙サイズを設定す 
る。 

操作 パネルの [印刷可]スイッチを押してから、[卜 
レー]スイッチを押して、用紙サイズを設定します 
(操作パネルの詳細ま、99ぺージ参照)。 


トレー 



• [トレー]スイッチを1回押すごとに用紙サイズ 
は以下のように変わります。 

「 A 4 タテ — A 4 ヨコ — A 5 タテ — A 5 ヨコ — B 4 
タテ- ^ B 5 タテ- ^ B 5 ョコ- ^ LT タテ - ^LT ョコ- ► 
八ガキ — 八ガキ 2— フウトウ — A 3 タテ」 

• Windows 環境で定形外サイズを印刷する場 
合、操作パネルで用紙サイズを設定する必要は 
ありません。 


〇印刷が終了したら、引き出したエンドガイド 
と トレーを 元に戻す。 



-馱チェック- 

普通紙以外を使用する際は、メニューモー 
ドの「ヨウシメニュー」一「ヨウシシュべツ」 
でセツトした用紙の種別を設定する必要が 
あります。詳細は113〜115ページのメ 
ニューツリーを参照してください。 



往復はがきは、折り返しや折り目がついて 
いるものを使用しないでください。折れた 
状態でトレーにセツトすると、紙づまりの 
原因となるだけでなく、プリンターが故障 
するおそれがあります。 
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大容量ホツバ _ に用紙をセツトする 

大容量ホッパーのホッパー3に用紙をセットする方法は用紙カセット1、2にセットする方法と同じです(「用 
紙カセットに用紙をセットする」84ページ参照)。ここではホッパー4、ホッパー5に用紙をセットする方法 
を説明します。 

ホッパー3には A 3、 A 4、 B 4、 B 5、 レターをセットすることができ、坪量 64.0 g / m 2 (連量 55 kg ) の普通紙 
なら500枚までセットできます。ホッパー4、ホッパー5には A 4、 B 5、 レターをセットすることができ、 
坪量 64.0 g / m 2 (連量 55 kg ) の普通紙なら各1000枚までセツトできます。 


用紙カセツトにセツトする用紙は、両面とも印刷されていない用紙をセツトしてください。すでに一度印 
刷された用紙を用紙カセツトにセツトしないでください。一度印刷された用紙をセツトして、その用紙の 
裏に印刷すると、印刷不良や給紙できなかったり、紙づまりを起こすばかりでなく、プリンターの故障の 
原因となる場合があります。また異なる用紙サイズの用紙を同じ用紙カセツトにセツトしないでください。 
紙づまりの原因となります。 


〇用紙カセットを手前に引き出す。 



G サイドガイドのつまみを引きながら、セツト 
する用紙サイズより外側にずらす。 

用紙サイズの位置は、用紙カセツトの底面に表示さ 
れています。 

サイドガイドの位置を変えることにより、用紙のサ 
イズを変更することができます。 



© 用紙の端をそろえ、印刷したい面を上にして 
用紙カセツトの左手前に合わせてセットす 
る0 


r チェック- 

包みから出した新しい用紙はさばかない 
でください。用紙をさばくと静電気が起 
きて紙づまりの原因になることがありま 
す。 

用紙上限線を越えないように用紙を入れ 
てください。紙づまりの原因となりま 
す。 

1つの用紙カセット内にサイズや質の異 
なる用紙をセットしないでください。紙 
づまりの原因となります。 



3用紙のセツト 
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〇セツトした用紙のサイズに合うように、サイ 
ドガイドを内側にずらす。 

用紙カセツトの底面に表示されている用紙サイズを 
参考にしてサイドガイドをセツトしてください。 
このとき、サイドガイドが正しくセツトされていれ 
ばガイドは動きません。もしサイドガイドが動くよ 
うでしたらもう一度正しくセツトし直してくださ 
い。 


〇用紙カセットをホッパーの奥に突き当たると 
ころまでゆっくりと押し込む。 


r チェック- 


用紙が正しくセツトされていないと用紙サ 
イズが検知されず、紙づまりが起こること 
があります。 


〇セツトしたサイズの用紙サイズシール（付属 
品）を用紙カセツトに貼る。 



r チェック- 


付属の用紙サイズラベルは用紙カセツト3 
に、用紙サイズシールは用紙カセツト4、5 
でお使いください。 



■ エック ■ 


普通紙以外を使用する際は、メニューモー 
ドの「ヨウシメニュー」 一 「ヨウシシュべツ」 
でセットした用紙の種別を設定する必要が 
あります。詳細は113〜115ページのメ 
ニューツリーを参照してください。 



残った用紙の保管方法 

残った用紙は変質を防ぐため、次のことに注意し 
て正しく保管してください。 

• 用紙は包装してあった紙で包み直してくださ 
い0 

• キャビネットの中など直射日光の当たらない、 
湿気の少ない場所に保管してください。 

• 用紙はしわ、折れ、カールなど癖がつかないよ 
うに、平らな場所に水平にして保管してくださ 
い0 
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定形外用紙カセツトに用紙をセツトする 

定形外用紙カセットは、ホッパー1、2または大容量ホッパー3の標準用紙カセットと交換して使用するこ 
とができます。定形外用紙カセットには普通紙や定形タト用紙をはじめ、厚紙、〇 HP フィルム、穴あき紙、 
ラベル紙をセットすることができます。 

定形外用紙カセットの容量は坪量 64.0g/m 2 (連量 55kg) の普通紙で約500枚です。 

片方向通信の場合は、プリンタードライバーのプロパティで[プリンタ構成シート]を開き、使用する定形 
外カセツトを選択する必要があります。 

両面印刷およびフイニッシャーへの排出は対応していません。 


定形外用紙カセツトにセツトする用紙は両面とも印刷されていない用紙をセツトしてください。すでに一 
度印刷された用紙を定形外用紙カセツトにセツトしないでください。一度印刷された用紙をセツトして、 
その用紙の裏に印刷すると、印刷不良や給紙できなかったり、紙づまりを起こすばかりでなく、プリンター 
の故障の原因となる場合があります。 


r チェック- 

定形外用紙カセットを取り外す際は、軽くカセットを持ち上げてください。 

定形外用紙カセットはホッパー1、ホッパー2、ホッパー3にセットできます。 

定形外用紙カセツトにセツトされた用紙は、定形用紙 (A4 など)がセツトされても定形外用紙として扱 
われます。 


〇使用するホッパーの用紙カセットをいっぱい 
に引き出し、少し上方に持ち上げて取り外 
す0 



0取り外したホッパーに定形外用紙カセットを 
取り付ける。 



3用紙のセツト 
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0 サイドガイド、エンドガイドをセツトする用 
紙サイズより外側にずらす。 



〇用紙をそろえ、印刷したい面を上にして用紙 
カセットの左手前に合わせて、セツトする。 


■ K チェック- 

• 用紙上限線を越えないように用紙を入れ 
てください。紙づまりの原因となりま 
す。 

• 1つの用紙カセツト内にサイズや質の異 
なる用紙をセツトしないでください。紙 
づまりの原因となります。 



&セツトした用紙のサイズに合うように、サイ 
ドガイドとエンドガイドを内側にずらす。 

用紙カセツトの底面に表示されている用紙サイズを 
参考にしてガイドをセツトしてください。 

このとき、それぞれのガイドが正しくセツトされて 
いればガイドは動きません。もしガイドが動くよう 
でしたらもう一度正しくセツトし直してください。 



〇用紙カセットをホッパーの奥に突き当たると 
ころまでゆっくりと押し込む。 
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封筒フイーターに封筒をセツトする 

封筒フィーダーにセットする封筒は、洋形4号(内カマス*、のりなし）をご使用ください。最大100枚セッ 
卜することができます。 

氺内カマスとは、封筒の裏側ののりしろが内側にあるものです。 


フラップ(封筒の折り返し部分)面は印刷を行わないでくださしヽ。紙づまりの原因となるだけでなく、プリ 
ンターが故障するおそれがあります。 


〇フラップ(封筒の折り返し部分)をきちんと折 
り曲げる。 

フラップがはね上がらないように、平らなところで 
きちんと折り曲げてください。 






© 封筒押さえを持ち上げ、封筒を手前にセット 
する。 


- k チェック- 

印刷する面を下にしてくださしへ。 



〇 セツトした封筒が固定されるように、サイド 
ガイドを封筒に合わせてずらす。 



- K チェック- 

封筒フィーダーを本体に装着する方法は、220ページの「封筒フィーダー」を参照してください。 


3用紙のセツト 
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用紙をセツトする時の注意 

はがき、往復はがき 


往復はがきは、折り返しや折り目がついているものを使用しないでください。折れた状態でトレーにセッ 
卜すると、紙づまりの原因となるだけでなく、プリンターが故障するおそれがあります。 


• はがき、往復はがきに反りがあるときは、反りの幅が 2 mm 以内になるようにし、 
反りの方向が右の図のようになるように直してがらセツトしてください。 



2 mm 以内 


• 印刷所で印刷を施された官製はがき（年賀状など)には裏移り防止用の白い粉が塗布されていることが 
あります。このプリンターでこのようなはがきへの印刷を繰り返すと、白い粉によりプリンター内部の 
□—ラーの摩擦力が低下し、はがきがうまく送れなくなることがあります。このようなはがきを使用す 
るときは、印刷の前にはがきの両面についている粉を乾いた布などで軽く払ってください。 


• はがきをまとめてセットする場合は、はがきを十分さばいてか 
らセットしてください。 



• 印刷したはがきをポストに入れるときは、反りが 5 mm 以内になるように直してください。反りが大き 
いと郵便番号読取機の処理に不都合が生じます。 

• 往復はがきを使用する場合は、プリンタードライバーの用紙サイズで[ユーザ定義サイズ]を選択し、 
サイズを指定してご使用ください。 
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OHP フィルム、ラベル紙、穴あき紙 

• 〇 HP フィルム、ラベル紙、穴あき紙は十分にさばいてがらセットしてください。 

• 〇 HP フィルムは使用環境、種類によっては静電気が発生し、正常に給紙できないときがあります。そ 
の際は、手差しに1枚ずつセットして印刷することをお勧めします。 

• ラベル紙は保管状態によっては反りが生じ、正常に給紙できないときがあります。その際は、反りを直 
して印刷してください。 


ラベル紙への印刷は、ラベルの切れ目部分に文字やイラストががから 
ないようにしてください。 


X 






b 


i 

コ 



次のような状態のラベル紙への印刷は避けてください。印刷不良、紙づまり、プリンターの故障の原因 
となります。 

-台紙全体がラベルで覆われていないラベル紙 
—部分的に使用したラベル紙 
-ラベルがはがれかかっているラベル紙 
-カールし ているラベル紙 
-表面にのりがしみ出ているラベル紙 


穴あき紙に印刷する場合は、プリンタードライバー 
の用紙種別で穴あき紙を選択して印刷を行ってくだ 
さい。また、用紙をセットする際は、穴のある辺が 
プリンター奥側になるようにセットしてください。 



3用紙のセツト 
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封筒 



フラップ(封筒の折り返し部分)面には印刷をしないでくださし)。紙づまりの原因となるだけでなく、プリ 
ンターが故障することがあります。 


• 洋形4号は、封筒フィーダー(オプション）、トレーにセットできます。その他のサイズは、トレーにの 
みセットできます。 

• トレーで封筒を使用する場合は、プリンタードライバーがら[ユーザ定義サイズ]を選択し、サイズを 
指定してご使用ください。 

• 封筒は、内カマス、のりなしをご使用ください。ただし封筒の材質によりご使用になれない場合があり 
ます。 


• 封筒をセットする前に、封筒の束を平らなところへ置き、フラップ 
(封筒の折り返し部分)をきちんと折り曲げてフラップがはね上がら 
ないようにしてください。フラップをきちんと折り曲げない状態で 
セットすると、用紙サイズ エラー になることがあります。 

• 封筒の両端を持って、十分さばいてがらセットしてください。 


定形外用紙 




形状が長方形以外の不規則な形状の用紙、角が直角でない用紙は正常な給紙ができません。紙づまりの原 
因となるだけでなく、プリンターが故障するおそれがあります。 


r チェック- 


定形外用紙は 、 Windows XP、Windows 2000 、 Windows NT 4.0 、Windows Me、Windows 
98 、 Windows 95 からの印刷が可能です。 


• 対応可能な用紙の厚み(坪量）は、定形用紙に比べて扱える範囲がせまくなる場合があります。定形外 
用紙を使用する場合は、事前に十分な試し印刷をして印刷動作を確認することをお勧めします。 

• 用紙の紙質、繊維目方向、プレ印 SU 、 ホールパンチ、ミシン目などにより正常に印刷されない場合があ 
ります。 

• 用紙の種類、繊維目方向によっては印刷後大きくカールするものがあります。 

• 印刷した用紙が正常にスタックされない場合があります。この場合はそのつど用紙を取り除いてくださ 
い0 


96 














プレ印刷用紙 

プレ印刷用紙は、 PPC 用紙に比べ印刷時の転写不良や定着時の力ールが大きくなる傾向にあるので 、 PPC 
用紙に比べ斜行やひどい場合は角折れ、紙づまりなどの障害率が高くなることがあります。本プリンター 
の印刷位置誤差が許容される範囲および使用用紙を事前に確認の上、十分使用可能という範囲においてプ 
レ印刷用紙を使用する場合は、以下の収納および保管条件を守ってください。 


• 原則として、プレ印刷をしてから環境の影響を避けるため、即納入の形態をとること。 

• プレ印刷業者から納入された用紙は保管環境を守り、プレ印刷時点より6が月を最大保管期間とする。 

詳細については下記のチェックポイントを参照してください。 


—プレ印刷用紙を使用する場合には、用紙は推奨紙に準ずる上質な PPC 用紙を使用してください。 
(プレ印刷をする際の表面に薄く塗る水分や油分による影響や、インク自身の収縮により、用紙 
は変形しやすくなります。） 

ープレ印刷は、片面のみで行ってください。 

-プレ印刷の事前のチェックポイント 

□ 定着部のジャム(紙づまり）、巻き込み角折れの有無 

内容：プレ印刷時に、印刷面に薄く水分を含ませ、印刷後、乾燥させるような印刷は、水分 
が多かったり、乾燥が不十分だったりして、通常の用紙より多くの水分を含んでいま 
す。このように水分等がある状態で定着すると激しいカールを伴い、定着□—ラーへ 
の巻き込みジャムあるいは爪へ当たり、角折れが起こることがあります。 

処置：プレ印刷業者と相談の上、印刷方法、用紙の変更、梱包方法などを含め、協議してく 
ださい。 

□ 転写不良の有無、用紙カールの程度 

内容：プレ印刷のインクの凹凸や部分的吸湿、包装などの不備により用紙が変形し、〇 PC 
ドラムに密着できなくなります。 

処置：包装方法、保管方法をチェックし、改善してください。また、必要に応じて印刷方 
法、用紙を変更してください。 

□ 重送の有無 

内容：プレ印刷のインクにより用紙とインクがくっついています。 

処置：プレ印刷業者に印刷方法などの変更を依頼してください。 

□ ジャム(紙づまり） 

内容：マイク□パウダー*やインク等によって用紙の摩擦力が下がることにより、フィード 
力が失われジャムが多発します。2,000〜7,000枚印刷後くらいから発生するような 
ケースがあります。 

処置：マイク□パウダーやある種のインクには滑りやすい物質が含まれています。マイクロ 
パウダーを使用している場合は使用を中止してください。また、インクに問題がある 
場合は印刷方法(インク）の変更などを行ってください。 

* マイク□パウタ'一とは、プレ印刷時に、裏にプレ印刷のバック転写が生じないよろに利用するもので 
す。また、インク自身にもその役割を持っているものがあります。 


3用紙のセツト 
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4 早 

操作パネルについて 



この章では、操作パネルやメニューモードなどプリンターの操作の基本的なことについて説明しています。 

操作パネルはユーザーがプリンターの状態を見たり、設定を行ったりするためのものです。ここでは主に 
NPDL(Level 2) で使用する時の、操作パネル上の「ディスプレイ」および「ランプ」の表示の意味と、「スイッ 
チ」の使い方について説明します。 

ESC / P ェミュレーシヨンでは、一部機能が異なります。詳しくは添付のプリンターソフトウェア CD-ROM 
に収録されている活用マニュアルの「7章メニューモード」をご覧ください。 



ランプ 


ディスプレイ 


スイッチ 


電源スイッチ 


操作パネル 


4操作パネルについて 
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ディスプレイ 

16桁2行の液晶ディスプレイです。英数字とカナで、プリンターの状態や操作に関する情報を表示します。 



* 1 ホッパ1:上から1段目のホッパー 
ホッパ2 :上から2段目のホッパー 
ホッパ3 :上から3段目のホッパー(オプション） 

ホッパ4 :上から4段目のホッパー（オプション） 

ホッパ5 :上から5段目のホッパー（オプション） 

* 2 “ LT ” はレターサイズであることを示しています。 

* 3 “ LP ” は帳票であることを示しています。 

* 4 下段はセレクト状態(印刷可ランプ点灯)の時のみ表示されます。 

* 5 用紙をとじるために穴のあけられた紙です。 

* 6 定形外用紙カセット（オプション)装着時に表示されます。 

が“ハガキ2”は往復はがきであることを示しています。 

* 8 封筒フィーダー（オプション)装着時に表示されます。 

* 9 両面印刷ユニット（オプション)装着時に両面印刷を選択した場合に表示されます。 


ディスプレイの表示 


その他の表示内容については本書の「アラー厶表示が出ているときは」 （150 ページ）、「メニューツリー」 
(113 〜115ページ)または、添付のプリンターソフトウェア CD - R 〇 M に収録されている活用マニュアルの 
付録「デイスプレイ表示一覧」をご覧ください。 
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ランプ 

口晒可 印刷可ランプ(緑) 

点灯 プリンターがセレクト状態（印刷データを受信できる状態）になってい 

ます。 

消灯 プリンターがディセレクト状態（印刷データを受信できない状態）に 

なっています。 

ただし、 I / F 設定が ECP モード中は、印刷データを受信します。 

□電源 電源ランプ(緑) 

点灯 プリンターの電源が ON になっています。 

消灯 プリンターの電源が OFF になっています。 

ロデ - タ データランプ(桓) 

点灯 プリンターが受信中でなく、がつプリンター内に印刷データが残って 

いることを示します。 

I / F 設定が ECP モード中にディセレクト状態でデータ受信しているとき 
は、データランプは点滅/点灯しません。 

点滅 プリンターが印刷データを受信中です。 

消灯 プリンターが受信中でなく、がつプリンター内に印刷データが残って 

いないことを示します。 

□ァラ-ム アラームランプ(赤) 

点灯 EP 力ートリッジのトナーが少ない、または EP 力ートリッジの寿命で 

す。新しい EP カートリッジと交換してください。詳細については、「6 
章日常の保守」 （135 ページ)をご覧ください。 

点滅 用紙なし、指定用紙なし、用紙ホッパーオープン、またはプリンター 

に異常が発生していることを示します。 

消灯 プリンターが正常であることを示します。 


4操作パネルについて 
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スイツチ 


プリンターの操作パネルには8個のスイッチがあり、それぞれのスイッチは2つまたは3つの機能をもって 
います。 



通常のスイッチ機能 一 [印刷可]スイッチを押し、ディセレクト状態(印刷可ランプが消灯してい 

る状態）になって初めて機能します（[ストップ]スイッチを除く）。 

メニューモード時のスイッチ機能 一 [メニュー]スイッチを押してメニューモードに入ると働く機能です。 

シフト時のスイッチ機能一[シフト]スイッチを押しながら押すと働く機能です。 

一 k ナエック- 

• アラームランプが点滅している間はどのスイッチも機能しません。アラームの詳細については「ア 
ラーム表示が出ているときは」 （1 50ページ)をご覧ください。 

• アプリケーションによっては、スイッチによる設定をアプリケーション側で行えるものもありま 
す0 


通常のスイッチ機能 


印刷可 [印刷可]スィッチ 

- このスイッチはプリンターが初期化中でないとき、およびテスト印刷中でないときに機能します。 

データを受信できる状態にする。 

スイッチを押すごとにデータを受信できる状態(セレクト状態、印刷可ランプ緑点灯）と受信 
できない状態(ディセレクト状態、印刷可ランプ消灯）に交互に切り替わります。 
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トレー 


[トレー ] スイツチ 

このスイッチは印刷可ランプとデータランプが消灯しているときに機能します。 

給紙先をトレーにする。 

ホッパーから用紙を送る状態でこのスイッチを押すと、トレーがら用紙を給紙する状態に切 
り替わります。また、オプションの封筒フィーダー装着時は封筒フィーダーがら給紙されま 
す。 

トレー給紙の用紙サイズを変更する。 

トレー給紙を選択中に、このスイッチを押すたびに用紙サイズの設定が次のように変わりま 
す0 


氺1 


氺1 


氺2 



-”エック- 

本スイッチによる設定とトレーにセツトされる用紙のサイズは一致させて使用してくださ 
い0 


#1 [ LT ] はレターを意味します。 

* 2 [ハガキ 2] は往復はがきを意味します。 


両面 


[両面]スイッチ* 

このスイッチは印刷可ランプとデータランプが消灯しているときに機能します。 


* 両面印刷ユニット（オプション)装着時に機能します。 

選択した用紙サイズがはがき、往復はがき、 A 5 横、封筒、定形外用紙以外であること、また用紙種別が普通紙、厚 
紙1、厚紙2、穴あき紙のとき有効です。 

両面印刷 モー ドにする（両面印刷 モー ドを解除する）。 

このスイッチを押すたびに両面印刷モードの設定と解除が切り替わります。「厚紙3〜6」また 
は 「 ohp 丄「ラベル紙」を指定した場合は、「リョウメン」が表示されていても、印刷は片面で 
行われます。 


ストップ 


[ストップ]スイッチ 

このスイッチは常に機能します。 

データの受信と印刷を停止し、ディセレクト状態にする。 

印刷中にこのスイッチを押すと、印刷中の用紙を排出した後、一時的に印刷を停止します。 
受信済みのデータは、プリンター内に残つたままになります。 

印刷を再開するときは、[印刷可]スイッチを押します。 
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メニュ ー 


ホッパ 


印刷方向 


[メニュー]スイッチ 

このスイッチは印刷可ランプとデータランプが消灯しているときに機能します。 

メニューモー ドに入る。 

このスイッチを押すと、メニューモードに入ります。 

[ホッパ]スイッチ 

このスイッチは印刷可ランプとデータランプが消灯しているときに機能します。 

給紙先を切り替える。 

トレーから用紙を給紙する状態でこのスイッチを押すと、ホッパーがら用紙を給紙する状態 
に切り替わります。 

給紙先を選択する（ホッパーを使用しているとき）。 

ホッパー給紙を選択中にこのスイッチを押すたびに給紙するホッパーの設定が切り替わりま 
す。（選択されたホッパーがディスプレイに表示されます。） 



氺大容量ホッパー装着時のみ表示されます。 

ーレチェック- 

• トレーから用紙を給紙する状態でホッパー給紙に切り替えると、メニューモードのホッ 
パー初期設定で指定されているホッパーが選択されます。 

• 選択したホッパーがメニューモードで「合紙」に設定されていた場合、そのホッパーは表 
示されません。通常印刷ではそのホッパーは使用できませんので、選択するホッパーが 
「合紙」に設定されているかどうか注意してください。 


[印刷方向]スイッチ 

このスイッチは印刷可ランプとデータランプが消灯しているときに機能します。 

印刷方向をポートレートまたはランドスケープに選択する。 

このスイッチを押すごとに、ポートレートとランドスケープを交互に切り替えます。 


用紙の置き方に関係なく、縦長にした内容を印刷するときはポートレートを、横長にした内 
容を印刷するときはランドスケープを指定します。選択さ 
れている印刷方向は、ディスプレイに表示されています。 


ふム 

K K Tn 

丨夂 1 1丨 


ポートレート 
ポートレート 
ポー ト レー ト 

扒 A 扒 A 私 

K K lh K 

AAA 


ポートレート 
ポートレート 

ir ^ ih ih 


ポ-トレ-卜 
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B5 

—► 

A4—B5 

—► 

B4 屬 

—► 

B5X2 

—► 

B5 


〜LP は帳票サイズ （136 桁 X66 行）を意味します。 

* 2 A4X2 は A4 サイズの2ページ分のデータを A4 用紙1枚に印刷します。 
* 3 B5X2 は B5 サイズの2ページ分のデータを B5 用紙1枚に印刷します。 


縮小/拡大モードの設定をする。 

このスイッチを押すと以下のような縮小/拡大印刷ができます。印刷する用紙サイズによつ 
て、以下の順序でモード選択されます。 

• A 3 サイズに印刷する 

^ (繰り返し） 


A 4 サイズに印刷する 


(繰り返し） 


• B 4 サイズに印刷する 


B4 

—► 

LP-B4 

—► 

A3-B4 

—► 

B5—B4 

—► 

A4-B4 

—► 

B4 


(繰り返し） 


B 5 サイズに印刷する 


A3 

—► 

A4-A3 

—► 

B4-A3 

—► 

A3 


A4 

—► 

B4—A4 

—► 

LP-A4 

—► 

A3-A4 

—► 

A4X2 

—► 

B5—A4 

—► 

A4 


-[縮小/拡大]スイッチ 

縮小/拡大 

_ このスイッチは印刷可ランプとデータランプが消灯しているときに機能します。また、選択 

されている用紙サイズが A 3、 A 4、 B 4、 B 5 のときに機能します。 


ゾチェック- 

• アプリケーションによっては縮小 • 拡大が正しく印刷されないものがあります。 

• 印刷データの前に用紙サイズの指定コマンド (FSf cl c 2 c 3) によって A 3、 B 4、 また 
は帳票サイズが指定されており、ホッパーに A 4 サイズの用紙が入っている場合は自動 
的に縮小して印刷します。詳しくは別売の 「 NPDL(Level 2) リファレンスマニュア 
ル」、または使用されているアプリケーションのソフトウェアマニュアルをご覧くださ 
し)。 

• 縮小を行った場合、座標などの数値の丸め誤差により、縮小しない場合と印刷結果が異 
なる場合があります。 


4操作パネルについて 
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メニューモード時のスイッチ機能 


メニュ-終了 [メニュー終了]スイッチ 

メニューモードを終了させる。 

メニューモード時にこのスイッチを押すと、メニューモードを終了します。 

設定変更 [設定変更]スイッチ 

設定変更したい項目（レベル 3) を選択する。 

メニューモード時でメニューツリーのレベル3の項目を選択中にこのスイッチを押すと、任 
意の項目の設定を変更することができます。 

なお、メニューモードのレベルについては、113〜115ページの「メニューツリー」を参考に 
してください。 

[>] スイッチ 

> ディスプレイに表示されている設定項目を選択する （[—] スイッチとして機能）。 

メニューモード時にこのスイッチを押すと、メニューツリーの次のレベル（レベル2またはレ 
ベル 3) の項目を選択することができます。 

[八]スイッチ 

A ディスプレイに表示されている設定項目を選択する （[ t ] スイッチとして機能）。 

メニュ_モード時にこのスイッチを押すと、メニューツリーの同じレベルの項目を選択する 
ことができます。 

| [<] スイッチ 

< ディスプレイに表示されている設定項目を選択する （[—] スイッチとして機能）。 

メニューモード時にこのスイッチを押すと、メニューツリーのひとつ前のレベル（レベル1ま 
たはレベル 2) の項目を選択することができます。 

[ V ]スイッチ 

V ディスプレイに表示されている設定項目を選択する （[ 丨]スイッチとして機能）。 

メニュ_モード時にこのスイツチを押すと、メニューツリーの同じレベルの項目を選択する 
ことができます。 

メニューツリーの詳細については「メニューツリー」 （11 3〜115ページ)をご覧ください。 
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シフト時のスイッチ機首 g 


シフト 


排出 


[シフト]スイッチ 

このスイッチが押されている間、[両面]スイッチおよび[印刷可]スイッチの2つは、それぞ 
れのスイッチの下に表記された機能「排出」、「リセット」が有効となります。 

このスイッチを押すと、自動的に印刷可ランプが消灯します。 

[排出]スイッチ 

このスイッチは印刷可ランプが消灯していて、データランプが点灯している（ディスプレイ 
に“データガノコッテイマス”と表示されている）ときに機能します。アラーム中および用紙 
がない状態では機能しません。 

プリンターに残っている未印刷データをすべて印刷する。 

[シフト]スイッチを押した状態でこのスイッチを押すとプリンターに残っているデータをす 
ベて印刷出力します。ただし、インタフェース設定が ECP モードでディセレクト中に受信し 
たデータは排出されません。 


- K チェック- 

プリンタ—内にデータを残したまま次の印刷を行うと、プリンターは残っているデータと 
次の印刷データを重ねて印刷する場合があります。 


リセット 


[リセット]スイッチ 

このスイッチは印刷 可 ランプが消灯しているときに機能します。アラーム(保守員 コール 以 
外)中も機能します。 

プリンターを初期状態にする。 

[シフト]スイッチを押した状態でこのスイッチを2回続けて押すと、ディスプレイに“リセッ 
トジッコウ”と表示され、未印刷データは消失し、プリンターは初期状態(電源スイッチ〇 N 
直後の状態）になります。リセット後、ブザーが2回鳴ります。 


- K チェック- 

リセットすると、スイッチを使って変更したプリンターの設定も、初期状態(電源 ON 直後 
の状態)に戻ります。ただし、メニュースイッチを使って変更したメニューモードの内容は 
リセットされません。詳細は;'恭付のプリンターソフトウェア CD - ROM に収録されている活 
用マニュア>1レの付録の 「N PD L の初期状態」をご覧ください。 
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メニューモード 

メニューモードでは、プリンターの操作パネル上のスイッチを使ってプリンターのさまざまな設定を変更 
することができます。 

メニューモードで変更した設定内容は電源を OFF にしても変わりません。 


メニューモードでの設定変更のしかた 


〇 [印刷可]スイッチを押して、ディセレクト 
状態にする。 


印刷可ランプが消灯します。 


印刷可 



0データランプが点灯していないことを確認 
する。 


点灯している場合は[シフト]スイッチを押しなが 
ら[排出]スイッチを押して、プリンター内部に 
残っている印刷データを印刷してください。 

テータ 

0 [メニュー]スイッチを押す。 

プリンターはメニューモードに入り、ディスプレ 
イに“テストメニュー と表示します。 



〇 メニューモードの設定を変更する。 

メニューモードの内容は次ページの「メニューモー 
ド設定項目一覧」および113〜115ページの「メ 
ニューツリー」を参照してください。 

メニューモード中は次の5個のスイッチで項目の選 
択、設定の変更を行います。 


[>]、[八]、 このスイッチを押すと 

[ V ] , [<] スイッチ その方向へ進むことを示 

しています。 


[設定変更]スイッチ 押すたびにレベル3をひ 

とつずつ表示し、その内 
容が自動的に選択されま 
す。 


& [メニュー終了]スイッチを押して、メニュー 
モードを終了する。 


プリンターはセレクト状態になり、印刷可ランプ 
が点灯し、ディスプレイは通常表示に戻ります。 
変更した設定内容は、このスイッチを押すことに 
よって記憶されます。もしこのスイッチを押さず 
に電源を落としてしまうと、設定内容の変更は記 
憶されませんので、ご注意ください。 

メニュー終了 


ホッハ°1 A 4ヨコホ°一 卜 
フツウシ NPDL 
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印字位置設定 
メニュー 


ホッパ3微調整* 3 


ホッパ4微調整* 3 


ホッパ5微調整* 3 


トレー微調整 


封筒微調整* 3 


表面微調整* 3 


裏面微調整* 3 


TM 


-l_M 


ホッパ1微調整 ホッパー、トレー、封筒、両面印刷時の表面•裏面の印刷位置 

-を調整します。 

ホッパ2微調整 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


x 


x 


x 


x 


x 


x 


x 


x 


x 


16進ダンプ印刷 


LAN ステータス 


通信ログ 


16進ダンプ印刷を行います。 


標準 LAN (インタフェース 2) の設定状態を印刷します。 


標準 LAN (インタフェース 2) の通信ログを印刷します。 


印刷設定 
メニュー 


コピー枚数設定 


コピー枚数は “01”から “99” まで設定できます。 


トナー節約機能 


トナー節約機能を使用するかどうかを選択します。 


ホッパ初期設定 


電源投入時およびリセット時のホッノヽ°一設定を選択します。 


合紙モードに設定されたホッバー/トレーからは通常印刷では使用できません。ホッパーまたはトレースイッチから選択もできま 
せん。合紙モードを設定する場合は、通常使用するホッパーと違ろホッパーを選択してください。また、トレーを合紙に設定する 
場合は、合紙設定を行う前に用紙サイズをトレースイッチで選択しておいてください。 

* 2 リレー給紙は、リレー前のホッパー（トレー）とリレーに使用するホ ッバー （トレー）を共に〇 N に設定してください。 

* 3 オプション装着時。 

* 4 メニューモードでの設定は可能ですが、 ESC / P ェミュレーシヨンの印刷ではこの機能を使用することはできません。 


用紙メニュ- 


用紙種別 


合紙モード設定 


リレー給紙設定 


グループ設定 


定形外カセツト設定 


使用する用紙の種別を選択します。 


合紙（色紙など）給紙するホッノヽ°一/トレーを設定します。 


リレー給紙機能を使用するかどうかを選択します。 


グループホッパー機能を利用するかどうかを設定します。 


定形外用紙カセット（オプション）の用紙サイズを設定しま 
す。 


〇 


〇 



ーモード設定項目一覧 


メニューモードで設定できる項目の一覧とそれらの簡単な説明を以下に示します。これらの設定はメモリー 
スイッチがらも設定できます。各設定方法で設定できる項目の一覧も以下に示します。 

詳細については、添付のプリンターソフトウェア CD - ROM に収録されている活用マニュアルの7章「メ 
ニューモード」を参照してください。 


メニューモード設定項目一覧 


〇： 有効 


x :無効 


設定項目 


説明 


メモリー 

スイッチ 

( MSW ) 


ESC/P 

エミユレー 

シヨン 


テスト印刷 


ステータス 印刷 


ステータス印刷を行います。ステータス印刷では、オプション 
の接続やメモリースイツチの状態など、各プリンターの状態が 
印刷されます。 


〇 


連続印刷 


連続印刷を行います。 


〇 


用紙送り方向 


ACOCD 


操作パネルについて 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 
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メニューモード設定項目一覧(続き） 

〇：有効 X :無効 


設定項目 

説明 

メモリー 

スイッチ 

( MSW ) 

ESC/P 

エミ ュレー 
シヨン 

オプション 

設定メニュー 

両面印刷設定* 5 

両面印刷するかしないか、綴じしろ付加、余白、クリップの 
設定をします。 

X 

〇 

フェースアップ 
トレ 設定 

フェースアップトレーを使用するかしないがを設定します。 

X 

〇 

排出先設定* 5 

排出先を設定をします。（フェースダウン、フェースアッ 
プ、フイニッシャ ー） 

X 

〇 

運用メニュー 

節電機能 

節電機能を使用するかしないかを設定します。 

〇 

〇 

節電時間設定* 1 

節電機能有効時の節電に入るまでの時間設定を行います。 

X 

〇 

自動排出* 2 

自動排出の有効/無効、および設定時間を選択します。 

X 

〇 

メモリー設定* 6 

プリンターが持つメモリーの使用方法を選択します。 

X 

〇 

フオント 
メニュー 

1パイト系ゼロ 

1パイト系ゼ□の字体を切り替えます。 

〇 * 7 

〇 * 7 

2パイト系ゼロ 

2パイト系ゼ□の字体を切り替えます。 

X 

〇 

ANK 

1パイト系コードのフォントの ANK 文字を選択します。 

X 

〇 

漢字 

標準フォント （2 パイト文字）を選択します。 

(明朝/ゴシック） 

X 

〇 *3 

文字セット 

2パイト系文字セットを選択します。 

X 

X 

国別 

各国文字セットを選択します。 

〇 

〇 

動作メニュー 

動作エミュレーシヨン 

2つのインターフェースの初期動作エミュレーシヨの設定を行 

います。 

X 

〇 

動作自動切り替え 

2つのインターフェースの動作自動切り替えを使用するかどラ 

か、自動切り替え時間の設定を行います。 

X 

〇 

NPLD 設定 

メニュー 

A 4 ポートレ_卜 
桁数 

用紙が A 4 サイズ、ポートレート方向で使われるときの1行あ 

たりの文字数を設定します。 

〇 

〇 

エミュレーシヨン 

ページプリンターモードが201エミュレーシヨンモードかを 

選択します。 

〇 

〇 

136柘モード設定 

136柘モードの有効 • 無効を選択します。 

有効のときは、用紙位置調整の方向と量を選択します。 

〇 

〇 *4 

I / F 設定 

インターフェース1の設定を行います（双方向、 IP アドレス（オプション時））。 

X 

〇 

インターフェース2の設定を行います （ IP アドレス等 LAN の設定）。 

X 

〇 

設定初期化 
メニュー 

メニュー初期化 

メニュー項目を初期設定に戻します。 

X 

〇 

LAN 初期化 

LAN 項目を初期設定に戻します。 

X 

〇 

全初期化 

メニュー項目、 LAN 項目のすべてを初期設定に戻します。 

X 

〇 

呼び出し 

設定記憶で記憶されている内容を呼び出します。 

X 

〇 

記憶 

メニューモード内の各種機能設定とトレースイッチで設定し 

た用紙サイズをまとめて記憶します。 

X 

〇 

メモリースイッチ 
メニュー 

メニューモードの中で比較的変更頻度の低いものがまとめられています。 

〇 

〇 


* 1 節電までの時間は目安です。使用状況に応じて設定してください。 

* 2 コンピューターに負荷がかかっている場合やネットワークのトラフィックが多いときなど、自動排出までの待ち時間(最大30秒)データ送信に時 
間がかかることがあります。この場合、途中で用紙が排出されるため正常な印刷結果が得られません。自動排出の設定を無効にする必要があり 
ます。 

* 3 「ミンチョウ」「ゴシック」は ESC / P コマンドの 「FS K (漢字の書体選択)」によって切り替えることができます。 

* 4 常に136桁モードになります。 

* 5 オプション装着時に表示されます。 

* 6 64 MB 以上のメモリーを増設した時の初期設定は異なります。 

* 7 〇 CR - B フォントを使用した場合は、設定に関わらず「0」で印刷されます。 
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メモリースイッチの内容 


メモリースイッチは1か0を選択することによって、他のメニューと同じように様々な機能を設定すること 
ができます。メモリースイッチは 1-1 がら 10-8 まであります(未使用のスイッチもあります）。表中の太文 
字は工場出荷時の設定を示しています。 


メニューモードで設定できるメモリースイッチの内容 

〇： 有効 x :無効 


番号 

機能 

0 

1 

ESC / P モードでの動作 

1-1 

各国文字の切り替え 

3つのスイッチの1/0の組み合わせにより、5 
が国語の文字を切り替えます。（活用マニュァ 
ル参照） 

すべて0 (日本語） 

〇 

1-2 

1-3 

1-4 

グレースケールの網点の切り替え 

粗い 

細い 

X 

1-5 

DC 1、 DC 3 の有効/無効の切り替え 

有効 

無効 

〇 

1-6 

オートリターンの切り替え 

CR+LF 

CR のみ 

X 

1-7 

印刷指令の切り替え 

CR のみ 

CR + その他 

X 

1-8 

CR 機能の切り替え 

復帰のみ 

復帰改行 

〇 

2-1 

1バイト系コードのゼロの字体の切り替え* 

0 

0 

〇 

2-2 

電源投入時のエミュレーシヨンモードの切 
り替え 

201 PL エミュレーンョン 

ページプリンター 
( NPDL ) 

X 

2-3 

ドット列印刷モードの切り替え 

ネイティブモード 

コピーモード 

X 

2-4 〜 2-5 

(未使用） 

— 

2-6 

7ビット/8ビットデータの切り替え 

8ビット 

7ビット 

X 

2-7 

A 4 ポートレート印刷桁数の切り替え 

78桁 

80桁 

〇 

2-8 

B 4— A 4 縮小時の縮小率の切り替え 

4/5倍 

2/3倍 

〇 

3-1 

レフトマージン量の設定 
または用紙位置微調整量の設定（136桁モ 
-ド） 

4つのスイッチの1/0の組み合わせにより、〇 
インチから15/10インチまでの範囲で設定しま 
す。 （1/10 インチ単位）（活用マニュアルの7 
章参照） 

すべて0 (0 インチ） 

〇 

3-2 

3-3 

3-4 

3-5 

用紙位置微調整方向の設定 （136 桁モー 

卜 4 ) 

左 

右 

〇 

3-6 

用紙位置の設定（136桁モード） 

左端合わせ 

中央合わせ 

〇 

3-7 

136桁モードの有効/無効の切り替え 

無効 

有効 

〇 

3-8 

ブザー機能の有効/無効の切り替え 

有効 

無効 

X 


4操作パネルについて 


〇 CR - B フォントを使用した場合は、設定に関わらず「0」で印刷されます。 




































メニューモードで設定できるメモリースイッチの内容(続き） 

〇： 有効 X :無効 


番号 

機能 

0 

1 

ESC/P モー ドでの動作 

4-1 〜 4-2 

(未使用） 

— 

4-3 

ESC cl での登録データを初期化する/しな 
いの切り替え 

初期化する 

初期化しない 

X 

4-4 

FF コードのみで白紙を出力する/しない 
の切り替え 

出力する 

出力しない 

X 

4-5 

書式回転指定時の回転方向 

反時計回り 

時計回り 

〇 

4-6 〜 4-8 

(未使用） 

— 

5-1 

同期コードの無効/有効の切り替え* 

無効 

有効 

〇 

5-2 〜 5-8 

(未使用） 

— 

6-1 

SET を使用する/しないの切り替え 

使用する 

使用しない 

〇 

6-2 〜 6-6 

(未使用） 

— 

6-7 

節電機能を使用する/しないの切り替え 

使用する 

使用しない 

〇 

6-8 

(未使用） 

— 

7-1 

データスト□ーブ信号のデータラッチタイ 
ミンク' [インタフェース 1] 

前縁ラッチ 

後縁ラッチ 

〇 

7-2 〜 7-6 

(未使用） 

— 

7-7 

FS f コマンドでの指定用紙サイズなしを 
表示する/しないの切り替え 

表示する 

表 7]^ しない 

X 

7-8 

FS f コマンドでの自動縮小をする/しない 
の切り替え 

自動縮小する 

自動縮小しない 

X 

8-1 

8-2 

ビジィアクノリッジ ( BUSY - ACK ) の夕 
イミング[インタフェースが 
(組み合わせとタイミングについては活用 
マニュアルの 6 章参照） 

2 つのスイッチの 1 /◦の組み合わせで、 
BUSY-ACK のタイミンク'を切り替えます。 
タイミング A (8-1 : ◦、 8-2 :〇） 

〇 

8-3 

8-4 

アクノリッジ ( ACK ) の幅 
[インタフェース 1] 

(組み合わせとタイミングについては活用 
マニュアルの 6 章参照） 

2 つのスイッチの 1 /◦の組み合わせで、 

ACK の幅を切り替えます。 

1 [xs (8-3 : 0、 8-4 : 0) 

〇 

8-5 〜 8-8 

(未使用） 

— 

9-1 

(未使用） 

— 

9-2 

ページフォーマツト反転 

反転しない 

反転する 

〇 

9-3 〜 9-6 

(未使用） 

— 

9-7 

トナーが残り少ないとき、印刷を停止する 
かしないかの切り替え 

停止しない 

停止する 

〇 

9-8 

(未使用） 

— 

10-1 
〜 10-8 

(未使用） 

— 


本スイッチを変更した場合は、プリンターの電源を再投入してください。 
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次にメニューモードを図式的に表したメニューツリーを示します。（下線部分は出荷時の設定値です。） 
「*」で示す補足的な説明は 116 ページにあります。 





4操作パネルについて 
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無効、有効 


j ^5 分、 10分 、30分、60分、90分 


[_ 無_塾、5秒、15秒、30秒 
{ 標 1、電子ソート優先 


フオントスニュー 


1バイト系ゼロ* 9 : CL 0 
2バイト系ゼロ ：立、0 

ank : mm . イタリック、クーリエ、ゴシック 
漢字： m ゴシック 
文字セット： JIS 1978、 JIS 1983、 JIS 1990 
国別* 10 : M 、 アメリカ、イギリス、ドイツ、 
スウェ —丁ン 
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NPDL セツテイ メニニ 


I / F セツ テイメニニ 


A 4 ポートレートケタスウ 


ェぐュレーンヨ： 


136ケタモードセツテイ 


インタ フエー ス1 セツ テイ 


インタ フエー ス2 セツテイ 


78桁/80桁 

201エミュレーシヨン /ページプリンターモード 

136桁モード* 15 :無効/有効 
用紙位置# 16 :左/中央 

微調整* 17 :立〜左15〜右15 

双方向設定 ： ニブル 、 ECP 、 なし 

IP アドレス* 18 : 000.00〇.〇〇〇.〇〇〇 

サブネットマスク* 18 : 000.000.000.000 


IP アドレス* 19 : 000.00〇.〇〇〇.〇〇〇 

サブネットマスク* 19 : 000.00〇.〇〇〇.〇〇〇 

ゲートウ I イアドレス* 19 : 000.00 〇.〇〇〇.〇〇〇 

DHCP : OFF/ON 

アクセスセイゲン ： OFF/ON 


セツテイシヨキカメニニ 


メモリスイッチメニュー 


メニュー初期化、 LAN 初期化、全初期化、 
呼び出し、記憶 


MSW 1 : 
MSW 2 : 
MSW 3 : 
MSW 4 : 
MSW 5 : 
MSW 6 : 
MSW 7 : 
MSW 8 : 
MSW 9 : 
MSW 10 : 


00000000 

00000000 

00000000 

00000000 

00000000 

00000000 

00000000 

00000000 

00000000 

00000000 


4操作パネルについて 
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51:1 装着されているホッパーのみ表示されます。 

* 2 厚紙レベル1のみ表示されます。 

* 3 封筒フィーダーは厚紙 1 〜 6 で使用できます。封筒フィーダー装着時、出荷時の用紙種別の設定値は厚紙 3 です。封筒フィーダーを 
外し、トレーを装着した場合、封筒フィーダーで使用していた用紙種別のままとなりますので、トレーで使用する用紙種別を設定 
してください。 

* 4 封筒フィーダー装着時に表示されます。 

* 5 封筒フィーダー装着時には、表示されません。 

* 6 両面印刷ユニット装着時に表示されます。 

* 7 装着されたオプションによって表示されます。また、フェースアップトレーを装着したときに表示されます。 

* 8 MSW 6-7 と同期します。 

* 9 MSW 2-1 と同期します。 

* 10 MSW 1-1 〜 MSW 1-3 と同期します。 

標準 LAN ポートの設定をします。 

* 12 MSW 2-7 と同期します。 

* 13 MSW 2-2 と同期します。 

* 14 201エミュレーションのときのみ表示されます。 

* 15 MSW 3-7 と同期します。 

* 16 136 ケタモードが有効のときのみ表示されます。 MSW 3-6 と同期します。 

* 17 136 ケタモードが有効のときのみ表示されます。 MSW 3-1 〜 MSW 3-5 と同期します。 

* 18 インターフェース 1 にオプションの LAN アダプターが装着され、かつ双方向設定が ECP のときのみ表示されます。 

* 19 DHCP が〇 N の場合は、 DHCP で取得したアドレスが表示されます(入力不可)。 
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Step1U レー給紙を有効にする 

リレー給紙を有効にするために、プリンターの設 
定を行います。 

メニューモードに入る。 

[印刷可]スイッチを押してプリンターをディセレ 
クト状態にし、[メニュー]スイッチを押して“テス 
トメニューを表示させます。 

G 操作パネルの [v] スイッチ、 [>] スイッチ、 
[設定変更]スイッチを押して、“ヨウシメ 
ニュー”の“リレーキュウシ”を ON にする。 

詳しくは、「メニューツリー」 （113 〜 115 ページ)を 
ご覧ください。 

一 t チェック- 

リレー給紙させるホッパーまたはトレーす 
ベての“リレーキュウシ”を0 N にしてくださ 
い0 


設定変更 - 

1 リレーキュウシセツテイ 



0 [メニュー終了]スイッチを押す。 

〇設定が終わったら、リレー給紙を有効にした 
ホッパーまたはトレーの用紙サイズ、用紙の 
種類、用紙のセット方向が同じになっている 
か確認する。 


Step 2給紙方法を設定する 

印刷を開始するときに[給紙方法]で[自動]を選択 
します。 

〇プリンタードライバーのプ□パティダイアロ 
グボックスの[用紙]シートを開く。 


© ホッパーの給紙方法が[自動]になっているこ 
とを確認する。 

プリンタードライバーの給紙方法を確認するに 
は、5章の「印刷の詳細設定」 （ 124ページ)を参照し 
てください。 

0 [印刷]ダイアログボックスで印刷範囲、印刷 
部数を指定し、 [0 K ] をクリックして印刷す 
る0 


レー給紙の設定 


リレー給紙とは、印刷を行っている時に給紙先の用紙がなくなった場合に用紙がセットされている別の給 
紙先に自動的に切り替える機能です。この機能を利用するためには同じサイズおよび同じ用紙種別の用紙 
がホッパー、トレー、または大容量ホッパーにセットされていて、プリンターのリレー給紙設定を有効に 
する必要があります。 

また、 A 4、 A 5、 B 5、 レターの用紙サイズをセットした場合は用紙のセット方向を同じにする必要があり 
ます。 

リレー給紙機能を使うには次のステップで設定する必要があります。 

Step 1 リレー給紙を有効にする 
Step 2 給紙方法を設定する 


4操作パネルについて 
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グループホッパーの設定 


複数のホッパーおよびトレーを一つのホッパーとして取り扱うことで、用紙を補給する手間が省けます。 
グループ化は、2個までできます。 

例） グループ A . ホッパー 1、 2 

グループ B . ホッパー3、5、トレー 

グループホッパー機能を使うには次のステップで設定する必要があります。 

Step 1 グループホッパーを有効にする 
Step 2 給紙方法を設定する 


Stepl グループホッパーを有効にする 

グループホッパーを有効にするために、プリン 
ターの設定を行います。 

メニューモードに入る。 

[印刷可]スイッチを押してプリンターをディセレ 
クト状態にし、[メニュー]スイッチを押して“テス 
トメニューを表示させます。 

❷操作パネルの[ V ]スイッチ、 [>] スイッチ、 
[設定変更]スイッチを押して、“ヨウシメ 
ニュー” の“ グループセッ テイ”を選択する。 

詳しくは、「メニューツリー」 （113 〜115ページ)を 
ご覧ください。 


設定変更 

n 

グルーフ。 

セツテイ 


ぐ XXXXX 

グルーフ 。 A * 


0 [メニュー終了]スイッチを押す。 

〇設定が終わったら、グループホッパーを有効 
にしたホッパーおよびトレーの用紙サイズ、 
用紙の種類、用紙のセット方向が同じになつ 
ているか確認する。 


Step 2給紙方法を設定する 

印刷を開始するときに[給紙方法]で[グループ A ] 
または[グループ B ] を選択します。 

〇プリンタードライバーのプロパティダイアロ 
クボックスの[用紙]シートを開く。 

© ホッパーの給紙方法が[グループ A ] または[グ 
ループ B ] になっていることを確認する。 

プリンタードライバーの給紙方法を確認するに 
は、5章の「印刷の詳細設定」 （ 124ページ)を参照し 
てください。 

0用紙の種類、用紙のサイズがプリンターメ 
ニューモードと同じになっていることを確認 
する。 

〇 [印刷]ダイアログボックスで印刷範囲、印刷 
部数を指定し、 [0 K ] をクリックして印刷す 
る0 
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ET A 

晒するには 



この章では、アプリケーションがら印刷する手順、および定形外用紙に印刷する手順を説明します。また、 
MultiWriter 4550のもつ便利な機能を紹介します。 

実際に印刷を始める前に、ホッパーやトレーで使用できる用紙サイズおよび用紙の種類を次ページの表で、 
ご確認ください。 


LTD 印刷するには 
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使用できる用紙サイズと種類 


各用紙サイズでの動作対応表 


給紙方法 • 排紙方法/ 

用紙サイズ 

A 3 

A 4 

A 5 

B 4 

B 5 

レター 

はがき 

往復 

はがき 

封筒 

定形外 

タテ 

3=1 

タテ 

3=1 

タテ 

タテ 

3=1 

タテ 

3=1 

タテ 

3コ 

タテ 

3 D 

長さ 

幅 

給紙方法 

ホッパー1 

〇 

〇 

— 

〇 

— 

〇 

〇 

— 

〇 

— 

— 

— 

— 

— 

ホッパー2 

〇 

〇 

— 

— 

— 

〇 

〇 

— 

〇 

— 

— 

— 

— 

— 

ホッパー3 

〇 

〇 

— 

— 

— 

〇 

〇 

— 

〇 

— 

— 

— 

— 

— 

ホッパー4 

— 

〇 

— 

— 

— 

— 

〇 

— 

〇 

— 

— 

— 

— 

— 

ホッパ ー 5 

— 

〇 

— 

— 

— 

— 

〇 

— 

〇 

— 

— 

— 

— 

— 

トレー 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇* 1 

105.0〜 
431 .8 mm 

100.〇〜 
297.0 mm 

封筒フイ _ ダ _ 













〇 *2 

— 

定形外用紙 
カセット1 














139.7〜 
431 .8 mm 

182.0〜 
297.0 mm 

定形外用紙 
カセット2、3 














182.0〜 
431.8 mm 

182.0〜 
297.0 mm 

排紙方法 

フェースダウン 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

フェースアップ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

— 

〇 

フイニッシャー 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

— 

— 

オフセツ 

卜排紙 

本体 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

— 

— 

フイニッシャー* 3 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

〇 

〇 

— 

〇 

〇 

— 

— 

— 

— 

フィニッ 

シャー 
機能 

ステープル 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

〇 

〇 

— 

〇 

〇 

— 

— 

— 

— 

パンチ 

〇 

〇 












— 

両面印刷 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

— 

— 


^定形外として使用（ユーザー定義で用紙サイズを入力） 
* 2 洋形4号のみ 

* 3 ステープル時は、オフセット排紙の指定はできません。 
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各用紙種類での動作対応表 


^厚紙2〜6の用紙坪量の関係は目安になっています。テスト印刷を実施して定着性を確認してください。 
* 2 最大50枚まで可能 

* 3 用紙厚 90 g / m 2 までは最大40枚、105 g / m 2 までは最大30枚まで可能 

* 4 180 g / m 2 以下の用紙でも定着性が弱いときは厚紙6モードを使用してください。 

* 5 厚紙モード設定時の印刷動作は下表のとおりです。 


厚紙種類 

印刷動作 

厚紙1 

通常の連続印刷 

厚紙2 

印刷前に6秒のアイドリングを行い、45ページ印刷毎に6秒のアイドリングを行う。 

厚紙3 

印刷前に15秒のアイドリングを行い、15ページ印刷毎に15秒のアイドリングを行う。 

厚紙4 
(ラベル紙） 

印刷前に30秒のアイドリングを行い、15ページ印刷毎に30秒のアイドリングを行う。 

厚紙5 

印刷前に45秒のアイドリングを行い、15ページ印刷毎に45秒のアイドリングを行う。 

厚紙6 

印刷前に60秒のアイドリングを行い、15ページ印刷毎に60秒のアイドリングを行う。 


注：上記ページ数は、 A 4 横（レター横)サイズ以下の用紙サイズの場合 


給紙方法 • 排紙方法/用紙 
種類* 5 

普通紙 

厚紙1 

厚紙 2 M 

厚紙3# 1 

厚紙 4 M 

厚紙 5 M 

厚紙 6 M 

ラベル紙* 5 

穴あき紙 

OHP 

封筒 


ホッパー1 

〇 

〇 

— 

— 

— 

— 

— 

— 

〇 

〇 

— 


ホッパー2 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 *4 

〇 

〇 

〇 

— 


ホッパー3 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 *4 

〇 

〇 

〇 

— 


ホッパー4 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 *4 

〇 

〇 

— 

— 

給紙方法 

ホッパー5 

〇 

〇 

— 

— 

— 

— 

— 

— 

〇 

— 

— 

トレー 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


封筒 

フィーダー 

— 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

— 

〇 


定形外用紙 
カセツト1 

〇 

〇 

— 

— 

— 

— 

— 

— 

〇 

〇 

— 


定形外用紙 
カセツト2、3 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 


フェース 

ダウン 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

排紙方法 

フェース 

アップ 

〇 

〇 











フィニッ 

シャー 

〇 

〇 










オフセツト 

本体 

〇 

〇 










排紙 

フィニッ 

シャー 

〇 

〇 

— 









フィニッ 

シャー 

機能 

ステープル 

〇 *2 

〇 *3 










パンチ 

〇 

〇 










両面印刷 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

— 

— 

— 

〇 

— 

— 
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印刷手順 


アプリケーションか5印刷する 


ここでは 、 Windows XP に付属されている日本語ワードプロセッサー「ワードパッド」を例にとって一般的 
な印刷手順について説明します 。 Windows 20〇 O / Me /98/95、 および Windows NT 4.0 の場合は多少 
画面の表示が異なりますが基本的な操作は同じです。 


[スタート]メニューからワードパッドを起動 
し、印刷したいデータを開く。 



0 [ファイル]メニューの[印刷]をクリックす 
る0 




表示切挿入 < p 害式 ( q ) ヘルブ (t 


新規⑽… Ctrl+N 

Ctrl+O 

上害き保存⑤ Ctrl+S 

名前を付けて保存姐.. 



最近使ったファイル 


嚙鼈）％ 
マ ~ 

• 5 • I • 6 • I • 7 • I 


送信必 .. 

ワードバッドの終了凶 


0 [印刷]ダイアログボックスの[プリンタの選 
択]に [NEC MultiWriter 4550] が選択されて 
いることを確認する。 

選択されていなければ、[プリンタの選択]から 
[NEC MultiWriter 4550]を選択してください。 



Windows XP 


全股| メイン|用紙|その他| 
「ブリン タの逞折 - 



塌所： 
コメント: 




厂ファイルへ出力© 



ページ範囲 
^すべて (U 

部数© P ~ 3 

r 逞択した部分 (D r 現在の ページ ⑪ 

C ページ指定® |1-65535 

厂 部単位で印刷 

ページ番号のみか、またはページ範囲のみを入力し 
てください。例: 5-12 

¢1¢!¢! 


[ 印刷® |キゃンセル」 


Windows 2000 
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Windows NT 4.0 / Me /98/95 の場合は、[プリンタ 
名]がら [NEC MultiWriter 4550] を選択してくださ 
い。 


m 


-UxJ 



Windows NT 4.0/ Me /98/95 

O 必要に応じてプロパティダイアログボックス 
で印刷の詳細を設定する。 

プロパティダイアログボックスの開き方について 
は次ページをご覧ください。 

〇ページ範囲と印刷部数を指定して、 [ ok ] をク 
リックする。 

[ MOPYING 設定ウィンドウを表示する]が設定され 
ている場合は、この後 MOPYING 設定ウィンドウが 
表示されます。次の手順に進んでください。 

設定されていない場合は、印刷が開始されます。 


〇 [ MOPYING 設定ウィンドウを表示する]が設 
定されている場合は、複数ページレイアウト 
印刷、排出方法などを設定し、[印刷開始]を 
クリックする。 

印刷が開始されます。 




MOPYING 設定/ドキュメント 



砸印刷: OFF 
丁合い: ON 
仕分け方法:なし 
排出方法:フI-スタウン 
リブリント: OFF 


=H =n 


[ 3 ペ - ジ数 ®: 12 ペ - ジ — 1 ペ-ジ V 


) 境界線Iなし； 




1□ベ'-ジ番号を付加する® 


1 : 


©左—右型 《) 
071 〇 右—左型 <P 

I rl 


NEC 


□今後、このウィンドウを表示しない⑻ 


Enw tJ 

I ヘル 


— k チェック- 

MOPYING 設定ウインドウは、アプリケー 
シヨンから印刷を行うごとに表示されま 
す。表示する必要がない場合は、「今後この 
ウインドウを表示しない」をチェックしてく 
ださい。 


NEC MultiWriter 4550 MOPYING 設定 / ドキュメント 


両面印刷: OFF 
丁合い: OFF 


仕分け方法:なし 
排出方法:フI W ウン 


リブリント: OFF 

= [1111 =11 

か 4 

0A4 



mm 


r~ii 


) ページ数(级12ページ—1ページ v 
) 境界線(泣 ffeU ^ " V 


，ウト- 
配匿 


] □ページ番号を付加する© 


® 左—右型⑧ 
rrh 〇 右—左型① 

け 4 J 逆 N 型 U) 

r®(K) 




NEC 



，のウィンドウ4表乐 U: い w 


[ ヘルプ ] 
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印刷の詳細設定(プロパティダイア□グボックスの開き方) 


印刷の詳細設定はプロパティダイアログボックスで行います。設定内容などの詳細については各プロパティ 
ダイアログボックスのヘルプをご覧ください。以下は、アプリケーションメニューがらプロパティダイア 
ログボックスを開いた例です。 


各 0 S とも、プロパティダイアログボックスはアプリケーションのメニューから開く方法と[プリンタと FAX ] フォ 
J レダー*から開く方法があります。 

アプリケーションメニューから開いた場合は、一般的にそのアプリケーションでのみ有効な設定になります。ま 
た、[プリンタと FAX ] フオルダー*から開いた場合は、すべてのアプリケーシヨンの基本設定になります。 


* Windows XPU 外の場合は、[プリンタ]フオルタ'— 

Windows XP の場合 





[詳細設定]をクリックするとプロパティダイア 
□ グボックスが表示されます。 广 —— 





[かんたん設定の登録と削除]ダイアログボックス 



[プリンタと FAX ] フォルダーからプ 
□パティダイアロヴボックスを開い 
た場合に、[メイン]シートの[登録と 
削除]ボタンをクリックすると「かん 
たん設定」の登録が行えます。「かん 
たん設定」とは、よく使ろ印刷設定を 
あらかじめ登録しておける機能で 
す。詳細は活用マニュアルまたはへ 
ルプをご覧ください。 
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Windows Me /98/95 の場合 




1\2 S \ 


「ブリンタ—— 

ブリンタ名 (N): [lEiMBHSKSRNMNHMRNNNHNNNHHI こ! 


通常使うブリンタ：使用可能 
NEC Mul 刪 ter 4550 
LPT1： 


1 



コメント： 

「ファイルへ出力 ( L > 



「印刷範囫 

印刷部数 



G すべて(4〉 

部数®: |i zi 



r ページ指定 ( S ) p ペ-ジから® 

r 部単位で印刷© 



| ページまで® 

r s 折し罐分® 

[JltStS 



OK | キ V ンセル| 


ユ Ji£l 


フれム | 補助機能 | フツンタの状態 

用紙 |出力制御丨レイアウト丨ゲラフ M ス丨フォント丨印刷品質 
用紙 


用紙サイで®: A 4 (210 x 297 mm ) 


「A4 ^ 

出力臓サイス'-^ ^ 

r 指定す「和 m 1マ间| 

茌鲁 


f ? 害 ijff に従う<£> 割付内容の表示 ( J 〉... 


' 拡大縮小率を指定する⑪ I 101 ' 3 J 


-告：「」に 「 A 4 J $ セットじ C ください 
印刷の向き—— 


[プ□パティ]をクリックするとプロパティダイ 
ア□グボックスが表示されます。 


_ ( a }\ 才 


I 自助 

用紙種類 ( K ): 


zl 


ハ''一;^ン牾報®... 


標準に戻す ( S ) 」 


I キャンセル」適用 ( B ) ヘルプ— 


Windows 2000 /NT 4.0* の場合 


rjgtL^w 



r フ 7 心 ia 出^© 

ブリン袖検索必 .. I 


G すべて (JJI 

r 逞択し fegp 分© r 現在のページ ( u ) 

C ベー：?指定◎: |1-65535 
m マみか、またはページ範囲のみを入力し 


部嶋： |i ~3 

厂部単位で印刷®) 


[ 印刷 (F: 1 


キゃンセル」. 


各シートをクリックして設定します。 




設定-柳 | 

/ zi 

«] 期值に戻す® | 


ウセル」適用®」ヘルブ 


Windows NT 4.0の場合は印刷の 
夕'イアログ画面イメー ジが多少異 
なります。 


[かんたん設定の登録と削除]ダイアログポックス 


_ 璧 a 


つ 

jj 則除® 


名前吵 
アイ:] >< p ： 


禺參繼 e 園 


T 


キゃ > lz ル」 


[プリンタ]フォルダーからプ□パ 
ティダイアログボックスを開いた場 
合に、[メイン]シートの[登録と削 
除]ボタンをクリックすると「かんた 
ん設定」の登録が行えます。「かんた 
ん設定」とは、よく使〇印刷設定を 
あらかじめ登録しておける機能で 
す。詳細は活用マニュアルまたはへ 
ルプをご覧ください。 


V. 
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定形外用紙に印刷する 


定形外サイズ用紙や厚紙などの用紙に出力するには、以下の手順を行ってください。 


定形外サイズの用紙に印刷する 

Step 2および Step 3は、〇 S ごとに説明します。 

Step 1 定形外用紙をセットする(詳細ま3章を参照してください。） 

Step 2 ユーザー定義サイズを設定する 
Step 3 ユーザー定義サイズで印刷する 

定形外用紙カセットに定形外サイズの用紙をセットする場合はあらがじめ使用できる用紙の種類、用紙サ 
イズを確認しておいてください。（用紙については付録の「用紙の規格」をご覧ください。） 

一 k ナエック- 

• プリンターにセットできる用紙サイズは、トレーでは幅1 00.0 〜297.0 mm 、 長さは105.0〜 
431.8 mm です。ホッパー1では幅1 82.0 〜297.0 mm 、 長さは1 39. 7〜431 .8 mm です。ホッ 
パー2、3では幅182.0〜297.0 mm 、 長さは1 82.0 〜431 .8 mm です。 

• 定形外用紙カセツトにセツトされた用紙は、定形用紙 ( A 4 など)がセツトされても定形外用紙として扱 
われます。 


Step 1定形外サイズの用紙をセツトする 

手順は、3章の「定形外用紙カセツトに用紙をセツトする」 (91 ページ)を参照してください。 

Step 2ユーザー定義サイズを設定する 

定形外用紙の用紙サイズをユーザー定義サイズとして、次の手順で設定します。各 os ごとに説明します。 


• Windows XP / 2000 /NT 4.0 の場合、複数の用紙サイズ(ユーザー定義サイズ)を追加することができ 
ます。設定できる用紙サイズは幅100〜 597 mm 、 長さは1〇5〜840 mm です。詳しくは〇 S のヘルプを 
参照してください。 

• Windows Me /98/95 の場合、設定できる用紙サイズ(ユーザー定義サイズ)は一種類のみです。設定 
できる用紙サイズは幅100〜 297 mm 、 長さは105〜431 .8 mm です。 


各 0 S とも、プロパティダイア□グボックスはアプリケーションのメニューから開く方法と[プリンタと FAX ] フォ 
ルダー*から開く方法があります。 

アプリケーションメニューから開いた場合は、一般的にそのアプリケーションでのみ有効な設定になります。ま 
た、[プリンタと FAX ] フォルダー*から開いた場合は、すべてのアプリケーシヨンの基本設定になります。 


Windows XP 以外は[プリンタ]フオルタ'— 
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く Windows XP / 2000 /NT 4.0 の場合〉 

〇 [プリンタと FAX ] フォルダーを開く。 

WindowsXP 以外の場合は、[プリンタ]フォルタ''— 
を開きます。 

〇 [ファイル]メニューから[サーバーのプロパ 
ティ]をクリックする。 

© [用紙]シートを開く。 

〇 [新しい用紙を作成する]をチェックして、任 
意の用紙名、用紙サイズを入力し、[用紙の 
保存]をクリックする。 

€ f リストボックスに新規作成した用紙名が追加 
されたことを確認して[閉じる]をクリックす 
る0 




E 新しい用紙を作成す 5(e) 

既存の名前と寸法を編集し、新しい用紙を定義します。それから、 
ra_ 保存]跡; v クして傲い。 

用紙の説明律位) 

単位 トル法 ( m ) 〇 ヤードポンド法® 

用紙サイズ： 余& 

鬼 m ' 150.40cm ] 左 <L): 10.00cm ] 上①： 10.00cm ] 


Windows XP / 2000 



これで新しい用紙サイズが追加されました。 


く Windows Me /98/95 の場合〉 

〇 [プリンタ]フォルダーを開く。 

Q 使用するプリンターのアイコンをクリックす 
る。 

〇 [ファイル]メニューの[プロパティ]をクリッ 
クする。 

[プロパティ]ダイアログボックスが表示されま 
す。 

〇 [用紙]シートを開き、[用紙サイズ]ダイアロ 
ク'ボックスから[ユーザ定義]を選ぶ。 


r チェック- 

[ユーザ定義サイズ]を選択すると給紙 
方法でホッパーは選択できません。 

坪量 70g/m 2 を越える用紙の場合[用紙 
種類]ダイア□グボックスで[厚紙]を指 
定してください。 



〇 用紙の[幅]と[長さ]を入力し、 [0 K ] をクリツ 
クする。 


-UiSjl 


傾砂： [U ~~^ mm [ 1 00.0 ~ 297.0 ] 


長さ (U: 1297.0 mm [105.0 〜431.8 ] 


mm ( M ) 
C inch® 


OK 


ンセル| 標準に戻す® 


〇 [0 K ] をクリックし、[プロパティ]ダイアロ 
ク'ボックスを閉じる。 

これで ユーザー 定義の用紙サイズが設定できまし 
た0 
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Step 3 ユーザー定義サイズで印刷する 


く Windows XP /2000 /NT 4.0 の場合〉 

〇アプリケーションの[ファイル]メニューで 
[印刷]をクリックし、[印刷]ダイア□ク'ボッ 
クスを開く。 

アプリケーションによっては、この手順後に[印 
刷]ダイアログボックスの[詳細設定]または、[プロ 
パティ]をクリックします。 

〇 [用紙]シートを開き、[用紙サイズ]ボックス 
から、 Step 2 で追加した用紙サイズを選択す 
る0 

一 k チェック- 

• [ユーザ定義サイズ]を選択すると給紙 
方法でホッパーは選択できません。 

• 坪量 70 g/m 2 を超える用紙の場合[用紙 
種類]ダイア□グボックスで[厚紙]を指 
定してください。 



0印刷部数を指定し、 [ OK ] (または [ EP 刷])をク 
リツクする。 


く Windows Me /98/95 の場合〉 

〇アプリケーションの[ファイル]メニューで 
[印刷]をクリックし、[印刷]ダイア□ク'ボッ 
クスを開く。 

0 [プロパティ]をクリックする。 

0 [用紙]シートを開き、[用紙サイズ]ボックス 
から、[ユーザ定義サイズ]を選択する。 

一 k チェック- 

• [ユーザ定義サイズ]を選択すると給紙 
方法でホッパーは選択できません。 

• 坪量 70 g/m 2 を超える用紙の場合[用紙 
種類]ダイアログボックスで[厚紙]を指 
定してください。 



〇 [ユーザ定義サイズ]ダイアログボックスで 
[幅]と[長さ]を確認し、 [ OK ] をクリックす 
る。 

〇印刷部数を指定し、 [0 K ] をクリックする。 
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厚紙に印刷する 

ホッパーまたはトレーに厚紙をセットする場合はあらがじめ設定できる用紙の厚さを確認しておいてくだ 
さい。（用紙については付録の「用紙の規格」をご覧ください。） 

ホッパー1、5では厚紙レベル1(坪量64〜 105 g / m 2 ) まで、ホッパー2〜4、およびトレーでは厚紙レベル 
6(坪量64〜 200 g / m 2 ) まで、選択できます。使用できる用紙坪量と厚紙レベルの関係は、下表のとおりで 
す0 


用紙種類 

用紙坪量 

普通紙 

64〜 70 g / m 2 

厚紙1 

7〇〜 105 g / m 2 

厚紙2 

105〜120 g / m 2 

厚紙3 

12◦〜 140 g / m 2 

厚紙4 

14◦〜160 g / m 2 

厚紙5 

16〇〜 180 g / m 2 

厚紙6 

180~200 g / m 2 


Step 1厚紙をセットする 

手順は、「3章用紙のセット」を参照してください。 

Step 2用紙の種類を選択する 

印刷を開始するときに[用紙種類]で[厚紙]を選択します。 


〇プリンタードライバーのプロパティダイアロ 
クボックスの[用紙]シートを開く。 

0 用紙の種類が[厚紙]になっていることを確認 
する。 






§1： 


原稿設定 

¢1用紙サイズ© [ A 4^ 


出力設定 ♦ 

〇出カサイズ ( M >: I 雕サイズ fcP 

g 0 割啦從ぅ < E ) I 割付内容の表示(』 | 
0 □拡大箱小率4指定す碰 


厂印刷の向者 

® 縦® 


a 


NEC 


€ 


I )丽 


I I キゃンセル 1 丨 適用® ] I ヘルプ ] 


© [厚紙種類設定]で厚紙の種類を指定する。 


厚紙種類設定 


厚紙逛択 


厚紙3(〜 MOg / m 2 ) 
厚紙4(〜1 eOg / mi 2 ) 
厚紙5(〜職/#) 
厚紙6(〜 ZOOg / m 2 ) 


I— 


J I キやンセル ] I 標準に戻す ( a ) 


〇 [印刷]ダイア□ク'ボックスで印刷範囲、印刷 
部数を指定し、 [ OK ] をクリックして印刷す 
る0 


LTD 印刷するには 
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MOPYING 設定ウィンドウを使って印刷する 


MultiWriter 4550のプリンタードライバーには、より快適に MOPYING するために、 M 〇 PYING 設定ウィ 
ンドウがあります。 MOPYING 設定ウィンドウを使って印刷する場合は以下の手順を行ってください。 

Step 1 M 〇 PYING 設定ウィンドウを有効にする 
Step 2 M 〇 PYING 設定ウィンドウを使って印刷する 

一 k チェック- 

MOPYING 設定ウインドウは一部のアプリケーションにのみ対応しています。対応アプリケーションや使 
用する際の注意事項などについては、プリンタードライバーのヘルプ、または添付のプリンターソフトウ 
エア CD - ROM に収録されている 「¥ MW 4550¥0匕1<1¥〇1^6「3办1;」をぉ読みくださぃ。 


Step 1 MOPYING 設定ウインドウを有効にする 


〇 [プリンタと FAX ] フォルダーを開く。 

WindowsXP 以外の場合は、[プリンタ]フォルタ'— 
を開きます。 

0 [NECMultiWriter 455 0] アイコンをクリッ 
クする。 

0 [ファイル]メニューの[印刷設定]*をクリッ 
クする。 

プロパティダイアログボックスが表示されます。 





「 ヘルブ 1 


aaroa 編集®表^)お気に入り⑻ツール①ヘルブ⑻ 
「 - 卜索 ぉフォ M 圓， 


一 B 寺停止ぬ） 


共有⑻ ... 

ブリン效オフラインで使用— 


プリンタの适加 ( A ) 
サーバブ□パティ① 
FAX のセツトアツブ凶 


も 

Iする(先 


ショートカツト®作成迄) 
則除® 

名前の変更 ( M ) 
プロパティ® 


pjbs(c) 


鬈❷ 


* Windows Me /98/95 の場合は[プロパティ] 

Windows NT 4.0 の場合は[ドキュメントの既定値] 

〇 MOPYING 設定を有効にする。 

く Windows XP /2000 /NT 4.0 の場合〉 

[その他]シートをクリックします。 

[拡張機能]の下の [MOPYING 設定ウィンドウ]を選 
び[表示する]を選択し、[〇 K] をクリックします。 


〈Windows Me /98/95 の場合> 

[補助機能]シートを開きます。[印刷開始時に 
MOPYING 設定ウィンドウを表示する]をチェック 
し、[〇 K] をクリックします。 
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Step 2 MOPYING 設定ウインドウを使って印刷する 


〇アプリケーションの[ファイル]メニューで 
[印刷]をクリックし、[印刷]ダイアログボッ 
クスを開く。 

〇 [印刷]ダイアログボックスの [ ED 刷]をクリツ 
クする。 

MOPYING 設定ウィンドウが表示されます。 


匯 


簾 

カンタの追加 

NEC 

MultiWHt" 

3 


状態：準偏完了 
珊 
コメント： 

ぺ-ジ範囲 
@す ベ m) 

| : _逞択し部分 CD 〇現在のページ (U) 

〇 ぺ-ジ指定 (Q): |1-65535 

ぺ-ジ番号®みか、またはべ-ジ範囲の*^入力し 

てください。例: 5-1 2 


□フ 7イルへ出力® 匚 詳細設定® ) 


「ブリンタの検索必…| 

SPIS(C)： |1 [ M \ 

口部単位で.印刷 (Q) 

印刷® wj I キャンセル ~ ) 


© 複数ページレイアウト印刷、排出方法などの 
設定をし、[印刷開始]をクリックする。 

印刷が開始されます。 


Mu It (Writer 4550 MOPYING 設定 / ドキユメント 



両面印刷: OFF 
丁合い: ON 
仕分け方法:なし 
排出方法:フエ W ウン 


リブリント: OFF 


呤 


r~i 

®A4 






複数ページレイアウト 


閟ペー：?数®: | 2 ペー:? 

— 1ページ 

v| 

田 

©左—右型(沙 
〇 右—左型〇) 

逆!''®。 

〇 N 型 

03 境界線 (S): I なし 


vj 

E£1 □ページ番号を付加する® 



NEC 


□今後、こ®ウィンドウ4表示しない M 


[ ヘルブレ 


設定を解除する 

M 〇 PYING 設定ウィンドウの表示を無効にする手順を説明します。 

く Windows Me /98/95 の場合〉 


〇プロパティダイア□クボックスを開く （124 
ページをご覧ください）。 

G MOPYING 設定を解除する。 

く Windows XP /2000 /NT 4.0 の場合〉 

[その他]シートをクリックします。 

[拡張機能]の下の [ MOPYING 設定ウィンドウ]を選 
び、[表示しない]を選択し、 [ OK ] をクリックしま 
す。 


I メイン 10a 用® i 




發 SETI 粜能ぐ 吏用する〉 

<4> け-節約機能< 使用しない > 

3 [?1フォント 

si 文宇 t»KJE90> 

<3> TrueType フォント$換< 有効に す 5> 
<4> 〇。吹宇の文宇 tf'J チく 固定しない > 
<4> 文芋の表現く 標準0•レ-スケ-ル:) > 
3 4 拡張棵能 

@印刷位蚩微調整 

ii 主二/ kir -广 r - - *:-- 、 


□ フォームく 無効にす5> 

9li _ 

® 使用 1 , むい 


- M0PV1NG 設定ウィンドウ (M) — 


NEC 


j 匚 キゃンセル） [ 適用® ii ヘルブ j 


[補助機能]シートを開きます。[印刷開始時に 
M 〇 PYING 設定ウィンドウを表示する]のチェック 
を外し、 [ OK ] をクリックします。 



_ k チェック- 

この手順以外でも MOPYING 設定ウインド 
ウが表示されているときに、[今後、この 
ウインドウを表示しない]をチェックするこ 
とにより、 MOPYING 設定を無効にするこ 
とがでぎます。 


LTD 印刷するには 
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機能の紹介 


前に説明した以外にも MultiWriter 4550にはいろいろな機能があります。 

各機能の詳細、および設定方法については添付のプリンターソフトウェア CD - R 〇 M に収録されている活用 
マニュアル またはヘルプをご覧ください。 


以下の項目は、 「 M 〇 PYING とは」でもご紹介した M 〇 PYING を使った様々な便利な機能です。多種多様な 
印刷作業ができます。 






仕分け機能を活用する 

【は綱匪 k ステープル機能、パンチ機能 



逸/ 

簡単で便利な 
パンチ機能で 
穴開けが可能 




指定され圪ク7しーフホツバーにて ED 刷す ej 



■置 


よく使う設定を登録する 
【圆 ik 「かんたん設定 J 


如 A 印刷位置をずらす 
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プ IJ ン h する 

PrintAgent リプリント 2 



_ 度印刷した文書を 


再印刷 


| 剛__ 




- |pA 「 PrintAgent 」 ツールバー 


ポタン操作ひとつで •• • PrintAgent の機能を呼び出す 


攀 文書を結合する 

【出挪 ik PrintAgent リプリント2 


茶 




-度印刷した別々の文書を 自由に 




組み合わせたり 

結合したり 


_ プリンターの状態や印刷状況を見る 

城順關^ プリンタ ステータス ウインドウ 


プリンターの状態を 

M できます>> 







以下に記載した項目は、ネットワーク環境で MultiWriter を使用するときに便利な機能です 。 MultiWriter 
を一元管理することができます。 


プリンターを自動切り替えする 



空いてるプ ih /多一に印刷する 


鷗 保守情報をメール通知する 

【鋼 NEC e-mail メンテナンス 
保守情報を， 



L 1 - メール;^通知 



パソコンから電源を入れる 

リモート電源 



パ齡 


印刷履歴状況を出力する 

晒□グ出力 

プリンタ利用情報通知機能 
，プリ>卜4-バ- 



2月は 

A さんが100枚 
B さんが300枚 
出力しています。 


LTD 印刷するには 
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ブラウザーでプリンターの状況を見る 

謹妁睡 k Web PrintAgent 
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この章では、日常の保守として消耗品の交換およびプリンターの清掃について説明します。清掃は、 
MultiWriter 4550を正しく動作させるために定期的に行うことをお勧めします。プリンター内部の精密な 
部分の清掃については、定期保守の時にサービス担当者が行います。 


EP 力一トリッジの交換 

アラームランプが点灯または点滅し、ディスプレイに次の表示が出たら、 EP カートリッジの交換時期で 
す0 


ディスプレイ表示 

意味 

対処方法 


XXXX 

トナーザ'' ンショウ EP コウカン 


EP カートリツジ内のトナーが少なく 
なってきています。 

次ページの「交換する前に」を参照 
してください。 


XXXX 

opc'y ュミョウ ep コウカン 


EP カートリツジ内部の〇 PC ドラムが 
劣化してきています。 


76 トナーナシ 

EP コウカン 


EP カートリツジ内のトナーがなくな 
りました。 

EP カートリツジを速やかに交換して 
ください。 


87 〇 PCv ュミョウ 

EP コウカン 


EP カートリツジ内部の〇 PC ドラムが 
寿命となりました。 


6 日常の保守 
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交換する前に 


ディスプレイの下段に“トナーザンショウ EP コウカン”と表示された場合、交換 
する前に使用中の EP 力ートリッジをプリンターがら取り出し、トナーが均一にな 
るようにゆっくりと振ってみてください。取り出し方については 「EP カートリッジ 
の交換手順」 （ 138ページ)を参照してください。 



• EP 力一トリッジの取っ手を持たないよう、図のように両端部を軽く持ってゆっくり振ってください。 

• EP 力一トリッジを激しく振ると、力一トリッジ内のトナーがこぼれたり、落下や OPC ドラムにキズが 


つ < おそれがあります。 



もう一度セットしてアラームランプが消灯すれば、まだしばらく、その EP カートリッジを使用することが 
できます。それでもアラームランプが点灯したままなら、その状態から約75◦ページ (A4 用紙画像面積比 
5%連続印刷の場合)印刷することができますが、この期間に新しい EP 力ートリッジに交換してください。 
アラームランプ点灯前でも、印刷が薄くなったり、部分的に印刷が抜けるような場合は EP 力ートリッジを 
取り出してゆっくり振り、トナーを均一にしてください。 


■ K チェック- 

ディスプレイの下段に“ OPC ジュミヨウ EP コウカン”と表示された場合は、 OPC ドラム劣化による EP 
力_トリ ッジの 寿命です。このままでもしばらく印刷を続けられますが、 OPC ドラムが劣化すると印刷に 
汚れが発生します。なるべく早く EP カートリッジを交換してください。 


EP 力一トリツジの回収と購入 


回収について 


ご使用済みの NEC 製 EP 力ートリッジは地球資源の有効活用を目的 
として回収し、再利用可能な部品は再利用しております。 

ご使用済みの NEC 製 EP 力ートリッジは捨てずに、 EP 力ートリッジ 
回収センタに直接お送りいただくか、お買い上げの販売店、または 
添付の 「NEC サービス網一覧表」に記載されているサービス窓□まで 
お持ち寄りください。なお、その際は EP カートリッジの損傷を防 
ぐため、ご購入時の梱包箱に入れてください。 



• EP カートリッジ回収に関するホームページ 

「ECOLOGY & TECHNOLOGY 」 

URL : http://www.nec.co.jp/eco/ja/recycle/ep_recycle.html 
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購入について 


新しい EP カートリッジは、本プリンターをお買い求めになった販売店、または添付の 「 NEC サービス網一 
覧表」に記載されているサービス窓□などでお求めになれます。 

PR - L 4550でお使いになれる EP 力ートリッジは、 PR - L 4550-12 です。 N 11 53- L 4550でお使いになれる 
EP 力ートリッジは、 EF -3464 です。詳しくは「9章オプション」をご覧ください。 


EP 力一トリッジ取り扱い上のご注意 


EP カートリッジの取り扱いについては、以下の注意事項をお読みください。 


△注意 


• トナーが手や衣服についたときはすぐに洗ってください。 

• トナーが目に入った場合は、目に痛みがなくなるまで水でよく洗い、必要に応じて医師の 
診断を受けてください。 

• トナーが皮膚に付着した場合は、せっけんを使ってよく洗い流してください。 

• トナーを吸い込んだ場合は、トナーの粉が飛んでいる場所から離れて、多量の水でよくう 
がいをして < ださい。 

• トナーを飲み込んだ場合は、飲み込んだものを吐き出し、速やかに医師に相談し指示を受 
けてください。 

• 床などにこぼしたトナーは、ほうきで掃き取るか、または石けん水を湿らせた布等でふき 
取ってください。掃除機でトナーを吸い取ると、吸い取ったトナーが掃除機内部で粉じん 
発火 • 爆発するおそれがあります。 




チェック- 

EP 力一トリッジは、使用するまでは開封せずに風通しのよい場所に保管してください。 

直射日光や強い光の当たる場所を避け、室内の明かりの下でも、できるだけ5分以内で作業を終了して 
ください。 

強い光が当たると OPC ドラムが劣化します。使用中の EP 力一トリッジをプリンターから取り外した場 
合は、梱包されていたアルミ袋に入れるか、厚い布などに包んでください。 


取っ手 


ドラムシャッターは、中の感光体（ドラム）に光が当たら 
ないように保護しています。ドラムシャッターをむやみ 
に開けないでください。 

ドラム表面には手を触れないでください。ドラムを汚し 
たり、傷つけることがあります。 

寒い所から暖かい所に移動した場合は、1時間以上室温に 
慣らしてから使用してください。 

立てたり、取っ手のある面を下にして置かないでくださ 
い0 

トナーシールを引き抜いたあと必要なとき以外は EP カートリッジを振ったり、衝撃を与えたりしない 
でください。トナーがこぼれることがあります。 

印刷の途中で EP 力一トリッジを交換するときは、プリンターの電源を入れたままで行ってくださ 
し)。電源を切るとプリンター内に残っている印刷データや、プリンターのメモリー上に蓄えられた 
情報が消去されてしまいます。 



6 日常の保守 
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EP カートリッジの交換手順 


△注意 


• 「高温注意」ラベルが貼ってある周辺には絶対に触れないでください。やけどをするおそれ 
があります。 

• EP カートリッジを取り出すときは、上部の取っ手がすべて見えたらすぐに上部の取っ手を 
手で持って弓 I き出してください。上部の取っ手を持たずに EP 力一トリッジを弓|き出しすぎ 
ると、落として床を汚したり、身体にぶつかりけがをするおそれがあります。 

• 床などにこぼしたトナーは、ほうきで掃き取るか、または石けん水を湿らせた布等でふき 
取ってください。掃除機でトナーを吸い取ると、吸い取ったトナーが掃除機内部で粉じん 
発火 • 爆発するおそれがあります。 


■ K チェック- 

新ししヽ EP 力一トリッジを使い始めてしばらくの間は、網点画像や1ドットラインの印刷濃度が薄くなって 
いる場合があります。 


〇電源スイッチを OFF にする。 

電源ランプが消灯します。 

Q 両面印刷ユニット（オプション）が装着されて 
いる場合は、トレーを下に倒し、リリースレ 
バーを引きながらゆっくりと下に倒す。 

リリースレバー 



〇サイドカバー A にフェースアップトレー(オプ 
シヨン）が装着されている場合は、フェース 
アップトレーを持ち上げるようにして、フッ 
クから取り外す。 



〇リリースレバーを引きながら、ゆっくりとサ 
イドカバー A を開く。 

ーレチェック- 

プリンター内部の部品には手を触れないで 
ください。印刷不良の原因となります。 



0 フロントカバーを開ける。 
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〇レバーを引いて、カートリッジをゆっくり引 
き出しながら、上部の取っ手を起こして持 
〇〇 


-”エック- 

トナーなどで床を汚さないように、取り出 
した EP 力一トリッジを置く場所にはあら 
かじめ用紙などを敷いておくことをお勧め 
します。 



〇 EP カートリッジ上部の取っ手とレバーを持っ 
て、 EP カートリッジを取り出す。 



〇新しい EP カートリッジを袋から取り出し、ド 
ラムシャッターの間に入っている紙を取り除 
く。 


ドラムシャッタ- 



一 K チェック- 

• ドラムシャッターは、中の感光体（ドラ 
ム)に光が当たらないように保護してい 
ます。ドラムシャッターをむやみに開 
けないでください。 

• ドラム表面には手を触れないでくださ 
し、。ドラムを汚したり、傷つけること 
があります。 

〇 EP カートリッジを水平に持って、図のように 
5〜6回振り、中のトナーを分散させる。 


ートナエック- 

トナーの状態が均一でないと、印刷品質が 
低下することがあります。 



© EP カー トリッジの上部の取っ手と レバーを そ 
れぞれ両手で持ち、プリンター内部の形状に 
合わせながら奥までセツトする。 


-”エック- 

「カチッ」と音がして、 EP 力一トリッジが元 
の位置に戻り、確実にセットされたことを 
確認してください。正しくセットされてい 
ないと印刷不良の原因となります。 



6 日常の保守 
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( D トナーシールを引き抜く。 

トナーシールは正常に引き抜いた場合、全部で約 
60 cm ほどです。 

一 k チェック- 

• トナーシールは、力一トリッジと平行 
にまっすぐ引き抜いてください。斜め 
に引くと、途中でトナーシールが切れ 
てしまうことがあります。 

• トナーシールを引き抜いたあと必要な 
とき以外は E P 力一トリッジを振った 
り、衝撃を与えたりしないでくださ 
し)。トナーがこぼれることがありま 



0サイドカバー A およびフロントカバーを閉じ 
る0 

リリースレバーは持たずにカバ _ 表面の中央部を 
押して、サイドカバ _ A を閉じます。 

一チェック- 

EP 力一トリツジが正しくセツトされていな 
いと、サイドカバー A が閉じません。サイ 
ドカバ _ A が閉じない場合は、再度 EP 力一 
トリッジを正しくセツトしなおしてくださ 
し)。 



CE) フェースアップトレー(オプション）を取り外 
した場合は、フェースアップトレーを45度傾 
けるようにして、先端のくぼみをサイドカ 
バー A のくぼみに掛ける。 


® 両面印刷ユニット（オプション）が装着されて 
いる場合は、両面印刷ユニットを閉じる。 



1 k チェック- 

• 各カバーが確実に□ックしていること 
を確認してください。完全にロックし 
ていないと、印刷不良が発生すること 
があります。 

• EP カートリッジをセットしたあと、 
1、2枚目までの出力の際に音がするこ 
とがありますが、動作および画質には 
影響ありません。 


® フェースアップトレーを取り付ける。 

® 交換した EP カートリッジを袋または包装箱に 
入れて保管する。 


—チェック- 

EP カートリッジは地球資源の有効利用を目 
的とし、再利用可能部品は再利用しており 
ます。詳しくは 「 EP 力一トリッジの回収と 
購入」 （1 36ページ)を参照してください。 



△注意 


EP カートリツジを絶対に火の中に投げ入れな 
いでください。残留しているトナーの粉じん爆 
発により、やけどのおそれがあります。 


❿ テスト印刷を実行する。 

1章の「7テスト印刷をする」 (3 ◦ページ)に従って 
印刷が正しく行われることを確認してください。 
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EP カートリツジの寿命 

MultiWriter 4550に添付されている EP 力ートリツジ (PR-L 4550-12、 EF-3464 相当品）の寿命は、 A4 用 
紙で画像面積比率 （1 ページ中の黒い部分の面積と印刷範囲の面積との比率)約596の連続印刷を行ったと 
き、約30,0〇〇ページになります。 

以下は、画像面積比率約596を目安とした文書例です。 


EP カートリツジの寿命について 


本プリンタの消耗品の 「EP カートリッジ」には寿命3 0、0 0 0頁 （A4、 画像面積比5%)のもの 
があります。 

ここで画像面積比5 96の意味及び EP カートリッジの寿命について説明します。 

従来、シリアル系ドットインパクトプリンタ、熱転写プリンタ等においては、消耗品であるインク 
リボンの寿命は「何文字」という表現をしていました。これに対し、本プリンタの様なページプリン 
夕においては、「何頁」という単位で表現されています。 

この様に、表現が「文字数」から「頁数」に変化した理由は、 

③ページプリンタにおいては、処理の単位がページ単位であること。 

②①にも関連して、グラフィック等、文字数では十分把握できない様な印刷を行うケースが増 
えてきている。 

の2つが考えられます。 

EP カートリッジの寿命を決定するものの1つに、その EP カートリッジ内部に収納されているトナー 
の量があります。 トナーをすべて消費してしまえば EP カートリッジの寿命となります。（これは従来 
のインクリボンにおいてインクがなくなるまでをリボンの寿命と呼んだのと同じことです）。 

従って「頁数」で寿命と考えるときは、1ページの中でどれくらいのトナーを消費しているかとい 
うことが問題となります。 

1ページ中の印刷領域(印刷用紙の上下左右端から各々5_の部分を除く領域)に黒い部分がどの位 
の割合であるか表したものが画像面積比です。1ページの中に印刷が全くない状態が0 %、印刷領 
域全域が真っ黒にすべてのドットを埋め尽くした状態が10 0%です。 

この画像面積比によりカートリッジの寿命は長くも短くもなります。このことから「画像面積比何 
%のときに寿命が何頁」という表現をします。従って、印刷する内容の画像面積比が5 %より高い場 
合、3 0，0 0 0頁印刷する前に EP カートリッジの寿命となる場合があります。 

なお、この印刷サンプルが画像面積比約5 %相当の目安となります。 


画像面積比5%の印刷例 

M チェック- 

• EP カートリッジの寿命は画像面積比率、印刷用紙サイズ、両面印刷などの印刷条件によって異なりま 
す。 

• 画像面積比率は、お使いのコンピューターの環境 (0 S 、 アプリケーション、使用フオントなど）により 
変化します。 

• 間欠印刷を繰り返すとトナーが残っていても、 OPC ドラムの劣化により EP 力一トリッジが寿命となる 
ことがあります。 


6 日常の保守 
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ステープル針の補充 

ディスプレイ上段に“ 78ステープルイジヨウ”、下段に“ステープル”または“力ートリッジナシ”と表示さ 
れ、アラー厶ランプが点滅したら、以下の状態を示しています。それぞれのページを参照して対処してく 
ださい。 


状態 

参照先 

ステープル針の未装着 

「ステープル針の補充手順」 （142 ぺージの手順❶ 、❻、❼） 

ステープル針の補充時期 

「ステープル針の補充手順」（142ページ） 

ステープル針づまり 

「故障かな？と思ったときは」の「ステープルどめがうまくいかないときは」 
(19 〇ぺージ） 


購入について 


新しいステープル針は、本プリンターをお買い求めになった販売店、または添付の 「NEC サービス網一覧 
表」に記載されているサービス窓□などでお求めになれます。 

PR-L 4550でお使いになれるステープル針は、 PR-L 4050 -SP です。N11 53-L 4550でお使いになれるス 
テープル針は、 EF-3972 です。詳しくは、「9章オプション」をご覧ください。 


ステープル針の補充手順 


フイニッシャーカバー G を開ける。 



Q オレンジ色の レバーを 図のように押し、 カー 
トリッジを取り出す。 



r チェック- 


ステープル針の落下を防ぐために、必ず 
カートリ ツジの下に手を添えてください。 
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新しいステープル針ケースをステープルカー 
トリッジに挿入する。 



0ステープル針ケースについているシールを引 
き抜いて取り除く。 



〇オレンジ色のレバーが元の位置に戻るまでス 
テープルカートリツジを押し込む。 



■ 〆 エック- 


ステープルカートリツジは必要以上に強く 
押し込まないでください。破損の原因とな 
ります。 


〇フィ ニッ シャーカバー G を閉じる。 


6 日常の保守 
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清掃 

MultiWriter 4550を正しく動作させるためには、図に示す箇所を定期的に、あるいは必要に応じて清掃す 
ることをお勧めします。プリンター内部の清掃は定期保守の時にサービス担当者が行います。 


清掃箇所と清掃時期 


清掃する箇所と清掃時期について示します。 



清掃には、糸くずの出ない乾いた柔らかい布を用意してください。清掃用にクリーニングキットを別売し 
ています。 


クリーニングキット（型番 PC-PR601-14) 



プリンターの清搨に便利な用具一式が入っています 
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プリンターの清掃 


プリンターの清掃手順について説明します。 


△注意 


清掃するときは、電源スイッチを〇 FF にし、電源コードをコンセントから抜いてください。 
感電するおそれがあります。また、電源コードはプラグを持って抜いてください。コード部 
分を引っ張るとコードが傷み、火災や感電の原因となることがあります。 

電源スイッチを〇 FF にした直後は、定着器周辺、プリンター内部の金属部、および EP カー 
トリッジの取っ手は高温になっている場合があります。やけどをするおそれがありますの 
で、十分に冷めてから取り扱ってください。 

「高温注意」ラベルが貼ってある箇所(定着器やその周辺)には、絶対に触れないでください。 
やけどするおそれがあります。 


- K チェック- 

清掃にベンジン、シンナーなど揮発性のものを使用したり、殺虫剤をかけたりしないでください。カバー 
類の変色、変形、ひび割れの原因となります。 


〇外部の清掃をする。 


プリンター表面の汚れは、やわらかい布に水また 
はうすめた中性洗剤を少量含ませて、軽くふいて 
ください。 



G 最後に乾拭きをする。 


© 内部の清掃をする。 


紙づまりの処置や EP カートリッジの交換が終了 
し、フロントカバーを閉じる前に次の内部点検を 
行ってください。 

• 紙片が残っているときは取り除きます。 

• ほこり、汚れなどがあるときは、乾いた清潔 
な布などで拭き取ります。 



6 日常の保守 
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パンチ屑の処理 


ディスプレイ上段に“79パンチイジヨウ”、下段に“ボックスフル”または“ボックスナシ”と表示され、ア 
ラームランプが点滅したらパンチ屑ボックス内のパンチ屑が溜まっているが、パンチ屑ボックスが取り付 
けられていません。 

次の手順に従ってパンチ屑の処理またはパンチ屑ボックスの取り付けを行ってください。 


フイニッシャーカバー G を開ける。 パンチ屑ボックスをフイニッシャー内部に戻 

す0 
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この章では、「故障がな？」と思ったときの症状を以下の項目に分けて、原因と処置方法を説明します。下 
記以外の症状については添付の CD-ROM に収録されている活用マニュアルをご覧ください。 

• 印刷できないときは • アラーム表示が出ているときは 
• 印刷に異常が見られるときは • 思うように印刷できないときは 
• PrintAgent を正しく動作させるために • 紙づまりのときは 

また、プリンター本体を運搬するときの方法、プリンター本体および、消耗品の廃棄方法についても記載して 
います。その他プリンターソフトウェアを利用する際の補足情報はプリンターソフトウェアの「はじめにお読 
みください」 （Readme, txt) に記載されています。これらはプリンターソフトウェア CD-ROM のメニュープロ 
グラムから参照できます。 


修理に出す前に 


「故障かな？」と思ったら、修理に出される前に以下の手順を実行してください。 


〇本章の148〜161ページを参照し、該当する 
症状があれば、記載されている処理を行う。 


〇電源コードおよびプリンターケーブルが正し 
く接続されているかどうかを確認する。 

〇 定期的な清掃を行っていたか、また EP カート 
リツジの交換は確実に行われていたかを確認 
する。 

以上の処理を行っても、なお異常があるときは無理な操作をせずに、お近くのサービス窓□にご連絡くだ 
さい。その際にディスプレイのアラーム表示の内容や、不具合印刷のサンプルがあると、修理の際の有力 
な情報となることがあります。故障時のディスプレイによるアラーム表示は修理の際の有用な情報となる 
ことがあります。サービス窓□の電話番号、受付時間については 「NEC サービス網一覧表」をご覧くださ 
い0 


7故障かな？と思つたら 


なお、保証期間中の修理は、保証書を添えてお申し込みください。 


147 









要， 

海外でのご使用について 

このプリンターは日本国内仕様のため、海外でご使用になる場合 NEC の海外拠点で修理することはできま 
せん。また、日本国内での使用を前提としているため、海外各国での安全規格などの適用認定を受けてお 
りません。したがって、本装置を輸出した場合に当該国での輸入通関、および使用に対し罰金、事故によ 
る補償等の問題が発生することがあっても、弊社は直接 • 間接を問わず一切の責任を免除させていただき 
ます。 


印刷できないときは 

プリンターにデータを送ったのに印刷ができないなどの症状、および原因と処理方法を示します。それぞ 
れの方法に従って原因の確認、処理を行ってください。 


症状 

原因と処理方法 

電源ランプが点灯しない 

[電源]スイッチが OFF になっている。 

—[電源]スイッチを〇 N にしてください。 

電源コードがきちんと差し込まれていない。 

— プリンター側とコンセント側の両方を確認してください。 

コンセントに電気が供給されていない。 

- 配電盤などの状態を調べてください。 

データを送り終わったのに 
印刷ができない、または長 
い間印刷を開始しない 

印刷可ランプが消灯している。 

— [印刷可]スイッチを押して、印刷可ランプを点灯させてください。 

プリンターケーブルまたはネットワークケーブルが正しく選択されていないか、 
または正しく接続されていない（データランプ消灯）。 

— 35ページまたは234ページを参照して、プリンターケーブルまたはネット 
ワークケーブルの種類を確認後、接続してください。 

改ページまたは排出コードがない（データランプ点灯)。 

-[シフト]スイッチを押しながら[排出]スイッチを押して、プリンター内に 
残っている未印刷データを印刷してください。また、この状態が多く発生す 
るソフトウェアをお使いの場合は、メニューモードで自動排出を選択するこ 
とをお勧めします。 

用紙がなくなったか、または指定されたサイズの用紙がない（アラームランプ(赤） 
点滅)。 

-「3章用紙のセット」 (79 ページ)を参照して、用紙を補給してください。 

アラームランプ(赤）が点滅している。 

一 「アラーム表示が出ているときは」 （15 ◦ページ)をご覧ください。 

デー タ送信中（データランプ(橙)点滅） 

— プリンターはページ単位で処理するプリンターなので、1ページ分のデータ 
がそろわないと印刷を開始しません。また、グラフィックモードで多量の 
データを送る場合などは、データ転送に時間がかかります。 

もう少しお待ちください。 

MultiWriter 4550が「通常使うプリンタ」として選択されていない。 

— MultiWriter 4550を「通常使うプリンタ」として選択してください。 

コンピューターのメモリーが不足している。 

ー コンピューターのメモリーを増やしてください。 
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症状 

原因と処理方法 

ホッパーにセットした用紙 
サイズを認識しない 

用紙のセットのしかたが悪い。 

-「用紙カセットに用紙をセットする」 (84 ページ)を参照して、用紙をセット 
し直してください。 

用紙ガイドが正しくセットされていない。 

- 「用紙カセットに用紙をセットする」 （84 ページ）を参照して、サイドガイ 
ド、エンドガイドを用紙に合わせてセットし直してください。 

トレーがら印刷ができない 

給紙方法が自動またはホッパーになっている。 

— プリンタードライバ _ の給紙方法をトレ _ に設定し直してください。 

用紙のセットのしかたが悪い。 

- 「トレーに用紙をセットする」 (87 ページ)を参照して用紙をセットし直して 
ください。 

封筒フィーダーから印刷が 
できない 

給紙方法が自動またはホッパーになっている。 

- 用紙サイズを封筒洋形4号に設定し直してください。 

— プリンタードライバーの給紙方法を[封筒フィーダー]に設定し直してくださ 
い0 

封筒のセットのしかたが悪い。 

—「封筒フィーダーに封筒をセットする」 (93 ページ)を参照して封筒をセット 
し直してください。 


7 故障かな？と思つたら 
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アラーム表示が出ているとぎは 

保守が必要な時期になったりエラーが発生したりすると、アラームランプ(赤)が点滅または点灯し、ディ 
スプレイにその内容が表示（アラーム表示）されます。このとき、ブザーが30秒ごとに6回鳴ります。 

一 k ナエック- 

メモリースイッチ 3-8 の設定が ON のときは、ブザーは鳴りません。 


次の表に、アラーム表示とその内容、および処理方法を示します。それぞれの方法に従って処理してくだ 
さい0 


ディスプレイ表示 


アラームの 内容と処理方法 


ホッハ。1 A 4ヨコホ キュウ 


用紙がない。または印刷フォーマツトで指定されたサイズの用紙がない。 

-表示されているサイズの用紙をそれぞれ指定された場所に補給してくださ 
い0 


この位置にホッパー番号 （1 〜 5) が表示されま 
す。 


トレー A 4タテセット 


フウトウセット 


この表示は封筒フイーダー装着時に表示され 
ます。 


7 2カハ''—オーフ。ン 
XXX 


この箇所にフロント、サイド X 、リヨウメン 
(両面印刷ユニット装着時）、フィニッシャ x 
(フイニッシャー装着時）が表示されます。 


カバーが開いている。 

—それぞれ指示されたカバーをきちんと閉じてください。 

• “フロント” . フロントカバー 

• “サイド X ” . サイドカバー A 、サイドカバー B 、 サイドカバ _C 

• “リョウメン” . 両面印刷カバー 

• “フイニツシヤX”...フイニツシヤーカバー E、 

フイニツシヤーカバー F、 

フイニツシヤーカバー G、 

フイニツシヤーカバ ーH 


73 EP 力一トリツ':/ナシ 


EP カートリッジが取り付けられていない。 

一 EP カートリッジを取り付け直してください。 EP カートリッジを取り付けた 
後、フロントカバーおよびサイドカバ ー A をきちんと閉じてください。 


7 4カミツ、' マリ 


XXX 

XX 


紙づまりが発生している。 

—「紙づまりのときは」 （168 ページ)を参照して、つまった用紙を取り除いて 
ください。 


この箇所にホンタイ、キュウシ、リヨウメン 
(両面印刷ユニット装着時）、フィニッシャ 
(フイニッシャー装着時）が表示されます。 


7 5 ヨウ シサイス、' エラー 
XXX 


指定サイズと異なる用紙がセツトされている。 

一 指定サイズの用紙をホッパーまたはトレーにセットして、[印刷可]スイッ 
チを押してください。 


この箇所にホッパー番号 （1 〜 5) 、 

トレー、フウトウ（封筒フイーダー装着時) 
が表示されます。 
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ディスプレイ表/示 


アラームの内容と処理方法 


76トナーナシ 
EP コウカン 


EP カートリツジの交換時期を示している。 

— 「 EP 力ートリツジの交換」 （135 ページ)に従って、 EP 力ートリツジを交換 
後、フロントカバーとサイドカバ ー A をきちんと閉じて、[印刷可]スイッチ 
を押してください。 


77テイキホシュ 


XX 


定期保守(定着器などの交換)の必要な時期を示している。 

-サービス担当者または販売店にお問い合わせください。 

このアラームが発生してもただちに印刷できなくなるわけではありませ 
ん。[印刷可]スイッチを押してプリンターをセレクト状態にすれば、印刷 
を続けることはできます。しかし、なるべく早く定期保守を行ってくださ 
し、“ 77テイキホシュ”アラームは、電源を〇 FF にしても、次に〇 N にした 
ときに再発生します。 


7 8ステーフ。ルイシ、' ョ「 
ステーフ。ル 


7 8ステ ーフ 。ルイシ、、 ョ「 
力-トリツゾナシ 


ステープルがフィードできない。またはステープルカートリッジが装着されて 
いない0 

—ステープル針を交換補充するか、ステープルカートリッジをセットし直 
し、[印刷可]スイッチを押してください。「日常の保守」（142ページ)をご 
覧ください。 


79ハ。ンチイシ、、ヨウ 
ホ'' ックスフル 


79ハ。ンチイシ、、ヨウ 
ホ'' ックスナシ 


フィニッシャーのパンチ屑ボックスにパンチ屑がいっぱいである。またはパン 
チ屑ボックスが装着されていない。 

ー パンチ屑を捨てるか、パンチ屑ボックスをセットし直し、[印刷可]スイッ 
チを押してください。 


82セットフリョウ 


フイニツシャーが正しくセツトされていない。 

—フイニッシャーを正しく接続し直し、[印刷可]スイッチを押してください。 


83ヨウシビックミス 
XXX 


用紙ピックミスが発生している。 

- この後の「紙づまりのときは」に従って、給紙できなかった用紙を取り除い 
て再度用紙をセツトしてください。 


この箇所にホッパー番号 （1 〜 5) 、トレー、 
フウトウ（封筒フイーダー装着時）が表示さ 
れます。 


8 4 フォームオー ハ、 一 XXX 


フォー厶登録に必要なメモリーが不足している。 

一 処理必要な印刷データです。操作パネルからリセット操作を行ってくださ 
い。 


85スタックフル 
XXX 


排紙トレー、およびフィニッシャーのいずれかに規定量を越える枚数の用紙が 
排出されている。 

— 排出されている用紙を取り除いてください。 


この箇所にフェースダウン、フイニッシャ 
(フイニッシャー装着時）が表示されます。 


87〇 PC シ '' ュミヨウ 
EP コウカン 


EP カートリツジの寿命を示している。 

-「 EP 力ートリツジの交換」 （135 ページ)に従って、 EP 力ートリツジを交換 
後、フロントカバーとサイドカバ ー A をきちんと閉じて、[印刷可]スイッチ 
を押してください。 


88 EP タイフ°チカ'' 
EP コウカン 


EP カートリッジのタイプが違う。 

—正しい EP カートリッジを取り付けてください。 


7故障かな？と思つたら 
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ディスプレイ表示 

アラームの 内容と処理方法 


89トレ-ミソウチャク 

トレーまたはオプシヨンの封筒フィーダーが装着されていない、またははずれ 
かかっている。 

- 電源を〇 FF にして、トレーまたは封筒フィーダーを装着後、もう一度電源 
を〇 N にしてください。それでもアラームが発生する場合は、プリンターの 
故障が考えられます。保守サービス窓□に修理をお申し付けください。 

上記以外の表示 

障害が発生している。 

- 電源を〇 FF にして、もう一度〇 N にしてください。それでもアラームが再発 
する場合は、プリンターの故障が考えられます。保守サービス窓□に修理 
をお申し付けください。 
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印刷に異常が見 5 れるときは 

印刷にカスレや汚れなど異常が発生する場合は、次の表を参照して異常原因を取り除いてください。 

一きナエック- 

表に示す対処方法を実施しても現象が変わらない場合は、サービス担当者または保守サービス会社にご連 
絡ください。 


症状 


原因と処理方法 


印刷が薄いとき（かすれる、不 
鮮明な）とき 



用紙が湿気を吸収している可能性がある。 

- 「用紙をセットする」 (26 ページ)を参照して、セットしてある用紙をすべて 
交換してください。 

EP カートリッジが劣化または損傷している可能性がある。 

- EP 力一トリッジの交換時期です。 「 EP 力一トリッジの交換」 （ 135ページ)を 
参照して、 EP カートリッジを交換してください。 

EP カートリッジ内にトナーが残っていない。 

— EP カートリッジの交換時期です。 「 EP カートリッジの交換」 （ 135ページ)を 
参照して、 EP カートリッジを交換してください。 

用紙が規格に合っていない。 

-「用紙の規格」 (237 ページ)を参照して、確認してください。 


黒点が印刷される 


Printer 




EP カートリッジが劣化または損傷している可能性がある。 

- EP カートリッジの交換時期です。 「 EP カートリッジの交換」 （ 135ぺ- 
参照して、 EP カートリッジを交換してください。 

用紙が規格に合っていない。 

-「用紙の規格」（237ページ)を参照して、確認してください。 


-ジ）を 


黒い線が印刷されるとき 


\L 


rin 


EP カートリツジが劣化または損傷している可能性がある。 

- EP 力一トリツジの交換時期です。 「 EP カートリツジの交換」 （ 135ページ)を 
参照して、 EP 力一トリッジを交換してください。 


等間隔に汚れがおきるとき 


^-Printer 


\L 


用紙搬送路に汚れが付着している。 

- 数枚テスト印刷をしてください。 

EP カートリッジが劣化または損傷している可能性がある。 

— EP カートリッジの交換時期です。 「 EP カートリッジの交換」 （ 135ページ)を 
参照して、 EP カートリッジを交換してください。 


7故障かな？と思つたら 
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症状 


原因と処理方法 


黒く塗りつぶされた部分に白 
点が現れたとき 


用紙が規格に合っていない。 

-「用紙の規格」 (237 ページ)を参照して、確認してください。 


P 


EP カートリツジが劣化または損傷している可能性がある。 

- EP 力ートリツジの交換時期です。 「 EP カートリツジの交換」 （135 ページ)を 
参照して、 EP カートリッジを交換してください。 


指でこするとかすれるとき 


厚紙の設定レベルが低い。 

ー メニューモードまたはプリンタードライバーで厚紙設定のレベルを上げて 
ください。 


用紙が湿気を吸収している可能性がある。 

- 「用紙をセットする」 (26 ページ)を参照して、セットしてある用紙をすべて 
交換してください。 

用紙が規格に合っていない。 

-「用紙の規格」 (237 ページ)を参照して、確認してください。 


フロントカバーが完全に閉じていない。 

—フロントカバーを閉じ直してください。フロントカバーの両端が確実に 
ロックしていることを確認してください。 


用紙全体が黒く印刷されたと 
ぎ 



EP カートリッジが劣化または損傷している可能性がある。 

一 EP 力一トリッジの交換時期です。 「 EP カートリッジの交換」 （135 ページ)を 
参照して、 EP カートリッジを交換してください。 

高圧電源が故障している可能性がある。 

—サービス担当者または販売店にご連絡ください。 


何も印刷されない 


EP カー ト リツ ジのト ナーシールが 取り付けられたままである。 

— 「 EP 力一トリッジを取り付ける」 (24 ページ)を参照して、トナーシールを引 
き抜いてください。 


一度に複数枚の用紙が搬送されている（重送)。 

- 「用紙をセットする」 (26 ページ)を参照して、用紙をセットし直してくださ 
い0 

EP カートリッジ内にトナーが残っていない。 

— EP 力一トリッジの交換時期です。 「 EP 力一トリッジの交換」 （135 ページ)を 
参照して、 EP カートリッジを交換してください。 


EP カートリッジが劣化または損傷している可能性がある。 

- EP 力一トリッジの交換時期です。 「 EP カートリッジの交換」 （135 ページ)を 
参照して、 EP カートリッジを交換してください。 


高圧電源が故障している可能性がある。 

—サービス担当者または販売店にご連絡ください。 
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縦線の形状で白く抜けるとき 


EP カートリッジが正しく取り付けられていない。 

-「 EP 力一トリッジの交換」 （135 ベージ)を参照して、 EP 力一トリッジを取り 
付け直し、数枚テスト印刷をしてください。 

EP カートリッジのトナーシールが完全に引き抜かれていない。 

-「 EP 力一トリッジの交換」 （135 ページ)を参照して、トナーシールを引き抜 
いてください。 

EP カートリッジが劣化または損傷している可能性がある。 

- EP 力一トリッジの交換時期です。 「 EP 力一トリッジの交換」 （ 135ページ)を 
参照して、 EP 力一トリッジを交換してください。 


症状 原因と処理方法 


部分的に白く抜けるとさ 用紙が湿気を吸収している可能性がある。 

—「用紙をセットする」 (26 ページ)を参照して、セットしてある用紙をすべて 
交換してください。 

使用している用紙が規格に合っていない。 

-「用紙の規格」 （237 ページ)を参照して、確認してください。 

EP カートリッジのトナーシールが完全に引き抜かれていない。 

-「 EP 力一トリッジの交換」 （135 ページ)を参照して、新しい EP 力一トリッジ 
と交換してください。 

冬期はプリンター内部が結露している可能性がある。 

- 電源を〇 N にしたまま3◦分〜1時間放置してがら印刷してください。 

EP カートリッジに問題がある可能性がある。 

-「 EP 力一トリッジの交換」 （135 ページ)を参照して、新しい EP 力一トリッジ 
と交換してください。 


用紙が規格に合っていない。 

-「用紙の規格」 (237 ページ)を参照して、確認してください。 

用紙が正しく補給されていない。 

- 「用紙をセットする」 (26 ページ)を参照して、もう一度用紙をセットし直し 
てください。 

用紙が湿気を吸収している可能性がある。 

-「用紙をセットする」 (26 ページ)を参照して、新しい用紙と交換してくださ 
し、高温 • 高湿や低温 • 低湿などの環境条件でプリンターを使用する場合 
は、常温に比べて、用紙が環境の影響を受けやすいため、用紙の保管方法 
に注意してください。 

厚紙の設定レベルが高い。 

- メニューモードまたはプリンタードライバーで厚紙設定のレベルを下げて 
ください。レベルを下げるときは、定着性を確認しながら行ってくださ 
い0 


用紙にしわが入ったり、文字が 
にじむとき 



Vrinter 

Frinter 

Vciater 

Wriatmr 


XL 


Pri_ 

D パ .nter 

一一し er 

Printer 




inl LntLnl 
p p p p 
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症状 原因と処理方法 


ななめに印刷されるとき 用紙が規格に合っていない。 

—「用紙の規格」 (237 ページ)を参照して、確認してください。 

用紙が正しく補給されていない。 

-「用紙をセットする」 (26 ページ)を参照して、もう一度用紙をセットし直し 
てください。 

用紙が湿気を吸収している可能性がある。 

一 「用紙をセットする」 (26 ページ)を参照して、新しい用紙と交換してくださ 
い0 

ホッパーのサイドガイドが正しい位置にセットされていない。 

一 「用紙をセットする」 (26 ページ)を参照して、サイドガイドやエンドガイド 
を正しい位置にセツトしてください。 


N _ 


セツトする用紙の量が多すぎる。 

—サイドガイドの用紙上限線 ( MAX ) 以下にセツトしてください。 


改行量（行の間 
隔)が2倍になる 


行が2行にわたる 


各行の文字が重 
なって印刷され 
てしまラ 


用紙の途中から 
印刷が始まって 
しまう 


アプリケーションで設定した用紙サイズと、使用する用紙サイズが異なってい 

る。 

—ソフトウェアの用紙サイズ設定と使用する用紙サイズを合わせてくださ 
い0 

一 他の用紙サイズに印刷するが、メニューモードを使って A 4 ポートレート桁 
数を8◦桁にしてください。 A 4 ポートレート桁の用紙に80桁分の印刷(パー 
ソナルコンピューターの画面コピーなど)を行うと、このような症状になる 
ことがあります。 

アプリケーションのプリンター設定が[シリアルプリンター]になっている 

—[ページプリンター]を選択してください。 

—メニューモードを使ってプリンターの136桁モードを有効にしてくださ 
し、アプリケーションがシリアルプリンター専用に作られている場合に 
は、136桁モードを有効にすることでこれらの症状は改善されます。特 
に、「用紙の途中から印刷が始まってしまう」場合には、136桁モードの用 
紙位置設定を中央に合わせることで正しい印刷結果が得られるよラになり 
ます。 
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思うように印刷できないときは 

プリンターの動作がおかしくて思うように印刷ができないとき、プリンターまたはアプリケーションの設 
定を変えれば、ほとんどの場合は改善できます。 


ここで説明する項目を参照して原因の確認と処置を行ってください。 


症状 

原因と処理方法 

電源が入らない 

部屋のブレーカーが OFF になっている。 

- ブレーカースイッチが OFF になっている原因を調べ、問題がなければ ON にし 
てください。 

電源コードが抜けている。 

- プリンターの電源スイッチをいったん切り、電源コードを確実に差し込んでく 
ださい。その後、プリンターの電源スイッチを入れてください。 

電源の電圧が適切ではない。 

-電源が 100 V 、15 A であることを確認してください。プリンターの最大消費電 
力（約1 500 m に見合った電源容量が確保されていることを確認してくださ 
い0 

正常に印刷できない 

他のプリンタードライバーが同一のポートを使用している。 

—プリンタードライバーによっては接続先のポート （ LPT 1:、 C 0 M 1: など)に対 
して常に通信を行おうとするため、同ーポートに接続されているプリンターに 
悪影響を与えることがあります。 Windows のヘルプを参照して、他のプリン 
タードライバーのポートを本プリンタードライバーと違うポートに変更する 
か、他のプリンタードライバーを削除してください。 


プリンターのメモリースイッチ 5-1 が ON になっている。 

- PrintAgent の機能(プリンターステータスウィンドウの使用）をご利用になる 
場合、メモリースイッチ 5-1 を〇 FF にしてご利用ください。ただし、お使いの 
プリンターを PC - PT 〇 S がらお使いの場合は、メモリースイッチ 5- 1を〇 N にす 
る必要があります。 

斜線の太さが均一でない(線 
の角度によって、線の太さ 
が違っている） 

写真などの絵やグラデー 
シヨンがおかしい 

SET の設定が 「ON」 になっている。 

—プリンタードライバーまたはメニューモードで SET の設定を「使用しない」にし 
てください。 SET は、印刷時の解像度を拡張して斜線や曲線の印刷品質を向上 
させるための機能ですが、印刷内容によってはこのような症状になることがあ 
ります。 


トナー節約機能が ON になっている。 

-プリンタードライバーまたはメニューモードでトナー節約機能を 「 OFF 」 にして 
ください。トナー節約機能はトナーの使用を節約する試し印刷用の機能です。 
この機能を使うと細い線、濃度の薄い印刷、網がけ、グラデーションが不鮮明 
になることがあります。 


7故障かな？と思つたら 
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症状 

原因と処理方法 

印刷位置が以前使用していた 
プリンターと合わない 

アプリケーションの用紙 • 印刷に関する設定が間違っている。 

— アプリケーションのマニュアルを見て正しく設定してください。ソフトウェ 
アによっては、わずかでも異なる設定項目があると、印刷位置がずれる場合 
があります。 

プリンターの A4 ポートレートの印刷桁数が80桁に設定されている。 

—メニューモードで A 4 ポートレート桁数を78桁にしてください。 A 4 ポート 
レートの印刷桁数が8◦桁に設定されている場合には、本来の印刷位置よりわ 
ずがに左にずれて印刷されます。したがって、80桁に設定されているプリン 
ターとそラでないプリンターとでは印刷位置が異なります。 

使用している用紙がプリンターの規格に合っていない。 

-「用紙の規格」(237ページ)を参照して、規格に合っているか確認してください。 

本プリンターのようなレーザープリンターは、用紙送りをローラーの摩擦に 
よって行っています。そのため、他のカット紙プリンターと同様に縦方向、 

横方向とも多少の誤差が発生します。この誤差は用紙によっても異なりま 
す。 

以前使用していたプリンターと本プリンターとの間に印刷位置の互換性がない。 

—プリンターの印刷位置は、 PC - PR 2000 /6 W 等の NPDL または NPDL ( Level 2) 対 
応のプリンターおよび PC - PR 601、 PC - PR 602、 PC - PR 602 R に対して互換性 
があります。その他のプリンターに対しては印刷位置の互換性はありません。 

“データガノコッテイマス”を 
表示したまま印刷を開始しな 
い 

改ページコードまたは排出コードがない。 

-[印刷可]スイッチを押して印刷可ランプを消灯させてから、[シフト]スイッ 
チを押しながら[排出]スイッチを押してください。 

本プリンターはページ単位で処理するプリンターなので、1ページ分のデータ 
が揃わないと印刷を開始しません。また、アプリケーションの中にはページ 
の最後に排出コードなどのページの終わりを示す制御コードをプリンターに 
送らないものがあります。このような場合は上記の方法で処理してくださ 
い0 

なお、メニューモードで自動排出を有効にしておくと設定した時間内に印刷 
データが来ない場合、自動的に印刷•排出されます。ただしコンピューター 
からのデータ送信が長い時間途切れるような場合には、この機能を使用しな 
いでください。 

アプリケーションのプリンター設定が「シリアルプリンター」になっている。 

ー ページプリンターまたはレーザープリンターを選択してください。ソフトウ 
ェアのプリンター設定がシリアルプリンターになっていると、排出コードを 
プリンターに送らないためにこのような症状が起こります。 

また、新たにソフトウェアを作成する場合には、このような症状を防ぐた 
め、各ページの最後に排出コード （ OCh ) を付加するようにしてください。 

コンピューターからのデータ送信が途切れている。 

— プリンターへのデータ送信について、プリンタードライバーの[タイムアウト 
設定]の設定時間を長くしてください。複雑なデータやアプリケーションに 
よっては、設定時間が短いとデータ送信を中止することがあります。 
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症状 

原因と処理方法 

ページの途中までしが印刷 
されない 

または1ページ分のデータが 

2ページにわたって印刷され 
てしまラ 

自動排出機能が有効になっている。 

ー メニューモードで自動排出を無効にしてください。 

プリンターには自動排出機能（コンピューターからのデータの送信が一定時間 
途切れると、そこまでのデータが自動的に印刷 • 排出する機能)があります。 
このとき、コンピューターからのデータ送信が設定した自動排出時間以上に 
途切れた場合には、ページの途中でもそれまでのデータを印刷 • 排出してし 
まいます。 

また、各 0 S でプリンターへのデータ送信についてタイムアウト時間を設定で 
きます。このタイムアウト設定の時間が短いと、複雑なデータなどでプリン 
ターのビジー時間が長くなった場合、コンピューターが印刷データの送信を 
中止する場合があります。その場合にはプリンターの自動排出を無効にする 
だけでなく、タイムアウト設定の時間を長くしてください。タイムアウト設 
定の時間変更は各〇 S のマニュアルを参照してください。 

綴じしろが合っていない。 

-印刷範囲を確認してください。両面印刷のときにはクリップ機能を使うと印 
刷範囲を超えた分のデータを次のページに印刷しないようになります。 

用紙の左側が空白になる（印 
刷文字が用紙の右側にかた 
よって印刷される） 

一部のソフトウェアでは、用紙位置が異なる場合がある。 

—メニューモードで136桁モードを有効にし、用紙位置を調整してください。 

縮小すると、縮小前と印刷 
結果が異なる 

印刷データによっては、縮小すると印刷結果が異なる場合がある。 

- プリンターでは、座標値などを縮小することにより縮小印刷を行っていま 
す。このときに、数値の丸め誤差が生じ、図形と図形の重なりなどが変わる 
ことにより、印刷結果が異なってしまう場合があります。 

改行量がおかしくなり、 

徐々にずれてしまう 

一部のソフトウェアには、ソフトウェアの指定によって改行で用紙を排出するも 
のがある。 

—ソフトウェアの設定をシートフィーダー付きにするか、1ページの長さを67 
行 ( A 4 サイズの用紙の場合）に設定してください。 

画面の文字と異なる文字が 
印刷された 

ご使用のコンピューター環境に最も適した方法でプリンターを指定していない。 

-「2章プリンターソフトウェアのインストール」 （53 ページ)を参照して確認 
してください。 

適切なェミュレーシヨンモードを選択していない。 

- 「メニューモード」 （1 〇8ページ）を参照して、ェミュレーシヨンモードを選択 
し直してください。 

プリンターケーブルがきちんと接続されていない。 

— プリンター側とコンピューター側の接続状態を確認してください。 

プリンターバッファーや切り替え器を使用している。 

-プリンターバッファーや切り替え器を使用しない接続方法に変更してください。 


7 故障かな？と思つたら 
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症状 

原因と処理方法 

白紙が出る 

ソフトウェアのプリンター設定がシートフィーダー付きになっている。 

—シートフィータ'—付きになってし)る場合は、メニューモードまたはメモリー 
スイッチの設定で「136桁モード」を有効にしてください。 

両面印刷が正しく機能しない 

メニューモード、メモリースイッチが合っていない。 

一 設定し直してしてください。 

セットされている用紙サイズが合っていない。 

-セットされている用紙サイズを確認してください。 

セットされている用紙の種類が合っていない。 

- 「用紙について」 (8 ◦ページ)を参照して、セットされている用紙の種類を確認 
してください。 

両面印刷ユニットが正しく取り付けられていない。 

—両面印刷ユニット（オプション）の取り付けが正しく行われているか確認して 
ください。 

リプリント機能が使用できな 
い 

プリンターとコンピューターの双方向通信が設定されていない。 

— PrintAgent で双方向通信をサボートする設定になっていることを確認してく 
ださい。 

—ご使用のプリンターケーブルは正しいものが使われているかどラがチェック 
してください。 

[リプリント機能を使用する]がチェックされていない。 

- [プロパティ]ダイアログボックスの[用紙]シートを開き、確認してくださ 
い0 

[リプリント機能を提供する]がチ I ックされていない。 

— [ PrintAgent のプロパティ]を開き、確認してください。（ネットワーク共有プ 
リンターをご使用の場合は、サーバー上の [ PrintAgent のプロパティ]を開 
き、設定を確認してください。） 

オフセツト排紙機能が使用 
できない 

トレーの用紙サイズが設定されていない。 

-トレーの用紙サイズを設定してください。 

トレーの用紙種類を普通紙以外に設定している。 

—トレーから印刷する場合、用紙の種類を普通紙に設定してください。 

[オフセット排紙機能]がチェックされていない。 

- ネットワーク環境で共有プリンターとして使用しているすべての利用者(クラ 
イアント）の設定をプリンタードライバーで[オフセット排紙機能]をチェック 
してください。 

セットされている用紙サイズが合っていない。 

—「各用紙サイズでの動作対応表」 （120 ページ)を参照してセットされている用 
紙のサイズを確認してください。 

セットされている用紙種類が合っていない。 

-「各用紙種類での動作対応表」 （121 ページ)を参照してセットされている用紙 
の種類を確認してください。 
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症状 

原因と処理方法 

リレー給紙ができない 

リレー前とリレーされるホッパー（トレー）の用紙サイズが違うか、リレー前と後 
のホッパー（トレー）が共にリレー ON になっていない。 

-同じサイズ、同じ向きに用紙をセットしてください。メニューモードでリ 
レーしたいホッパーとリレー前のホッパー（トレー）を共に〇 N にします。 

リレー前とリレーされるホッパー（トレー）の用紙種類が違う。 

—メニューモードで同じ用紙種類に設定してください。 


7 故障かな？と思つたら 
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PrintAgent を正しく動作させるために 

PrintAgent はネットワーク環境で使用することで、より効果を発揮します。以下は PrintAgent を正常に 
機能させるための注意事項についてネットワーク関連の設定を中心に説明します。 


PrintAgent を動作させる前に 


PrintAgent をインス I ル/アンインス I ルする時の注意事項 

PrintAgent をインス I -- ルまたはアンインス I -- ルする時は以下のことに注意してください。 

• インス!ルプ□グラムを実行する前に、起動中のアプリケーションをすべて終了させてくださ 
い0 

• [ PrintAgent セットアップ]のウィンドウが閉じるまで、 CD - R 〇 M やフロッピーディスクなどイン 
ス I ル元のメディアを取り出さないでください。 

• PrintAgent のインス! -- ルまたはアンインス! -- ル終了後、再起動を促すメッセージが表示される 
ことがあります。画面の指示に従ってコンピューターを再起動してください。 

• インス I ル時に指定した PrintAgent ソフトウェアのフォルダー(ディレクトリー)名を変更すると 
アンインス I ルできません。インス I -ール時のフォルダー（ディレクトリー)名に戻してがらアン 
インス!ルしてください。 

• プリンターのプロパティダイアログボックスを表示している時、および MultiWriter が印刷中の時、 
PrintAgent をアンインス!ルすることができません。プリンターのプロパティダイアログボック 
スを閉じ、印刷が終了してからアンインス!ルしてください。 

• Windows XP / 2000 、 Windows NT 4.0で、インス!—ルしようとしているコンピューターに他 
のユーザーがログオンしている場合は、インス!ルはできません。各ユーザーに切り替えてすべ 
てのユーザーをログオフしてがらインス!ルしてください。 

• Windows XP / 2000 、 Windows NT 4.0 に PrintAgent をインストールまたはアンインストールす 
るユーザーは、アカウントの種類が[コンピュータの管理者]である必要があります。また、 Win ¬ 
dows 2000または Windows NT 4.0 に PrintAgent をインス!—ルまたはアンインス!—ルする 
には、 [ Administrators ] または [Domain Admins ] グループのメンバーである必要があります。 

• Windows XP / 2000 、 Windows NT 4.0 で PrintAgent のインストールする場合、アクセス権によ 
り使用可能なユ _ ザーが制限されているフォルダ _ (ディレクトリー ） にインスト _ ルしないでくだ 
さい。 

• Windows XP /2000 、Windows NT 4.0 で[プリンタの追加ウィザード]より、他のコンピューター 
に接続されたプリンターを指定してインス!ルしたプリンタードライバーを PrintAgent で使用し 
ている時に、さらに[プリンタの追加ウィザード]で□—カル接続のプリンタードライバーをインス 
I ルする場合は、[現在のドライバを使う(推奨)]ではなぐ[新しいドライバに置き換える]を選 
択してインストールしてください。 
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• Windows XP の場合は[コントロールパネル]の[プログラムの追加と削除]より、 Windows 2000, 
Windows NT 4.0, Windows Me /98/95 の場合は[コントロールパネル]の[アプリケーションの 
追加と削除]より起動した PrintAgent の追加と削除で PrintAgent オプションの追加をすると、セッ 
トアップに必要なファイル*を要求する画面が表示される場合があります。この場合は、以前にイ 
ンス I ルで使用したプリンターソフトウェア CD-R 〇 M を挿入するが、もしくはプリンターソフ 
トウエア CD-R 〇 M よりインス I ルプ□グラムを実行しカスタムインス I ルにて PrintAgent の 
オプションを追加してください。 


共有プリンターの利用/提供について 

Windows XP /200 ◦および Windows NT 4.0 で、共有プリンターの提供の設定は[コンピュータの管理者] 
および Administrators 権限のある方が変更できます。 

[共有プリンタを利用する]、[共有プリンタを提供する]は、通常は ON のままで支障ありませんが、次の 
場合は〇 FF にすることをお勧めします。 

• ネットワークの回線速度が遅い 

低速回線を経由する共有プリンターに対して、 PrintAgent を使用すると、通信速度の関係でプリン 
タステータスウィンドウなどの操作がしにくがったり、状態の表示が遅れたりすることがありま 
す。この場合は、 [PrintAgent のプ□パティ]で[共有プリンタを利用する]のチェックを外してくだ 
さい。ネットワーク共有プリンターについての PrintAgent の双方向通信機能を無効にすることがで 
きます。 

• 転送データ量に応じて課金されるネットワーク環境 

転送データ量に応じて課金される從量課金制のネットワークを経由して PrintAgent を使用している 
場合に、 PrintAgent の双方向通信によってデータ転送が発生し、課金されることがあります。 
考慮すべきネットワーク環境の例としては以下のケースがあります。 

—ネットワークプリンターが、公衆回線を経由した別のネットワーク上に存在する場合 
-プリントサーバー、 DNS サーバー、 WINS サーバーが公衆回線を経由した別のネットワー 
ク上に存在する場合 

-□—カルネットワークの通信自体が課金ネットワークの場合 

これを避けたい場合にも、上記操作によってネットワーク共有プリンターについての PrintAgent の 
双方向通信機能を無効にしてください。 

• コンピューターの処理能力が十分でない 

コンピューターの性能があまり高くない場合、 PrintAgent のご利用により、他の作業の処理速度に 
影響する可能性があります。この設定を外しても口ーカルに接続しているプリンターでは、弓 I き続 
き PrintAgent がご利用になれます。 


7故障かな？と思つたら 


フロッピーディスクをご利用の場合、メッセージに従って NMPS ディスクを挿入してください。 
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従量課金回線での課金を最小限(印刷時のみ）とするためには 

• クライアントコンピューター側で [PrintAgent のプ□パティ]の[共有プリンタを利用する]のチェックを外し 
ます。 

• サーバーコンピューター側で [PrintAgent のプ□パティ]の[共有プリンタを提供する]のチェックを外しま 
す。 

• サーパーコンピューターが Windows Me/98/95 の場合は、プリンターの[プロパティ]の[詳細]-[スフール 
の設定]-[このプリンタの双方向通信機能をサボートしない]を選択してご利用ください。 

• サーバーコンピューターが Windows XP/ 2000の場合は[プリンタのプ□パティ]、 Windows NT 4.0の 
場合は[デノ（イスプ□ノ（テイ]の[ポート]-[双方向サボートを有効にする]のチェックを外してご利用ください。 


クライアント • サーバーシステムでお使いの場合 

PrintAgent をクライアント•サーパーシステムでお使いの場合、以下のことに注意してください 


• PrintAgent は口ーカルプリンターに対してもネットワーク上の共有プリンターに対しても使用でき 
ます。ただし、ネットワーク上で使われる場合 PrintAgent ソフトウェアはサーバーコンビユー 
夕一、 クライアントコンピューター両者にインス I ルされている必要があります。 



• 1台のサーバーコンピューターに接続されたクライアントコンピューターの中で PrintAgent を使用 
するクライアントコンピューターは30台以下を推奨します。サーバーコンピューターの性能やネッ 
トワークトラフィックによっては、印刷時にプリンターの状態情報が取得できなくなる、クライア 
ントコンピューターでオフライン作業になる、またはネットワークプリンターの状態が不明になる 
場合があります。このような場合、印刷時以外は [PrintAgent のプロパティ]の設定の[共有プリン 
夕を利用する]のチェックを外して PrintAgent を動作させないようにするか、 PrintAgent を終了さ 
せて運用してください。 

• プリントサーバーコンピューターには 64 M バイト以上のメモリーを搭載し、運用することを推奨し 
ます 。 （Windows XP /20 〇〇日本語版をプリントサーパーコンピューターとしてご利用の場合に 
は、 256 M バイト以上を推奨します。） 
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全般ホ H | スクシ''ュ-ル1共有1セキュリティ丨豳プリンタの設定| 

NEC MultiVWiter 4550 

ドキュメントは、チト:!舶れているホ H のうち、最初に利用可能なもので印刷されます。 


■ ?|X 


〈Windows NT 4.0 の場合> 

[プロパティ]ダイアログボックスで[ポート]シートの 
[双方向サポートを有効にする]をチェックする。 


く Windows Me の場合〉 

[プ□パティ]ダイアログボックスの[詳細]-[スプールの 
設定]-[このプリンタの双方向通信機能をサポートす 
る]を選択する。 

< Windows 98/95の場合〉 

[プ□パティ]ダイアログボックスの[詳細]-[スプールの 
設定]-[このプリンタで双方向通信機能をサポートす 
る]を選択する。 


OK | キャン切レ J 


• 双方向通信を有効にしてください。 

く Windows XP / 2000の場合〉 

[プ□パティ]ダイアログボックスの[ポート]シートで 
[双方向サポートを有効にする]をチェックする。 


^印刷ジョブねブ'■ルし、プ□ザラムの印腿!!：理紹5速に行う迄)） 

r 全ページ分のデータをスブ-ルしてから、印刷デー饨ブリンタに送る ( L 〉 
1ページ目のデータをスブールしたら、印刷デ^をブリン切こ送る (4) 
r ブリンタに直接印刷データを送る® 


力形式®: |RAW 

ン讀方向通信機能をサポー htS(E) 

Iン娜又方向通信機能をサボ'-卜しない〇) 



キャンセル I H 定の設定に戻言®〉 j 



PrintAgent の機能を十分に発揮させるために 

PrintAgent の機能を十分に発揮させるために、双方向通信でお使いになることをお勧めします。 


• 双方向通信が可能なポートに接続してください。 


OS 

パラレルインターフェース接続 

LAN 接続 

Windows XP/2 〇〇〇 

LPTx 

NEC Network Port 

Windows NT 4.0 

LPTx 

NEC Network Port 

Windows Me/98/95 

LPTx 

NEC TCP/IP Printing System 


-ェック 

上記の表以外のポートでご利用の場合には双方向通信を無効に設定してください。 PrintAgent の機能はご 
利用になれません。 


portportportportportport 
111111 


編 筘 

y ll^i M M □ IUI1 I _ | 
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その他の注意事項 

PrintAgent を動作させる前に、以下のことに注意してください。 

• ネットワーク共有プリンターが直接つながっているコンピューターの〇 S が Windows XP /20 〇0/ 
NT 4.0 の場合、プリンタープールはサポートしていません。サーバーコンピューター上ですベて 
のプリンターのプリンタープールを無効にする必要があります。サーバーコンピューターが Win ¬ 
dows XP / 2000の場合は[プリンタのプロパティ ]、 Windows NT 4.0 の場合は[デバイスプロパ 
ティ]の[ポート]-[プリンタブールを有効にする]のチェックを外してください。[プリンタブール 
を有効にする]をチェックした場合、プリンターの状態が正しく表示されません。権限がない場合 
は管理者に連絡してください。 

• PrintAgent がサボートしているネットワークプ□トコルは TCP / IP です。また、 LAN ボード / LAN 
アダプターを装着したプリンターと接続する場合、サポートしているネットワークプロトコルも 
TCP / IP のみです。 


• PrintAgent は Windows 2000 Advanced Server、Windows 2000 Datacenter Server 、 Win ¬ 
dows NT Server,Enterprise Edition 4.0 のクラスタ機能を使ったクラスタリングシステム、あ 
るいは Windows NT Server 4.0 ,Terminal Server Edition、Windows 2000の Terminal Service 
をインス!ルしたシステムには対応していません。これらのシステムでは、 PrintAgent が正常に 
動作しない場合がありますので、 PrintAgent をインス! -- ルしないでご利用ください。またこれら 
のシステムでご使用の際には、双方向通信に対応していないプリンタードライバーをお使いくださ 
し、。双方向通信に対応していないプリンタードライバーは添付のプリンターソフトウェア CD-ROM 
の以下に収録しています。 

-Windows 2000対応ドライバー ： ¥ MW 4550¥ WIN 2 KTS 
-Windows NT 4.0 対応ドライバー: ¥ MW 4550¥ NT 40 TSE 

プリンタードライバーのインス!ル方法については、活用マニュアルの「3章ターミナルサービス 
用プリンタードライバーのインストール」を参照してください。また、〇 S の「プリンタの追加」機能で 
上記のフォルダーを指定することでプリンタドライバーのインス!ルを行うこともできます。 

• PrintAgent をインス I -- ル時に指定する PrintAgent モジュールのフォルダー名（指定しなければ 
「 PrintAgent 」 になります）はインス! -- ル終了後に変更しないでください。フォルダー名を変更す 
るとアンインス! -- ルが正常に行えません。また、 PrintAgent が正しく動作しません 。 Windows 
3.1 や DOS 上でフォルダーの移動などを行うと、フォルダーの名前が 「 PRINTA ~1 」などに変わって 
しまう場合があります。 

• プリンターソフトウェアをインストールする際に指定する出カポート（インターフェースコネク 
夕 _) に、プリンターインターフェース変換アダプターやプリンターバッファーを使用している場 
合、 PrintAgent はご利用になれません。 PrintAgent をインストールしないでご利用ください。ま 
た、 PrintAgent を利用する場合は、出カポート（インターフェースコネクター)がらプリンターイン 
ターフェース変換アダプターやプリンターバッファーなどを取り外してお使いください。 

• ドメインに参加していない Windows XP をプリントサーバーとしてご使用の場合、プリンタステー 
タスウィンドウやリプリントが正しく動作しない場合があります。 

• コンピューターの OS が Windows Me /98/95 の場合でネットワークアダプターが他のインター 
フェースなどと同一の割り込み要求 ( IRQ ) に設定されていると、 Windows 起動時にェラーが発生す 
ることがあります。このような場合は、使用していないインターフェースの割り込み要求 ( IRQ ) を 
解放し、ネットワークアダプターで使用する割り込み要求 ( IRQ ) と競合しないように設定を変更し 
てください。割り込み要求 （ IRQ ) の解放、変更についてはお使いのコンピューター、ネットワーク 
アダプターの取扱説明書または各〇 S のヘルプ等を参照してください。 
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チェック 


PrintAgent はプリンタステータスウインドウの表示に加えて音声メッセージを通知させることもできま 
す。この機能を利用できるのは PCM 録音•再生など「サウンド機能」を持ったコンピューターです。お手持 
ちのコンピューターが音声メッセージ機能を使用できるかどうかはコンピューターに添付のマニュアルを 
ご覧ください。 


Pr i nt Agent の動作中は 


コンピューターに PrintAgent 対応プリンターが複数インス I ルされている場合、プリンタ ステー タス 
ウィンドウを表示させるとき、ダイアログボックスで「プリンタの選択」を要求されることがあります。 


PrintAgent の制限事項 


• PrintAgent とプリンターポートを直接アクセスしてプリンターの状態を監視するユーティリティー 
( DMITOOL など)を同時に使用すると正しく動作しない場合があります。このような場合は、お使 
いのユーティリティーに応じて、プリンターの監視を行わないように設定してください。 

• プリンターとお使いのコンピューターのプリンターポート（パラレルポート）の設定が異なる場合、 
PrintAgent の動作に不具合が生じることがあります。（例えば、コンピューターは ECP モード、プ 
リンターはニブルモードといった場合です。 ） 双方の設定を合わせてご使用ください。設定を変更 
する場合、お使いのコンピューターの取扱説明書を参照して、プリンターポート（パラレルポート） 
の設定を変更するが、プリンターの設定を変更してください。プリンターの設定を変更するには「メ 
ニューモード」 （108 〜116ページ)を参照してください。 


OS をアップグレードする場合 


お使いのコンピューターの〇 S をアップグレードする場合、以下のことに注意してください。 

• 〇 S をアップグレードする前に、2章の「プリンタードライバーの削除」 (69 ページ)、 「 PrintAgent の 
追加 • 削除」 (73 ページ)の手順に従ってプリンタードライバーおよび PrintAgent を削除してくださ 
し、。〇 S をアップグレードした後に、再度プリンターソフトウェアをインス!ルしてください。 

• 従来 OS 用の PrintAgent は WindowsXP / 200〇では使用できません 。 Windows Me /98/95、 Win ¬ 
dows NT 4.0/3.51 がら Windows XP / 2000にアップグレードする場合は、 PrintAgent をアンイ 
ンス I ルしてから Windows XP /2000 へのアップグレードを行ってください。〇 S のアップグレー 
ドが正しく行えた後に 、 Windows XP /20 〇〇に対応した PrintAgent をインス! -- ルし、ご使用く 
ださい。 

ーレチェック- 

• アップグレード前の OS が Windows NT 3.51 で、他の MultiWriter シリーズや PrintAgent 対応プリ 
ンターの PrintAgent をインス I ルしてご使用の場合、 PrintAgent をアンインス I ルした後、 
Windows 2000 への アップグレードを行うと、正しくアップグレードできないことがあります。で 
きなかった場合には 、 「PrintAgent Eraser 」 を Windows NT 3.51 上で使用して、 PrintAgent を削 
除してください。 

• すでに OS を Windows XP / 2000にアップグレードしてしまった場合、 PrintAgent をアンインス 
卜ールせずに Windows XP / 2000上で 「PrintAgent Eraser 」 を使用して PrintAgent を削除してく 
ださい 。 「PrintAgent Eraser 」 は、添付のプリンターソフトウェア CD - ROM に収録されている「¥ 
PAe 「 ase 「¥ Readme . txt 」 をご覧ください。 


故障かな？と思つたら 
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紙づまりのときは 

紙づまりが発生すると、操作パネルのアラー厶(赤）ランプが点滅し、ディスプレイに“74カミツ'マリ”、 
または“83ヨウシビックミス”と表示されます。同時にプリンターは印刷を中止し、ディセレクト状態(印 
刷可ランプが消灯）になります。 



赤色に点滅 “カミゾマリ”または“ヨウシビックミス”と表示される 


紙づまりの発生箇所 


紙づまり、またはピックミス(用紙給紙ミス）のときのディスプレイ表示と発生箇所は次の表のとおりです。 
ディスプレイ下段の表示は紙づまり、またはピックミス(用紙給紙ミス）が発生している箇所を表していま 
す0 


ディスプレイ表示 

紙づまり発生箇所 

上段 

下段 

“74 カミ、ゾマリ，， 

“ホンタイサイド A ” 

本体部サイド 0 

“ホンタイサイド B ” 

本体部サイド 固 

“キュウシサイド C ” 

給紙部サイド 回 

“リヨウメン” 

両面印刷ユニット部回 

“フイニッシャ E XX ” 

フイニッシャー部 E 

“フイニッシャ F XX ” 

フイニッシャー部 E 

“フイニッシャ G XX ” 

フイニッシャー部 回 

“フイニッシャ H XX ” 

フイニッシャー部 0 

“83ヨウシピックミス” 

“ホッパ1サイド A ” 

ホッパー1およびサイド A 

“ホッパ2サイド B ” 

ホッパー2およびサイド B 

“ホッパ3サイド B ” 

ホッパー3およびサイド B 

“ホッパ4サイド C ” 

ホッパー4およびサイド C 

“ホッパ5サイド C ” 

ホッパー5およびサイド C 

“ト レー，， 

手差し部 


xx には、任意の数字が表示されます。 


次ページの図を参考にして®、回、回、 E 、 E 、 囹、0のいずれがを開けて、つまった箇所を調べてくだ 
さい。つまった箇所に応じて、171ページからの手順に従って用紙を取り除いてください。 
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囡〜 0 で示す部分が紙づまり、またはピックミスの発生箇所です。処理手順については171ページ以降を 
参照してください。 


囚本体部 


回両面印刷 



▲注意 


定着器周辺、および装置内部の金属部は高温になっていますので手を触れないよう十分に 
注意して、つまった用紙を取り除いてください。 
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紙づまりの発生箇所 
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A 注意 


定着器周辺、および装置内部の金属部は高温になっていますので手を触れないよう十分に 
注意して、つまった用紙を取り除いてください。 


ピックミスの発生箇所 
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紙づまりの処理 


発生箇所(囡、回、回、回、 E 、 0、囹、 0) に応じて、紙づまりの処理をしてください。 

つまった用紙を取り除くことができたら、カバー類を閉めてください。完全に取り除がれていればアラー 
ムは解除され、自動的に印刷は再開されます。 

紙づまりが頻発するようでしたら、「紙づまり、ピックミス処理後の確認」 （189 ページ)を参照して紙づま 
りを誘発させる事柄がないか確認してください。 


r チェック- 

つまった用紙は、このマニュアルの手順どおりに取り除いてください。無理に引き抜こうとすると、用 
紙が破れ、残った紙片がプリンターの正しい用紙送りを妨げることがあります。 

紙づまりが発生した場合、つまった用紙が取り除かれると、紙づまりによって正しく排出されなかった 
用紙の印刷データから印刷を再開します。しかし、紙づまりが発生した位置によっては、正しく排出さ 
れなかった印刷データから印刷を再開できない場合があります。 


U 本体部の紙づまり 

本体部で紙づまりが発生した場合の処理方法を説明します。 


▲注意 


高温注意を促すラベルが貼ってある箇所 
(定着器やその周辺）には、絶対に触れな 
いでください。やけどのおそれがありま 
す。 

なお定着器に用紙が巻き付いているとき 
には無理に取らないで、ただちに電源を 
切り、サービス担当者またはお買い求め 
の販売店にご相談ください。 



〇フヱースアップトレー（オプション）が装着さ 
れている場合はフェースアップトレーを持ち 
上げるようにして取り外す。 



〇フェースアップ排紙□につまっている用紙が 
あったら、排紙方向にまっすぐ引き抜いて取 
り除ぐ 
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0 両面印刷ユニット（オプション）を装着してい 
る場合はリリースレバーを押し上げてゆつく 
りと開く。 



〇リリースレバーを引きながらサイドカバー A 
をゆっくりと開く。 



&排紙□につまっている用紙があったら、排紙 
方向にまっすぐ引き抜いて取り除く。 



〇定着器に用紙がつまっていたら定着器に触れ 
ないように注意し、ノブを押しながら回し 
て、用紙を矢印の方向に引き抜く。 



〇プリンター内に用紙が残っていないかどうか 
を確認し、あったら取り除く。 



〇サイドカバー A を閉じる。 



〇両面印刷ユニットを装着している場合は、両 
面印刷ユニットを閉じる。 



® フェースアップトレーを装着している場合は 
フエースアップトレーを取り付ける。 
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0 ホッパー 1 のカセットを引き出す。 


® 用紙のセット方法、およびセットした用紙の 
種類が正しいか確認する。 

エンドガイドとサイドガイドの位置が正しいが確 
認してください。 

「3章用紙のセット」 (79 ページ)を参照してくださ 
い0 

© ホッパー1のカセットを奥に突き当たるまで 
ゆっくりと押し込む。 



































固本体部の紙づまり 


〇リリースレバーを引きながらサイドカバー B 
をゆっくりと開く。 

サイドカバー B を開けるために、トレーをたたんだ 
り、封筒フィーダー（オプション）を取り付けてい 
る場合は封筒フィータ '' —を抜き出してくたさし''。 

リリースレバー 



Q プリンター内に用紙が残っていないかどうか 
を確認し、用紙があったら取り除く。 



0サイドカバー B を閉じる。 

〇ホッパー2のカセットを引き出す。 



&用紙がつまっていたら取り除く。 



〇用紙のセット方法、およびセットした用紙の 
種類が正しいか確認する。 

エンドガイドとサイドガイドの位置が正しいか確 
認してください。 

「3章用紙のセット」 (79 ページ)を参照してくださ 
い0 

〇ホッパー2のカセットを奥に突き当たるまで 
ゆっくりと押し込む。 



〇ホッパー3のカセットを引き出す。 
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〇用紙がつまっていたら取り除く。 


0ホッパー3のカセットを奥に突き当たるまで 
ゆっくりと押し込む。 



© 用紙のセット方法、およびセットした用紙の 
種類が正しいか確認する。 

エンドガイドとサイドガイドの位置が正しいか確 
認してください。 

「3章用紙のセット」 (79 ページ)を参照してくださ 
い0 
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給紙部の紙づまり 

給紙部で紙づまりが発生した場合の処理方法を、大容量ホッパーを装着した場合を例にして説明します。 


〇リリースレバーを引きながらサイドカバー c 
をゆっくりと開く。 

リリースレバー 



Q プリンター内に用紙が残っていないかどうか 
を確認し、用紙があったら取り除く。 



0サイドカバー c を閉じる。 

〇ホッパー5が指定されている場合は、ホッ 
パー3のカセットを引き出す。 

ホッパー3のカセットをいっぱいに引き出し、持ち 
上げるようにして取り外します。 

mm 

用紙がセットされていると重くなっている 
ため、両手でカセツトを持ってください。 


-レチェック- 

ホッパー3のカセットを取り外さずにホッ 
パー5での紙づまり処置を進めると、中に 
紙片が残ってしまうことがあります。 



&ホッパー5の上部に見えているつまった用紙 
を憒重に引き出す。 



〇ホッパー5のカセットを引き出し、つまって 
いる用紙を取り除く。 
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〇カバーの下につまっている用紙があったら力 
バーを開けて取り除く。 



-エック- 

ホッパー5での紙づまりは、ホッパー5の中 
でも発生する場合があり、その場合でも 
ディスプレイ上には“サイド C ” と表示され 
ます。よく見ると、「キュウシサイド C 
XX 」の番号が違っています。 


〇用紙のセット方法、およびセットした用紙の 
種類が正しいか確認する。 

エンドガイドとサイドガイドの位置が正しいか確 
認してください。 

「3章用紙のセット」 (79 ページ)を参照してくださ 
い0 


〇カセットをホッパー5の奥に突き当たるまで 
ゆっくりと押し込む。 



© ホッパー3のカセットを奥に突き当たるまで 
ゆっくりと押し込む。 
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回両面印刷ユニット部の紙づまり 

両面印刷ユニット部で紙づまりが発生した場合の処理方法を説明します。 

——1^チェック- 

プリンターの電源を入れたままで紙づまりの処置をしてください。電源を切ると、プリンター内に残って 
いる印刷データや、プリンターのメモリー上に蓄えられた情報は消去されます。 


〇両面印刷ユニットの排紙□につまった用紙が 
あったら、排紙方向にまっすぐに引いて取り 
除く 0 



0リリースレバーを上に押し上げながら、ゆつ 
くりと両面印刷ユニットを開く。 



© クリーンの取っ手を持って内側のカバーを開 

く。 



〇両面印刷ユニットの内部につまっている用紙 
を取り除く。 



0内側のカバーを閉じる。 



〇両面印刷ユニットを閉じる。 
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固、回、囵、 B フイニッシャー部の紙づまり 

フイニッシャー部で紙づまりが発生した場合の処理方法を説明します。 
用紙を引き抜くときに開けるカバーは次の4つです。 

• フイニッシャゲート E 本体排紙 □ 

• フイニッシャカバ ー F 用紙搬送部上面 

• フイニッシャカバ ー G フイニッシャー正面部 

• フイニッシヤカバ ー H フイニッシヤー排紙部 


H 



〇フイニツ シャーゲー ト E を開けながら用紙を 
引き抜く。 

引き抜けないようなら「0本体部の紙づまり」 （ 171 
ページ)の手順にしたがって定着器から用紙を取り 
除きます。 



〇フイニッシャーカバー F を開け、つまって い 
る用紙を取り除く。 



〇フィニッシャーカバー G を 開け、 つまってい 
る用紙を取り除く。 

向かって左側のレバーを開け、つまみを反時計回 
りに回して、用紙を取り除きます。 


レバー 


つまみ 



向かって右側のレバーを開け、つまみを時計回り 
に回して、用紙を取り除きます。 


レバー 


つまみ 
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〇排紙側に用紙がつまっている場合は、フィ 
ニッシャーカバー H を持ち上げて、つまって 
いる用紙を取り除く。 


フイニッシャー 

カバ ー H 
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ツクミス(用紙給紙ミス)の処理 


発生箇所(ホッパーまたはトレー）に応じて、ピックミス（用紙給紙ミス）の処理をしてください。 

給紙されながった用紙を取り除くことができたら、カバー類を閉めてください。完全に取り除かれていれ 
ばアラームは解除され、自動的に印刷は再開されます。 

ピックミスが頻発するようでしたら、「紙づまり、ピックミス処理後の確認」 （189 ベージ)を参照してピッ 
クミスを誘発させる事柄がないが確認してください。 


-”エック- 

給紙できなかった用紙は、このマニュアルの手順どおりに取り除いてください。無理に引き抜こうとする 
と、用紙が破れ、残った紙片がプリンターの正しい用紙送りを妨げることがあります。 


用紙カセットでのピックミス 

ホッパーでピックミスが発生した場合の処理方法を説明します。 


r チェック- 

プリンターの電源を入れたままで紙づまりの処置をしてください。電源を切ると、プリンター内に残っ 
ている印刷データや、プリンターのメモリー上に蓄えられた情報は消去されます。 

本体側と給紙口にまたがって紙づまりになった場合は、ホッパーの開閉のみではアラームは解除されま 
せん。本体カバーの開閉が必要となります。 


ホッパー1でのピックミス 

〇リリースレバーを引きながらサイドカバー A 
をゆっくりと開く。 



0プリンター内に残っている用紙を引き抜く。 



0サイド カバー A を閉じる。 
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〇ホッパー i のカセットを引き出す。 



0用紙がつまっていたら取り除く。 



〇用紙のセット方法、およびセットした用紙の 
種類が正しいか確認する。 

エンドガイドとサイドガイドの位置が正しいか確 
認してください。 

「3章用紙のセット」 (79 ページ)を参照してくださ 
い0 

〇カセットをホッパー1の奥に突き当たるまで 
ゆっくりと押し込む。 
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ホッパー 2 でのピックミス 


〇リリースレバーを引きながらサイドカバー B 
をゆっくりと開く。 

サイドカバ ー B を開けるために、トレーをたたんだ 
り、封筒フィーダー（オプション）を取り付けてい 
る場合は、封筒フィーダーを抜き出してくださ 
い0 

リリースレバー 



@カバー内で用紙がつまっていたら引き抜く。 



〇ホッパー2のカセットを引き出す。 



〇 用紙がつまっていたら取り除く。 



〇カセットをホッパー2の奧に突き当たるまで 
ゆっくりと押し込む。 



〇用紙のセット方法、およびセットした用紙の 
種類が正しいか確認する。 

エンドガイドとサイドガイドの位置が正しいか確 
認してください。 

「3章用紙のセット」 (79 ページ)を参照してくださ 
い0 
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ホッパー 3 でのピックミス 


〇リリースレバーを引きながらサイドカバー B 
をゆっくりと開く。 

サイドカバー B を開けるために、トレーをたたんだ 
り、封筒フィーダー（オプション）を取り付けてい 
る場合は、封筒フィーダーを抜き出してくださ 
い。 


リリースレバー 



G カバー内で用紙がつまっていたら引き抜く。 



0サイドカバー B を閉じる。 

〇ホッパー3のカセットを引き出す。 



&用紙がつまっていたら取り除く。 



〇用紙のセット方法、およびセットした用紙の 
種類が正しいか確認する。 

エンドガイドとサイドガイドの位置が正しいか確 
認してください。 

「3章用紙のセット」 (79 ページ)を参照してくださ 
い0 

〇カセットをホッパー3の奧に突き当たるまで 
ゆっくりと押し込む。 
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ホッパー 4 でのピックミス 


〇リリースレバーを引きながらサイドカバー c 
をゆっくりと開く。 

リリースレバー 



0 カバー内で用紙がつまっていたら引き抜く。 



〇サイド カバー c を閉じる。 

〇ホッパー4のカセットを引き出す。 



&用紙がつまっていたら取り除く。 



〇用紙のセット方法、およびセットした用紙の 
種類が正しいか確認する。 

エンドガイドとサイドガイドの位置が正しいが確 
認してください。 

「3章用紙のセット」 (79 ページ)を参照してくださ 
い0 

〇カセットをホッパー4の奥に突き当たるまで 
ゆっくりと押し込む。 
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ホッパー 5 でのピックミス 


〇リリースレバーを引きながらサイドカバー c 
をゆっくりと開く。 

リリースレバー 



0カバー内で用紙がつまっていたら引き抜く。 



0サイドカバー C を閉じる。 

〇ホッパー5が指定されている場合は、ホッ 
パー3のカセットを引き出す。 

ホッパー3のカセットをいっぱいに引き出し、持ち 
上げるようにして取り外します。 

- 

用紙がセットされていると重くなっている 
ため、両手でカセツトを持ってください。 


-レチェック- 

ホッパー3のカセットを取り外さずにホッ 
パー5での紙づまり処置を進めると、中に 
紙片が残ってしまうことがあります。 



&ホッパー5の上部に見えているつまった用紙 
を憒重に引き出す。 



〇ホッパー5のカセットを引き出し、つまって 
いる用紙を取り除く。 
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〇カバーの下につまっている用紙があったら力 
バーを開けて取り除く。 



〇用紙のセット方法、およびセットした用紙の 
種類が正しいか確認する。 

エンドガイドとサイドガイドの位置が正しいか確 
認してください。 

「3章用紙のセット」 （79 ページ)を参照してくだ 
さい。 


〇ホッパー5のカセットを奥に突き当たるまで 
ゆっくりと押し込む。 



© ホッパー3のカセットを奧に突き当たるまで 
ゆっくりと押し込む。 
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トレー 

トレーでピックミスが発生した場合の処理方法を説明します。 


〇つまっている用紙を矢印の方向に引き、取り 
除く 0 



-レチェック- 

給紙されなかった用紙はトレーから取り 
去って、再セツトしないでください。用紙 
の折れ曲がりなどにより紙づまりの原因と 
なります。 


〇印刷したい面を下にして、差し込み□に軽く 
突き当たるまで入れる。 

用紙のセットのしかたについては、3章の「トレー 
に用紙をセツトする」 (87 ページ)を参照してくださ 
い0 
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紙づまり、ピックミス処理後の確認 


給紙できながった用紙または、つまっていた用紙を取り除いたら、紙づまりの再発を防止するために次の 
事項を確認してください。 

□ 用紙の破片が紙づまりした場所に残っていませんが。 

□ 用紙は正しくセットされていますが。 

□ 用紙は規格内のものを使用していますが。また、「用紙の規格」 (237 ページ)に記載されている事柄 
は守られていますが。 

□ セットする用紙の量が多すぎませんが。サイドガイドの用紙上限線 （MAX ) 以下にセットされてい 
ますが。（坪量 64.0 g / m 2 (連量 55 kg ) の普通紙で、標準ホッパーの容量は500枚です。） 

□ 一度印刷した用紙を使用していませんが。 

□ サイドカバー、フロントカバーは確実に閉じられていますが。 

□ 標準用紙カセット、または定形外用紙カセットが奥までまっすぐに差し込まれていますが。 

□ 標準用紙カセット、または定形タト用紙カセット内のサイドガイドおよびエンドガイドが用紙サイズ 
に合っていますが。 

□ トレーにセットした用紙サイズと[トレー]スイツチで選択した用紙サイズは合っていますが。 


上記の確認後、「テスト印刷をする」 （30 ページ）に従って、印刷が正しく行われることを確認してくださ 
い。（紙づまり処理直後は□ーラーなどに付着したトナーで用紙が汚れることがあります。数ページ、テス 
卜印刷をしてください。） 
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ステープル どめがうまくいかないときは 


フィニッシャーでステープルどめをした場合のトラブルについて説明します。針が打たれなかったり、針 
が曲がってとめられているときは、ステープル本体を確認します。次のページがらの処置方法に従ってく 
ださい。 




下図のように針が打たれているときは、お買い上げの販売店にご連絡ください。 







〆 エック- 

• ステープルどめできるのは坪量64.0〜105.0 g / m 2 (連量55〜 90 kg ) の普通紙、最大50枚までで 
す0 


• ステープルどめをする場合は、用紙サイズ、用紙方向をそろえてホッパーまたはトレーに用紙をセット 
してください。また、合紙をセツトする場合も、同ーサイズ、同一方向に用紙をセツトしてください。 
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針づまりの処理手順 

フィ ニッシャーでステープル針がうまく打たれなかったり、針が曲がってとめられているときは、ステー 
プル針本体を確認します。以下の処置手順に従つてください。 


フイニッシヤーカバー G を開ける。 



〇オレンジ色のレバーを図のように押し、ス 
テープルカートリツジを取り出す。 



-レチェック- 

ステープル針の落下を防ぐために、必ず 
力一トリツジの下に手を添えてください。 



0ステープルカートリッジのカバーを開け、 
つまっている針を取り除く。 



〇ステープルカートリッジをオレンジ色のレ 
バーが元の位置に戻るまで押し込む。 
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プ II ンターを運搬するとぎは 

引っ越しや修理などでプリンターを運搬するときは、次の手順でプリンターから付属品、消耗品、および 
オプションを取り外してから行ってください。 

〇 付属品および消耗品 （EP カートリッジ、電源 
コード、プリンターケーブル）を取り付けた 
ときと逆の手順で取り外す。（「1章プリン 
ターの設置」を参照してください。） 

々重要= 

どの付属品を取り外すときも、電源が OFF 
になっていることを確認してください。 


〇オプションを取り付けている場合は、各オプ 
シヨンの取扱説明書か、「9章オプション」 
を参照して取り外す。 


0 購入時の箱や緩衝材がない場合は、プリン 
ターに 衝撃を与えない よう 柔らかいもので保 
護し、静かに運搬する。 


プリンター • 消耗品を廃棄するとぎは 

• プリンターの廃棄については各自治体の廃棄ルールに従ってください。詳しくは、各自治体へお問い合 
わせください。また、廃棄の際は EP 力ートリッジを取り外してお出しください。 

• NEC 製 EP 力ートリッジは地球資源の有効活用を目的として回収し、再利用可能な部品は再利用してい 
ます。ご使用済みの NEC 製 EP 力ートリッジは捨てずに、 EP カートリッジ回収センターに直接お送りい 
ただくが、お買い上げの販売店、または添付の 「 NEC サービス網一覧表」に記載されているサービス施 
設まで、お持ち寄りください。なお、その際は EP カートリッジの損傷を防ぐため、ご購入時の梱包箱 
に入れてください。回収については、6章の 「 EP 力ートリッジの回収と購入」 （136 ベージ)を参照してく 
ださい。 

• 本書はリサイクルに配慮して製本されています。本書が不要となった際には、資源回収またはリサイク 
ルにお出しください。 


△注意 


プリンターの質量は約 44.5 kg です 。 （E P カート 
リッジ含まず。） 

2人以下で運ぶと腰を痛めるおそれがあります。3人 
以上で運んでください。 

また、装置の重心は背面にありますので、背面方向 
へ倒れないように注意してください。 



192 
















レサ■ビス 



NEC は MultiWriter 4550の「お客様登録」をされた方々にさまざまなユーザーサービスを用意しています。 
ユーザーサポートをお受けになる前に、ここで説明している保証およびサービスの内容について確認して 
ください。 

• お客様登録申込書について . 194ページ 

• 保証について . 194ページ 

• 保守サービスについて . 195ページ 

• プリンタ——の寿□卩につし、て . 195ぺ——シ 

• 補修用部品および消耗品について . 195ページ 

• ユーザーズマニュアルの再購入について . 196ページ 

• 情報サービスについて . 196ページ 

• プリンターソフトウェアをフロッピーディスクで必要な場合 . 196ページ 


8 ユ—ザ—サ—ビス 
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お客様登録申込書*について 

添付の「お客様登録申込書」に記載されている事項をよくお読みになり、登録してください。 

* N1153-L 4550には、添付されていません。 


保証について 

プリンターには「保証書」が付いています。「保証書」は販売店で所定事項を記入してお渡ししますので、記 
載内容を確認して大切に保管してください。保証期間中に万一故障が発生した場合は、「保証書」の記載内 
容に基づき、無料修理します。詳細については「保証書」、および次ページの「保守サービスについて」をご 
覧ください。また、プリンターに添付の 「 NEC サービス網一覧表」に記載されているサービス窓□へお問い 
合わせください。 

一チェック- 

本体の背面に、製品の型式 、 SERIAL N ◦.(製造番号)、定格、製造業者名、製造国が明記された管理銘板 
が貼ってあります(下図参照)。販売店またはサービス窓口にお問い合わせする際にこの内容をお伝えくだ 
さい。また、管理銘板の製造番号と保証書の保証番号が一致していないと、万ープリンターが保証期間内 
に故障した場合でも保証を受けられないことがあります。お問い合わせの前にご確認ください。 
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保守サービスについて 

保守サービスは純正部品を使用することはもちろん、技術力においてもご安心してご利用いただける、当 
社指定の保守サービス会社をご利用ください。保守サービスには次のような種類があります。 

• 契約保守 . 年間一定料金で契約を結び、サービス担当者を派遣するシステムです。 

• 出張修理 . サービス担当者がお客様のところに伺い、修理をするシステムです。料金は修理の程 

度、内容に応じて異なります。 


保守サービスの種類 


種類 

概要 

修理料金 

ぉ支払い方法 

受付窓口* 1 

保証期間内 

保証期間外 

契約保守 

ご契約いただきますと、修理のご依頼に対 
しサービス担当者を派遣し、修理いたしま 
す。（原則として派遣日にその場で修理い 
たしますが、故障の程度 • 内容により、お 
引き取りして修理する場合もありますので 
ご了承ください。 ） 保守料は、システム構 
成に応じた一定料金を前払いしていただく 
ため一部有償部品を除き、修理完了時にそ 
の都度お支払いいただく必要はありませ 
ん。保守費用の予算化が可能になります。 

機器構成、契約期間に 
応じた一定料金 

契約期間に応 
じて一括払い 

NEC フイール 
デイング(株） 

出張修理 

修理のご依頼に対してサービス担当者を随 
時派遣し、修理いたします。 

(原則として派遣日にその場で修理いたし 
ますが、故障の程度 • 内容により、引き取 
りさせていただいて修理する場合もありま 
すのでご了承ください。 ） ご契約は不要で 
す。 

無料* 2 

修理料 
十 

出張料 

そのつど清算 


^ 受付窓□の所在地、連絡先などは添付の 「NEC サービス網一覧表」もしくは、インターネットのホームページアドレス 
http://www.fielding.co.jp/per/index.htm をご覧く ださい0 

* 2 本製品は「出張修理対象品」ですので、保証期間内の出張修理は無料です。出張修理の対象となっていない製品は出張料のみ有料と 
なります。 


プリンターの寿命について 

MultiWriter 4550の製品寿命は、印刷枚数が200万べージ、または使用年数5年のいずれが早いほうです。 
定期保守については、16売店または 「 NEC サービス網一覧表」に記載のサービス窓□にご相談ください。 

補修用性能部品および消耗品について 

本製品の補修用性能部品および消耗品の最低保有期間は製造打ち切り後7年です。 

N 型製品における消耗品の最低保有期間については、「レーザプリンタ N 1153- L 4550 補足説明書」を参照 
願います。 


〇〇 ユ—ザ—サ—ビス 
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ユーザーズマニュアルの再購入について 

もしユーザーズマニュアルを徹)失されたときは、下記の PC マニュアルセンターに品名を次のように指定し 
てお申し込みください。ユーザーズマニュアル（コピー版)を実費で再度購入することができます。 

品名 MultiWriter 4550 ユーザーズマニュアル 

なお、ユーザーズマニュアルの紛失に備えて、品名をメモしておくようにしてください。 

PC マニュアルセンター 


URL : http :// pcm . mepros . com / 


電話： 03-5476-1900 

受付時間月曜から金曜10 : 00〜12 : 00/13 ： 00〜16 : 00 
(土曜、日曜、祭日は、ご利用になれません） 

FAX : 03-5476-1967 

受付時間24時間(いただいた FAX に対するご回答は翌営業日以降となります。） 


情報 サービス について 

• プリンター製品に関する最新情報 

インターネット 「NEC 8番街 」 URL : http :// nec 8. com / 

• プリンターに関する技術的なご質問、ご相談 

NEC 121コンタクトセンター 

(電話番号、受付時間などについては、 「 NEC サービス網一覧表」をご覧ください。） 

プリンターソフトウェアをフロッピーディスクで必要な場合 

通常プリンターソフトウェアのインス!ルは添付の CD - R 〇 M がら行いますが、フロッピーディスクを 
使ってインス!ルしたい場合は、いったん CD - R 〇 M に収録されているプリンターソフトウェアをフ□ッ 
ピーディスクにコピーしてがらインス I ルします。フロッピーディスクの作成手順については次ページ 
の 「 FD 作成」をご覧ください。 

もし 「 CD - R 〇 M ドライブを持っていなしヽ」などでフロッピーディスクにコピーできない場合は、あらがじめ 
以下の必要事項を調べていただいた上で、最寄りの PC クリーンスポットまでご連絡ください。 PC クリー 
ンスポットの連絡先は、添付の 「 NEC サービス網一覧表」をご覧ください。無償でご希望のフロッピーディ 
スクをお送りします。 


必要事項 


① プリンターの名称 MultiWriter 4550 

② プリンターの製造番号 保証書をご覧ください。9桁の英数字です。 

③ フロッピーディスクタイプ 3.5インチ型の1.441\/1巳タイプ* 1 、または 3. 5インチ型の 1.2 MB タイプ* 2 

④ ご住所 


⑤ ご氏名 

⑥ ご連絡先 昼間ご連絡がとれる電話番号をお知らせください。また自宅か勤務先かも明記 

してください。 


^ PC98-NX シリーズを含む BM PC/AT 互換機 (D0S/V 対応機）に対応 
* 2 PC- 9800シリーズに対応 
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FD 作成(インストール媒体の作成） 

「 FD 作成」はプリンターソフトウェア CD - R 〇 M の内容を任意の項目で構成し、フロッピーディスク、また 
はハードディスクなど任意の媒体にインス!ル用のプリンターソフトウェアをコピーする機能です。 


コピーされる形式は次の2通りです。 
• マスター として 

• 「カスタム」インストール用として 


本プリンター用プリンターソフトウェアをすべてコピーします。 
(1.44 MB もしくは 1.25 MB でフォーマットされたフロッピーディ 
スクが10枚が必要です） 

機能を選択して、インス!ル用のプリンターソフトウェアをコ 
ピーします。 （1.44 MB もしくは 1.25 MB でフォーマットされたフ 
□ッピーディスクが10枚が必要です） 


プリンターソフトウェアをコピーした八ードディスクを他のコンピューターも共有できるようにしておけば、 CD- 
ROM を使わずにネットワークを介してプリンターソフトウェアをインス!ルすることができます。複数台の 
コンピューターに同じ内容のソフトウェアを短時間にインスIルしたい場合などに便利です。 


ここでは 、 Windows XP 環境で FD 作成をする手順を説明します。他の〇 S においても同様の手順です。 


〇プリンターソフトウェア CD - ROM をセット 
し、メニュープログラムを立ち上げる。 

メニュープログラムを立ち上げる手順はお使いにな 
るコンピューターの環境によって異なります。各 
〇 S のインストール方法を参照してください。 

① 左側のボタンから[インストール]を選択しま 
す。 

② [MultiWriter 455 0] を選んで[インストール開 
始]をクリックします。 



〇 FD 作成の[作成]をクリックする。 



© インストール媒体の作成先、媒体種別を指定 
し、[次へ]をクリックする。 

作成先にフロッピーディスクドライプを指定すると 
プリンタ ーソフト ウェアが フ □ッ ピー ディスクにコ 
ピーされます。 

インストール媒体作成先に、ハードディスク、ネッ 
トワークパスを指定することができます。 

[マスタ媒体として作成する。 ] を選ぶと CD-ROM 
と、同様の内容をすべてコピーします。 


インスト'-ル媒体を、フ□ツビーディスクに作成します。 

※フォ-マゥト済のディスクが1〇枚必要です。 

※ディレりトリを変更すると、ハ-ドディスクやネットワ-クドライブ(こも作成できま 
す。 

インストール媒体の作成先を指定してく s さい。①： 




参照眼 ] 


媒体?刷 

的观腦 r 作腿通 

〇カスタム媒体として作成する。 ◎ 


I >欠へ妙>卜 


キャンセル ) 


< [マスタ媒体として作成する]を選んだ場合> 
手順❼へ進んでください。 

く[カスタム媒体として作成する]を選んだ場合〉 
手順❹へ進んでください。 


〇〇 ユ—ザ—サ—ビス 
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〇プリンタードライバーのインストール、プリ 
ンターの接続先を選び、[次へ]をクリックす 
る0 



< [未指定]を選んだ場合> 
手順❻に進んでください。 


<[□ ーカルポート]を選んだ場合> 

希望するポートを選び、[次へ]をクリックす 
る0 


カスタム媒体□一カルボート遂択 


ブリンタ接続先の口一カルポートを逞択してください。 
逞択可能なポート史)： 


ポート名 

こ説明 [: 

A 

USB001 

C0M1 ： 

COM2 ： 

COM3 ： 

COM4 ： 

FILE ： 

ffigM 

LPT2 ： 

Virtual printer port for USB 
カルポ'■卜 
□一カルポート 
口-カルポート 
□一カルポート 
□一カルポート 
□ '■カルポート 
□—カルポ'-卜 

V 

< 


| > 


[ く戻る迫 ） I [ >欠へ妙 〉 yj I キャンセル I 


< [ネットワーク共有プリンタ]を選んだ場合> 

プリンターの接続先を指定し、[次へ]をク 
リツクする。 



く [NEC TCP/IP Port] を選んだ場合〉 

LAN ボード、または LAN アダプターの IP アド 
レスあるいは、ホスト名を設定して[次へ]を 
クリックする。 



0 任意の機能を選ぶ。 

[全追加]をクリックするとすベてチェックされま 
す。[全削除]をクリックするとすベてチェックが 
外れます。 

—レチェック- 

ここで選択されなかつた機能はクライアン 
卜でインス!ルした後に、クライアント 
で追加を行おうとしても追加できません。 

インストールした機能のみ削除できます。 


カスタム媒体で _PrintAgent をインストル対象にしますか？ 
0 Print Agent をインストール対象(こする。 (£) 


獅頁目迄)： 


説明 ( P : 


0 Print Agent リブリント 2 
0お 1売みくだ a 、. TXT 
0ツ，卜 

0プリンタステ4スウインドウ 
□音声 
□ ブリンター覧 
0ヘルプファイル 


「既定値船丨 

し 全追加⑻ | 

し 全則除必 I 


ここには、逞択項目で逗択したオブシヨン © 説日肋壤示されます。 


I く戻卿] 


キャンセル I 
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〇インストール先、スプール先を指定し、[次 
へ]をクリックする。 

ここであらかじめインス I -ール先を固定しておけ 
ば、個々のコンピューターからインスト _ ルする 
ときの手順が簡略化できます。 


カスタム媒体ディレクトリ設定 


激^織叔ル 先の デイ レ刪锭 しま 彻 


□インストル先⑻： 

[ 〇 ：¥ Print Agent¥ 


I mm ： 


□スプール先®: 


D ： MPrintAgen«Spool¥ 


I 参照©... 


く戻5(旦） | £ 汶へ⑩ >卜 


丨 キャンセル 


〇設定した内容を確認し、[完了]をクリックす 
る0 


カスタム媒体設定完了 



〇 [0K] をクリックする。 


FD 作成問 te 


FD 作成を閉眙します。よろしいで t か？ 


0 K 




I キやンセル 


インストール媒体の作成が開始します。 


〇 [0K] をクリックする。 


FD 作成が終了しました。 


0 K 


♦ 


- K チェック - 

FD 作成によって作成されたフ□ッピーディ 
スクは、以下のような構成になります。 

Disk 1:インス!ルプ□グラム 

Disk 2 : Windows Me /98/95 
プリンタードライバー 

Disk 3 : Windows NT 4.0 

プリンタードライバー 

Disk 4 : Windows XP /2000 
プリンタードライバー 

Disk 5〜 Disk 1〇： PrintAgent 
ソフトウェア 

作成したフロッピーディスクでプリンター 
ソフトウェアのインス I ルを行うには、 
Diskl にある SETUP.EXE を実行してくだ 
さい0 


〇〇 ユ—ザ—サ—ビス 


199 




























































メ モ 


200 



オプション 



この章では 、 MultiWriter 455◦用として提供される別売品(オプション）を紹介し、その取り付け、取り外 
し、テスト印刷の方法などについて説明します。 


• オプション品•消耗品の紹介 . 203ページ 

• 大容量ホッパー . 209ページ 

• フィニッシャー . 212ぺージ 

• 両面印刷ユニット . 213ページ 

• 定形外用紙カセット . 215ページ 

• フエースアツプトレー . 217ぺ _ シ 

• 封筒フィーダー . 220ページ 

• LAN ボード . 222ページ 

• LAN アダプター . 226 ページ 

• 増設メモリー . 228ページ 

• ハードディスク . 232ぺージ 

• 使用できるプリンターケーブル . 234ページ 
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フイニツシ ヤーは大容量ホ ツ パーがないと取り付けられません。 

































































































オプション品 • 消耗品の紹介 

オプション品•消耗品のご購入については、お買い求めの販売店、または添付の 「 NEC サービス網一覧表」 
に記載されているサービス窓□などにお問い合わせください。 



大容量ホッパ（型番 PR - L 4550-03、 N 11 54- L 4550 -03) 

ホッパー3にセットできる用紙はA3、 A4、B4、B5、 レターサイズの用紙で最 
大5◦〇枚 (64g/m 2 ) までセットすることができます。用紙サイズを自動的に認識 
することができます。ホッパー4、5には A4、B5、 レターサイズの用紙を最大 
1，〇〇〇枚 (64g/m 2 ) までセットすることができます。 

用紙サイズラベルと用紙サイズシールが添付されています。 

ホッパー3には用紙サイズラベルを、ホッパー4、5には用紙サイズシールをお 
使いください。 

ホッパーの切り替えについては209ページをご覧ください。 



項目 

型番 PR - L 4550-03、 N 11 54- L 4550-03 

ホッ パー 

ホッ パー 3 

ホツ パー 4 

ホッ パー 5 

サイズ 

555 (W) x 521 (D) x 426 (H) mm 

質量 

約 35kg 

用紙種類 
サイズ 

普通紙、厚紙、穴あき紙： 

A3、 A4、B4、B5、 レター 
ラベル紙： B4、A4 
〇 HP : A4 

普通紙、厚紙、穴あき紙： 
A4 、 B5 、 レター 
ラベル紙： A4 

普通紙、厚紙、穴あき紙： 
A4 、 B5 、 レター 

用紙坪量 

64〜180 g/m 2 

64〜105 g/m 2 

給紙容量 

最大500枚 (64g/m 2 ) 

最大1000枚 (64g/m 2 ) 

備考 

サイズラペル使用 

用紙サイズシール使用 


定形外用紙カセット（型番 PR - L 4550-04、 N 11 54- L 4550 -04) 



定形外用紙を印刷するための用紙カセットです。標準ホッパー1、2または大容 
量ホッパー3と交換して使用します。 


項目 

型番 PR - L 4550-04、 N 11 54- L 4550-04 

サイズ 

520 (W) x 490 (D) x 115 (H) mm 

質量 

約 3.5kg 

用紙サイズ 

ホッパー1:182〜 297mm x 139.7〜431.8 mm 
ホッパー2、3 :182〜 297mmx 182〜431.8 mm 

給紙容量 

最大500枚 (64g/m 2 ) 

備考 

1段目、2段目、3段目に取付可能 






























両面印刷ユニット（型番 PR - L 4550 - DL 、 N 11 54- L 4550 - DL ) 



両面印刷をするためのユニットです。 A 3、 A 4、 B 4、 B 5、 A 5、 レターサイズ 
の用紙に両面印刷できます。 


項目 

型番 PR-L 4550 -D し N11 54-L4550-DL 

サイズ 

92 ( W ) x 484 ( D ) x 169 ( H ) mm 

質量 

約 5.5 kg 

用紙種類 
サイズ 

普通紙、穴あき紙： A 3、 B 4、 A 4、 A 5、 B 5、 レター 

用紙坪量 

64〜120 g / m 2 


フェースアップトレー（型番 PR - L 4050 - FT 、 N 11 54- L 4050 - FT ) 



用紙をフェースアップ(印刷された面が上になる状態)でスタックするための卜 
レーです。最大2◦〇枚 (64 g / m 2 ) スタックできます。 


項目 

型番 PR-L 4050 -FT、Nil 54-L 4050 -FT 

サイズ 

414 ( W ) x 562 ( D ) x 100 ( H ) mm 

質量 

約 2.5 kg 


フイニツシヤ（型番 PR - L 4550 - FS 、 N 11 54- L 4550 - FS ) 



A 4 サイズ横置きで最大3,000枚 (64 g / m 2 )、 大容量排紙ができます。（ステープ 
ルどめする場合は、20◦部まで利用できます。） 

オフセツト排紙機能* 1 があります（ステープルどめする場合は、部ごとに自動で 
オフセツトします）。 

ステープル機能付きで、最大5◦枚までステープルどめできます。 （51 枚以上の 
場合はステープルどめされません。） 

また、用紙に穴あけを行うことができます（パンチ機能)。 

取り付けには大容量ホッパー（オプション）が必要です。 


項目 

型番 PR-L 4550 -FS、N 11 54-L 4550 -FS 

サイズ 

751 ( W ) x 585 ( D ) x 1,146 ( H ) mm 

質量 

約 56.5 kg 

用紙種類 
サイズ 

普通紙： A 3、 B 4、 A 4、 B 5* 2 、 レター 

用紙坪量 

64〜105 g / m 2 

排紙容量 

最大3◦◦◦枚 (64 g / m 2 ) 

後処理機能 

オフセツト排紙、ステープル、パンチ* 3 


氺1:印刷ジョブごとに用紙を左右にずらして排紙トレーに排出する機能です。 
*2 : B5 縦置きは後処理機能を使用できません。 

*3 : A3 縦、 A4 横のみ使用可能。 
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封筒フィーダ（型番 PR - L 4050 - EF 、 N 11 54- L 4050 - EF ) 



封筒用の給紙フィーダーです。封筒(洋形4号)を10◦枚までセツトすることがで 
きます。標準トレーとの併用はできません。 


無線 LAN プリンターポード(型番 PR - WL -1 1 ) 

IEEE 802.11 b 規格に準拠し、転送速度最大11 Mbps の無線 LAN 環境にプリン 
ターを接続する内蔵型 LAN ボードです。従来の有線 LAN システムのようにネッ 
トワークケープルが散乱することなく、ネットワークケープル敷設工事の必要 
がないため、安価に、また手軽に LAN 環境が構築できます。世界標準の Printer- 
MB に対応し、この MB を監視するネットワーク管理ソフトウェアによって、 
プリンターの管理が行えます。 

添付のプリンターソフトウェア CD-R 〇 M に収録されているユーティリティー「無 
線 LAN プリンタ導入ウィザード」を使用すると、無線 LAN 環境を初めて構築する 
方や不慣れな方でも、設定項目ごとにウィザード画面上でサボートされている 
解説や操作手順により、簡単に分かりやすく設定を行うことができます。 



LAN アダプタ ( TCP / IP ) (型番 PR - NP -03 TR 2) 

100BASE-TX, 1〇 BASE-T インターフェースを装備し、 SNMP (ネットワーク 
管理プロトコル）に対応している外置き型 LAN アダプターです。 

世界標準の Printer-MIB に対応し、この MIB を監視するネットワーク管理ソフト 
ウェアによってプリンターの管理が行えます。 

PrintAgent (プリンタ管理ユーティリティ）のリモート電源制御機能を使って、 
コンピューターからプリンターの電源の〇 N/OFF ができます。（詳細は添付のプ 
リンターソフトウェア CD-R 〇 M に収録されている活用マニュアル4章の「リモー 
卜電源制御」をご覧ください。） 



LAN アダプタ ( TCP / IP ) (型番 PR - NP -02 T 2) 



100BASE-TX, 1〇 BASE-T インターフエースを装備し、 SNMP (ネットワーク 
管理プロトコル）に対応している外置き型 LAN アダプターです。 

世界標準の Printer-MIB に対応し、この MIB を監視するネットワーク管理ソフト 
ウェアによってプリンターの管理が行えます。 


'K チェック - 

LAN アダプターが対応している P「inte「-M 旧、操作パネルによる IP アドレス設定などの機能を有効にする 
ためには、プリンターの動作双方向を ECP モードにする必要があります。詳しぐま、1章の 「Step2 IP 
アドレスとサブネットマスクを設定する」 （37 ページ)を参照してください。 





















マルチプロトコル LAN アダプタ(型番 PR - NPX -05) 

100 BASE - TX , 10 BASE - T インターフェースを装備し、プリンターのパラレル 
インターフェースに直接接続する外付け LAN アダプターです。本 LAN アダプ 
夕一は PrintAgent、NEC Internet Printing System ( IPP) 、 NEC TCP/IP Port 、 
SNMP ( Pmte 「- MB、Host Resource MB ) には対応していません。詳しくは 
PR - NPX -05 のセツトアップガイドをご覧ください。 


LAN アダプターネットワーク環境 



PR-NP-02T2/PR-NP-03TR2 

PR-NPX-05 

ネットワーク 0S 

プロトコル 

ネットワーク OS 

プロトコル 

Windows XP/2 〇〇〇 

TCP/IP 

Windows XP 

TCP/IP 

Windows 2000 

TCP/IP 

NetBEUI 

Windows NT 4.0 

Windows NT 4.0 

Windows Me/98/95 

(NEC TCP/IP Printing System により対応） 

Windows Me/98/95 
(NEC Network Printer Port により対応） 

UNIX 

UNIX 

TCP/IP 

NetWare 3.X/4.X/5.X 

IPX/SPX 


マルチプロトコル LAN ポード(型番 PC - PR - L 02) 



100 BASE - TX , 10 BASE - T インターフエースを装備しているプリンター内蔵型 
LAN ボードです。 


増設メモリ（型番 PR - MW - MO 12 、 Nil 54- MW - M 0 1 2) 

(型番 PR - MW - MO 13 、 Nil 54- MW - M 0 1 3) 

(型番 PR - MW - MO 14 、 Nil 54- MW - M 0 1 4) 

このボードは、 SDRAM を搭載した SO - D 旧 M です 。 MultiWriter 455〇には、 
64 MB 、128 MB , 256 MB のいずれが1枚だけ取り付けることができます。取り 
付けにより次の効果があります。 

• 電子ソート機能 
• 複雑な印刷データの印刷性能向上 
• フォーム登録数の増加 
• 受信バッファーの拡大 

ハードディスク(型番 PR - L 4550 - HD 、 N 11 54- L 4550 - HD ) 

プリンター本体に内蔵することにより、より強化された電子ソート機能が可能 
となります。電子ソートとは、印刷データの複数部コピー要求があった場合に 
プリンター内部で部数毎に印刷を繰り返し、1つのトレーに出力する機能です。 

電子ソート機能をご使用の場合は、 64 MB 以上のメモリーの増設が必要です。 
八ードディスウをご使用になることにより、電子ソートの上限は用紙サイズに 
よらず200枚となります。 
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USB プリンタケーブル(型番 PR - CA - U 02) 



USB プリンタケープルをご使用になる場合、コンピューターに USB プリンター 
ドライバーをインストールする必要があります。すでにコンピューターにプリ 
ンタードライバーがインストールされている場合でも、ケープルドライバーの 
アップデートが必要になる場合があります。 


プリンターケーブル 



プリンターケープルはお使いのコンピューターの種類によって違います。詳細 
については、234ページの「使用できるプリンタケープル」をご覧ください。 


日本語ページプリンタ言語 NPDL(Level 2) リファレンスマニュアル 

(型番 PC - PRNPDL 2- RM ) 

ページプリンターの様々な動作を制御する命令およびプログラミングについて 
の詳しい解説書です。 



クリーニングキット(型番 PC - PR 601 -14) 

プリンターの清掃に便利な用具一式が入っています。 
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オプション 
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肖耗品 


EP 力ートリツジ（型番 PR - L 4550 -1 2、 EF -3464) 

- 1個当たり、約3◦，◦◦◦ページの印刷が可能な EP 力ートリツジです。 



〆 ェック- 

• EP カートリッジの1個あたりの印刷可能ページ数は A 4 用紙サイズに画像面積比5%の連続印刷を行 
なったとき （141 ページ参照)の値です。印刷用紙サイズ、画像面積比、 0 PC 寿命などの印刷に関する 
設定の要素によって、印刷可能ページ数は異なります。 

• 間欠印刷を頻繁に行うとトナーが残っていても、 EP 力一トリッジ内の 0 PC が劣化して EP 力一トリッ 
ジの寿命となる場合があります。 


ステープル針（型番 PR - L 4050 - SP 、 EF -3972) 



フイニツシャーで 使用され る 替えの ステー プル針です。1 セツ ト15,00〇針 
(5,000針/個 x 3個)です。 フイニッシヤー には1個(5,000針)添付されていま 
す。 
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大容量ホッパー 

大量印刷をサボートするために 、 MultiWriter 4550には大容量ホッパーが用意されています。 


大容量ホッノ v °_ の取り付け 


大容量ホッパーの設置作業はサービス担当者が行いますので別途料金が必要です。 


大容量ホッパーへの用紙のセット 

大容量ホッパーへの用紙のセット方法については、3章の「用紙カセットに用紙をセットする」 (84 ページ) 
および「太容量ホッパーに用紙をセツトする」 (89 ページ)をご覧ください。 


大容量ホッノ v ° —の切り替え 

大容量ホッパーを取り付けたときに必要なホッパーの切り替えについて説明します。 

取り付けた大容量ホッパーから給紙するためには、操作パネル上でホッパー表示を「ホッパ3」、「ホッパ 
4」、または「ホッバ5」にします。 

ホッパーの選択には、選択した状態をどこまで維持させるかによって、2つの方法があります。 

• プリンターの電源が〇 FF されるまで維持する方法 . [ホッパ]スイッチによる切り替え 

• プリンターが初期化されても大容量ホッパーが選択される方法…メニューモードによる切り替え 


次にそれぞれの選び方について説明します。 

プリンターの電源が OFF されるまで維持する方法 

操作パネルの[ホッパ]スイッチを使って大容量ホッパーを選択します。 


〇 [印刷可]スイッチを押し、印刷可ランプを消 
灯させる。 

〇 [ホッパ]スイッチを押し、ディスプレイの表 
示を“ホッパ3” 、 “ホッパ4”または“ホッパ5” 
にする。 


ホッ ハ。3 A 4ヨ〕 ホ。- 卜 
フツウシ NPDL 


0 [印刷可]スイッチを押し、印刷可ランプを点 
灯させる。 

〇コンピューターからデータを 送る。 

この状態は、以下の方法で変更しない限り、設定 
は維持されます。 

• 同じ方法でホッパーの選択を変更する 
• トレー給紙に変更する 
• 電源を〇 FF にする 
• コンピューターから変更する 
• プリンターを初期化する 










プリンターが初期化されても大容量ホッノ《一が選択される方法 

メニューモード内のプリンターの初期設定を変更します。 


〇 メニューモードに入る。 

[印刷可]スイッチを押してプリンターをディセレク 
卜状態にし、[メニュー]スイッチを押して“テスト 
メニューを表示させます。 

テストメニュー 今 


0 [ V ]スイッチを2回押す。 

“ヨウシメニューと表示されます。 

ヨウシメニュー — 


0 [>] スイッチを2回押す。 

ホッパー初期設定の表示になります。 

ホッハ°シヨキセッティ 
— ホッハ°1氺 


〇 [設定変更]スイッチを押して、ディスプレイ 
下段をホッパ3*”、“—ホッパ4*” 
または“—ホッパ5*”に変更する。 

ホッハ。シヨキセッティ 
<- ホッハ° 3氺 


〇 [メニュー終了]スイッチを押し、印刷可ラン 
プを点灯させる。 

ディスプレイ上段に“ホッパ3 XX XXX ”、 
“ホッパ4 xx xxx ”、 または“ホッパ5 xx 
xxx ”* と表示されていれば設定は完了です。表 
示されていないときはもう一度最初からやり直して 
ください。 


ホッハ。3 A 4 ヨコ ホ。-卜 
フツウシ NPDL 


この状態は、同じ方法でホッパーの選択を変更しな 
いがぎり維持されます。 


テスト印刷 

大容量ホッパーが正しく取り付けられたことを確認するために、テスト印刷のステータス印刷を行います。 


〇 [印刷可]スイッチを押し、印刷可ランプを消 
灯させる。 

❷[メニュー]スイッチを1回押す。 

ディスプレイには“テストメニューと表示さ 
れます。 

テストメニュー 4 


0 [>] スイッチを1回押す。 

ディスプレイ下段には“ステータスインサツジッコ 
ウと表示されます。 

テストメニュー 

ぐステータスインサッシ、' ッコウ4 


〇さらに [>] スイッチを1回押す。 

プリンターはステータス印刷を開始し、ディスプ 
レイには“テストインサツチュウ”と表示されま 
す。 


テストインサツチュウ 


■ IT チェック- 

大容量ホッパーを取り付けた場合は、「給紙構成」にホッパー3〜5が、フィニッシャーを取り付けた場合 
は、「オプシヨン」にフイニッシヤーが印刷されます。 
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* * プリンタ環境設定 

H/W 情報 


Version コント q —ラ 



ステータス印刷の例 

ステータス 印刷が終了すると、自動的に印刷可ランプが点灯し、印刷できる状態になります。これで、大 
容量ホッパーの取り付け確認は完了です。 


U レー給紙について 

印刷している給紙先の用紙がなくなったときに、自動的に別の給紙先から用紙を吸入し印刷を続ける機能 
です。ホッパー、トレー、または大容量ホッパーを装着し、同じ用紙サイズおよび同じ用紙種別の用紙を 
セットした場合のみ実現できます。 

リレー給紙を有効にするために、メニューモードのリレー給紙設定をする必要があります。以下の手順で 
印刷してください。 


❶メこ 


• 一- C — 卜に人会0 


[印刷可]スイッチを押してプリンターをディセレク 
卜状態にし、[メニュー]スイッチを押して“テスト 
メニューを表示させます。 

〇 [ V ]スイッチを2回押す。 

“ヨウシメニューと表示されます。 


ヨウシメニュ_ 


今 


© [>] スイッチを1回、[ V ]スイッチを3回、 
[>] スイッチを1回押す。 

リレー給紙設定の表示になります。 


リレ-キュウシセッティ 

ぐホッハ。1リレー OFF * 


〇 操作パネルの [ v ] スイッチ、[八]スイッチ、 
[設定変更]スイッチを押して、リレー給紙さ 
せるホツパーまたはトレーを ON にする。 


— K チェック- 

リレー給紙させるホッパーまたはトレーの 
すべての“リレーキュウシ”を ON にしてくだ 
さい。 

© [メニュー終了]スイッチを押す。 

〇設定が終わったら、リレー給紙を有効にした 
ホッパーまたはトレーの用紙サイズ、用紙の 
種類、用紙のセット方向が同じになっている 
か確認する。 

〇プリンタードライバーのプロパティダイアロ 
ク'ボックスの[用紙]シートで、給紙方法が[自 
動]になっていることを確認する。 

〇 [印刷]ダイアログボックスで印刷範囲、印刷 
部数を指定し、 [ ok ] をクリックして印刷す 
る0 


大容量ホッパーの取り外し 


大容量ホッパーの取り外し作業はサービス担当者が行いますので、プリンターに添付の 「 NEC サービス網 
一覧表」に記載されているサービス窓□へお問い合わせください。 
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フィニッシャ _ 

大量印刷をサポートするために 、 MultiWriter 4550にはフィニッシャーが用意されています。 


フイニツシヤーの取り付け 


M チェック- 

• このオプションは、お客様による設置ができません。設置作業はサービス担当者が行いますので(有 
償)、ご購入の際は、お買い求めの販売店に設置を依頼してください。 

• フィニツシャーを接続した場合は、プリンター本体の排出トレーのプリント収容可能枚数は300枚 
(64 g / m 2 ) となります(通常は500枚 (64 g / m 2 )) 

• ステープルどめをして印刷をしている場合に、針がなくなったときは、印刷は停止します。また、ス 
テープルどめで印刷中に排紙フイニッシヤートレーが一杯になった場合も、スタックフルで印刷は停止 
します。 


テスト印刷 

フィニッシャーが正しく取り付けられたことを確認するために、テスト印刷のステータス印刷を行います。 
手順については本章の210ページを参照してください。 


フイニツシヤーの取り外し 


フイニッ シャーの取り外し作業はサービス担当者が行いますので、プリンターに添付の 「 NEC サービス網 
一覧表」に記載されているサービス窓□へお問い合わせください。 
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両面印刷ユニット 


両面印刷をするために 、 MultiWriter 4550には両面印刷ユニットが用意されています。両面印刷ユニット 
では、 A 3、 A 4、 A 5、 B 4、 B 5、 レターサイズの用紙に印刷が可能です。 


両面印刷ユニットの取り付け 


- K チェック- 

両面印刷ユニットは、プリンターに接する面を常に上向きにして作業してください。 


〇両面印刷ユニットを両手で水平に倒して持 
ち、両面印刷ユニット下側の左右の金属フッ 
ク（小）をプリンターに引っ掛ける。 



& 両面印刷ユニット右側の金属フック（太)をプ 
リンターフレームに強く押し込む。両面印刷 
ユニットを支えたまま、安全ワイヤをプリン 
ターのフックに引っ掛ける。 


© 両面印刷ユニットをプリンター側に起こし、 
「カチッ」と音がするまで閉じる。 



〇両面印刷ユニットのコネクターケーブルをプ 
リンターに接続する。 


両面印刷ユニットの 
コネクターケーフル 
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テスト印刷 

両面印刷ユニットが正しく取り付けられたことを確認するために、テスト印刷のステータス印刷を行いま 
す。手順については210ページを参照してください。 


両面印刷ユニットの取り外し 


両面印刷ユニットを取り外す場合は取り付けの逆の手順で行ってください。 
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定形外用紙カセット 


定形外用紙を印刷するために 、 MultiWriter 4550では定形外用紙カセットが用意されています。定形外用 
紙カセットは、標準ホッパー1、2および大容量ホッパー3(オプション）のそれぞれの標準用紙カセットと 
交換して使用します。 


定形外用紙カセツトの取り付け 


〇使用するホッパーの標準用紙カセットを一杯 
に引き出し、少し上方に持ち上げて取り出 
す0 



&取り外したホッパーに定形外用紙カセットを 
取り付ける。 



〇サイドガイド、エンドガイドをセツトする用 
紙サイズより外側にずらす。 


サイドガイド 


ンドガイド 



〇用紙をそろえ、印刷したい面を上にして用紙 
カセットの左手前に合わせて、用紙上限線を 
越えないようにセツトする。 




〇 セツトした用紙のサイズに合うように、サイ 
ドガイドとエンドガイドを内側にずらす。 



■ 9ォプション 
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テスト印刷 

定形外用紙カセットが正しく取り付けられたことを確認するために、テスト印刷のステータス印刷を行い 
ます。手順については210ページを参照してください。 


定形外用紙カセツトの取り外し 


定形外用紙カセツトを取り外す場合は取り付けの逆の手順で行ってください。 
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フエー スアツフ ト レ _ 


印刷された用紙の印刷面が上になるようにスタックできるトレーです。最大200枚 (64 g / m 2 ) スタックでき 
ます。 



ップトレーの取り付け 


フェースアップトレーの取り付け方法は、両面印刷ユニットが取り付けられている場合と取り付けられて 
いない場合で異なります。 


両面印刷ユニットが取り付けられていない場合 


〇付属のプレートをネジ2本でプリンターに固定 
する。 



© フェースアップトレーをプレートにしっかり 
固定する。 



両面印刷ユニットが取り付けられている場合 


両面印刷ユニットのカバーを付属のリンクを 
差し込んで、下側の接続部分3か所を切り取 
る0 



G カバーを手前に持ち上げて上部の接続部分を 
折り、切り離す。 
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オプション 
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0 付属のリンクを取り付ける。 



〇付属の トレーカバーをネジ2本で取り付ける。 



&トレーを垂直に立ててから、45度傾けるよう 
にしてトレー先端のくぼみを両面印刷ユニッ 
卜の金属の凸部に掛ける。 
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メニューモードの設定 


〇 メニューモードに入る。 

[印刷可]スイッチを押してプリンターをディセレク 
卜状態にし、[メニュー]スイッチを押して“テスト 
メニューを表示させます。 

テストメニュー 今 


Q [ V ]スイッチを4回押す。 

“オプションセッテイメニューと表示されま 
す。 

オフ。シヨンセッテイメニュー々 


0 [>] スイッチを1回押す。 

両面印刷設定の表示になります。 


オフ。ションセッティメニュ - 
◊リョウメンインサツセッティ— 

〇 [ V ]スイッチを1回押す。 

“オプションセッテイメニューフェースアップト 
レと表示されます。 


0 [>] スイッチを1回押す。 

フェースアップトレーの初期設定の表示になりま 
す。 


フエ-スアップトレ- 
を ミシヨウ* 


〇 [設定変更]スイッチを押して、ディスプレイ 
下段を“シヨウ”に変更する。 


フェ-スアップトレ- 
ぐ シヨウ* 


〇 [メニュー終了]スイッチを押し、印刷可ラン 
プを点灯させる。 


この状態は、同じ方法でフェースアップトレーの選 
択を変更しないかぎり維持されます。 

メニューの内容については「メニューツリー（113〜 
116ページ)を参照してください。 


オフ。ションセッティメニユ¬ 
リエ-スアツフ。 トレ- 今 


テスト印刷 

フェースアップトレーが正しく取り付けられたことを確認するために、テスト印刷のステータス印刷を行 
います。手順については210ページを参照してください。 


フエースアップトレーの取り外し 


フェースアップトレーを取り外す場合は取り付けの逆の手順で行ってください。 
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封筒フイ _ ダ_ 

圭寸筒用の給紙フィーダ _ です。圭寸筒(洋形4号)を100枚までセットできます。また、圭寸筒フィーダーは、卜 
レーと併用できません。 

一 k ナエック- 

トレーから封筒フィーダー、または封筒フィーダーからトレーに交換する場合は、一度電源を OFF にし、 

交換後、再び電源を ON にしてください。電源を再投入しないと認識できません。 


封筒フイーダーの取り付け 


〇トレーを 取り外す。 



0封筒フィーダーを水平に支え、先端の突起を 
プリンターの支持部の穴に合わせる。 


〇封筒フィーダーが完全に入るまでプリンター 
の支持部に差し込む。 
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テスト印刷 

封筒フィーダーが正しく取り付けられたことを確認するために、テスト印刷のステータス印刷を行いま 
す。手順については210ページを参照してください。 


封筒フイーダーの取り外し 


封筒フィーダーを取り外す場合は取り付けの逆の手順で行ってください。 


■ 9ォプション 
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LAN ポード 

MultiWriter 4550をネットワークに接続するための LAN ボードは、無線 LAN プリンターボード(型番： PR - 
WL -11)、 マルチプロトコル! _ AN ボード(型番： PC - PR - L 02) の2種類が用意されています（詳細は205、 
206ページ参照)。 

以下に LAN ボードの取り付け • 取り外し手順を説明します。 


使い方や操作方法については、 LAN ボードに添付の取扱説明書をご覧ください。 



• LAN ボードは大変デリケートな電子部品です。ボードを取り扱うときは、プリンター背面のコネクター 
が付いているフレームなどに触れて身体の静電気を逃がしてから行ってください。また、ボードは端の 
部分を持つて取り扱い、表面の部品には触れないようにしてください。 


• LAN ボードを取り付けた場合は、パラレルインターフェースコネクターは使用できません。 


無線 LAN プリンターポードの取り付け 


ここでは、無線 LAN プリンターボード（型番： PR - WL -11) の取り付け手順について説明します。 


〇プリンターの電源を OFF にし、電源コードと 
プリンターケーブルをプリンターから取り外 
す0 


0無線 LAN カード用のスロットの方を手前にし 
て、図のようにガイドレールに沿って無線 
LAN プリンターボードを両手で差し込む。 




プリンターの電源は OFF にして、電源コードを 
コンセントから抜いてください。電源コードを 
接続したまま取り付けると、故障の原因となる 
ばかりでなく、感電のおそれがあります。 


0 LAN ボード用スロットから ネジ2 本を外し 
て、プレートを取り外す。 



LAN ボー ド用 スロッ トのプレートおよび ネ 
ジは大切に保管しておいてください。ボー 
ドを取り外しプリンターを元に戻すときに 
必要です。 


手ごたえがあるまで押し込みます。 



A 注意 


無線 LAN プリンターボードを差し込む際、指や 
手をはさまないようにゆっくり作業してくださ 
い0 
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0 無線 LAN カードを無線 LAN プリンターボード 
のス□ットに差し込む。 


• 無線 LAN カードを差し込む際、指や手をはさ 
まないようにゆっくり作業してください。 

• MAC アドレスが記載されているラベルが貼 
られている面を下にして、カードをスロット 
に差し込んでください。向きを間違うと故障 
や発火の原因となります。 


〇電源コードをプリンターに取り付ける。 


無線 LAN プリンターポードの取り外し 


無線 LAN プリンターボードを取り外すときは、プリンターの電源を〇 FF にしてから取り付け手順を逆に 
行ってください。 




プリンターの電源は〇 FF にして、電源コードをコンセントから抜いてください。電源コードを 
接続したまま取り外すと、故障の原因となります。 





〇ネジ2本で無線プリンター LAN ボードを固定 
する。 



■ 9ォプション 
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マルチプロトコル LAN ポードの取り付け 


ここでは、マルチプロトコル LAN ボード（型番： PC - PR - L 02) の取り付け手順を説明します。 


〇プリンターの電源を OFF にし、電源コードと 
プリンターケーブルをプリンターから取り外 
す0 



プリンターの電源は〇 FF にして、電源コードを 
コンセントから抜いてください。電源コードを 
接続したまま取り付けると、故障の原因となる 
ばかりでなく、感電のおそれがあります。 


-レチェック- 

無線 LAN プリンタボードをお使いの場合 
は、 LAN ボード用スロットから無線 LAN プ 
リンタボードを取り外してください。取り 
外し手順は「無線 LAN プリンタボードの取 
り外し」（前ページ)をご覧ください。 


© LAN ボード用ス□ットからネジ2本を外し 
て、プレートを取り外す。 



-レチェック- 

LAN ボード用ス□ツトのプレートおよびネ 
ジは大切に保管しておいてください。ボー 
ドを取り外しプリンターを元に戻すときに 
必要です。 


〇イーサネットコネクター側を手前にして、図 
のようにガイドレールに沿ってマルチプ□卜 
コル LAN ボードを差し込む。 

手ごたえがあるまで押し込みます。 


A 注意 

マルチプ□トコル LAN ボードを差し込む際、指 
や手をはさまないようにゆっくり作業してくだ 
さい0 



〇 LAN ボードの前面にあるネジ2本でマルチプ 
□ トコル LAN ボードを固定する。 



〇電源コードをプリンターに取り付ける。 


次の手順は、1章の「9ネットワークに接続する」 
(34 ページ)をご覧ください。 
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マルチプロトコル LAN ポードの取り外し 


マルチプロトコル LAN ボード(型番： PC - PR - L 02) を取り外すときは、プリンターの電源を〇 FF にしてか 
ら取り付けの手順を逆に行ってください。 


プリンタ-の電源は OFF にして、電源コ-ドをコンセントから抜いてください。電源コ-ドを 
接続したまま取り外すと、故障の原因となります。 







LAN アダプター 

MultiWriter 4550 をネッ トワークに接続するために LAN アダプターは PR - NP -02 T 2、 PR - NP -03 TR 2、 
PR - NPX -05 の3種類が用意されています。（205、206ぺージ参照） 

l _ AN アダプターの取り付け•取り外し手順を説明します。なお、 PR - NP -02 T 2、 PR - NP -03 TR 2、 PR - 
NPX -05 の取り付け手順は異なります。詳しくは各 LAN アダプターに添付の取扱説明書をご覧ください。 

使い方や操作方法については、 LAN アダプターに添付の取扱説明書をご覧ください。 

一 k ナエック- 

LAN アダプターのコネクター部には手を触れないでください。手を触れると、コネクター部の接点が汚 
れ、接触不良になることがあります。 


LAN アダプターの取り付け 


ここでは、 PR - NP -03 TR 2 を例に取り付け手順を説明します。 


〇プリンターの電源を OFF にし、電源コード、 
プリンターケーブルをプリンターから取り外 
す0 



電源は確実に OFF にしてください。 ON に 
したまま取り付けると、故障の原因となる 
ことがあります。 


© LAN アダプターの電源を OFF にし、 LAN アダ 
プターの電源コードを抜く。 

〇 LAN アダプターのインターフェース用ソケッ 
卜とプリンターのインターフェースコネク 
ターを LAN アダプター添付のプリンターケー 
ブルで接続する。 




プリンターのパラレル 
インターフェースコネクター 


〇プリンターの電源コードのプラグを LAN アダ 
プター背面の AC コンセントに差し込む。 

LAN アダプタ（型番 PR - NP -02 T 2) の場合は、プリ 
ンターの電源コードを AC コンセントに差し込んで 
ください。 
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ネットワークケーブルのコネクターを LAN ア 
ダプターのイーサネット用コネクターに差し 
込む。 



〇 LAN アダプターの電源コードをコンセントに 
差し込む。 


一 k チェック- 

LAN アダプターの電源コードは3極プラグ 
です。2極の壁付き AC コンセント 
( AC 100 V 、 電源容量15 A 以上）に差し込 
む場合は、3極/2極変換プラグをご使用く 
ださい。 



〇 LAN アダプター前面のランプが緑色に点灯す 
ることを確認する。 

〇プリンターの電源を入れてから LAN アダプ 
ター前面のスイッチを押す。 


LAN アダプターの取り外し 


LAN アダプターを取り外すときは、 LAN アダプターがデータの受信中でないことを確認してから、プリン 
ターおよび LAN アダプターの電源を〇 FF にして取り付け手順❻がら逆に行ってください。 


■ 9ォプション 


227 






















増設メモリー 

増設メモリーを取り付けることで、次のような効果があります。 

• 電子ソート機能を有効にする 
• フォーム登録数の増加 
• 受信バッファーの拡大 
• 両面印刷時のメモリー不足の解消 
• 印刷時のメモリー不足の解消 
• 複雑な印刷データの印刷性能向上 



• Multiwriter 用の増設メモリーをご使用くださし V 他の情報処理機器には使用しないでくださし、また 
本増設メモリー以外の RAM ボードを使用すると、本プリンターが破損する場合があります。 


• 指定の SO - DIMM タイプの増設メモリーを使用してください。指定以外の増設メモリーを使用すると、 
故障の原因となることがあります。 

• MultiWriter 4050用の増設 RAM サブボード ( PR / MM 1) は、使用できません。使用すると、故障の 
原因となります。 


増設メモリーの取り付け 



増設メモリーは大変デリケートな電子部品です。増設メモリーを取り扱うときは、プリンター背面のイン 
ターフェ_スコネクターが付いているフレームなどに触れて身体の静電気を逃がしてから行ってください。 
また、ボードは端の部分を持って取り扱い、表面の部品には触れないようにしてください。 


〇プリンターの電源を OFF にし、電源コードと 
プリンターケーブルをプリンターから取り外 
す0 




プリンターの電源は〇 FF にして、電源コードを 
コンセントから抜いてください。電源コードを 
接続したまま取り付けると、故障の原因となる 
ばかりでなく、感電のおそれがあります。 


〇ネジ2本を緩める。 


ネジ 
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0 プリンターボードを引き抜く。 


緩めたネジでプリンターボードを引き抜いてくだ 
さい。 



〇増設メモリーをプリンターボードの右側にあ 
るコネクターに取り付ける。 

増設メモリーの切り欠き部をプリンターボードの 
コネクター突起部に合わせ、プリンターのコネク 
ターに対して約3◦度の挿入角度で増設メモリーの 
端子が当たるまで挿入します。 

プリンタ_ボ_ドの コネクター 



r 重要 ■ 


増設メモリーの切り欠き部の向きがとコ 
ネクターの突起部と正しく合っているこ 
とを確認してください。逆の場合は増設 
メモリーの切り欠き部とコネクターの突 
起部の位置が合わず、挿入することがで 
きません。 

奥まで確実に押し込んでください。 


〇 「カチッ」という音がするまでソケットに倒し 
込む。 


奥までしっかり倒し込んでください。しっ 
かり押し込まずに次の手順を行うと、コネ 
クターまたは増設メモリーを破損するおそ 
れがあります。 




■ 9ォプション 
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〇イジェクターが立ち上がり、しっかり固定で 
きたことを確認する。 



〇プリンターボードを奥まで差し込む。 


〇ネジ2本で固定する。 



〇電源コードとプリンターケーブルを取り付け 
る0 



テスト印刷 

増設メモリーが正しく取り付けられたがを確認するために、テスト印刷のステータス印刷を行います。手 
順については、210ページを参照してください。 

次ページのように印刷されていれば、増設メモリーは正しく取り付けられたことになります。 
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H/W 情報 

Version 

■コントロ. 

エンジン 

給紙構成 

^^ホ ッ ハ1 


ホッパ2 


ホッパ3 


ホッパ4 


ホッパ5 


トレー 


* * フリンタ環境設定 * * 


■42.5% 


両面印刷ュニ 
フィニ ッシャ 
フェースアップ 
ハードディスク 
封筒フイーダ 




64 MB 増設のとき： 96 MB 
128 MB 増設のとき： 160 MB 
256 MB 増設のとき： 288 MB 

増設メモリーを取り付けた時のステータス印刷の例 
(標準メモリー 32 MB に 256 MB メモリーを増設した場合） 

ステータス 印刷が終了すると、自動的に印刷可ランプが点灯し、印刷できる状態になります。これで増設 
メモリーの取り付けは完了です。 


増設メモリーの取り外し 


増設メモリーを取り外すときは、プリンターの電源を〇 FF にし、電源コードをプリンターがら取り外し、 
取り付けの手順を逆に行ってください。 


▲警告 


プリンターの電源は〇 FF にして、電源コードをコンセントから抜いてください。電源コードを 
接続したまま取り外すと、故障の原因となります。 


なお、増設メモリーを取り外すときはコネクターのイジェクターを横に押し広げて斜めに引き抜いてくだ 
さい0 



才 

プ 

シ 

3 

ン 


Go 横縦縦-横縦 
〇 〇 I 
■ ■ 4 4 3夕5 5 
14 45ABA レ BA 
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八ードディスク 


ハードディスクを取り付けると、電子ソート機能のページ数が増加できます。 



• 八ードディスクをご使用の場合は、 64 MB 以上の増設メモリー(オプション)の装着が必要です。 

• A - ドディスクを取り付けた場合、丁合い可能なページ数は用紙サイズに関係なく一律200ページで 


す0 


• 八ードディスクと増設メモリーが装着されていないと丁合い機能は動作しません。 


八ードディスクの取り付け 


〇プリンターの電源を OFF にし、電源コードと 
プリンターケーブルをプリンターから取り外 
す0 


0 プリンターボードを引き抜く。 

緩めたネジでプリンターボードを引き抜いてくださ 
い0 
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0 プリンターボードの裏側から、ネジ4本でハー 
ドディスクを固定する。 


〇プリンターボードを奥まで差し込む。 




テスト印刷 

ハードディスクが正しく取り付けられたことを確認するために、テスト印刷のステータス印刷を行います。 
手順については210ページを参照してください。 


八ードディスクの取り外し 


ハードディスクを取り外す場合は取り付けの逆の手順で行ってください。 



〇ネジ2本を取り付ける。 



〇電源コードとプリンターケーブルを取り付け 
る0 


■ 9ォプション 
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使用できるプリンタ _ ケ _ ブル 

MultiWriter 4550で使用できるプリンターケーブルは次の表のとおりです。お使いになっているコン 
ピュ _ 夕 _ によつて使用できるプリンタ _ ケ _ ブルが異なります。 


コンピューター 

プリンターケーブル* 1 

PC98-NX シリーズを 
含む IBM PC/AT 互換 
機 （DOS/V 対応機） 

PC98-NX シリーズ 

PC-PRCA- 〇1 

PC-CA205* 2 

PR-CA-U02 

IBM、 富士通、東芝、 DELL、 その他各社 

PC-PRCA-01 

PR-CA-U02 

PC- 9800シリーズ 
デスクトップタイプ 
ミニタワータイプ 

98MATE シリーズ（除く Ap- As. Ae. Af) 

98MATE サーバシリーズ 

98FELL 〇 W シリーズ（除く BA- BX) 

98MUl_Ti シリーズ（除く Ce) 

98MULTi CanBe シリーズ 

VALUE STAR シリーズ 

CEREB 

98FINE 

PC-H98 シリーズ* 4 

PC-CA202* 3 

PC-CA204* 2 

PC-98XA. XL. XL 2 - RL* 4 

PC-PR801-21 
(パソコン本体に標準添付） 

上記以外の14ピンパラレルインターフェースを持つ 
デスクトップタイプ 

PC-CA203* 2 

98サーバシリーズ 

SV-H98 シリーズ* 4 

SV-98 シリーズ 

PC-CA202* 3 

PC-CA204* 2 

98NOTE シリーズ 

Lavie シリーズ 

Aile シリーズ 

98NOTE Light 

PC-982 INf- Np- Nx- Nd- Nm- Ne3- Ne2 - Nd2 

PC- 9801 NL/A. NS/A 

PC-CA202* 3 

PC-CA204* 2 

上記以外の 20 ピンパラレルインターフェースを持つ 
98NOTE シリーズ 

PC- 9801 N-19 

PC- 9800シリーズ 
ラップトップタイプ 

PC-9821TS 

PC-CA202* 3 

PC-CA204* 2 

プリンタ増設インタフエースボード (PC-9801-94) 

PC-CA202* 3 

PC-CA204* 2 

Express 5800シリーズ 

K210-10 (01) * 3 

K 210 -10 (04”_ 


^他社のケーブルをお使いになる場合、運用した結果の影響については責任を負いかねます。 

* 2 PC-CA203、PC-CA204, PC-CA205, K210-10(04) のケーブルの長さは 4.0m。 

* 3 PC-CA202、K 210 -10(01) のケーブルの長さは 1.5m。 

* 4 ハイレゾリューションモードでは、プリンタステータスウィンドウ機能、音声メッセージ機能は利用不可。 
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仕様 


印刷方式 

電子写真記録方式 

露光方式：レーザータ'イオード十ポリゴンスキャナー 
現像方式： 1 成分乾式 

印刷速度 

約 45 ページ/分* 1 ( A 4 用紙横置き、ホッパー 1 給紙片面印刷、普通紙モード時） 

ウォームアップの待ち時間 

電源投入時：最大 60 秒以内 

(室温 22° C ) 

節電時：最大 60 秒以内 

ファーストプリントタイム 

片面印刷時 A 4 サイズ 約 4.0 秒 ( A 4 用紙横置き、ホッパー 1 給紙、印刷間隔 

3 〇秒以内の場合） 

両面印刷時 A 4 サイズ 約 8.6 秒 ( A 4 用紙横置き、ホッパー 1 給紙、印刷間隔 3 〇 

秒以内の場合） 

用紙容量* 2 

ホッパー: 1 〇〇〇枚(坪量 64.0 g / m 2 の用紙の場合、 5 〇〇枚 X 2 段） 

トレー： 5 〇枚(±平量 64.0 g/m 2 の用紙の場合） 

スタック容量* 2 

5 ◦〇枚 ( A 4 用紙、坪量 64 .〇 g / m 2 相当、排紙トレーの場合） 

ドット間隔 

0.0423 mm X 0.0423 mm (1 /600 インチ x 1 /600 インチ） 

CPU 

RC 64574 (200 MHz ) 

RAM 

標準 32 MByte 

最大 288 MByte (オプション増設時） 

オプション RAM ソケット 

1 ソケツト （ SO-DIMM 用） 
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インターフエース 

• セント □ニ クス仕様に準拠* 3 

• イーサーネット （1 〇〇 BASE-TX/1 〇 BASE-T : TCP/IP のみ） 

• IEEE 802.1 1b 準拠の無線 LAN (オプション） 

データ形式 

NPDL Level 2(201PL エ ミュレーション含む） 

環境 

動作温度： 1 ◦〜 32.5°C 動作湿度： 2 ◦〜 8096( 結露しないこと） 

保管温度： 〇〜 35 °C 保管湿度： 15 〜 85 96( 結露しないこと） 

塵埃量：一般事務室程度 ガス成分：一般事務室程度 

気圧 : 1013 〜 752.4 hPa (海抜〇〜 2500 m ) 

騒音 

動作時(音圧レペル、 A 補正）： 56 .〇 dB 以下(標準） 

動作時(音圧レベル、 A 補正）： 59.0dB 以下(フルオプション） 

待機時(音圧レベル、 A 補正）： 30.0dB 以下 

電源 

電圧 ： 1 〇〇 V ±1096 

周波数: 50/60Hz ±1Hz 

消費電力 * 4 

動作時最大(プリンター単体時） ： 1290W 1350VA 

動作時最大（フルオプション時） ： 1420W 1490VA 

動作時 平均 (プリンター単体時） ： glow 950VA 

節電モード時(プリンター単体時）： 28W 以下 

寸法 

幅 645mm x 奥行き 533mm x 高さ 486mm (本体のみ） 

質量 

約 44.5kg (本体のみ消耗品含む） 

製品寿命 * 7 

印刷枚数 200 万ページ (A4 用紙換算）または使用年数 5 年のいずれが早い方 

消耗品寿命 

• EP 力一トリッジ(本体添付）：約 30,00 ◦ページ* 5 (印刷枚数） 

• EP 力ートリッジ(消耗品：型番 PR - L 4550-12、 EF -3464) : 

約 3 〇 ，000 ページ* 5 (印刷枚数） 

• ステープル 針(フィニッシャー添付)* 6 : ステープル 針 5, 〇〇〇本 

• ステープル針（消耗品：型番 PR - L 4050 - SP 、 EF -3972)* 6 : 

ステープル針 15,000 本/箱 (5,000 本 x3 箱） 

フォント 

アウトラインフォント 2 種類(明朝体、ゴシック体） 

対応 OS 

• Microsoft Windows XP 日本語版、 Microsoft Windows 2000 日本語版、 
Microsoft Windows NT 4.0 日本語版、 Microsoft Windows Me 日本語版、 
Microsoft Windows 98 日 $ 語片反、 Microsoft Windows 98 Second Edition 
日本語版、 Microsoft Windows 95 日本語版 
• 日本語 MS-D0S(Ver. 3.3 以上)、 MS-DOS 5.0/V 以上または IBM DOS Ver.J5.0/ 
V 以上 (DOS/V) 


^印刷速度は連続印刷の場合の最大値です。最初のページ、また印刷データの内容あるいはコンピューターからのデータの送り方な 
どによって異なります。 

* 2 連量 55 kg 用紙 

* 3 EEE 1 284規格準拠双方向パラレルインターフエース 

* 4 最大値は瞬間的ピークを除いた値です。また、同系列の電源に入力条件が厳しい機器を接続する場合は、 NEC フィールディング(株) 
にご相談ください。 

* 5 ただし A 4 用紙、画像面積比596連続印刷時 
* 6 フィニッシャー装着時のみ 

* 7 30万ページ印刷ごとに定期交換部品の交換が必要です。 
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用紙の規格 


用紙の種類 

寸法 

坪量 

表面電気抵抗 

その他 

片面印刷時 

普通紙 

(乾式 PPC 用紙） 

A 3 判 (297 x 420 mm ) 

A 4 判 (210 x 297 mm ) 

A 5 判 (148 x 210 mm ) 

巳4判 (257 x 364 mm ) 

巳5判 (182 x 257 mm ) 

レターサイズ 

(約216 x 約 280 mm ) 

定形外用紙 

(トレー用 (100-297 x 

105•〇〜431 .8 mm ) 、定形外 
用紙カセット用 （182 〜297 

XI 39〜431.8 mm )) 衫 

ホッパー給紙： 64〜105 g / m 2 
(連量* 1 55〜 90 kg ) 

トレー給紙： 64〜 105 g / m 2 
(連量* 155 〜 90 kg ) 

lx 10 9 〜1 x 
10 12 Q 

用紙種別は 

64〜 70 g / m 2 は普通紙、70 
〜 105 g / m 2 は厚紙1を選択し 
てください。穴あき紙は穴あ 
き紙を選択してください。 

厚紙 

ホッパー* 2 :105〜 180 g / m 2 
(連量* 190 〜171 kg ) 

トレー給紙：105〜200 g / m 2 
(連量* 190 〜171 kg ) 

用紙種別は105〜 120 g / m 2 
は厚紙2、120〜 140 g / m 2 は 
厚紙3、140〜 160 g / m 2 は厚 
紙4、160〜 180 g / m 2 は厚 
紙5、180〜200 g / m 2 は厚 
紙6を選択してください。* 4 

はがき 

官製はがき、官製往復はが 
きと同等の寸法、坪量のも 
のを使用してください。た 
だし、往復はがきは折り目 
がないものを使用してくだ 
さい。 

官製はがき 
(100 x 148 mm ) 

官製往復はがき 
(200 x 148 mm ) 

トレー給紙：1 57 g / m 2 
(連量* 1 135 kg ) 

一 

トレー給紙のみ 
官製はがきは横置きのみで 
す。往復はがきは縦置きのみ 
です。 

OHP フイ J レム 

乾式 PPC 用、表面処理され 
ているものを使用してくだ 
さい。 

A 4 判 (210 x 297 mm ) 

厚さ： 0_1 mm 士 0.025 mm 
(100 um 士 25 urn ) 

一 

ホッパー1、2、3および 
トレーからの給紙ができま 
す。 

用紙種別は〇 HP を選択して 
ください。 

ラベル紙 

乾式 PPC 用、台紙全体がラ 
ベルで覆われたものを使用 
してください。 

A 4 判 ¢210 x 297 mm ) 

巳4判 (257 x 364 mm ) 

- 

一 

ホッパー2、3、4および 
トレーからの給紙ができま 
す。 

用紙種別はラベル紙を選択し 
てください。 

封筒 

洋形4号、内カマス、のりな 
しのものを使用してくださ 
い。ただし材質によってご 
使用になれない場合があり 
ます。 

105 x 235 mm 

一 

- 

封筒フィーダー装着時および 
トレ ー * 5 

両面印刷時 

普通紙 

(乾式 PPC 用紙） 

A 3 判 (297 x 420 mm ) 

A 4 判 (210 x 297 mm ) 

A 5 判 (148 x 210 mm ) 

巳4判 (257 x 364 mm ) 

巳5判 (182 x 257 mm ) 

レターサイズ 
(約216 x 約 280 mm ) 

ホッパー給紙： 64〜105 g / m 2 
(連量* 155 〜 90 kg ) 

トレー給紙： 64〜105 g / m 2 
(連量* 155 〜 90 kg ) 

lx 10 9 〜1 x 
10 12 〇 

用紙種別は 

64〜 70 g / m 2 は普通紙、70 
〜 105 g / m 2 は厚紙1を選択し 
てください。穴あき紙は穴あ 
き紙を選択してください。 

厚紙 

ホッパー* 2 :105〜 120 g / m 2 
(連量* 190 〜 103 kg ) 

手差し給紙：105〜 120 g / m 2 
(連量* 190 〜 103 kg ) 

用紙種別が厚紙 2 の時のみ両 
面印刷が可能です。 


* 1 連量とは、用紙788 x 1091 mm (四六判）のサイズの用紙1000枚あたりの重さを示します。 

* 2 ホッパー2、3、4のみ使用できます。 

* 3 ホッパー2、3の場合は、182〜297 x 182〜431.8 mm となります。 

* 4 厚紙2〜6と用紙坪量の関係は目安です。用紙の種類等により定着性は変化しますので、テスト印刷を実施し確認を行ってくださ 
い。 

* 5 定形外用紙として使用（ユーザー定義で用紙サイズを入力） 
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チェック 


一般的に使用されている連量 55 kg 相当の用紙に関して弊社で推奨している紙質特性を以下に示します。用紙メーカーに 
用紙を発注するときは下記の値を参照ください。 

• 坪量64〜 67 g / m 2 (JIS P 8124) 

• 紙厚0.085〜〇 .092 mm(JIS P 8118) 

• 平^■度25〜 50 sec(JIS P 8119) 

• 剛度 60 cm 3 / 100以上(クラーク式 ： JIS P 8143) 

• 表面電気抵抗1 X 1 Q 9 〜1 X 10 12 Q 
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用紙設計に関する事項 


用紙の紙質 


用紙は1枚毎に切り離された枚葉形体の1枚用紙が使用できます。用紙に使用される原紙の紙質は 、 JIS 
に規定されている良質な木材化学パルプがら製造された NIP 上質紙であり、 PPC 用紙として開発された実 
績のある用紙を使用することが必要です。一般には次の要件を満足することが必要です。 

• 用紙がバインダー穴から破れないような十分な強さをもつもの 
• 鉛筆、万年筆、ボールペンによる筆記性に優れるもの 

• 折れ、しわ、裂け目、紙紛、著しい湾曲、波打ち、汚れ、変色、用紙端面、または角部の損傷など 
がないこと 

• 粘着液、油などのしみがないこと 

• 表裏面がコーティングされたり、プラスチック（熱可塑性樹脂)物質を含まないこと 
• 切れ端やその他の用紙クズ、固形異物（ろう、金属片等)を含まないこと 
• 蛍光強度が強くないこと 

• 印刷直後のカール状態が最大値 20 mm 以下を満足すること 

定着により用紙中の水分が変化すると用紙が収縮し、力ールしたり波打ちの現象が発生し、紙づま 
りの原因となったり、印刷の一部分がかすれる場合があります。用紙の含水量、繊維の方向、力一 
ル量には特に注意を払ってください。 

• 繊維は均等がつ不透明で、両面とも印刷に適していること 
次べージの表は、坪量 64 g / m 2 用紙の各特性の参考値です。 
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坪量 64g/m 2 用紙の特性参考値 


項目 

方向 

単位 

規格値 

測定方法 

備考 

米坪量 

— 

g/m 2 

64 〜 67 

JIS-P-8124 

指定のないものは 20°C65%24H 

紙厚 

— 

urn 

95 〜 92 

JIS-P-8118 

— 

平滑度 

表 

sec 

30+12 

J-TAPPI No.5 

B 法 

— 

裏 

sec 

23+10 

— 

透気度 

— 

sec/IOOcc 

+5 

10-3 

J-TAPPI No.5 

B 法 

— 

剛度 

タテ 

cm 3 / 100 

90 ±25 

JS-P-8143 

クラー ク法 

B コ 

cm 3 / 100 

40 ±15 

表面強度 

表 

A 

10 以上 

JS-P-8129 

ワックス法 

裏 

A 

10 以上 

摩擦係数 

静 

— 

0.6 ±0.15 

JIS-P-8147 

— 

動 

— 

0.55 ±15 

— 

引張り強度 

タテ 

kg 

7.5 ±2.5 

JIS-P- 8113 

— 

B コ 

kg 

4.0 ±1.5 

— 

引き裂き 

タテ 

9 

50 ±15 

JIS-P-8116 

— 

B コ 

9 

55 ±15 

— 

サイズ度 

— 

sec 

5.0 ±1 .0 

J-TAPPI No.12 

— 

用紙 • 料量 

— 

°/o 

5 ±2 

— 

重量比 

白色度 

— 

°/o 

82 ±2 

JIS-P-8123 

— 

不透明度 

— 

96 

84 ±3 

JIS-P-8138 

— 

水分 

— 

% 

4.5 ±0.5 

JS-P-812? 

— 

電気抵抗 

体積 

Q • cm 

1 〇 10 〜 10 11 

— 

20°C 659624 H 

表面 

Q 

1〇9〜1012 

— 

引張伸び 

タテ 

% 

2.5 ±1.0 

JIS-P-8132 

— 

B コ 

% 

5.0 ±3.0 

— 

ダート 

— 

個/ m 2 

a^0.08mm 2 規定せず 

0.080^0-3 10 

0.30^5.0 5 

5.00 0 

JIS-P-8145 

PH 値 

— 

— 

7.5 +0.5 

JIS-P-8133 

冷却抽水法 
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用紙サイズ 


本装置で使用できる定形用紙サイズは、 A 系列( A 3、 A 4、 A 5)、 B 系列 ( B 4、 B 5)、 レターです。加工仕上 
げ寸法精度は、 JIS 規格に準ずることとします。特に裁断面については、バリが発生しないように加工上、 
注意が必要です。 


用紙坪量と填料 


64 g / m 2 から 105 g / m 2 のものまで使用できます。 

規定範囲外の坪量の用紙を使用すると、紙づまりの原因となりますので、必ず規定内の用紙を使用してく 
ださい。用紙には、パルプ以外に電気抵抗値を調整したり、表面の平滑さを改善するなどの目的で各種の 
物質を添付します。これらの物質を填料と呼びます。 

坪量が規定範囲外でも填料を多くしてパルプを少なくした用紙の場合は、用紙のこしが弱く、紙づまり、 
紙折れ、しわの原因となることがあり、特にタルク（酸化マグネシウム、カルシウム、コットン）の多い用 
紙は、印刷品質の低下や装置の損傷の原因となることがあるので配分率は、5%以下を推奨します。 


用紙の水分率 


水分率 

電子写真印刷では、転写過程(感光体に付着させたトナーを用紙に転写する過程)で静電気を発生させるが、 
水分量が少なく、電気抵抗が高いと静電気が用紙上に残りやすくなるため、スタック不良の原因となりま 
す。また、水分量が多く、電気抵抗が低いと転写過程で適切な静電気を保持することができず、印刷品質 
低下や紙づまりの原因となります。 

このため、電子写真方式の印刷に使用する用紙は、水分率4.5±0.596で保持する必要があります。 


水分量と力ール 


電子写真印刷では、定着過程（トナーを用紙上に定着する過程)で用紙に高熱が加わり、用紙の水分が瞬間 
的に蒸発す るた め、用紙が収縮します。水分量が多い用紙は、力ール、波打ち、しわ等を生じやすく紙づ 
まりの原因となります。 



付 


平滑度 


平滑度が高すぎると用紙間の密着力が強くなり、給紙ミスの原因となります。特に空気を通さない離型剤 
の層のあるものやコーティング材を使用したものは、平滑度が高すぎると強い密着力が生じます。 

平滑度が低すぎても用紙搬送時の負荷増大による紙づまりや印刷品質低下の原因となります。 
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平滑度が高すぎたり低すぎたりする場合、紙間の密着力が30〜 50 g となり、給紙ミスの原因となります。 


30 〜 50g 



下側の紙を固定する 


平滑度が20〜30秒 ( JIS ) の場合は、紙間の密着力は最も弱く、 10 g 以下となります。 


I 0 g 以下 



下側の紙を固定する 


用紙色 


ここでいう用紙色とは、事前印刷だけでなく紙の製造工程で着色される色(原紙色)についても規定します。 
用紙の原紙色は、見やすさにも関係しますが、一般的には白色または淡色系が望まれます(色濃度をできる 
限り薄くして使用すること）。 
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プレ印刷とプレ印刷用インク 


プレ印刷を行う際の注意事項 

• 印刷インクの影響で印刷品質が低下する場合があるので、重要データを印刷する部分へのプレ印刷 
を避けたデザインが望ましい。 

• ベタ印刷を行うと紙面を完全に覆うため、印刷品質への影響が大きくなるため、バックカラー印刷 
や地紋印刷の場合は、ベタ印刷は避け、網点印刷するのが望ましい。 

• プレ印刷した枠内にプリンター印刷を行うと、印刷位置ずれが目立つことがあるので、本装置の印 
刷精度を考慮し、枠の寸法を大きくする(余白の目安： 3.0 mm ) が、地紋印刷での代替え、才ーバレ 
イで枠を印刷する方が望ましい。 


• インク量は極力少なくすむデザインをし、印刷の濃淡は、インク色でカバーし、インク量を減らす 
方が望ましい。 

• 両面印刷時、第1面を定着するときの熱の影響で用紙の収縮をおこすために第2面の寸法が変化す 
る。このため、第2面にプレ印刷枠を印刷するとずれが大きく生じるため、第1面にプレ印刷デザイ 
ンを持ってくるが、オーバレイ枠による印刷または、プレ印刷枠を印刷しないこと。 

• 両面印刷時、第1面を定着させるときの熱の影響で用紙の収縮を起こすため、紙面に凹凸が生じ、 
第2面の印刷品質低下の原因となるので水分量の均一化とデザインを考慮すること。 


プレ印刷用インクの注意事項 

• 金属を含んだインクは使用しないこと。力ーボン入り墨インクは、印刷用紙紙質によって変質する 
場合があるため、事前に通紙確認を行うこと。 

• インクは十分に乾燥させること。乾燥が不十分だと定着器、ドラム、口ーラー等に付着し、本装置 
の障害の原因となります。 


プレ印刷用インクの選択 


インク乾燥時間 

使用インク 

即時 

耐熱 UV タイプ（感光性樹脂のインクと紫外線乾燥による組み合わせ） 

推奨インク 

FDFW 〇耐熱性シリーズ（東洋インク製造（株）） 

UVSB 〇 FFC シリーズ（ザ•インテック（株）） 

耐熱乾式用インクシリーズ（大日本インキ化学工業（株）） 

UVHR ((株） T&K TOKA ) 

2週間以上 

耐熱 UV タイプ（酸化重合体の耐熱のインクと一般の乾燥による組み合わ 
せ） 

1が月以上 

一般フォーム印刷用インク （200° C 耐熱仕様インク） 



• 〇 CR 文字印刷時に使用する用紙のプレ印刷は、ドロップ•アウト•カラーであること。 

• 乾燥パウダーの使用は、プリンターの故障の原因となることがあるので避けること。 

• 使用できないインクは、以下のとおりである。 

クイックセットインク、コールドセットインク、沈殿乾燥型インク、析出乾燥型インク、しみ込み 
乾燥型インク、金属混入インク、導電性インク、ラバーベースインク 
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印字位置精度 

本装置は、連続用紙ページプリンターに比べ、印刷時の用紙走行性が不安定であり、斜行や左右方向の位 
置ずれがあり得ます。 

印字精度を要求されるプレ印刷用紙は、あらがじめ上記斜行および左右方向のずれ等の印字位置誤差が許 
容される範囲を考慮しプレ印刷の設計をする必要があります。帳票の！ 。 卜線は、データ文字から 3.0 mm 以上 
離して設計してください。 


3.0mm 3.0mm 

昇線 



ただし、印刷の位置は次の位置を基準とします。 



ランドスケープ回転： 0 



ファイル用のバインダー穴が必要になる場合は、用紙送り系の問題、用紙切れ、画像不良を避けるために 
下表に示す諸点に留意してください。加工上の注意事項の詳細に関しては、穴あき紙の項を参照してくだ 
さい0 


バインダー穴の制限事項 


項目 

制限事項 

バインダー穴の大きさ 

バインダー穴の直径¢6土 0.3mm 
ノ\'インタ'一穴ピッチ 20mm 未満であってはならない 
バインダー穴の数 4個以上あってはならない 

バインダー穴周辺の印刷禁止領域 

バインダー穴がら 3.0mm 以内に印刷しないこと 

加工上の注意 

穴だれのないこと 
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ミシン目用紙 


事前評価 

サイズ分けや分類などに用いるミシン目加工を施した用紙をご使用になる場合は、本プリンターに対する 
影響、印刷品質などの事前評価が十分に必要となります。 


用紙加工上の注意事項 

• ミシン目に凹凸、ばり、かすがあると紙づまり、印刷品質低下の原因となる。加工時にミシン目の 
押しつぶしを実施するように加エメーカーに指導すること。凹凸の目安は、1000枚積み重ねたと 
き、 1.0 mm 以下とする。 



• 用紙端部に必ずタイ部(接合部)がくるように加工すること。用紙端部にカット部がくると用紙のめ 
<れなどを発生しやすく、紙づまりや印刷品質低下の原因となる。 

•ミシン目のタイカット比の目安は、以下のとおり。 

< 普通ミシン目の場合 > 

厚い用紙 (81 g / m 2 以上）タイ部 OAmm 比率1:2〜1:3 
薄い用紙 (81 g / m 2 未満）タイ部 1.0 mm 比率1:2〜1:3 
< マイク □ ミシン目の場合 > 

タイ部 0.23 mm カット部 0.28 mm 

目安よりタイカット比率が大きくなると用紙破断、紙づまりの原因となる。また、目安よりタイ 
カット比が小さくなると事後処理時に扱いにくい用紙となってしまう。ミシン目加工時には、極 _ 
力、目安を守るようにすること。 

付 

録 

• ミシン目の膨らみにより用紙を積み上げたときに平らにならず、紙づまりや斜行の原因となる。 

15 cm の高さに積み上げた膨らみを 3 mm 以下とする。 



3 mm 以下 
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3.5 mm 3.5 mm 

• ミシン目から裁断したときにデータが分割されてしまうことを防ぐためにミシン目にまたがった 
データ作成を避けること。 


ベル紙 


事前評価 

ラベル紙をご使用になる場合は、本プリンター自身に対する影響、印刷品質などの事前評価が十分に必要 
となります。 


用紙加工上の注意事項 

• 接着剤がカット面からはみ出すと紙づまりや装置破損の原因となるので、接着剤のはみ出しがない 
ように加工すること。 

• 台紙の厚さは、ラベルの厚さと同じが、より厚いものを使用すること。 

• 熱の影響が少ないアクリル系接着剤を使用すること。 

• 接着剤の強度は、ピール法で 50 g /25.4 mm 以上とする。 



接着剤の強度 


印刷上の注意事項 

• ミシン目周囲から 3.5 mm 以内の範囲には、印刷を避けること。ミシン目部は、凹凸やばりが存在し 
ている場合、印刷品質が低下してしまう。従って、上記範囲内は、印刷不可領域となる。 



co.cnmm 


3 .5mm 
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• ラベル紙と台紙の紙質や厚さが異なると定着時の熱で熱収縮差が大きくなり、力ールの原因となる 
のでラベル紙と台紙は、同様の用紙を使用すること。 

• 台紙全体がラベル紙で覆われている用紙を使用すること。 

• カット部での用紙剛性が小さくなるため、ラベルのサイズは極力大きくし、 A 420 面取りを最小サ 
イズとする。 

• ラベルのめくれがないこと。 


印刷時の注意事項 

• カット部付近は、印刷低下があるので、カット部付近の印刷は避けること（余白の目安は 3.5 mm )。 



は印字領域を示す 


• 両面印刷は不可。 

• 力ールの少ない用紙を使用すること。力ールが大きい場合は、しばらく放置して、さばきを入れて 
力ールが小さくなってがら使用すること。 

• 用紙を下図のようにさばいて使用すること。用紙を両手で持ち、前後に数回曲げてほぐす。このと 
き、用紙を傷めないようにすること。しわになったり、曲がった用紙は取り除くこと。 



メールシール 用紙(封筒タイプ) 


事前評価 

部分的に糊加工されたメール用紙をご使用になる場合は、本プリンターに対する影響、印刷品質などの事 
前評価が十分に必要となります。ホッパーへの用紙のセットは、用紙端の間近に接着剤がこない方を先端 
側にしてください。ピックミスの原因となります。 
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加工上の注意事項 

• 接着剤は熱圧着用に開発された感圧接着剤を使用すること。 


• 接着剤に盛り上がりが極力少ないこと。 


印刷時の注意事項 

• 接着剤を塗布されている部分に印刷すると印刷低下につながるため、接着剤上および、その近傍(周 
囲 3.5 mm ) への印刷は避けること。 


接着剤 


接着剤 



圓は印字観を示す 


• 両面印刷は不可(片面印刷のみサポートする）。 


保管上の注意事項 

• 用紙の積み重ねは、3000枚以内とする(段ボール箱の積み上げは5段以内）。 

• 保管期間は、製造日より3か月以内。開封後は、指定包装紙に包んでも1か月以内とする。 


メー ルシール 用紙(はがきタイプ) 


事前評価 

用紙の全面に糊加工されたメールシール用紙をご使用になる場合は、本プリンター自身に対する影響、印 
刷品質などの事前評価が十分必要となります。 


加工上の注意事項 

• 接着剤の剥離が極力ないように、塗布量を十分注意すること。 


• 接着剤は熱圧着用に開発された感圧接着剤を使用すること。 
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印刷上の注意事項 

• はがきのシーリングで相対する面の印字が極力左右対称とならないレイアウトにすること（シーリ 
ングの不良防止）。 

• ベタ印刷 ( S 線 • 文字は除く）は極力使用しないこと（シーリングの不良防止)。 

• 網点印刷は10%を上限とする（シーリングの不良防止)。 

• シール面を先に印刷すること（給紙部への糊落ち防止)。 

• 印刷範囲は用紙端面より 7 mm 以上のこと（力ール防止)。 



保管上の注意事項 

• 本用紙は湿度に弱いため、余った用紙は必ずビニール包装をすること。 

• 長期保存性に劣るため、保管期間、保管条件を用紙メーカーに確認のこと。また、先入れ先出しに 
努めること。 

• 積み重ね保管をするとブロッキングが発生する場合がある。積み重ねについては、用紙メーカーに 
確認すること。 

• カール、波打ちを起こした用紙は使用しないこと（カール量•波打ち量が 3 mm 以下)。 


その他の注意事項 

• メーカーによっては、感圧糊による定着臭がある場合がある。 
• 紙づまり発生率は、 PPC 用紙と比較して悪い場合がある。 


穴あき紙 


事前評価 

フアイリング用に加工された穴あき紙をご使用になる場合は、本プリンターに対する影響、印刷品質など 
の事前評価が十分に必要となります。 


249 


















加工上の注意事項 


• 綴じ穴部分に凹凸、ばり、かすがあると紙づまりや印刷品質低下の原因となる。加工時は、用紙裁 
断時に1枚ずつ穿孔すること。ドリル等により重ね穿孔すると穿孔部が盛り上がるので重ね穿孔は 
行わないこと。 

• 残りがすおよび、紙紛は完全に除去すること。 

• 加工部のばり、むしれ 

ロットが少なくて加工を行う場合は、加工部のばり、むしれが発生しやすくなるので加工条件の管 
理を行うこと。 




加工部のばり、むしれ 


ドリルの切れの管理 
ドリルの送り速度の管理 
ドリルの抜き速度の管理 


• 加工部の歪み 

ロットが少なく、手加工を行う場合は、加工部の歪みが発生することがあるので注意すること。 




• 用紙裁断時に穴加工（自動加工)する場合、カッターの切れを管理すること。 


印刷上の注意事項 

• 綴じ穴部に印刷データがかかり印刷不良となることを防ぐために重要データは、綴じ穴付近に印刷 
しないこと。 

• 綴じ穴付き用紙の印刷保証エリアは、図のとおりです。 



3.5 mm 以下 
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再生紙 


事前評価 

下記のように標準紙と比較し、特性上の差異があるため、事前評価が十分に必要となります。事前に問題 
がないことを確認の上、ご使用願います。 

特性上の相違 

• 密度が低い。同じ坪量の場合、紙厚が厚い。 

• 白密度が低い。 

• 剛度が低い。 

• 引っ張り強度、耐折度等が劣る。 

• 含水分が高い0 

• 品質のばらつきが大きい(古紙の種類で差が異なる）。 


使用上の注意事項 

• 紙紛の発生率が多くなるため、紙紛清掃をこまめに実施すること。 

• 力ール、低剛度の要因による紙づまりの発生頻度が増加する。特に用紙の目方向を間違えると頻発 
する。 

• 力ールの大きい用紙は両面印刷に支障をきたす。 

• 機械的強度が低いと紙折れ、しわを起こす。 

• 平滑度が低いため、印刷品質が劣る。 

• ロット間の差が大きいため、走行性、印刷品質に差がある。 

これらの問題が再生紙にあるため、用紙は防湿処理された梱包紙に包んで保管すること。 


ンポス紙 


用紙に絞りを入れて浮き彫りにした用紙をエンボス用紙と呼びます。用紙の一部に厚さの差や凹凸がある 
と、紙づまりや印刷品質低下の原因となります。エンボス用紙および、これに類した用紙(厚みに差がある 付 
用紙）は使用できません。 録 


シークレツトラベル紙 


はがきを親展するためにはがきの一部に部分的に貼り付ける剥離可能がつ、再貼り付け不可能なラベルを 
シークレットラベルと呼びます。事前にシークレットラベルを貼り付けた用紙を使用することはできませ 
ん〇 
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透かし入り用紙 


透かし入り用紙は、一度すいた紙に重ねてもう一度すくことにより製造されます。このため、表裏差があ 
り、カールや印刷品質低下の原因となります。また、透かし部分の印刷品質も保証できません。 
原則的には透かし入り用紙は使用できません。 

やむを得ず使用せざるを得ない場合は、十分に事前評価確認を行ってください。 



用紙に樹脂等のコーティングを施したコート紙、アート紙は、トナーの定着性が悪いため、使用できませ 
ん。また、紙づまりや印刷品質低下の原因となる場合があります。 


ノンカーポン紙 


筆圧で発色する材料(感圧材)を塗布した用紙3種を組み合わせた複写用紙です。 


圧力 


上用紙1枚目 
中用紙2枚目 

中用紙3枚目 

下用紙4枚目 



原紙 

発色基剤のカプセルが 
破れる 

顕色剤 


発色部分 

(発色基剤の無色染料が 
顕色剤に吸着し発色） 


ノンカーボン紙は基本的には使用できません。 

電子写真プリンターで複写用紙を印刷する方法としては3種を別々に印刷した後、2枚以上を綴じ合わせる 
方法で使用する場合は、次項の条件を理解した上で使用してください。 

• 事前評価を実施すること。 

• 保守部品交換周期、保守条件の見直しが必要。 

• 印刷品質、走行性、紙づまり発生率は保証できない。 


OCR 用紙 


用紙表面に帯電防止剤がコーティングされていない〇 CR 用紙を使用してくださし、 
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レーザープリンターの設置場所相当の環境条件で、1枚の用紙を平面に置き、用紙の持ち上がり i 
の最大値を図のように測定し、印刷直後に 20 mm 以下であることを確認すること。 


最大力ール I 


用紙 


平面 


用紙の納入条件 

印刷用紙は、印刷実施中においてできるかぎりのオペレーター介入などの問題を避けるために、次の諸点 
を納入に際し考慮する必要があります。 


用紙の加工 


カール量 

用紙の力ールは、レーザープリンターのスタック性、走行性、および画像品質に大きく影響をおよぼし、 
不良の原因となります。本装置に使用する印刷用紙は、次の品質を満たしている必要があります。 

• 用紙を 15 cm の高さ （70 g の用紙が1000枚程度)に積み上げたときの力ール/波打ちが 3 mm 以下の用 
紙を使用すること。 



K-^EE CO あ 埃 - K« 
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カッテイング 

加工仕上げ寸法精度は、 JIS 規格に準ずるようにしてください。 


• 裁断角度 

菱形形状のずれは、カット面にあわせて直角に対し、 1.0 mm 以内とする。ただし、不等辺四角形は 
許容されない。 



• 裁断部の形状 

裁断面は直線とし、良好でばり、だれ(高さ20 um 以下を目安)などにより機器の給紙動作に支障を 
与えないものであり、250枚重ね合わせて裁断面に凹凸のないこと。 

• 裁断方法 

押し切りカツトは不可、必ず□—タリカツトによる裁断のこと。 


繊維方向 

用紙繊維方向は、タテ目にしてください。 


梱包および包装 


• 梱包および包装は、用紙の輸送時の損傷および環境変化による乾燥や吸湿を防止し、印刷中の用紙 
走行不良および転写不良をなくすように考慮されることが必要である。したがって、包装紙および 
段ボールの内側は吸湿防止コーティングを施すこと。 

• 包装は250枚から500枚の単位で行う。 

• 包装時の両端ののりしろは、下図のように用紙の印刷面に影響を与えないようにする。 




X 〇 
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• 開封面が表面になるように包装する。 

• 梱包は段ボール紙などで構成される収納箱を使用し、人が持ち運ぶのに負担にならない程度の重さ 
にする。 

• 包装ごとに製造ロット N 〇を記載すること。 

• 包装された用紙をカートンにまとめる場合、下図に示すように力ートン下部の段差による影響を避 
けるため、ダブルの力ードボードを入れる。ただし、力ードボードは、平滑なものを使用するこ 
と。 



• 梱包開封時に発見される紙角の折れ、曲がりがないこと。 
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用紙の保管条件 

用紙は、温湿度により著しぐ影響を受けますが、特に湿度条件は印刷プロセスに大きく作用します。次の 
条件下で保管および使用してください。 


保管条件 


保管条件 

未開封状態 

開封状態 

温度 

〇〜 35°C 

15 〜 25°C 

湿度 

20-8096 

4 〇 〜5096 


• 使用する用紙は少なくとも使用の1日前にプリンター設置場所に移動し、同一環境下に順応させて 
使用すること。（開封せず、防湿梱包のまま） 

• 梱包された用紙は、直射日光の照射する場所などの温度、湿度の変化の多い場所は避けること。 

• 3か月以上を越える用紙の長期保管は避けること。 


保管形態 


• 用紙は、プリンターで使用する直前まで輸送されてきた箱のままの状態で保管すること。 

• 保管場所として直射日光が照射する場所は避け、用紙が水平になるように保管し、また直接床の上 
に置かないでパレツトなどの上に置くこと。 

• 箱の強度と安全性を考慮して積み重ねること。 

坪量 64 g / m 2 用紙2,5〇〇シート/箱の場合、最高5箱までとする。 

• 箱の積み重ねは、下図のように積み重ねること。 


不良 良 



• 箱を移動するときの投げ積みは絶対行わないこと。 

• 一部使用済みの箱は、「ごみ」や「ほこり」がら用紙を保護するために封印し、一番上に置くこと。ま 
た、一部使用済みの箱には適切なマークを付け、それを最初に使用すること。 

• 乾燥や吸湿を防ぐために用紙は、防湿処理された段ボール箱と包装紙で包装し、一度開封した用紙 
は、必ず防湿処理された包装紙で包んで保管すること。 
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印刷物の保存条件 

本装置によって出力される印刷物の長期保存 （15 年以内）は、下表の条件を守ることが必要です。 

印刷物の保存条件 


項番 

項目 

条件 

備考 

1 

保存環境 

温度 40° C 以下 
湿度80%以下 


2 

積み重ね保存 

印刷面同士が重ならない場合（印刷面を上に重ねる） 
長期保存可能 


印刷面同士が重 
なる場合 

横形積み重ね 
長期保存可能 



縦形積み重ねの場合、高さ 
が500 mm 以下で物品による加圧が 
ないとき長期保存可能 

5〇〇 mm 以下の時、1年 
以上の保存はトナー転 
移を起こすことがある 

3 

耐透明フィルム保存 

可塑剤を含有しないプラスチック材料に接するとき長 
期保存可能 

•塩化ビニール系材料は、可塑剤を含するので使用を 
禁止する。 

•ポリエチレン系または、ポリプロピレン系材料は一 
般に可塑剤を含まないので長期保存に適する。 

(1) 可塑剤はトナーを 
軟化させプラスチ 
ック材料側に転移 
させる作用があ 

(2) 塩化ビニール系と 
ポリエチレン系、 
ポリプロピレン系 
の判別は燃焼させ 
ると良い。 

-塩ビ系は塩素が分 
解した異臭を発生 
させる。 

• ポリエチレン、ポ 
リプロピレン系は 
ろうそくが溶ける 
よラな臭いがす 
る。 

4 

耐直射日光 

印刷の変色、退色なし。 

用紙自身が変色する可 
能性がある。 

5 

耐折性 

印刷された部分を折り曲げた保存は禁止する。 

曲折線に沿ってトナー 
剥離を起こすことがあ 
る 0 
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用紙設計および管理の指針についての補足 

用紙設計および管理の指針の目的とそれらが守られなかった場合に起こる現象について示します。 

用紙設計および管理指針の目的 


項目 

指針 

目的 

指針が守れなかったときに 
発生する現象 


折れ、しわ、裂け目、 
破れ、著しい湾曲がな 
いこと 

用紙走行を安定に保って、紙づま 
りを防止する 

• 用紙斜行、重送不良が生 
じる 

• 転写不良が生じ、印刷抜 
けが生じる 


粘着液、油などのしみ 
がないこと 

転写不良、定着不良を防止する 

転写不良、定着不良のた 
め、印刷抜けが発生する 

用紙の紙質 

表裏面をコーティング 
したり、プラスチック 
物質を含まないこと 

用紙走行を安定に保って、印刷品 
質を良好に保持する 

• 用紙走行エラーとなり、 
プリンターが停止するこ 
とがある 

• 熱を含みやすい用紙なの 
で、印刷後、トナー同士 
が融着することがある。 

この用紙を開くとトナー 
が一方の用紙に転移し 
て、他方の用紙はトナー 
剥がれが生じる 


NIP 原紙を使用する 

定着部での用紙の熱収縮方向によ 
り、両面印刷時の紙づまりやスタ 
ック時に用紙がカールすることを 
防止する 

• カールにより、両面印刷 
での紙づまりや排出時の 
紙づまりが頻発し、プリ 
ンターがそのたびに停止 
する 

• 紙づまりが起こらなくて 
もスタック性が悪くな 
り、ファイルしにくくな 
る 

用紙サイズ 

用紙サイズの寸法精度 
規格を守る 

用紙走行の安定性、紙づまりを防 
止する 

用紙走行不良が発生し、プ 
リンターが停止する 

用紙坪量 

64 g / m 2 〜 105 g / m 2 ま 
で使用可 

走行不良、転写不良、スタック性 
不良を防止する 

• 用紙斜行、重送不良が生 
じる 

• 転写不良が生じ、印刷抜 
けが生じる 

用紙水分量 

水分率 4.5 ±0.596 を保 
持する 

用紙走行の安定性、印刷品質を良 
好し保持する 

スタック不良、転写不良な 
ど 

平滑度 

2〇〜30秒 ( JIS - P ) 、 
高くても40秒以下 

用紙走行の安定性、印刷品質を良 
好し保持する 

給紙不良、用紙走行不良、 

印刷品質の低下など 

用紙色 

白または淡色系が望ま 
しい 

— 

— 
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用紙設計および管理指針の目的(つづき) 


項目 

指針 

目的 

J 旨針が守れなかったときに 
発生する現象 


用紙走行における印字 
位置誤差を考慮する 

印字位置を良好にする 

事前印刷に対し印刷位置ず 
れが生じ、指定位置に印字 
があてはまらない 

事前印刷用紙 

事前印刷用インクの選 
択を守る 

インクオフセツト現象が起こるこ 
とを防止して、印刷品質を良好に 
保つ 

インクオフセツト現象によ 
り、定着口ーラーがらトナ 
一が余分に転写して印刷面 
を汚染する 
不適 3 イソ々 

• クイツクセツトインク 
• コールドセツトインク 
• 沈殿乾燥形インク 
• 折出乾燥形インク 
• しみ込み乾燥形インク 
• 金属混入インク 
• 導電性インク 
• ラバーインク 

印刷可能領域 

印刷可能領域を守る 

印刷品質を良好に保持する 

印刷不能領域の印刷は、転 
写不良による印字抜け、文 
字のにじみが生じる 

バインダー穴、 
カット 

バインダー穴の大きさ 
の制限を守る 

印刷品質を良好に保持する 

バインダー穴周辺に印刷ぼ 
け、がぶりが生じる 

ミシン目用紙 

加工上の注意、タイカ 
ット比、印刷領域を守 
る 

用紙走行の安定性、印刷品質を良 
好 (<_ 保持する 

ミシン目の凹凸、ばり等に 
よる紙づまり、印刷品質の 
低下が生じる 

ラベル紙 

事前評価が必要 

レ _ ザープリンタ _ 自身に対する 
影響を防止する 

紙づまり、印刷品質の低 
下、さらには装置破損の原 
因となる場合もある 

穴あき紙 

加工上の注意、および 
印刷上の注意を守る 

用紙走行の安定性、印刷品質を良 
好に保持する 

とじ穴部の凹凸、ばり等に 
よる紙づまり、印刷品質の 
低下が生じる 

再生紙 

事前評価が必要 

用紙走行の安定性、印刷品質を良 
好 (<_ 保持する 

走行性、印刷品質の低下 

エンボス、シーク 
レツトラベル、 
透がし入り用紙 

使用不可 

用紙走行の安定性、印刷品質を良 
好に保持する 

紙づまり、印刷品質の低 
下、さらには装置破損の原 
因となる場合がある 

コート紙 

使用不可 

印刷品質を良好に保持する 

定着不良が生じる 

ノーカーボン紙 

使用不可 

用紙走行の安定性、印刷品質を良 
好 (<_ 保持する 

紙づまり、印刷品質の低 
下、さらには装置破損の原 
因となる場合もある 

〇 CR 用紙 

表面に帯電防止剤がコ 
ーティングされていな 
いこと 

用紙走行の安定性、印刷品質を良 
好に保持する 

印刷品質の低下 
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用紙設計および管理指針の目的(つづき) 


項目 

指針 

目的 

指針が守れなかったときに 
発生する現象 

用紙の納入条件 

力 _ ル量の規格を守る 

用紙走行の安定性、印刷品質を良 
好に保持する 

紙づまりおよびスタック不 
良を起こし、また転写不 
良、にじみなどの画像不良 
が生じる 

カツテイングにばり、 
だれ等がないこと 

用紙走行の安定性、印刷品質を良 
好に保持する 

給紙不良や紙づまり、転写 
不良が生じる 

用紙の保管条件 

温湿度の保管条件を守 
る 

用紙の吸湿を防止する 

用紙の吸湿による波打ち、 
カールのため転写不良とな 
り、印字抜けを生じる 

積み重ね方法などの保 
管形態を守る 

用紙折れ、しわの発生を防止する 

用紙走行不良のため、紙づ 
まりとなる。しわ、折れ等 
の用紙変形部分が印刷不良 
を生じる 
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印刷範囲 


定形用紙 


以下に示す印刷範囲は、理論印刷範囲を表しています。実際の印刷範囲と使用環境、プリンター設定によ 
り多少異なる場合があります。 

添付のプリンタードライバーの標準設定は、余白量 ( A 、 B 、 C 、 D ) がすべて 5 mm です。添付のプリンター 
ドライバーを使用しない場合は、表に示す印刷範囲(次ページ参照）となります。 

一 M チェック- 

添付のプリンタードライバーのプロパティ上で[従来互換の印刷範囲を使用する]をチェックすることによ 
り、添付のプリンタードライバーを使用しても次ページの表に示す印刷範囲とすることができます。 


• ポー ト レー ト 


ABC... 


印刷範囲 


C 


Y 


X 


• ランドスケープ 






C バ 


ABC... 

印刷範囲 


个 

Y 

1 





D v 

A 

◄- 

◄— —► 

-X- 

B 

-► 

i 

◄ — 
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ポートレート 


用紙 

X 

(用紙幅） 

Y 

(用紙長） 

A 

(左余白） 

B 

(右余白） 

C 

(上余白） 

D 

(下余白） 

mm 

mm 

mm 

mm 

mm 

mm 

A3 

297 

420 

5.00 

4.98 

5.00 

6.06 

A4 

210 

297 

8.00 

388 

5.00 

4.98 

A5 

148 

210 

8.00 

4.11 

5.00 

4.34 

B4 

257 

364 

8.00 

7 . 7 〇 

5.00 

5.94 

B5 

182 

257 

8.00 

3.82 

5.00 

5.62 

はがき 

100 

148 

8.00 

5.64 

5.00 

3 . 3 〇 

往復はがき 

200 

148 

8.00 

5.64 

5.00 

3.30 

封筒洋形 4 号 

105 

235 

5.00 

5 00 

5.00 

5.00 

レター 

216 

280 

8 . 0 〇 

4.80 

5.00 

5.76 

A3-A4 

210 

297 

14.77 

3.88 

19.39 

4.98 

A3—B4 

257 

364 

10.12 

7 . 7 〇 

17.28 

5.94 

A4—A3 

297 

420 

7.12 

12.49 

5.00 

13.15 

A4-B4 

257 

364 

8.11 

11.09 

5.00 

14.51 

A4-B5 

182 

257 

10.54 

6.36 

8.60 

9.22 

A4X2—A4 

210 

297 

14.77 

3.88 

21.93 

4.98 

B4—A3 

297 

420 

13.47 

7.73 

10.29 

6.17 

B4-A4 

210 

297 

26.84 

22.30 

30.82 

30.80 

B4-B5 

182 

257 

12.66 

8.48 

10.50 

11.12 

B5—A4 

210 

297 

10.12 

5.36 

9.23 

6.14 

B5—B4 

257 

364 

13.29 

5.37 

11.35 

7.63 

B5X2—B5 

182 

257 

13.93 

3.82 

19.39 

5.62 

LP-A4 

210 

297 

19.85 

3.88 

30.82 

35.88 

LP-B4 

257 

364 

25.78 

7.70 

35.90 

51.66 


ランドスケープ 



X 

Y 

A 

巳 

C 

D 

用紙 

(用紙幅） 

(用紙長） 

(左余白） 

(右余白） 

(上余白） 

(下余白） 


mm 

mm 

mm 

mm 

mm 

mm 

A3 

420 

297 

5.00 

6.06 

4.98 

5.00 

A4 

297 

210 

5.00 

4.98 

3.88 

8.00 

A5 

210 

148 

5.00 

4.34 

4.11 

8.00 

B4 

364 

257 

5.00 

13.56 

7.70 

8.00 

B5 

257 

182 

5.00 

5.62 

3.82 

8.00 

はがき 

148 

100 

5.00 

5.84 

5.64 

8.00 

往復はがき 

148 

200 

5.00 

5.84 

5.64 

8.00 

封筒洋形 4 号 

235 

105 

5.00 

5.00 

5.00 

5.00 

レター 

280 

216 

5.00 

5.76 

4 . 8 〇 

8.00 

A3—A4 

297 

210 

19.39 

4.98 

10.65 

8.00 

A3-B4 

364 

257 

9.66 

13.56 

9.82 

8.00 

A4-A3 

420 

297 

5.00 

13.15 

12.49 

7.12 

A4—B4 

364 

257 

5.00 

14.51 

7.91 

11.28 

A4—B5 

257 

182 

8.60 

9.22 

6.36 

10.54 

A4X2-A4 

297 

210 

18.55 

8.37 

10.65 

8.00 

B4-A3 

420 

297 

10.29 

14.84 

16.20 

5.00 

B4—A4 

297 

210 

30.82 

35.88 

26.74 

22.39 

B4—B5 

257 

182 

13.04 

13.66 

8.48 

12.66 

B5-A4 

297 

210 

9.23 

6.14 

7.48 

8.00 

B5-B4 

364 

257 

11.35 

7.63 

10.66 

8.00 

B5X2-B5 

257 

182 

12.20 

12.82 

9.75 

8.00 

LP—A4 

297 

210 

30.82 

35.88 

15.73 

8.00 

LP—B4 

364 

257 

35.90 

51.66 

25.48 

8.00 


262 
































































ステープルどめとパンチ穴の組み合わせ 

ステープルどめと穴あけの組み合わせは、以下のようなものがあります。 

_ A 4 サイズ横置き（ホッパー、トレー横置き）の場合 


ポートレート 

ステープル 

なし 

左上 
綴じ1点 

右上 
綴じ1点 

上綴じ 

2点 

上綴じ 

1点 

左綴じ 

2点 

右綴じ 

2点 


A 



A 



A 



A 



A 



: A 



A ： 


パ 

ン 

チ 

穴 

なし 


A 


〇 

〇 

〇 

X 

X 

〇 

〇 

上2点 
穴 


〇 〇 


X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

左2点 
穴 


: A 


〇 

〇 

X 

X 

X 

〇 

X 

右2点 
穴 


A ： 


〇 

X 

〇 

X 

X 

X 

〇 


ランドスケープ 


ステープル 


なし 


A 


左上 
綴じ1点 




右上 
綴じ1点 


A 


上綴じ 
2点 


A 


右綴じ 
1点 


A 


左綴じ 
2点 


A 


右綴じ 
2点 


付録 


X 


X 


X 


X 


X 


X 


X 


X 


X 


X 


X 


X 


〇 


〇 


X 


X 


〇 


〇 


X 


X 


〇 


〇 


X 


X 


〇 


〇 


X 


X 


A 


:A 


A 

〇 〇 


〇 〇 

A 


な 


点 

±2{八 


が八 
左 


砲穴 


パンチ穴 
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_ A 4、 レターサイズ縦置き（トレー縦置き）の場合 


ポートレート 

ステープル 

なし 

左上 
綴じ 1 点 

右上 
綴じ 1 点 

上綴じ 

2 点 

上綴じ 

1 点 

左綴じ 

2 点 

右綴じ 

2 点 


A 



A 



\ 

A 



A 



A 



: A 



A: 


パ 

ン 

チ 

穴 

なし 


A 


〇 

X 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

上 2 点 
穴 


〇 〇 


X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

左 2 点 
穴 


: A 


X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

右 2 点 
穴 


A ： 


X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 


ランドスケープ 


ステープル 


なし 


A 


左上 
綴じ1点 




右上 
綴じ1点 


上綴じ 
2 点 


A 


右綴じ 
1点 


左綴じ 
2 点 


右綴じ 
2 点 


〇 


X 


X 


X 


〇 


X 


X 


X 


〇 


X 


X 


X 


X 


X 


X 


X 


X 


X 


X 


X 


〇 


X 


X 


X 


〇 


X 


X 


X 


A 


:A 


A 

〇 〇 


〇 〇 

A 


な 


上 2 
穴 

点 

左 2 
穴 

点 


点 

拉穴 


パンチ穴 
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_A3 サイズ縦置き（ホッパー、トレー縦置き）の場合 


ポートレート 

ステ ー プル 

なし 

左上 
綴じ1点 

右上 
綴じ1点 

上綴じ 

2点 

上綴じ 

1点 

左綴じ 

2点 

右綴じ 

2点 


A 



A 



A 



A 



A 



: A 



A ： 


パ 

ン 

チ 

穴 

なし 


A 


〇 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

X 

上2点 
穴 


〇 0 


〇 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

X 

左2点 
穴 


: A 


X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

右2点 
穴 


A ： 


X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 


ランドスケープ 


ステープル 


なし 


A 


左上 
綴じ1点 




右上 
綴じ1点 


A 


上綴じ 
2点 


A 


右綴じ 
1点 


A 


左綴じ 
2点 


A 


右綴じ 
2点 


付録 


〇 


X 


X 


〇 


〇 


X 


〇 


X 


X 


X 


X 


X 


X 


X 


X 


X 


〇 


X 


X 


〇 


〇 


X 


〇 


X 


〇 


X 


〇 


〇 


A 


:A 


A 

〇 〇 


〇 〇 

A 


な 


点 

±2{八 


Sh 八 

左 


砲穴 


パンチ穴 
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_ B 4 サイズ縦置き（ホッパー、トレー縦置き）の場合 


ポ ートレート 

ステ ー プル 

なし 

左上 
綴じ 1 点 

右上 
綴じ 1 点 

上綴じ 

2 点 

上綴じ 

1 点 

左綴じ 

2 点 

右綴じ 

2 点 


A 



/ 

A 



A 



A 



A 



: A 



A: 


A ° 

ン 

チ 

穴 

なし 


A 


〇 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

X 

上 2 点 
穴 


〇 0 


X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

左 2 点 
穴 


: A 


X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

右 2 点 
穴 


A ： 


X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 


ランドスケープ 


ステープル 


なし 


A 


左上 
綴じ1点 


'A 


右上 
綴じ1点 


A 


上綴じ 
2 点 


右綴じ 
1点 


A 


左綴じ 
2 点 


A 


右綴じ 
2 点 


A 


〇 


X 


X 


X 


〇 


X 


X 


X 


X 


X 


X 


X 


X 


X 


X 


X 


〇 


X 


X 


X 


〇 


X 


X 


X 


〇 


X 


X 


X 


A 


:A 


A 

〇 〇 


〇 〇 

A 


な 


剋穴 


砲穴 


点 

柱穴 


パンチ穴 
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_ B 5、 レターサイズ横置き（ホッパー、トレー横置き）の場合 


ポートレート 

ステ ー プル 

なし 

左上 
綴じ 1 点 

右上 
綴じ 1 点 

上綴じ 

2 点 

上綴じ 

1 点 

左綴じ 

2 点 

右綴じ 

2 点 


A 



A 



A 



A 



A 



: A 



A ： 


A ° 

ン 

チ 

穴 

なし 


A 


〇 

〇 

〇 

X 

X 

〇 

〇 

上 2 点 
穴 


〇 0 


X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

左 2 点 
穴 


: A 


X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

右 2 点 
穴 


A ： 


X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 


ランドスケープ 


ステープル 


なし 


左上 
綴じ1点 




右上 
綴じ1点 


A 


上綴じ 
2点 


A 


右綴じ 
1点 


A 


左綴じ 
2点 


A 


右綴じ 
2点 


A 


X 


X 


X 


X 


X 


X 


X 


X 


X 


X 


X 


X 


〇 


X 


X 


X 


〇 


X 


X 


X 


〇 


X 


X 


X 


〇 


X 


X 


X 


A 


:A 


A 

〇 〇 


〇 〇 

A 


な 


点 

±2{八 


路穴 


点 

拉穴 


パンチ穴 
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用語解説 


英数字 

[?] ボタン 

Windows XP/2000/NT 4.0/Me/98/95/ で、ダイア 
ログボックスの項目についてのヘルプ画面を表示する 
ためのボタン。 [?] ボタンをクリックしてからウィンド 
ウ内の項目をクリックすると項目の説明が表示され 
る0 

lap 

1 0BASE-2/1OBASE-T/100BASE-TX 

ネットワークの伝送路に関する規格。伝送速度は 
1 0 BASE -2/ T が'1 OMbps 、1〇〇 BASE - TX が' 
1〇〇 Mbps。 本プリンターではこれらの規格のケープル 
を使ってネットワークに接続することができる。 

16進ダンプ印刷 

プリンターが受信したデータを処理せず、そのまま16 
進数で印刷すること。プリンターの動作を調べるとき 
に使用する。（—ステータス印刷） 


1B 48 1C 30 36 46 31 2D 30 30 30 1B 73 3018 24 
20 2122 23 24 25 26 27 28 29 2A 2B 2C 2D 2E 2F 
30 3132 33 34 35 36 37 38 39 3A 3B 3C 3D 3E 3F 
40 41 4-2 43 44 45 46 47 48 49 4A 4B 4C 4D 4E 4F 
50 5152 53 54 55 56 57 58 59 5A 5B 5C 5D 5E 5F 
60 6162 63 64 65 66 67 68 69 6A 6B 6C 6D 6E 6F 
70 7172 T3 74 75 76 77 78 79 7A 7B 7C 7D 7E 7F 
80 8182 83 84 85 86 87 88 89 8A 8B 8C 8D 8E 8F 
90 9192 93 94 95 96 97 98 99 9A 9B 9C 9D 9E 9F 
A1 A2 A3 A4 A5 A6 A7 A8 A9 AA AB AC AD AE AF B0 
B1 B2 B3 B4 - B5 B6 B7 B8 B9 BA BB BC BD BE BF C0 
Cl C2 03 C4 C5 C6 07 08 09 CA CB CC CD CE CF DO 
D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 D8 D9 DA DB DC 00 DE DF E0 
El E2 E3 E4 E5 E6 E7 E8 E9 EA EB EC ED EE EF F0 


201 PL 

NEC のシリアルプリンター用標準コードのこと。 

AppleTalk 

米国アップルコンピュータ社が開発した Macintosh 専 
用のネットワーク用ソフトウェアまたはプロトコル。 

CR 

Carriage Return (キャリツジリターン）の略。改行を表 
す文字コード。もともとはタイプライターのキャリッ 
ジを左端に戻すという意味。プリンターの制御コード 
(コマンド）のひとつ。 

CSV 形式 

データベースソフトや表計算ソフトのデータをテキス 
トファイルとして保存する場合の形式のひとつ。デー 
夕を区切り符号で仕切ることで異なるアプリケーシヨ 
ン間でのデータの共有を図ることができる。 


DHCP 

Dynamic Host Configuration Protocol の略。ネット 
ワーククライアントに IP アドレスなどのパラメーターを 
配布するプロトコル。 DHCP サーバーにおいて IP アドレ 
スなどを一括管理し、クライアントは起動時に DHCP 
サーバーに IP アドレスの貸し出しを要求する。 IP アドレ 
スの一括管理によりアドレスの重複を避け、容易に 
ネットワークの構築ができる。 

DPI (dpi) 

Dots Per Inch の略。 1 インチ当たりのドット数。プリ 
ンターの解像度などを表す単位。（—解像度） 

EP カー トリッジ 

OPC ドラム、現像ユニットなどが一体化された部品。 
ドラムにトナーを付着させ印刷イメージを形成させる 
はたらきをする（—〇 PC)。 消耗品のため「76トナーナ 
シ EP コウカン」または「87〇 PC ジュミョウ」が表示 
されたら交換が必要。1本で印刷できる枚数はカート 
リッジの種類、印刷するデータによって異なる（詳細は 
「6章日常の保守」参照)。 



Extended Capabilities Port の略。コンピューターとプ 
リンターをつなぐパラレルインターフェースである 
EEE1284 が使用する、データ転送モードのひとつ。米 
マイクロソフト社と米ヒューレット • パッカード社が 
中心となって提案した。データ転送速度は従来のセン 
トロニクスの最大1 50KB/ 秒に比べ、 2MB/ 秒と高速で 
ある。また、双方向通信機能やデータ圧縮機能を備え 
る。使用するにはコンピューターとプリンターなど周 
辺機器の両方が対応している必要がある。 

ESC/P 

セイコーエプソン株式会社が開発したプリンターを制 
御する命令（コマンド)の集まり。 

FF 

Form Feed の略。プリンター制御命令のひとつで、改 
ページを行ラためのもの。 

IP アドレス 

IP は Internet Protocol の略。インターネット上で個々の 
ユーザーを認識する符号（アドレス）。インターネット 
に接続したコンピューターにはすベて IP アドレスが割り 
振られる。 
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IPP 

Internet Printing Protocol の略 。 Windows 2000で標 
準にサポートされたインターネット印刷プロトコル。 
イントラネットやインターネットを通じて URL の指定 
を受けたプリンターに印刷することができる。 

IPX/SPX 

NetWare をネットワーク〇 S としてインストールしたコ 
ンピューターが使用するプロトコル。 

ISO 9660 

ISO (International Organization ror Standardization : 
国際標準化機構)が定めた CD - R 〇 M 用のファイル形式。 
多くの CD はこの方式を採っており、〇 S によって異なる 
フォルダーやファイルの名前の規則を守れば 
Macintosh や UNIX マシンでも読み出すことが可能。 


NetBEUI 

ネットビューイと読む。 IBM によって開発された小規模 
LAN 用のプロトコル。主に LAN Manager をネットワー 
ク〇 S にしたときに用いられる。 

NetWare 

ノベル社が開発したネットワーク〇 S 。 プロトコルには 
IPX / SPX が用いられる。 

NPDL 

NEC Printer Description Language の略。 NEC プリン 
ター記述言語。 

0HP フイルム 

〇 HP (オーバーへッドプロジェクター)用の透明なシー 
卜。プレゼンテーションなどに使用する。 


LAN 

Local Area Network の略。構内情報通信網のこと。 

LAN Manager 

マイクロソフト社が開発したネットワーク〇 S 。 
NetBEUI プロトコルを用いる。 

Macintosh 

米国アップルコンピュータ社が開発したパーソナルコ 
ンピューターの総称。 Mac 〇 S には、あらかじめ 
AppleTalk ソフトウェアが組み込まれており、 
LocalTalk ケープルシステムや EtherTalk ケープルシス 
テムを使ってネットワークを構築する。 

Mac OS 

米国アップルコンピュータ社が開発したパーソナルコ 
ンピューターの Macintosh の〇 S のこと。個々の名称は 
System (日本語では漢字 Talk ) であるが、総称として 
Mac 〇 S と呼ぶようになった 0 



〇 rganic Photo Conductor の略。有機光電導体。ドラ 
ムカートリッジのドラムに用いられる有機材。一様に 
帯電させ、表面に光を照射すると照射量に応じて電荷 
が失われる現象を利用して潜像を形成する。 

0S 

Operating System (オペレーティングシステム）の略。 
コンピューターのハードウェア、ソフトウェアを有効 
に利用するために総合的管理を行うソフトウェアのこ 
と。本書では特に区別して説明する場合、 MS - DOS や 
Windows などプログラムの実行管理などを行う基本的 
なソフトウェアを「基本 OS」、Windows XP /2 ◦〇〇、 
Windows NT や NetWare などネットワークを強く意識 
した〇 S を「ネットワーク〇 S 」 と呼ぶことがある。 


M 旧 

Management Information Base の略 0 TCP / IP 通信で 
のネットワーク管理用プロトコルの SNMP で、コン 
ピューター間でやり取りされる管理情報を定義したも 
の。 

M0PYING 

Multiple Original coPY and printING の略 0 NEC が提 
唱するコピー機の代わりにプリンターでオリジナル印 
刷する新しい「印刷スタイル」。 

MS-DOS 

Microsoft Disk Operating System の略。マイクロソフ 
卜社が開発した〇 S のひとつ。現在のパソコンの基礎と 
なったオペレーティングシステム。 


PrintAgent 

双方向通信により、コンピューターの画面上で印刷状 
況の確認、プリンターの設定をすることを実現したソ 
フトウェア。 MultiWriter シリーズに搭載。 

RGB ガンマ 

Red Green Blue ガンマ 

使用しているモニターで中間トーンをどの程度調整す 
る必要があるかを示すもの。専門的にはモニターの特 
性曲線を線形にするのに使用される指数。 

SET 

Sharp Edge Technology の略。 MultiWriter シリーズに 
採用されている高精細印字機能。 
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SO-DIMM 

Small Outline-Dual In-line Memory Module の略。コン 
ピューターやプリンターなどに使われるメモリーの一 
種。 



TCP/IP 

Transmission Control Protocol/Internet Protocol の 
略。ネットワークのプロトコルのひとつ。 UNIX をはじ 
め Windows XP 、 Windows 2000, Windows NT 4.0 、 
Windows Me /98/95、 Macintosh など、主要な〇 ST 
サボートされる世界的な標準プロトコルになってい 
る。 

TrueType 

米国アップルコンピュータ社と米国マイクロソフト社 
が開発したソフトウェアで、 Macintosh / Windows 用の 
アウトラインフォントを用いた画面表示と印刷を行 
ラ。どんなアプリケーションソフトがらでも利用でき 
るアウトラインフォントが使えるので、文字サイズが 
大きくなってもギザギザにならない。 

UNIX 

AT & T 社のベル研究所で開発された一般的にワ_クス 
テーションで用いられる 0 S 。 プロトコルは TCP / IP を 
用いるのが標準的。クライアント • サーバシステムに 
おいては UNIX マシンをサーバーにする例が多い。 

USB 

Universal Serial Bus の略。 キ ーボード、マウス、ス 
ピーカー、モデム、プリンターなどの周辺機器とコン 
ピューターの間を統一したコネクターとケープルで接 
続できるインター フェー ス。 

WAN 

Wide Area Network の略。広域情報通信網。離れた場 
所の LAN 同士を接続するネットワークのこと。一般の 
電話回線や専用回線などを介して接続する。 

Windows XP 

マイク□ソフト社が開発した〇 S 。 ビジネスユーザー向 
けとされる Windows 2000の安定性を受け継ぐ。ただ 
し製品としては 、 Windows 2◦◦◦の他、家庭向けの 
Windows Me /98 後継にも位置づけられ、インターネッ 
卜接続性の機能強化が図れた。 

Windows 2000 

マイク□ソフト社が開発した〇 S のひとつ 。 Windows 
NT の堅牢性と Windows 98の機能を合わせ持つ、ロー 
ェンドがらハイェンドまですべての領域をカバーする 
OSo Windows NT 4.◦の後継にあたる。 


Windows 95 

マイクロソフト社が開発した個人ユーザー向け〇 S 。 
Windows 3.1 の後継にあたる。 

Windows 98 

マイクロソフト社が開発した個人ユーザー向け〇 S 。 
Windows 95の後継にあたる。不具合の修正と機能の強 
化を図ったアップデート版として Winodws 98 Second 
Edition もある。 

Windows Me 

マイクロソフト社が開発した個人ユーザー向け〇 S 。 
Windows 98の後継にあたる。主にマルチメディア、 
ネットワークなどの機能強化が図られた。 

Windows NT 

マイク□ソフト社が開発した〇 S のひとつ。サーバーと 
して用いられることが多い。 

WWW 

World Wide Web の略。インターネットに公開されてい 
る情報を検索するためのシステムのひとつ。ユーザー 
は Web ブラウザーを通して情報の検索や閲覧を行う。 


五十音順 

アイコン 

アプリケーシヨンやドキュメントなど Windows のいろ 
いろな要素を表す小さな絵。 



アウトラインフォント 

文字の形を直線や曲線で表された輪郭として記憶し、出 
力時にその文字データを論理的に処理して表現するこ 
と。文字サイズの自由な設定や文字の変形が可能とな 
り、ドット密度に関係なく美しい文字を表現できる。 

アクセスポイント 

ネットワークに外部から接続(アクセス)するための受け 
口。 MultiWriter のオプシヨン品である無線 LAN プリン 
ターボードは、アクセスポイント経由の接続に対応す 
る。 

アドホック （ad hoc) 

無線 LAN 機器が備える動作設定のひとつ。無線親機(ア 
クセスポイント）なしに、無線 LAN ボードなどの無線子 
機同士が相互に通信できる。 
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アドミニス トレーター （ Administrators) 

管理者という意味。ネットワークやシステムの管理を 
行う最高の権限を持っている人。システムアドミニス 
トレーターと呼ぶこともある。（—システム管理者） 

アプリケーション 

文書作成や作図など特定の作業に使ラプログラム。 

アンインス I -ール 

インストールしたソフトウェアを削除し、インストー 
ル前の状態に戻すこと。 

イーサネット （ Ethernet) 

LAN の伝送路に関する規格。米ゼロックス社と米ディ 
ジタルイクイップメント ( DEC ) 社と米インテル社が協 
同で開発、規格した。3社の頭文字をとって DIX 規格と 
呼ぶこともある。 IEEE 802.3 標準の伝送速度 10 Mbps の 
規格とほぼ同義。コンピューター同士をどのような 
ケープルで結び、どのような信号で、どラやり取りす 
るかなどを決めている。同軸ケーブル上で電波を使っ 
て通信する仕組みで、複数の端末が通信するために、 
CSMA / CD という信号制御方式を採用している。現在 
では同軸ケーブルではなくツイストペアケープルを使 
うことが多い。 

イニシャライズ 

初期状態にすること。例えば、メモリーの内容を全部 
ゼロにしたり、プログラム中のカウンターをゼロにし 
たりすること。 

印刷ジョブ 

アプリケーションで作成された文書を印刷する作業単 
位のこと。スプールされて印刷待ちに追加されるが、 
直接プリンターに送られる。 

印刷の向き 

用紙に対して文字やグラフィックが印刷される方向。 
横長（ランドスケ _ プ）と縦長(ポートレート）がある。 




ポートレート 

K K 

1 ^ 1 ^ 1 


ポートレート 
ポートレート 

A Jtn A -bv 

K lh K lh K 


トレート 

! Z _ 


ポートレート 

ih ih ih 


料レ-卜 


印刷範囲 

プリンター用紙に印刷ができる限界のこと。用紙の上下 
および左右の余白部分を除いた印刷可能領域を指す。 

インス I -ール 

一般にはシステムや装置を設置するという意味。ソフ 
トウェアでは〇 S やアプリケーションをコンピューター 
に組み込む という 意味。 

インターフェース 

2つの装置〈デノ '{イス〉を通信できるように接続するため 
の仕様、ケープルシステム。 


ウィンドウ 

アプリケーシヨンやドキュメントが表示される画面上 
の領域で、開いたり、閉じたりすることができる。 



ウォームアップ 

プリンターの電源を〇 N にした後、ヒートローラーが一 
定の温度になり印刷が可能になるまでの状態をいう。 

ェミュレーシヨン機能 

他のプリンターのために開発されたソフトウェアの制 
御コードを本プリンターで使用できるようにする機 
肯 g 。 たとえば、 PC - PR 201 系シリアルプリンターの制 
御コードが使用できる場合を201 PL ェミュレーシヨン 
と呼ぶ。この機能を実現するためのプログラムをェ 
ミュレーターと呼 。 

ェリート文字 

1インチ当たり12文字の等間隔で印刷する文字のこと。 
タイプライターが使われていた頃からの用語。 

オフセット排紙 

用紙の排紙を用紙の向きはそのままに水平方向にずら 
して出力する機能。 

解像度 

プリンターが文字や画像を印刷するときの細かさのこ 
と。1インチ (25.4 mm ) 当たりのドット数で表す。 

拡張子 

MS - DOS , Windows などでファイル名の最後に付加す 
る文字列で、ファイルの種類を表すためのもの。ピリ 
オドに続けて表記される。 r . txt 」 や r . jpg 」 など。 

拡張制御コード 

制御コードのうち 、 ESC (1 BH)、FS (1 CH )、 のよう 
に後に続くコードと組み合わせて機能を表すコードを 
いう。基本制御コード） 

紙づまり 

用紙がつまってプリンターが動作しなくなった状態を 
いラ。 

かんたん設定 

Windows XP /2000 /NT 4.◦のプリンタードライバーで 
のみ使える機能。[印刷設定]ダイアログボックスの[メ 
イン]シート右上のリストビュー。リストビューのアイ 
コンをクリックすると、プリンターで登録済みの設定 
や、ユーザーが用途に合わせて登録した設定が読み込 
まれる。 
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輝度 

モニター などの画面の明るさ。 

機能選択バー 

Windows XP /2000 /NT 4.◦のプリンタードライバーで 
のみ使える機能。[印刷設定]ダイア□ク'ボックスの[メ 
イン]シート左側にある縦向きのバー。ボタンをクリッ 
クすると[複数ページレイアウト]、[リプリント]などの 
機能の設定項目が[メイン]シート右下に表示される。 

基本制御コード 

制御コードのうち 、 CR ( ODH )、 LF ( OAH ) のように単 
独で機能を表すコード。拡張制御コード） 

クライアント 

ネットワークを介して他のコンピューター（またはサー 
バー）にアクセスしている利用者、または利用者のコン 
ピューター。 

クライアント. サーバー （システム） 

中規模/大規模のネットワークに適した接続形態。専用 
のコンピューター(サーバー）が共有の資源(ハードディ 
スクやプリンター）を管理し、接続を許されたコン 
ピューター（クライアント）が利用できるようにしたも 
の。本書ではクライアント • サーバー型ネットワーク 
とも呼んでいる。（—ピア • ツー • ピア） 

ク 1 J ツク 

マウスのボタンを押して素早く放す操作のこと。 



クレースケールイメージ 

白黒写真のように色彩情報がなく、ドットの多少によ 
り明暗を表現するグラフィックスイメージ。 

(—ハー フ トーン） 

現像ユニット 

〇 PC ドラム上に形成された潜像に、負帯電させた卜 
ナーを付着させる役目を持つ。ドラムカートリッジに 
内蔵されている。 

コマンド、 

コンピューターに行わせたい作業を実行するために選 
択または入力する命令。 

コンデンス文字 

1インチ当たり約17文字で印刷する文字のこと。タイプ 
ライターが使われていた頃からの用語。 


コントラスト 

グラフィックなどの明るい部分と暗い部分の差の度合 
い。 

コント□ールパネル 

Windows で、キーボードやマウスの使用条件、スピー 
力一の音量、スクリーンセーバーの種類などパソコン 
のさまざまな設定を行うための画面をいう。 

サスペンド機能 

データやプログラムを作業時の状態のままにしてパソ 
コンの動作を一時停止させる機能。 

システム管理者 

コンピューターシステムを管理する人。 

あるグループ全体のコンピューターや周辺装置、ソフ 
トウェアなどシステムを構成する様々な要素に関する 
情報をもとに、システムが効果的に運用できるように 
管理する。 

自動給紙 

カット紙(単票用紙）を連続して自動的に給紙すること 
をいラ〇 

自動排出 

コンピューターからのデータが一定時間なかったと 
き、プリンター内のデータを自動的に印刷して排出す 
る機能。 

シリアルプリンター 

文字単位で印刷を行ラプリンターの総称。 

ジョブ結合 

PrintAgent リプリント2で実現する機能。これを利用 
すると一度印刷してスプールしてあるドキュメントを 
組み合わせて、一つにまとめて印刷することができ 
る。再印刷のために複数のアプリケーションを起動す 
る手間を省くことができる。 

[スタート]ボタン 

Windows XP /2000 /NT 4.0/ Me /98/95/ でアプリケー 
ションソフトの選択、起動、ファイルの検索、 Win - 
dows の終了などを行うことができるボタン。 


1 4ヮ'■ドパ，ド 

| pa | プリンタ管理ユーティリティ 

PrintAgent システム起觔 

&メ碰 
gj]? ンドブ□ンブト 

マィネ，トワ-ゥ 

コントロールパネルぬ〉 

免 接続① ► 

@ ブリン炎： FAX 

喊 ヘルプ獅，） 

〆 検索⑤ 


〇 ファイル名を指定して実行牧- 

すべて®ブ D グラム(拉 丨 

: ::: ここから始めよう VAIO ! 
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ステータス印刷 


タイトルバー 


テスト印刷のうちのひとつ。給紙構成や動作モード、 
メモリースイッチの設定状態などプリンターの状態を 
印刷するもの。 

スプール 

ドキュメント（文書）を印刷する場合に印刷データをコ 
ンピューターのハードディスクにファイルとしていつ 
たん保存して、保存した順にプリンターに送ること。 
これによりプリンターが印刷を終了するのを待たずに 
コンピューターでは別の作業を行うことができるよう 
になる。プリンターに送り終えたファイルは自動的に 
消去される。 


ウィンドウやダイアログボックスのタイトルを示す、 
横向きのパー。多くのウィンドウでは、[コント□ール 
メニュー] ボックスや[最大表示]、[アイコン化]、[最小 
イ匕]ボタンなどもついている。 



タブ 

Windows で、ダイアロク'ボックスの中に複数の設定画 
面（シート）がある場合に表示されるインデックスタイ 
プのつまみのこと。 


制御コード 

プリンターの動作を制御するためのコード。印刷デー 
夕と異なり印刷されない。たとえば、 CR (改行コード） 
や FF (改ページ)など。 

セント□ニクス • インターフェース 

旧セント□ニクス社が開発したプリンターとコン 
ピューター間の通信仕様。仕様名として当時の会社名 
がそのまま使われ続けている。8ビットパラレルデータ 
に制御信号を加えてプリンター用のインターフェース 
規格として広く使用されている。本プリンターは標準 
の36ピン • パラレルコネクターで使用できる。 

双方向通信 

コンピューターとプリンターの間で、情報のやり取り 
をする通信形態のこと。 PrintAgent 機能を実現するた 
めの必須条件。コンピューターから印刷データが送ら 
れるだけでなく、プリンターからもコンピューターに 
情報を送ることができるので、印刷の状況がプリンタ 
ステータスウィンドウのアニメーションと音声で、正 
確にわかる。双方向通信には、セント□ニクスイン 
ターフェースか双方向通信可能なプリンターインター 
フェースを装備したコンピューターである、または 
USB やネットワークで接続されていることが必要。 

ソフトウェア 

コンピュータ_やプリンターなどハードウェアに作業 
を実行させるための命令の集まり。プログラム、アブ 
リケーション、オペレーティンク'システム、プリン 
タードライバーなどの総称。八ードウエア） 



タブ 


ダブルクリック 

マウスのポインター（矢印）を動がさず、マウスのボタ 
ンを素早く2回押して放す動作。アプリケーションを起 
動するときなどに使う。 



チェックボックス 

ダイアログボックスの中の小さな正方形で、〇 N/OFF 
の切り替えができるオプション(機能）を示す。オンに 
するとチェックボックスに X や/印が表示される。 


リブリント棵徒の設定 1 

スブールファイルの制限方法 


0 ドキュメント数吵 


臓.酬 [ 

240 人| 

0 ディスク領域 ◎ 



ダイア□クボックス 

設定や操作のために画面に表示されるボタンやリスト 
ボックスを持ったウィンドウ。 



通常使うプリンタ 

アプリケーションで[印刷]コマンドを実行し、プリン 
ターの指定を省略したときにその印刷データを印刷す 
るプリンター。 

坪量 

用紙の重さを表す単位。用紙1枚 1 m 2 単位の重さをい 
う。（本マニュアルで使用している用紙の坪量は、 
64.0 g / m 2 ) o 
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ツールバー 

ウイン ドウのメニュー バーの下のボタンがついている 
部分。 


I I ドキュメント-ワードパ9ド 




0 回® 

| ファイル©編集©表示⑼ 

揮入 <P 著 式 ヘルプ妙 



| □ Ga ^ Q 


1_ 

1 MS ソクク 

I 1 U v tl 不詁 

1^4 

B j 

r u 槪 Mil 


定着器 

用紙上のトナーを熱によって溶かし、圧力を加えて用 
紙に固定させるためのもの。ヒートローラーとプレッ 
シャーローラーで構成されている。 

テスト印刷 

プリンターが正常に動作していることを確認するため 
のも!の。 

電子 ソー ト 

複数部数を印刷する場合にコンピューターから一部目 
だけ印刷データを送り、二部目以降はプリンターのメ 
モリーやハードディスク上で印刷データ処理を行う機 
能。オプションの増設メモリーやハードディスクをプ 
リンターに取り付けることで実現する。 

動作環境 

ソフトウェアや周辺機器が正しく動作するために必要 
な環境条件。 

ドライバー 

周辺装置やそのインターフェースをコントロールする 
プログラム。 

(—プリンタードライバー） 

ドライブ名 

ハードディスク内やフロッピーディスクドライプ、 CD - 
ROM ドライプなどの領域に割り当てられている文字。 
「 A 」 や 「 C 」 など。 

ドラッグ 

マウスのボタンを押したまま、マウスを動がす動作。 
例えば、ウィンドウのタイトルバーをドラッグすると 
ウィンドウを移動させることができる。 



ネットワーク 

複数のコンピューターや周辺機器をケープルまたは他 
の手段を用いて接続し、情報交換したり機器を共有し 
たりできるようにしたコンピューターの集団。 


バーコード 

白と黒の縞模様を線の太さと間隔を変えながら書き並 
ベてデータを表し、印刷されたコード。国名、商品 
名、価格など、主として流通や商品管理で必要な管理 
情報、 POS 用のコードを表すのに使われる。本製品 
は、カスタマバーコード、 NW -7、 JAN、CODE 39, 
Industrial 2 of 5 、 Interleaved 2 of 5 、 UCC / EAIM -128 
に対応する。 

ハードウェァ 

コンピューター本体、キーボード、マウス、コン 
ピューターやプリンターなどコンピューターシステム 
を構成する個々の機器またはそれらの総称。ソフト 
ウェァ） 

ハーフトーン 

画像を表示 • 出力する際に、一定間隔の点(網点）に分 
解し、それぞれの黒い点の大きさを変えることで濃淡 
を表現する。大きい点は濃いグレー、小さい点は薄い 
グレーになる。 

バッファーフル 

ページバッファーに1ページ分の印刷データがたまるこ 
とをバッファーフルという。バッファーフルになる 
と、自動的にそのページの印刷を行ラ。 

ハブ 

LAN でコンピューターなどの端末を放射線状に配線す 
る際、中心に配置する集線装置。一般には 10 BASE-T 
や 100 BASE - TX の LAN ケープルを接続する集線装置を 
指す。 RJ -45 のジャックを4〜32□程度持つ箱で、各コ 
ンピューターの LAN ボードとツイストペアケーブルで 
接続して使う。動作によってリピーターパプとスイッ 
チングハプ（スイッチ）に大別できる。 

パラレルインターフェース 

同時に複数の信号を並列に送るデータ転送方式、ある 
いは物理的な接続コネクターのこと。 MultiWriter とコ 
ンピューター間ではセント□ニクス仕様に準拠した方 
式 （ IEEE 1284規格準拠双方向パラレルインターフェー 
ス） が用いられる。 

ピア. ツー. ピア 

小規模のネットワークに適した接続形態。専用のサー 
パーコンピューターを必要とせず、コンピューターど 
ラし、コンピューターとプリンター間で相互に通信が 
可能となる。本プリンターをピア • ツー • ピア接続し 
て使用するためには LAN ボード/ LAN アダブターが必 
要。本書ではピア • ツー • ピア型ネットワークとも呼 
んでいる。クライアント•サーバー） 

ピア • ツー • ピア • グループ 

無線 LAN 機器が備える設定のひとつ。無線接続なし 
に、無線 LAN ボードなどの無線子機が相互に通信でき 
"〇) 〇 


274 






ヒート □ ーラー 

定着器にあり、プレッシャーローラーとともに熱と圧 
力でトナーを定着させる働きをする。 

ピクセル 

Pixel (Picture element からの合成語)。画素とも言う。 
ディスプレイの画面に表示できる情報の最小単位。 

ビットマップ 

画面やプリンターに出力されるイメージを表す連続し 
た点の集合。 

フォー厶印刷 

見出し文字や塞線枠などのフォームデータを文章デー 
夕と重ね合わせて印刷すること。フォームデータを作 
成するには別売のアプリケーシヨンが必要。 

フォント 

同じ外観、サイズ、スタイルの文字、数字、記号また 
その他のシンボル等の集合。 

不揮発性メモリー 

電源を〇 F F にしても記憶した内容が消えないメモ 
リー〇 

ブラウザー 

インターネット上の Web ページを閲覧(プラウズ)する 
ためのソフトウェア。 WWW ブラウザーとも呼ぶ。主な 
ちの(こ 、 Microsoft Internet Explorer ^Netscape Navi - 
gator がある。 

ブラシパターン 

図形を塗りつぶすためのある一定のパターン。 

プリンターケーブル 

コンピューターとプリンターを接続するケープル。 

プリンタードライバー 

コンピューターとプリンターの間のやり取りを仲介す 
るプログラム。インターフェースやフォントの指定、 
インストールされたプリンターの機能などの情報を、 
〇 S に提供する。 

プリンターバッファー 

一般にコンピューターの処理速度は速くプリンターの 
処理速度は遅い。したがって、プリンターでの印刷を 
している間コンピューターは何もしないで待つという 
状態が発生する。そこで、コンピューターがら送られ 
たデータをいったん記憶装置に蓄え、プリンターの処 
理に合わせて順次その記憶装置からプリンターに印刷 
データを送ることにする。これによってコンピュー 
ターは印刷の終了を待たずに印刷処理がら解放され、 
別の仕事をすることができる。この記憶装置をプリン 
夕ーバッファーと呼ぶ。 


プリンタープール 

複数の同じ印刷装置をひとつの論理プリンターとして 
関連づけて印刷を行ラこと。 

プロトコル 

コンピューターが他のコンピューターや周辺機器と通 
信するための規約。 

プロパティ 

ファイルやソフトウェアなどの固有の情報。フォント 
やウィンドウの色などさまざまな情報の設定、状態な 
どを表す。プリンターの設定状態などを示す用語とし 
て広く使われている。 

プロポーシヨナル文字 

印刷される文字ごとに、文字幅が異なる文字のこと。 

ページ記述言語 

1ページ分のテキスト（文字）やグラフィック（図形）の 
データ、位置情報などを正確に表すための言語。 

ページプリンター 

ページ単位で印刷を行ラプリンタ — 。1ページ分のデ ー 
夕をプリントイメージとしてメモリー上に展開（作成） 
して印刷を行ラプリンターのこと。 

ポイント（マウスの） 

マウスのポインターを目的の項目の上に置く動作。 

ポイント（文字の） 

印刷される活字の大きさの単位で、1ポイントは1/72 
インチ。 

ポート 

コンピューターが外部とデータをやり取りするときに 
使用するケーブルの接続部分。 

ポートレート 

用紙を縦長にした内容で印刷する印刷フォーマットの 
こと。ランドスケープ） 


ポートレート 
ポート:レート 
ポートレ，卜 
ポ ー; 卜トト 
ポートレート 
ポー トレート 


ボタン 

ダイアログボックス中のボタンの絵。選択した動作の 
実行やキャンセルを行う。[〇 K ] ボタンや[キャンセル] 
ボタンなどがある。 
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マウスポインター 

マウスの動きに応じて画面上を移動する矢印の形をし 
たマーク。ポインターの形は設定やアプリケーション 
によって異なる。 


丸め誤差 

四捨五入や切り捨て、切り上げなどで、切りのいい数 
字にすることによって生じた誤差。 

無線 LAN 

ケープルの代わりに電波などを利用してネットワーク 
( LAN ) を構成するシステム。 IEEE 802 委員会が 
IEEE 802.11標準として勧告しているシステムが代表 
例。 MultiWriter のオプシヨン品である無線 LAN プリン 
ターボードは、 IEEE 802.1 1 b に準拠している。 

メニュー 

ウィンドウで使用できるコマンドの一覧。メニュー名 
をクリックするとメニュー名に関連するコマンドの一 
覧が表示される。 


編集 (£) 表示站挿入〇)喾式 
I Ctrl+N 


聞く (Q)... 

上番き保存迄〉 

名前を付けて保存⑻… 


印刷ブレビュー⑼ 
••ぐ—ジ^宝 1 : LP 




31_事錄 
4_事綠2 

送信(逆... 


ラジオポタン 

ダイア□ク'ボックスで複数の項目の中から一つを選ぶ 
ためのボタン。どれかを選択すると、それまで〇 N だつ 
たものが連動して〇 FF になる。 


ジ範固 

0 逞択した部分 (D 
〇 ぺ-ジ指定(泣 1 


または”範_を入力し 


ランドスケープ 

用紙を横長にした内容で印刷する印刷フォーマットの 
ひとつ。 ポー ト レー ト） 


リストボックス 

ユーザーに対して項目の一覧を表示するためのボック 
ス。通常、現在選択されている項目を表示している。 


1ページ ー M ページ 

USSSSM 

2 K - V - 
4ページ—1ベ' 

6ページ ー》1ページ 
8ページ—1ページ 
9ページ—1ページ 
16 ページー 1 ページ 


メニューパー 

すベてのメニュー 名が表示されるパー。 ほとんどのァ 
プリケーシヨンで、このバーは、タイトルバーの下に 
表 7]^ される0 


ファイル (£) 偏集®表示⑽挿入〇)害式ぬ)_ヘルプ ㈣ 

□ & H # Q 曝 % 

メモリー 

データを保存する装置。または情報やプログラムの一 
時的な記憶場所。 

メモリースイッチ （ MSW ) 

不揮発性メモリーを利用してプリンターのさまざまな 
設定を行うスイッチ。機械的に〇 N / 〇 FF を切り替える 
スイッチではなく、電気的に切り替えるスイッチ。 

メモリースイッチ設定モード 

プリンターの設定をプリンターの操作パネルを使って 
メニュー形式で行ラモード。 


リプリント 

一度印刷した印刷データのスプールファイルを利用し 
て再印刷する機能。この機能を使うと、アプリケー 


シヨンを再起動する必要がない。標準シ- 
結合シートがある。 


•卜とジョブ 


Windows XP /2000 /NT 4.0/ Me /98/95 の場合、 
PrintAgent リプリント2のウィンドウを使って実現し、 
その際に、丁合い、ジョブセパレート、両面印刷の設 
定も可能。 


PrintAgent リプリント2のウインドウ 
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ii PrintAeent リブリント2 


ードパ 9 


ドキ: 




































連量 

用紙の重さを表す単位。一般に788 XI 09 1 mm のサイ 
ズの用紙10◦◦枚当たりの重さをいう（本マニユアルで 
使用している用紙の連量は、 70 kg )。 

□一カルプリンター 

コンピューターと直接プリンターケーブルで接続して 
いるプリンター。 
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1バイト系ゼロ . 110 
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Adobe Acrobat Reader .52 
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MOPYING . 8 

MOPYING 設定ウィンドウ . 130 

MS-DOS 
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PrintAgent . 53 
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機能を十分に発揮させるために . 165 
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クライアント • サーバーシステムでお使いの場合 
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ノ J 

各国文字の切り替え . 

活用マニュアル . 

〜印刷用 . 

〜閲覧用 . 

〜の内容 . 

紙づまり 

給紙部の〜 . 

〜処理後の確認 . 

〜の処理 . 

〜のときは . 

〜の発生箇所 . 

フイニッシャー部の〜. 

本体部の〜 . 

両面印刷ユニット部の- 
iiii. 


漢？ . 110 

かんたん設定 . 124,125 

管理銘板 . 194 


厚紙に印刷する . 129 

アプリケーションがら印刷する . 122 

思うように〜できないときは . 157 

〜するには . 119 

定形外サイズの用紙に印刷する . 126 

〜できないときは . 148 

〜手順 . 122 

〜に異常が見られるときは . 153 

〜の詳細設定 . 124 

ユーザー定義サイズで印刷する . 128 

印刷指令の切り替え . 111 

印刷速度 . 235 

印刷範囲 . 261 

印刷物の保存条件 . 257 

印刷方式 . 235 

印刷ログユーティリティ . 52 

インストール方法の選択 . 54 

インターフェース . 236 
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才 
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お客様登録申込書 . 21,194 

オプション . 203 

表面微調整 . 109 
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その他の注意事項 . 166 
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〜の削除 . 73 

〜の制限事項 . 167 

〜の追加 . 73 

〜を正しく動作させるために . 162 
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R 

RAM . 235 
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SNMP . 205, 206 
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True Type .52 
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USB プリンタケープル .207 

W 

WEP .47 

Windows 2000 日本語版 .63, 71 

Windows 95 日本語版 .67, 72 

Windows 98 日本語版 . 66, 72 

Windows Me 日本語版 . 65, 72 

Windows NT 4.0 日本語版 . 72 
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アクセスポイント . 47 
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アラーム表示が出ているときは . 150 

暗号キー . 44, 47 

安全上のご注意 . 2 

安全にがかわる表示 . ii 



イーサネットコネクター . 22 

印刷 
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清掃 

〜箇所と清搨時期 ....... 

パンチ屑の処理 . 

プリンターの〜 . 

設_ . 

〜してはし'' けなし''場尸/ i = 
〜に必要なスペース… 

設定初期化メニュー . 

節電機能 . 

節^! ㈣ 日]己又/ e !. 


キ 


機能の紹介 . 132 

糸□紙□—ラー . 乙〇 


ク 

国別 . 110 
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当社は国際エネルギー スター プログラムの参加事業者として、本製品が国際エネルギー スター プログ 
ラムの 基準に適合していると判断します。 


高調波ガイドライン適合品 

この装置は、経済産業省通知の家電 • 汎用品 
高調波抑制対策ガイドラインに適合しています。 


電波障害自主規制について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報技術装置です。この装置は 
家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、 
受信障害を引き起こすことがあります。 

本書に従って正しい取り扱いをしてください。 

なお、ネットワークオプション* ( PR - WL -11 無線 LAN プリンターボードを除く）を取り付けた場合、この装置は情報 
処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス A 情報技術装置です。この装置を家庭環境で使用す 
ると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合には使用者が適切な対策を講ずるよラ要求されることがありま 
す。 

* オプションについては本書の201ページを参照してください。 

漏洩電流自主規制について 

この装置は、社団法人電子情報技術産業協会(社団法人日本電子工業振興協会)のバソコン業界基準 ( PC -11-1988) に 
適合しています。 

電源の瞬時電圧低下対策について 

この装置は、落雷等による電源の瞬時電圧低下に対し不都合が生じることがあります。電源の瞬時電圧低下対策とし 
ては、交流無停電電源装置等を使用されることをお勧めします。 

(社団法人電子情報技術産業協会(社団法人日本電子工業振興協会)のパーソナルコンピューターの瞬時電圧低下対策 
ガイドラインに基づく表示） 

海外でのご使用について 

この装置は、日本国内での使用を前提としているため、海外各国での安全規格などの適用認定を受けておりません。 
したがって、本装置を輸出した場合に当該国での輸入通関、および使用に対し罰金、事故による補償等の問題が発生 
することがあっても、弊社は直接 • 間接を問わず一切の責任を免除させていただきます。 




